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建 築 と 社 会

1 9 6 0  3  日 本 建 築 協 会
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三星の州性床タイ j レは何れも製法の

呼必特許品で、日本の多湿多雨の気

候でも優れた性能をもっ、舶来品の

迫随をi ? ' f さない製品です。

- 尽クトlζ は使川 :B米ません

司

- 各拠品fぽのカタログ見本

技術報代々を御;15ボ下さい

. 特 徴

施工後 J削; 市が少い・工 Wl が円 1. ¥.、

lilli 栴が下ごろである・r - 入掃除がf I T i rF 

色彩が 11 山に選沢山 Jlt る・ l.i d! f ちする

， 

三 星 ル ー フ イ ン ゲ の

田島応用化工株式会滋
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吸着材

に 使 用 さ れ た

対} 呆台、な断熱-

)(J マアトI 子Z制探ぷ会 i〆卜 之某砿Iミ宏柾

本社・工場 柄 島 県 郡 山 市 長 者 IIIJ 2 2 5 ｾ話Ｈ郡山 Ｉ ＳＴＵＱ Ｍ Ｔ
東京出ｾ所 東京都中央区八重洲6- 1( 日東紡) ピノレ ' 屯話( 東京)( 281) 7205- 6

大阪出張所 大 阪 市 東 区北 浜2- 85 北 沢荊友会館， -:詳 f 大| 仮) (23)  0331 - 4  

(仁|来がIJfji( 株) 大阪支l占内) ' L'. 山 ¥. / ' - 臥} ¥G 0}  V ':>. J  

リノリ 2 - 6

皆様の設計と施工に東洋の床材

イルリノ

1::ヲート'1' イル

ヌポンジシート

q  

リユーム株式会社

兵 w 県 伊 川 市 伊 刈 5 5 8

屯話伊丹( 代) 3531 ・大阪(48)4490

東京都 中央区銀凶 4 丁目 三和 ピノレ

電 話 東 京 (561) 1  7  0  1 ・2 5 6 4

大 阪 市 東 区 瓦 UIJ 2 丁目 三和 ピル

笛 話 大 阪 (23) 0  3  7  5  - 0  3  7  9  

東洋リノ

本 社 工 場

oソフトな感触

o優秀な耐久力

o美 し い 色 彩

東 京 支 庖

カ

タ

ロ

グ

進

呈
大阪事務所



近 代 的 ム ド を つ く る 表 面 材 料 ?

。
ヒ ツター ラ イ ト は メ ラ ミ ン 系 の 丈 夫 な プ ラ ス チ y ク 化 粧 板

で 、 硬 質 微 密 な 表 而 材 料 と し て 近 代 建 築 に 新 鮮 な ム ー ド を 惰

成 い た し ま す 。ー衝聖書には強〈、水を吸わず、耐薬品性にすぐ

れ 、 熱 に 耐 え 燃 え に く い な ど の 優 秀 な 特 性 を も っ て い ま す 。

さ ら に 色 彩 は 笠 宮 で 、80余 種 の 色 柄 が あ り塗装の必要があ

り ま せ ん 。 壁 面 、棚、 調 理 台 、 テ ー プノレ、カウンタ一、パネ

ル 、 デ ィ ス プ レ ー な ど 多 く の 用 途 が あ り ま す 。

， 

問 千 代 閏 区 山 1削 (軌 ω 自 主 裟 f色
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許

鯵費節減527万円♂

利益を tt
特

苧" トMPボイラ

煙管式ボイラの「革命見現るノ

女 高 性 能 • 語 射 型

女石炭・オイル・刀ス焚

女 1年間 (7200時間) の燃料節系句客員

7' x 30' ランカ ν ヤ ボ イ ラ と

比較して

大 阪 府 立 工 業 奨 励 詑

汽 公 式 試 験 戚 績

伝

2  

527 万 円 益

改/ 但し E. E.2000山 、
I  6000カロリ一石 炭6000円/屯 l

¥ 1 日24時間 1月25日として /

平川~水管ボイラ 、平 川~機関車型ボ イラ

〈コ営業科目 [>

~竪型ボイラ 、外ボイラ全般 ・輸送機械

f  
石官tf たlこて

m刀ス温度 lQ7

0

C

株式前土平川鉄工所

本社 ・工 場 大阪市大淀区大仁 凶2のl 氾話筒1J; @ 1 9 7 5 - 8

東 京 営 業 所 探 京 都中央区八重州6の7 屯 話 ( 280 5総3 ・7787- 8

九州 出波 所 初 岡 県 小 倉 市 首 野 545 fu 話 小 倉 ⑤ 1 3 6 2



2  

強 力 型

重 荷 用

ア ム ス ラ ー 油 圧 式 横 型 引 張 試 験 機

( 日本海事協会検定No. 3788)

製 品 iま本 機 に よって試験す
、電11i I

l  ， ¥¥ 

ｩｾ ｐ 用命は 全国有名土木機械 工具

金物底 へ御 照会願 い孟 七 Ｚ ｾ ｴ h  t̂  

くM ，K ，K . )

' レール接続の革命!

新 製 品 完 全 防 錆

種 目

トラ ックレール ガイドレール カープレール

ず雇用 (22工μ 立入) 複車 ・単車ノザ ー

軽 50協 ，60務， 70務

御用命は全国各地有名建築金物底へ御照会願います

そ の 他 プ ラ ケ ッ ト 附 属 品 一 切

22 三 谷 製 作 所 ? f f T T V誌



施 工 法 を 一 変 し た

/ 1  ｾ夜イ本のクギグ

セ メ ダ イ ン

N O .  1 9 5… 木 レ ン ガ ・ノ ン ス リ y プ

テ ッ ク ス ・ハ ー ド ボ ー ド 等

を コ ン ク リ ー ト 又 は 木 部 へ

N O.  6 0 卜 ・・合 板 ・内 装 化 粧 板 ・ ク ロ

ス 類 の 接 着

N O . 1 5 0 0 ・・ ・金 属 ・ガ ラ ス ・プ ラ ス チ ッ

ク ス の 接 着

..，----

木工用セメ ダインによるテ ックスの 建 築 周

接着施工 ( 大阪 ・関西電力ピル)

ＱＺ ＮＣＷＱｾ＠ __ 
発 売 元 東 京 セメダイン商事 株式会社 東京都千代同区神田 五軒町1 (邸113131

大 阪 セメダイン商事株式会社 大阪市南区大宝寺田rm之丁41 (27)  3456 

名古屋セメダイン商事株式会社 名 古 屋 市 中区上町) 111 町 (24) 0845 

Ｎ 近畑一見 ［ ｮ 耐火 ＮｉｾＮｾ t-= 

. 塗 装不 要 の 化 粧 板 エ ス ロ ン ボ ー ド ・ カ ラ ー ド ボ ー ド

. 抗 技 術 の 革 命 闘 BI i 膏 Z ヲ 亥 宇 一

- ア サ ヒ ト ー ン ( I政行 板 ) ・防 水 ボ ー ド ( 防 水 処 理 品 )

・ ラ ス ボ ー ド ( 陛下 地 村 ) ・寄 種石 膏 プ ラ ス タ ー

21世紀の札f 材

- 社 名 が 変 り ま し た … … 旧 大 阪 耐 火 ボ ー ド 株 式 会 社

日 本 耐 火 ボ ー ド 株 式 会 社

本 社 大阪i I i :It 区紛笠田r 50 :主 ピル 屯お大阪 (36)5453- 6・1141

東京支l苫 京 京 都 港 区 芝 t新 縞 4 の 38 n.;，l百点京 (431) 6814 ・8417

大阪工場 大 阪 rUJT!i) E川区元今里北通5の24 氾 活 大 阪 (37) 836 1 - 2  

栃木工場 筋 木 市 平 柳 町 1 3 0 0 氾X5. wJ 木 2 4 1 9 ・0 0 6 4

電.. ｾ＠

e  • 
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堅室、議勾配屋根氏

軽快た活利建築枚

Ｘｾ ｊｩヌー ＢＰ｟ i' ｉｾ ソイド

8jlit ｝Ｇｾｉｌ テン ｉ レ Ｗ イ〉タ
伸 縮 白 地 材 工 キ ヌ1¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンク本会 シー Jレセ〆ント

日 源 化 学 工 業 株 式 会 祖

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲1- 3

T  E  L  (271)  ＷＰＰＰ ・ ＵＴＶＳｾＵ

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久町 6- 101

T  E  L  (807) 代表016 ＱｾＵ＠

大阪営業所及大阪工場

大阪市東淀川区掘上通り 3 - 3 9

T  E  L  Ｈ ＳＹ Ｉ ＰＹ ＲＴ ｾＵ ・ ＲωＵ ・ Ｒ ＰＷＹ
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ｾ＠ 1・5 事毛J享) 井1

藤 森 建 材 株 式

A

令

官社

本 社 東Ｉｾ fflI '1' 央 区 日 本 橋 通 l ノ 2 ( 大省ピノレ)

電 話 東 京 (271) 6  4  3  2  - 5  

大阪山 11 . 長 所 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 - i  ( 大同生 命 ピノレ内)

電 話 大 阪 ⑬ 9 4.1 7 - 8 ・8 4 6 1 - 4

九 州 出 渡 所 福 岡 市 楽涜大通 2 ー 73 電 諸 問 問 ④ 19-15 ・⑤3473

宇

30メーカー代理広

ツ 橋

Ｚｾ＠ ｾ＠ ｴ［ｾ建梓匁
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最 新 の 設 備

優 秀 な 製 品

-IDEJP.，司ー

甲種・乙種防火シャッター

電動式・手動式・スプリング式

其 他 の シ ャ ッ タ ー 全 般

株式SZt 三和::J t ':J'J ・製作慰

霊10;; ' t '.:1 司・株式さ/5t

本 社 及 工 場 尼 崎 市 久 々 知 コ エ 2 3 番 地 大 阪 (48 )534/ - 3 2959 

東 京 支 底 東 京 都 新 宿 区 西 大 久 保 1丁目 370栄 ピ ル 東 京 (34/ ) 2478. 9678

札 幌 支 庖 札 幌 市 南 九 条 6 丁 目 札 幌 ( 3  )  /368 (  4  )4878 

東 北 支 庖 仙 台 市 土 樋 1 1  2 番 地 仙 台 ( 3 ) 3 2 9 6

金 沢 支 庖 金 沢 市 よ 胡 桃 町 3 6 金 沢 ( 4 )  /  3  8  7  

名古屋支庖 名古屋市中村区広井町2丁目 45八，州 ビル 名古屋 (54) 2  8  4  6  

九 州 支 庖 福 岡 市 波 辺 通 5 丁 目 9 2 番 地 福 岡 ( 5 )  5  /  8  /  

営 業 所 全 国 主 要 都 市 に 在 円



の衛生陶器ヒ付属金具

L - 2 2 0  

オ パ ー ル

ピル・ アパートはもとより一般住宅

ζ 死研おμ 御愛用 頂い てい た製 品 し - 9 2  

東 洋 陶 器 株 式 会 社

本 社 茅 ケ崎工場

小倉市制 加T4  5  8  大阪営業所 大 阪 市 東 区 制 蹴 5 - 3 2 T E L ⑧ 4518  - 9 神奈川県芥ヶ崎市

T E L ω2 4 8 1- 5  各地営業所 東京 ・名古原・小倉・広島・高松・札中川・仙台 ・白山 T E L 210 5 - 8  

明 る い

同シリウム

定 価

陶 器 ( 1級) L 220 ￥ 2 ，750 

金 具 ( 伺 育 臥ι 印)

立 水 位 T 2  0  5  Y  

@￥ 600 ( 2個) ￥ 1，200

止 水 栓 T 4 A Y

@￥ 670  ( 2個) ￥ 1，340

排水金具 T 6P lf 1，210 

パ y クハンガ

取 付 木 ネ ジT L 220D￥ 200 

!t ￥ 6，700 

参 考 定 価

陶 器(;lt級 ) L 220 ￥ 2，200

金 具 ( . ; 1にア凡 印)

立 水 栓 K 2 0 5  Y  

@ ￥う10 ( 2 個) ￥ 1，020

止 水 位 K 4  A  Y  

@ ￥ 570 ( 2 !回) lf 1， 140 

排水金具 K 6 P C ￥ 1，030 

ロシタイ，1，.

モ夕、ンリビングに
品 質 随 と定 評 ある

丈 夫 な 寝 ピ 床 娯 材 で す

あ ら ゆ る 床 に " 7 .;/ チ す る 1  

品質 ｬｩｾ 高の美しいフ ロア Ｍ Ｇ［Ｑ イル 社 Ｕ

保 車 線 格

庫ｾ 2. 5聞

巾 183 0 0(6尺}

良さ 27. 4Sm

(  15坪普}

透明・不透明

艶消し・曇り

模 様 板 各 種

P  

_-

官
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昭 和 35 年 3 月

住 江 織 物 見 学 会

住江織物 KK 本社 ・支底 ・出強所 ・工場所在地

本 社 大 阪 市 住 吉 区 墨 江 中2- 18

大阪事務所 大阪市南区安堂守備五1 : 4- 55

Ｈ本社ｾ必一般 ・ 滋ｾ Ｎ 陳 列Ｉ

東京支庖: i i ! 京都地区芝田村町4

(蛍II ・陳列)

出 張 所 札 幌 市 ・名古屋市 ・広島市・街岡

市

工 場

住吉工助 大阪市住吉区墨江中2 - 18

( カーペ Y ト・1 1 7 卜 J ・7' : ; 7 ドラ

ツグ ・2白色仕上)

河内工場ー大阪府松原市大綱町52

( 紡毛糸 ・モケット ・アストラカン)

都工掛. 京郎市上京区今出川通室町西入J レ

( ドレーブ一般 ・自動車ν ート池 ・高

級手工芸織物 ・鍛帳)

網野工場 京都府竹野邸網野町字浅茂川

( 椴通)

ミラコート ( 建 築 用 塗 料) 優 良 認 定 書 発 行

JlI:l利34{下i 月27 日提出された資料につき本会建材委員会に於て慎重審

査の結果，下記特徴により JI:l J う1 ヵ年間有効の優良認定舎を昭和35年 3

月 1 U付発行した。 社団法人 日本建築協会

品 名 ミラコート ( 建築用塗料)

申請者 光錫塗料株式会社

特 徴 1. 被膜が固い

1  '  接着力が良い

記

1  '  酸とアルカリに対し均しく抵抗力がある。

短 評 塗料の主ｾ原料「ポリウレタン合成樹脂」は未だ国産されてい

ないため，輸入( 独泡) に頼らざるを得ない乙とは残念であるが，

「ポ リウレタン合成物j J 旨」の特性から早くより塗料として も完全な

材料として出現する乙とが望まれていた。

現在市湯 lζ は「 ミラコ ー ト」のほかに金属防紡塗料または金属面

保護用塗料として同種のものが使用に供されている。

耐{ 共性。酸，アノレカリミ? に対する耐久性，または附著カの良い点

等 . 独特の特徴を示すほか. 樹脂の熱硬化性によ る金属函焼付塗装

仕上は す ぐ れ た 性 能 を 示 す よ う に 思 わ れ る 。 ( 北 山 委 員 記 )

第14回 工場 見 学会 住 江 織 物 見 学 会

1  ' と き 3 月12口( 上) 12時30分( 集会) 時間励行

- 171時30分( 解散)

1  集 合 所 本会前( 住江織物ご提供貸切パス利用)

1  '  申 込 3 月 7 日までに電話でお申込み下さ L、。

た だ し 定 員50名を超過した際は抗11せんで参加者を決

めます。

1  お 願 い 同業関係者はお断りします。

1 . 行 程 本会前出発 ( l 2時30分) →木社営業所 ( 12時40分ー13

時) →河内工場 ( 13時45分一14時45分 ) → 住 吉 工 場

(: 511寺15分- 16時15分) →高島屋特別室 ゐ懇親会 ( 17

時- l il 時30分) →同所で解散。

住 江 織 物 株式会社・ー・ 同社は明治 Ｒ Ｓ 年訟法ｾｻｉ￯式典儀場用の級車 ｅ お

よび明治27年鉄道シ ート 地用モケッ トを製織して以来

各方面の装飾用織物のメ ーカ ーとして発展の一途を辿

り，大正 2 勾! こ会社組織となり爾来高級用織物によっ

て名声を隠して来たが，近年更に一般大衆にアピーJ レ

するよう事業を拡大し，安フトン ー綴:iill ・モケット ・

ドレープ ・カーペットの製織販，克に努力している。



大 阪 国 際 貿 易 セ ン タ 一 見 学 会

1  . と き 3月15日( 火) 午後 3 時( 集合) - 5 時( 解散)

1  . 集 合 所 同建物玄関節J (市電堂島大橋下車南詰)

1.  申 込 10日までに電話で申込みの乙と。ただし定員 2∞ 名に

主主し次第締切ります。

1  .  建物概要

所 在 地 大 阪市北区玉江町 2 ー 2 ( 堂島大橋南詰)

設計 ・監理 日建設計工務株式会社

施 工 株 式 会 社 大 林 組

工 期 昭 和33年 2 月 1 口一35年 2 月末

構 造 本 館 S .R .C. 造，地下 1 階 ， 地 上 5 階 ，j:広尾 2 階

別 館 S. R.C . 造 ，地上 2 階

建築商事ｾ 3，989，38m
2  

延面積 13. 144，75m
2

大 阪 資 生 堂 見 学ビ
4

2

 

J レ

1. と き 3月23 n  ( 水) 午後 1 時30分( 集合) - 3 時 ( 解散)

1.  とこ ろ 同ビル九階会議室

1.  申 込 20 n までに包話でお申込み下さい。ただし定員50?' . に

達し次第締切ります。

1.  工事概要

設計

施

位

工

監 理 口建設計工務株式会社

工 株 式 会 社 銭 高 組

置 大 阪市東区北浜 3 - 13

期 昭 和33年11月15日( - j 'i 工) ，昭和35年 1 )j 151 1 (唆

工)

建 築 面 積 木 翁 ' ( 434. 23m
2  

倉庫 416 .38m2

計 850.61 m
2

建 築 延 面 抜 本 館 2，673.29m
2

倉庫 416 .38m2

;rr  3，089.67m
2  

構 造 木f t 1 ' ¥鉄筋コンクリート造 ・地上 5 階 ・地 下 l 階

倉 庫 欽' 行進コンクリートブロック控 j也上 1lWi

各階主な用途

< 1階 > 玄関 ‘ 応援広間 ・1i ' i 直室 ・資生堂大阪販売 K K' j J : 務宅

<2階 > 応 援 釜 ・屯話交換宅 ・更衣室 ・事務室

<3階 > 応接室 ・会議室 ・休4皇室 ・事務室

< . 1階 ・5階 > 資生1 ; t 特主教室 ・実押室 ・応接室 ・和 宅 ・クレー

ム宅 ・事務室

< 地 階 > 機械室 ・電気望 ・合.r.ll'

. d.  

ヨ玄 告 2

大阪 国際貿易センタ一

見 学 会

大 阪 資 生 堂 ピ ル

見 学 会

;-1  

， 
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告 3

東 本 願 寺 同 朋 会 館

大 徳 寺 の 茶 室

見 学 会

宝 酒 造 伏 見 昧 淋 工 湯

見 学 会

東 本 願 寺 同 朋 会 館 と 大 徳 寺 の 茶 室 見 学 会

1 . と き 3月26n ( 土) 12時30分( 集合) ー18時( 解散)

1  . 集 合 所 木会部1 ( 集合時間厳守のこと)

1 . 申 込

1. ｾ＠ 費

1 . 行 程

2311 までに屯話でお申込み下さい。ただし定員60名lζ

迷し次第締切ります。

50円( 大徳寺茶室の拝観料 [ζ 充当)

木会部j発 12. 30 ( 東海興業 K K大阪支庖ど提供の1 ' i

切パスを利用) →策本願寺同朋会館見学 ( 14.0 0 -

15. 00) →大徳寺 ・高桐院 ・黄梅院両茶室見学 ( 15 .30

- 16 .30) →大阪駅西口前解散13. 00。

東本願 寺同朋会館 ( 詳細「建築と社会J 誌 2 月号29頁参照)

設 計 財 問i法人建築研究協会( 京大工学官官内)

施 工東海興業株式会社

構 造鉄筋コンクリート造 3 階建，屋綴瓦葺

建築面積 913. 0'L m
2  

延述築面積 2，628. 28m
2  

収容人口 500名

大徳寺の茶室 現地解説 : 岡田孝男氏( 岡田建築' ] J l倒 的

黄梅院の昨夢軒

黄梅院は小早川 ＧｾＡｴ ｬ［Ｎ じ毛利郎元がｒｬート ＧｓｬＮ ーした熔玖でｾ股と玄関は桃

山時代の建築として重要文化財であ る。 ＲＵ 院のＭｾ主である茶席昨ｾｾ

刺・は四帖半の広さで，寺の伝えでは武野紹鴎の好みといわれる。

高桐院の松向軒

高桐院は細川忠興( 三斎と号す) の建立した塔l i J iで古院は平IJ 休の

邸宅を移築したと伝える。茶席松向判は 2 帖台目下座床の席で三斎

の好みという。庭に石 ｩ 霊能をｾ棋とした三斎の基がある。

宝 酒 造 伏 見 昧 淋 工 場 見 学 会

1. と き 3n  29日( 火) 午後 2 時( 集合) - 4 時( 解散)

1  . 集 合 所 京阪屯市丹波橋駅m札口前

1. 申 込 23円までに電話でお rt 込みのとと。ただし定員50名に

述し次第締切ります。

1  .  建物概要

所 在 地 京 係 市 伏 見 区 竹 II  JjIl J 628 

設計 ・ 施工消Ｊｾ設株式会社大阪支ｲＮＵ

工 期 昭 和3μ 手5 月18日( 着工) - 11月19口( 竣工〉

構造 ・規模 1 部鉄骨鉄筋. コンクリート造， .地下 1 階. 地上 Z 階

延 13，128 .O H m 2  



防火上の取扱いを主とした

軽 量 鉄 骨 構 造 講 習 会 の 後 援

建築関係法令普及会では下記のiffi り防火上の取抜いを主とした軽量鉄

骨構造講習会を開催されますので，ど;fi; ' 望の方はふるっ て参加下さ い。

記

軽量鉄骨構造講習会 ( 防火上の取倣L、を主とした)

1  . 主 催 建築関係法令普及会

1  .  後 援 U本怪量鉄骨建築協会，大阪府建築士会，日本建築

協会

1  . 日 時 1I{:j和35{ド3)cJ 25u  ( 金) 午前101時一午時 5 時

1  場 所 大阪府職員会飴大講' 主

1  . 議 習 内 容

イ. 軽2 鉄'f' l '建築物の構造について

大阪大学教授 ・工学博士 ｾ［ｾＩる健三 氏 10時一11時

ロ. 建築基準法の防火規定について

大阪府指噂課長恒岡 俊行氏 11時一12時

ハ， ffi' i払耐火建築物の材料について

東京大学教授 ・工 学 博 士 昆 野 呂一氏 1 1時一 2 時

ニ s怪量鉄骨の施工上の問題点( 伊鈴湾台風報告)

u .;f王'1蚤盆鉄骨協会指導謀長小品久次郎氏 2 時一 2 時30分

ホ. 信l払耐火ili 築物の耐火実験( c i 己録映画)

東京大学教授 ・工学博上 hl !ll f  IJ 一氏 3 時一 5 時

1  会 費 2001
1
J  ( テキスト代J U

1. 予 定 人 員 420名限り

1.  申 込 場 所 大阪府建築部指等深東条主' 芥のもとへ 3 月20日迄に

会'f!i. を添えて申込む乙と( 当 U受付は致しません)

なお定員l乙達し次第締切ります。

第 2 回世界地震工学会議参加登録について

掲記の件について全会議組織委員会から ，圏内参加希望者の申込み方

法に ついて通知がありましたから，その大豆ーをお知らせ申します。

記

1  参加希望者は「会議開催要領」および「参加申込について」を参

照の上，所定の参加申込用紙により申込む乙と。

1. なるべく 日本地震学会，日本建築学会または土木学会を通 じて組

織委員会あて申込むこと。

1. 参加登録1.!e1，5∞円を 申込茜: (ζ 添える乙と。

l  申込期限 昭和35年 3 月31日

1  会期・会場 昭利35年 7 月11日- 15日 於東京

全 7 月18 臼 於京都

備考: r開催要領J r参加申込についてJ 申込書など本会に あり ます。

ｾ＠
Z 玄 告 4

後 援 の 講 習 会

会員のみなさまへ

お 願 い /

ー一会員名簿作成のためにーー :

2 月号lζ 挿入 しました 1960年 .

版会員名簿作成資料のど返送が I

まだの方は，ど移動のない方 も :

ぜひ，急いでど送時I下さるよう

お願い申しあげます。

'  

'・
v  



会 告 5

創 立 記 念 日 の 集 い

本 会 創 立 記 念 日 の 集 い

( 記念講 演 と映 画 の会 ・記 念ビールパーティ 〉

木会が大i f . 6作 3 月30日IC創立されてより，来る 3 月30n をもって満

43年の沼念日を迎えるととになりました。木年は一般の市民扇 (C建築!ζ

関する認識を深めていただくよう な企画で， 下記要項によ り記念行事を

依します。なお，会員各位も多数ご参加下さい。向祝のピー J レパー ティ

も当日夕科より俄しますので， 何不多数ど参加下さるようど案内申しあ

げます。

ロ
u

杢

一
向

1  . と き 3月30" ( 水)

ー記 念 講 演 と 映 画 の 会 ( 午後 1 時30分- -1時30分)

1  と こ ろ 朝日新聞社大阪木下土 4 階講堂

1. 次 第

司 会 記 念 " の 集 い で 査 山木義樹氏

開 会 の 挨 拶 本 会 会 長 尾 崎 久助氏

記 念 講 演 “ 住宅と人間"

清水 一 氏 ( 大 成砲般株式会社常務取締役殺計部長)

11央 阿

I  L 屯 椛 ( 天然色) (/10分) 提 供 株式 会 社 大 林 組

東京タワ ー ( 天然色) ( 30分 ) 提 供 株 式 会社 竹 中 工 務 民

& 新朝日ニュース (20分 ) 提 供 朝 n新聞社

閉会のJ尖拶 2713佐委員長 約lil!，j 謀太郎氏

' 記念 ビ ー ル パーテ ィ ( 午後 3 時30分- 6 時30分)

1  .  と こ ろ 大il' 肝( 肥後橋南詰 ・大同生命ピ J レ地階〕

1  . 会 焚 200門 ( 別に補助があります〉

1  .  申 込 電話で25白までにお申込み下さい。 なお，会場の都

合で先Jri 締切るととがあります。会費は当 n受付で

いただきます。

川 川 川" 川川" 川州" 川川"川 川川" 川 州 川" 川州 川11川川川川"川川"川"川川川"川川川"川川川"川川川"川川川"川州川"川川川"川川川"川川川"川川川"川川川"川川川"川州川"川川川11川川川川"川川川' 川川川川11川 川 川 目H川 州 川0“ 州川川11川川川"川川川"川川a“ 川 川" 川川"川" 川川t川 川川川川"川川川"川川川"川川川"川川川"川川川"川川川"川川川"川山"川，，4月 の 会 と 催 1山 川l川川川"川"川川"川州川"川川川"川川川"川川川"川川川"川山川"川川川』川川川川"川川川'“川川"川 "山 " 川川川" 川川川f川川川川"川川川"川川川目“川山川"川川川"川川川"川川川"川山川t“ 川川川" 川川川1“ 川 川 川t川川川川"川山川"川川川'“ 川 川 川t“ 川 川 川i川川川川" 川川川t“ 川 川 川I川川川"川川川"山川川"川川川"川 "

関 電 ピ ル 見 学 会

建物概要

設計 ・施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

所 在 地 大 阪市北区中之島3- 5

工 期

着 工 昭 和32年 6 月 1 日

竣 工 昭 和35年 3 月 1 日

構造 ・規模

S .R .C. 地下 3 階 ・地上12階

建築面積 4 ‘ 323m
2  

延建築面積 36.823m
2  

関 電 ビ ル 見 学 会 大 阪 府建 築士 会 と 共 催

1  . と き 4月 5 n  ( 火) 午後 3 J時( 集合) - . 5 時( 解放)

1.  集 合 所 同ビソレ南側IJ ( 現場事務所前)

1  .  申 込 3 月末までに電話でお申込みの乙と。

定員( 両会で3∞名) に達した時は締切ります。

惨 お原 ｮｾ 、 ‘ お ｲ ｾ 込 みの方は，必ず無断で 欠席 されぬよ う願います。



下

せ

I府和35年 2 月24日開催の通常総会において監事 11ヘならびに木部選出評議員39名の選挙を執行致しましたと乙 ろ，

記の方々がそれぞれ当選 されました。

り知お選当員議評びりな事監

(  1 名〕事監

自日君( 大阪市住宅協会常務理事)五東伊

員 ( 39:f， ・50音)1原)議5平属所部本

， 

( 銭高組取締役営業部長)

( 間組大阪支庖建築課長)

浅 海 正 雄 君 ( 浅 海 電 気 社 長 )

鳴 尾 源 蔵 君 ( 大阪電気暖房商会取締役電気都長)

松 木 芳 太 郎 君 ( 松電電機商庖社長)

山 下 彰君( 日立製作所大阪営業所ビルデイン グ

課長)

石

斉

伴

南

門)

門)

(朝・白工業社社長)

( 三晃商会社長)

( 西原衛生工業所大阪庖社長)

( 斉久工業大阪支庖長)

部

部

気

工(管

樹 君

男 君

( 電

君

君

君

君

二

夫

雄

吉

義

怒

光

秀

長

本

辺

岡

藤

山

渡

門)

小 川 地 古 : 貞 君 ( 鴻 池 組 現 場 主 任 )

大 原 知l 君 ( 大阪鉄道竹理局施設部':;i;*許認係長)

金 谷 英 一 君 ( 大 阪工業大学助教授)

小 阪 義 夫 君 ( 大 阪 大 学 助 教 授 )

篠 崎 一 郎 君 ( 浅 沼 組 工 事 部 次 長 )

田 中 孝 司 君 ( 大 阪 郵 政 局 建 築 部Jj在工課税tit 係次席)

寺 島 三 雄 君 ( 大 阪 府 建 築 部 住 宅 建 設 課 長 〕

内 藤 一 真 君 ( 11 住宅 ｾ ｉ 回線設計係 長Ｉ

中 川 | 秀 夫 君 ( 大阪市計画局奇|阿課建築係長)

永 ヂ | 実君( 布施工業高等学校教輸)

松 村 康 三 君 ( 倉 敷 レ イ ヨ ン 何 時 丹 郎 )

三 品 哲 夫 君 ( 大 阪 市 建 築 局 建 築 課 指 導 係 長 )

宮 川 達 郎 君 ( 日建設計工務設計部)

吉 田 圭 三 君 ( 住 宅 会 同 大 阪 支 所 住 宅 企 同 課 長 )

部術(技

門〉

(刀 上i ' J ' 夫商庖社長)

( 能率風只工業社長)

(行機械工業社長)

( 大品応用化学工業社長)

( 田辺工業社長)

( 丹司製陶常務取締役)

( 新興建材工業所社長)

部材(建

!  1j 上 伊 夫 君

太 問 敏 郎 君

菅 敬 一 君

田 中 政 二 君

高 橋 進 君

l丹 司 奈 良 一 君

福 頼 宝 蔵 君

、
、
，

，，

肉

吋

』

固

H

t

(藤木工務所専務取締役〉

( 今西組専務取締役〉

( 竹中工務問常務取締役)

( 奥村組取締役建築部長)

Ｈ戸 団組大 阪支庖ｾＮ［Ｚ［業部長Ｉ

( 浅沼組取締役本信次長〕

( 栗木建設工業取締役)

( 東洋建設工業社長)

部合(綜

伊 丹 久 吉 君

今丙ヌl ' ＱＴＨ ｾ 君

布11 1キ ガf ー 君

苔 fri 繁 次 君

巾 I";;j ｾｍｴ 君

浜 口 幹 三 郎 君

福 山 良 三 君

山 本 良 雄 君

'  

‘  

名 ( 50音順)

事

'ぷ

員

木村岡己口. Trf 良 都 宮 滝 本 誠 一 宮. 竹中米造君. 村偽彬1 ! .

議 孝 雄 官 . I l t 本利雄君. 坂内t昌男君 回 会初夫I t . 竹内同文I l .

1高局善雄忍. 元木瓜次芯.111本 茂 君

i'l 柳tlt仕活. 坂本広吉忍 .七尾健三君. 矢野豊作君. 古木ー夫R 目

石チ ｌ ｩｔＺ名古 Ｎ 杉本Ｎｾ治官Ｎ丙村忠二宮 Ｎ 山口吾郎官

中元前次; g

菅野栄怠. 竹中「市沼南須洪一郎君

尼崎同一沼 . l'I i谷 醤 作 沼 戸 待 周 円 宮 脇 山 静 夫 宮. 柏原悶光1i ! .

鈴木訟峻お. 松井邦彦 8

2毎回且I次怠.111回治司B

高tli 政 吉 お 仁被l I i 悶a

ｾｉ 崎 匁 次ＱＧ［Ｎ瀬村 弘 Ｑ コ ｝ｻ

ｾＮＮｦ王宮好方不 ｦ ｦｊ 1!. H  

君美

氏

任

晴

員議

退

脇

事・評監{壬

監

イ言 宗

評 議

ｻ銭術Ｉ石川 ｭ 君Ｎ乾 亮三 ｡ 弁出ｪｔＺ ｾｗ Ｎ IJ 1 l 政毅夫S . 佐久間宏1 5 .

ぬ 同 一 君 主鐙 玉 彦 若 手線二郎1 l . >1'朕 L Ht. 巾村静夫 l'l .

災問疋i 11君. 平固定男右前川敏成; g

( 綜合) 五 十嵐7¥' lf t1i! . 姥 原 逸 雄 君 加 藤 秋uuu 川勝源兵衛E . 応閃啓太郎

U. 中川宗治l ' l . 活体季lftlt 木村i1'/i次 U. It' 泊朝j 釘宮

今村践君 Ｎ 工藤寿男君ー ｬｬｾ 野宿 三 召

I. J ! 見政一志. 池田幸太郎君. 須賀栄一君

井上武雄君ー伊藤長太郎官ー樹元関11m. 内問雅秋怠. 総本末蔵君.

限定太郎B . 村上二郎君

石井 一 ｦ 宮 官 Ｎ 景 ｾｉｉ 正明君 Ｎ 加藤太郎羽 =n語文雄R

岡野武司君 佐々木米太郎R

ナ シ

. . 丙m男忍. 古田元七π

m木源次UBU. 湾与tF. . i J

l i ! ! 木正夫濁. 丙村勝8

退任留昭 和 35 年 度

任容1

辺問

気

工

材

{ 兵/ l ! l )

( 京都)

( 和歌山)

(1や 国 )

( 九州}

( 東海)

慣

行

思



枚 方 国 際 ゴ ノ レ ブ ク ラ ブ ハ ク ス

設 計 山 下 寿 郎 股 計 事 務 所

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖



生 き た デ ザ イ ン す ぐ れ た ク ラ フ ト 株式会社 大 丸 家 具 装 飾 部

ラクシデ( 上)

食 堂 ( 下)

枚 方 国 際 ゴ ノ レ ブ ク ラ ブ ハ ク ス

媛 房 お よ び 排 気 設 備

株 式 会 社 建 材 ネ土

セク ν ョナノレボイラ，jijil j 4 号品在



大 浴 場

給 排 水 衛 生 給 湯 設 備 工 事

株 式 会 社

枚 方 国 際 ゴ ノ レ ブ ク ラ ブ ハ ク ス

2 断 テ レ ス

コ主

，同 水 工 業

瀬戸産伊良保色平安瓦施工

所

合 資 会 社 佐 村 木 商 庖

- テレスのクリンカ ー タイノレ

・外 壁 腰 ま わ り

内部および外部タイル工事施工

有 限 会 社 関 西 タ イ ル 商 会



‘ー

北 面 全 景

宝 J家 ノ レ プ ク ラ ブ ハ ク ス 施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

設 計 宝 塚 ゴ ル フ ク ラ ブ ハ ウ ス 強 股 委 員 会

ii li l(Ji 2 階テラスを斗i む

彫刻 は ｩ 上 ＩＺ ｉ ｾ Ｏ￬ Ｚｾ 氏 Ｈｪ ［ ｾ 1ft ¥) ミ大教俊) の{ノl'



宝 塚 ゴ ル フ ク ラ ブ ハ ク ス

電 気 工 事

栗 原 業 株 式工

給 排 水 衛 生 設 備 工 事

斉 久 業 株工

造 作 建 具 ・ 家 具

4

E

 

食 Ｇ￬ ＺｾＮｾ ! 照明

式

. 6担

τ"" 

内 外 木 材 工 業 株 式 会 社

ネ土

本土

談 話 室



ス ー パ ー ウ ォ ー タ イ ト ( 合 成 樹 脂 製) に よ る 特 殊 防 水 施 工 法

株 式 会 社
日 本 セ メ ン 卜 防 水 剤 製 造 所

宝 塚 ゴ ノ レ ブ ク ラ ブ ハ ワ ス

， 

10 



宝 塚 ゴ ノ レ フ ク ラ

ハ ク ス

ゾ ラ コ ー ト ・ ピ ニ デ ラ ッ ク ス そ の 他 当 社 塗 料 使 用

関 西 ぺ イ ン ト 株 式

レ ン ガ 壁 面 白ゾ ラ コ ー ト 塗 装

ら

. 6.  

=  
ネ土

2主 箆 室

11 



枚 方 カ ン ツ リ ー ク ラ ブ ハ ク ス 設 計 施 工 清 水 建 設 株 式 会 社

12 



枚 方 カ シ ツ リ ー ク ラ ブ ハ ク ス

ロ ッカ一室安Jll : 泰 山タイノレ

泰 山 タ イ ル

電 気 照 明

玄 関 ホ ー ル

主師寺段 2 師寺ホ ーノン壁 : 泰山タイノレ

株 式 会 社 諏 訪 商

京 阪 興 業 株 式
. 6.  

τEヨE

13 

. 6.  

=  

社



城 陽 カ ン ツ リ ー ク ラ ブ ハ ク ス

設 計 渡 辺 建 築 事 務 所

施 工 清 水 建 設 株 式 会 社

14 



瀬戸産伊良保色平安瓦施工

合 資 会 社 佐 村 木 商 庖

大 理 石 工 事

株式会社 矢 橋 大 理 石 商 庖

tJ 'A ( ， 何 憾 な ら び lζ 配 管 系 統

暖 房 換 気 設 備

山

同回 エ 業 株 式

. o.  

=  
社

城 陽 カ ン ツ リ ー ク ラ ブ ハ ク ス

‘  

給 排 水 ・ 衛 生 設 備 工 事

須 賀 工 業 株 式

. o.  

コ""

社

15 



花 屋 敷 ゴ ノ レ ブ ク ラ ブ ハ ク ス

段 計 大 阪 建 築 事 務 所

施 工 株 式 会 社 戸 回 市且

16 



花 屋 敷 ゴ ノ レ ブ ク ラ ブ

ハ ク ス

玄 関 ホ ー ノレ

暖 房 設 備 施 工

大 理 石 工 事

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

株 式 会 社 晃

ア ス フ ア ル ト 防 水 工 事

商
. 6.  

=  

内 外 工 業 株 式 会 社

f待 相 内 部

17 



全 長

花 屋 敷 ゴ ノレ ブ ク ラ ブ ハ ク ス 電 気 照 明 工 事

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

玄 関 '01:1 :"' 1  !l (!  IYJ の 一 部

18 



JA 州 銀 行 本 !苫

段 計 村 野 ・ 森 建 築 事 務 所

施 工 株式会社 大 林 市且

19 



泉 州、| 銀 行 本 !苫

りノリ ューム・リノタイル: 全館使用 給 排 水 ・ 衛 生 設 備 工 事

東 洋 リ ノ リ ュ ー ム 株 式 会 社
斉 久 工 業 株 式 会 社

泉州銀行本l占壁面の一部

大 理 石 工 事
ア ス フ ア ル ト 防 水 工 事

株式会社 矢 橋 大 理 石 商 庖 株式会社 久 保 商 庖

20 



床 材 料 の 販 売 工 事 (責任施工) 株式会社桂商会

大 阪 市 大 淀 区 天 満 橋 筋 6 - 1 2  T E L 大 阪 ③ 6 6 2 5 番

近 代 人 の 感 覚 t二 マ ッ チ す る

2 ・トピ? 叩

( 中心吊自由開型)

( ピポ ット・ヒ ンヂ持出 し吊り 型)

( カタ ログ御入用の節は御申込下さ 1>)

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社
に

布 地 市 積 沼 町 1 丁目 4 6 番 地 電 話 布担任(72) 839 ・7713 番

東京都千代目区神田和泉町 1 ノ11 電 話 東京(866) 初 51- 2 番



事

結 脅

R .Jii( .ノ ナ デ ロ ン ヵ ー

t ‘、.

東レナイロン餓艶 ・鍛通は 100% スパン

ナイロン糸を使用したもので ・摩擦 に強く

- 弾力性に富み ・吸皇位が少なく

. 虫の害を全く受けません

' +4' D> 

来段ミ量

このほか価格低廉な 100% レ ー ヨ ン に よ る

東レカーペット も好評 を博 しております

• 議戎童毛

大阪市北Lt _ '，j 世町{ 大ピ ル 150号 }

111 (441  2736- 9  

.o、

Z コZ商1E売 λ ( 株 ) 泉
東 洋 レ ー ヨ ン 株 式 会 社

;."' .. '凶

一

18担三拝. ラィド

耐火・断熱・軽量骨材一

r ぐー ラ イ ト i 卓真珠 岩 を 急速に加熱、) J 1i!

JJ 岳せ し め た も の で 主成 分 は 制 限 で あ か '

小 さ な 其空 状 の ガ ラ ス 抗 の 巣 の 1t り で

形 成 さ れ てI: 1' ，り ま す 。

ｊ ぐ ーライト は非 Ｇ ， Ｚ ｩ ｾＧ にＢ 吃〈 耐 火 「内 である

の で プ ラ ス タ ー に 泌 じ 耐 火、 ItH !! 川 悦

f士」こに 又 、 コ ン ク リ ー トと し て は {沙 の

千 吃りに ｦ 史 って 凶 ｩｾ ＧＡＡ 、 ￮ ｮ ｾ ｬ ｬ ｴ コンク リ ー 卜

と し て 使 mさ れ ま す 。

特 性

較 い セ メ ン ト モ ル タ J レの M 以 下 ( ; .' ! ;比 " ( 0 .0 4 - 0 .20、 砂の1 Td it の 同- '，1;，)

耐 火 性 が 大 で あ る 七 メ ン ト モ ル タ ル の 4 1作 の 効 力 が あ る ( 燃 融 温 度 10007C以 上 )

断 烈 効 果 が 大 ? あ る 七 メ ン トモ ル タ ル の 2 m以 上 ( 1去 熱 係 数 λ = 0 . 03 - 0. 05kcal / m1，C )  ・ 一

砲 事 』 予 防 に な る 1jf; ん ど ((1裂 がJれない か、 ー フ イ 卜 を f吏 用 し た 国 連 ピ J レ〉

遮 音 吸 音 効 果 が 大 セ メ ン トモ ル タ ルの 2 ｉｬ ｾ 以 上

施 工 が 容 易 で あ る 仙 の 位 京刊 材 に 比 し施工 が 符 易 で あ る

化 学 成 分 S iO，= 75. 5、A hO，= 15. 3、 F e，o，= 0 .9 C aO = O.1 2、 K，O = 4  N a，0 = 3 .S  

有 機不 純 物 持I発 分 な く、 長 J!IJ ｪＺＧ ｾ 行するもｾｦＱＺ ｾ ｊｩ し な い

用 途 の 一 例

(1 )  j昨 日f コ ン ク ‘ リ ー トITJ 荊O-I'J ーキオ

(2) ろー(¥'キオ平干 ( 七メン ト ・プラ スタ ーfl 材7

(3)  Ｑ ｾｮｉｕ ，析タＡｩ｜キオ

(4 )  i il l  ｾ Ｂ＠ 111 

(5 )  ｩ ｊＮｯｾ＠ ;品 UJ)  キオ

三 ノ 〈ー ラ .イ ト セ メ ン トモ J レタ J レ

三 宮岡合そのイ也 ・パ ー ラ イ ト プ ラ

三 ス タ ー の 配 合 総 明 容贈 呈

ネ土株 式

東 京 (241) 4101 - 9 ・2371 - 9  

大 阪 ( 44 ) 3  7  3  1 ・ 3 7 5 1  

東 京 (241 ) 4 101 - 9 ・2371 - 5  

笹 向 ( 54 ) 3  1  7  1  - 5  

中 間 ( 4 ) 9 3 3 6 - 9

ふ

宮
金 属

東 京 都 中 央 区 日 本 的 室 町 2 の 1

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 5

東 京 都 中 央 区 日 本 紙 室 町 2 の l

名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路西 通 2 の 2 6

網 岡 市 天 神 町 3 9  

業鉱井

本 底

大 阪 支 庖

東 京 営 業 所

名 古屋 営業 所

福 岡 営 業 所

一一
一

⑥ 



建 築 と 社 会

3  

建 築 計 画 特 集

表 紙 写 真 : . ! 1 ! 州 銀 行 本 山

lIiI J岸 多 比 民 主t( 雄

建 築 と 社 会

第 4 1 集 ・ 第 3 号

売 価 1 部 1 8 0 円・ 送料共

昭 和 3 5 年 3 月 2 0 日 印 刷

昭 和 3 5 年 3 月 2 5 日 発 行

発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

大 阪 市 東 区 北 浜 3丁 目 37

電話 大 阪 @9648・9649・96ω 番

振 智 口 座 大 阪 3 9975番

編 集 人 松 井 昭 光

発 行 人 沖 田 誠 一

印 刷 所 株 式 会 社 研 文 社

大 阪 市 北 区 堂 山 田IJ 6 6  

電 話 ⑮ 2 0 9 1 - 3 番

印 刷 者 網 野 栄

9 6 0 年 3 月 号 目 次

巻 頭 の 言一・… 建設工事伐の安定化について

小ｾＺＺＺ・ ｴｩ 引 … ＲＴ
4 作 品 作 風 炉

ゴルフクラブハウス 10題 (l 1[j 不問)

宝 坂 ゴ ノ レ フ ク ラ ブ ハ ク ス ・・・ー .• • • • • • • • • • • ・・・ ・・・ ・・25

設計 . Ｇ Ｍ ｪＨ 壊コリレフク予プハウスｾＮ 役委 ｮ 会

施コ ・kk 竹 中 工 務 J1! 'i

枚方悶際コソレフクラブハクス ・・・・・・・ ... . 一一. . . . . . . . . ..31 

設計 。，1，下 il.I' ｮｾ 設計 τＱＱ 務 所

施工 kk 竹 中 エ J首 脳

枚方カンツリ ークラブハクス ……・…・…. . . . . . . …. ... … .... .34 

設計ＷＧ ，Ｇ ， ｬ 水ｾ J止 妹 式 会 剖 .1主 計 部

施工 。 ｲＮ Ｇｦ 水主ｾ 設ＪＧ、式会 主 Ｑ Ｚ
城陽カンツリ ークラブハク ス.• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • ・・・・・・ .38

政骨ｼ波辺 ｾ築 Ｇ ｾ ｊ ￯ 務所
施工 ｲ｡ 水主 ｾ J主 株 式 会 事t

花屋敷ゴノレフクラブハクス ・ ー・ぃ … … … … … ・・ ・.. .... .40

設計 ｫｫ 大阪 ・ ｾ策本務所
施工 kk 戸 111 組

名古屋コソレブ倶架部 ハ クス ・・・………… ...... .. .... ....... ..... 42

設計 " 他 設 計 コ 務 k k

施工 kk 竹 中 工 務 応

岐阜カンツリ ークラブハ クス ・ ・ ......一...... ..一 …・ … .44

設計 五 'i l 辿 築 設 計 '11 務 所

施工. 大 II 本 土 木 株 式 会 社

桑 名 カ ン ト リ ー倶 架 部 … … … … ..... ... .. .............. .46

設計 山 下 ;!. I' 011 設 計 事 務 所

施ユー鹿 ｾＧｪ＠ }.ll 設 k k  

下 関 ゴ ノレブクラブ ハ クス ・・・ ・・・ ・・・ ・・・・…・・… .48

投 計 石 川 主II 築 III 務 所

路 工 kk 大 林 組

福 岡 カ シ トリ ー ク ラ ブ

柄l 白ゴノレフ場ク ラブハクス …・・・・・ー・・・・…. . . . …ぃ ・・ .. ... 50 

設計 n 姑 設 ，11" J : 務 k k

施 ｊ ｾ Ｚ : 大 成 主II 設 k k

泉 州 銀 行 本 j苫- ・・ ー…・…・・… ...52

.1Jt "I'  : 村 野 ・蘇 主II 策 事 務 所

飽ユ : kk 大 林 組i

近代建築調査委員会報告 3 ..... ……. . . . . . . . . . . . . . . …・・・… .... ..54

宝山寺第: 敗( 獅子l羽) .  … ・・…・・・・- 一・・ ・回目近藤 登

スケ ッチブ ック

坂静雄先生のプロ ブイノレ… … … - … ・・ ・… … 奥島 正一 57 

1仮 記 念 館 ・・・・・ ・…・………・・ ........... 58

波別 : Jif 大 WI 01 研 究 宅

施コ kk 大 林 組

建 築 の 眼・…・……・・…・ … ・・・・ - … ・……・…・・・… 60

4 本 文 '

科学 とその対立概念……・ 回目 … 目白一・ …・ ・・・ ・浦辺鋲太郎 … 61

対談「デグイ Y の1111り角」 …・・ ・… 吉 阪 隆正 ・足立 孝 64 

計画研究者へのアンケート ……. ... … ......... .. ……. . . .・H ・・・・ 71

計t ?:資料と定数資料 … .. ....・ H ・- … … … … ・小尚 武男 .. 72

研 究 と 笑 用…... . . . .・. . . . .. ………. . . fJIiI到 敏男・・ .73

設 計 の 組 織 編 成. . . . ". . …. ..・- … … .... 石 原 正 雄 一.74

研 究 の 初l 分 化一・・・…… -・- … ・… 一 回・岡閃 光正… 75

求 心 的 と 遠 心 的 . . . . . . . . ・. . . ・・- …. . . .・. . .. 向井 正 也… 76

色彩計画と現場調盤 ...... ………・…… ・ ・ ｉ ｾ ｌｉ 崎 I1別l、・・ .77

微 妙 な 調 整……・・・・・ 回目白 … … ・- … -上岡 光1i. m'..78

環境計画技術者のl級事Eの/i{(i 立…・…・・・・ ・・..... 前川 純一 … 79

研究の結論を年報lζ ……. . . . . . .… ・… ...... ・・黒田 正巳 80 

設計者へのアンケー卜… . . …・・…・・・ ・- ・. . . . ……・・・・・ ・・ ・・ .81

障害は設計者が作る …・ ・・・ …・ ・・・・…・彦谷 ｾｩｬＭＢ Ｇ ＸＲ＠

結 露 と 厨 介. . . . . … ・・・ ・・・・・ ・…・・ ・田村 敏夫… 83

建 築 計 画 の あ り 方・ ・・ ・・・ ・・…………・ ・佐野 正一... 84

基本計画 lζ 対す る施主( 建築家) の受け とり方において

近 藤 正 志 ..85

建築家の手l己負え ない建築計画上の困難・ ・ 志保 ｾ Ｚ ｉ 正夫 ・ ＮＮ ＸＶ
道路幅員 と建築物の高さ …・・ ……・…・…. . . .. . . 陶浪 貞彦 ..87

熱 遮 l析 に|刻 して・… 田……・………… ....・ ・香 取 政 三...88

計画原論の適用に ついて ( 音響) ……. . .. ... . 光 安 義 光… 90

雑 感・…. . . . . . . . …・ ・... .. ... … 井上 混 … 91

具合よくな ったこと ・因るとと ・.. . . …. . . . … 小 林 武 夫・.. 91

プラスチック系床材 ・ …. . 一… …. . . ・- … … 松 本 彦 次 ・ .92

七癖一一建築，建築物，建築家・・… ・・…・ ー鍛冶 延男 … 93

名古屋城の再建成っ て………・・・…. . . . . .・ H ・.... 加藤 清六 .94

伊勢湾台風について 座談会一一 ……. . . .・H ・・ ・・・・… ....... 97

出席者( 順不|百l ・敬称l略) 横 尾 義 貫 ・石11向 滋 雄

佐 藤 四 郎 ・山根正次郎 ・吉 田 憲 一 ・広 瀬 一 良

五十)，f，l 好 ・永田 良夫 ・黒川 巳岳: ・塚本 l，A; 次

会 合 ( 1 m ・・・ . . . . . . . . ………. " . . …… 116 

23 



Ｍ ｅ 者 Ｓ ・Ｑｉｩ｛ｾＧ｟Ｂ｟ＧＺＮｉｉ号ヨ ｅ

建 設 工 事 費 の 安 定 化 に つ い て

栗
l.i3Ii: 

」司

五

円

生産の 向 上と技術 ￯ Ｎ Ｇ ￎ Ｇ ｾ 新とに作 っ て設備投資が急速に膨張して口下辺設ブ ー ムの

ｲｉ 最 ｬｪＧ というのに ， ｮ 本は未開発の国であるなどとい っ ては ， ど ｪ 幾 ｾｬｦｴ の思い方もあ

るかと思うが， 日本の本格的な建設は今後 lζ 候たねばならない乙とには異存のな

いととと思う。最近何々1 " 1，1;' というものを見受けるけれども ，いづれを見てもそ

の内ｾは予定目標または必ＧｊＮｴ限度の半分にも到達していない数 ｊ＿ を示したものが

多く ， いかにｼ刻刻 ｛ ，と ｾＱ Ｑ｜ Ｚ ＮｬｊＧｾ，Ｈ Uーっているかが分る 。天然資源の到 って少ない 1=1木が

索千で外ｼ可に劣らない ｲｾｦ 以をして行乙うというのだから ， その Ｗ 小心 ， Ｗｴ ［ ツ［ＩＢは並大

Jなではないととは分るのであるが，乙の努力を多少でも合J : T J l 化する必EEーがあると

思う 。

ｾ築の設計計画而では ， なるほど多方而 ｬζ 沙 っ て専門的 ｬζ 研究が進められてい

るけれども ，その実施および施工而 lζ 歪IJ つては誌だ不用芯で心細い次第といわね

ばならない。 乙とに経済的プ'J f{l iにおいても っと研究されてよい問題が多くあると

思う。最近の工事自の不: 必定の点 については寒心 lζ 結えないものがある 。施主側

の経済的Ffl lI lK_よって1!!t}1j ! の起る場合もあるけれども ，施工業者1 ' 1 らのそ「による

値段の引」げがあ ったり ，あるいははげしいダンピングによる 1' 1殺的日 |ー卜げがあ

るなどして，その 11与と JJ_ d 合によって途方もない他段が出てくるのである 。施工者

の良識を云々される所以である 。少しでも工司 i 到の 多からん乙とを希う施工者 と

また幾分なりとも宏からん乙とを望む詑文でとの 11' ，J Iζ 多少のズレのあるのは止む

を刊ないとしても ，わが [1;1の経済状態からみれば ，当初より 1- :分なる 予算を持 っ

て発必できる場合は京外少ないかもしれない 。不 1- 分を党相して取jJ 十らねばなら

ない場合がれ| 当多いはつである 。

M外よりその大、|λ の目1rl を愉入しなければならないわが同のp'( _)たは ，f泣*)j より

一 ｼ・分なる投資を ｗｉ 制するわ けにはいかない場介が多く ， 従 っ てｒ￟ ，没 ｬ → τ ｮＺ Ｑｾ はあく

まで ｪｊＺＮ きをｾ求されるのであ っ て ， 什 ｊＺ ｊＡＨｉＧＭ ｪｾ 、 ￆＱ ｛Ｑ ＧＨ 乙そ最も必ＲＮｴな乙とといはねば

ならない 。

7l : 仰を ι11_ むとしても ， ζ れには限度があるはづである 。昔とちが って経何者に

もが ｦ しい ＱＱ［Ｑ 代の経引 ［ｽｬｬｬ 念が ｾＩｊ とされている 。 すなわち株ヨーに対し，従業員 ｬζ 対し ，

また 一 般ｦＮ ｛ 会 ｬζ 対して強きぷ任が要求されている 。 ζ のム Ｇ､ｔ をＭＢｉｾすためには ， 公

ｩ ｆ 競 争ノレ ー ノレをそ ｪ っ て Ｑ Ｑ 己の技術の ｾ Ｇ ｉＧ［ Ｚ ［￦ ｬ￭ ， ｪ [ょを計るとともに社会的経抗的発以を

立区 ｬ しなければならない 。 あらゆる場合 ｬζ フェアプレイがｾＺ求されるどとく ， ど

れほどきびしく対カしでも) ，';J I1II をまどわす乙となく ，互に迷惑をおよぼす乙とな

く ， 刺激し合 っ て前進することが望ましいのである 。 かくて乙そ ｬＧｾ の進歩と発 ｩ 主

がJYI ねできるのである 。

わが｛ｉｩ｛も今やｾヨ劫 ＱＱ 山化によ っ て ， 長いお Ｇｪｬ 可ｬｉ ［ｪ 代は過ぎ去り ＱＢ 界の絵界台 ｉｃ も

立ち Ｑｾｊ るようにな っ た 。 ζ こで今 一 度われわれは仮返って兄 引 す必ｾがある 。 ｛Ｑ＼ Ｑ

民れとはいいながら ，他人の成功を見ればわれもわれもと t'[ l しかけ ，たちまちエ

テク ッ トもノレ ーノレも出!? み外してしまい ， ["j U r ， ! @当自主 'fl 等の IH):1J ょうの i色対 l乙

ないよう j阪に怯むべきである 。 ( 吋附本会FR'!¥ • rN  ｉ ｊｾｾ ｬＡ ， ［Ｇｺ＠ K  K 大阪支 L明 )
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2 階 平 面 図

1  l資 制 室

2 食 堂

3  fl! l7J 

4 パ -

5 女 子

ロッカ一 室

6 女 子 浴 室

7  スナックノイ

8 テ ラ ス

1 階 平 面 図

1  玄 関 ホ- ) レ

2 事 務 室

3  ク ロ ー ク

4  .'J J 子

ロ γ カ一室

5 脱 衣 51

6 浴 室

7 化 粧 主

8  li'i u'( "亘

9 洗 fui 所

10 { ! I ! 所

11 キ ャ 7 ィ

マスタ一五

12  i也

3 階 平 面 図

1 委 n 会 主

2 テ ラ ス

3 食堂) ; ! . . I f !

4  談話室hl 椴

5  女子ロッ カ

一 輩出: I f !

6  スナ γ クJ ぜ

- ! j { 根

車 水 量 ! - J 一一二二二二ζ ι 二二二工一

込叫 ｾ 仁 三 三 ζ二 二Ｎ， Ｑ

!  1. 7  lJJJ 以ノ

・ ・ ・

. ..ー・目、 ・ ー一一一一一ー一一一一一日ー， 一一 一

-
Q_______5 I且一一..1.

5 司 問

3  

宝 塚 ゴ ル フ ク ラ ブ ハ ウ ス 平 面 図

4  
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地 階 平 面 図

1  ;1!転干 U' ; ;!

2  i正 y，u  

{ 主怨 司i

3 宝: ノk 附

4  ¥l! ｾＨ＠ '.;， 

5 給 ' 4 7 7 ン

宝

6 合 ]II{ 

7 洗 i/.1 京

8 乾 燥 出

9  M f主 人 宅

10 キ 4 ディ可f

11 プロゴルフ

ァ五i

宝 塚 ゴ ノ レ ブ ク ラ ブ ハ ク ス

段 計 宝縁ゴルフヴラプハウス建股委員会

施 工 k k 竹 中 工 務 庖

五 l兇 ホ - )レ

西 側 外 観

2 師 寺 テ ラ ス



南 面 外 観 の 一 部

枚 方 国 際 ゴ ノ レ ブ ク ラ ブ ハ ク ス

段計・監理 山下寿郎政計事務所大阪支融

施 工 kk 竹 中 工 務 庖

ア ウ ト コ ー ス 側 よ り み た 会 長

所 在 地 大 阪 府 枚 Jj Ｎ ｉ ｩ 大字 ｾｉｴ 悶

規 模鉄筋コンクリートＩｾｾ 2 階i . I ! ( ー

同1)白下限) ，小! l { 組本告。 日本瓦

( 伊良 保) 1.1 。

生l ! 築 IJli fJ 't  1  1  7  4. 7  5  m"  

延 体 lui W 2  3  6  1. 2 1 m"  

1勾1沢 地f l ' i 4  0  6. 4 7 m
2  

l 階 1 1  7  4. 7  5  

2 階 7 7  9. 9  9  

工 ｊｾ ｉ＠ H{{ li1 34 il' 4 月 起 工

H{{ 111  34 iJ' 9 刀 完 工
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玄 関 正 面

枚 方 国 際 ゴ ル フ ・ク ラ ブ ハウス 段 計 要 旨

コツレフ場ではずラプハウ スの 1立;i!i は訓' ，i irl cifi

ｾで ， ゆるがせにできないものです。 Ｑ ， μ ， ｊ Ｎ コー

スの .1l Li t /'oと クラプハウ スの設，11. /';. とで充分現

地について打合せをするのですが，敷地のもつ

いろいろな条件があってなかなか州者の満足を

付知いものです。 乙とに近ぜl は);;1J血の関係から

の制約が強いので コースの J !UL ひいてはクラ

ブハウ スの 位置の選定 1C困難が伴 うようです。

クラブハウ スの ;&J rを安腕 された私ともはう

えら れた鋭校 と，予算の枠内では比較的自 IlJ 1C

j " みる ことを請されたのですが， クラプハウ ス

の配 i?l. iC は相当苦心をしました。

まづプレ イを楽しむs( 分に ，市ちついた有lや

かな広凶況をつたえ ， ゴルファのtkい波労l主1C

対しても低抗を感ぜしめないプランであって ，

hi ]附iζ ハウ ス代理の商からもJ f f : : e : 機能が円滑で

無駄なく支配できる ζ とを与l世したのはもちろ

んで甘が . 0! 物の持 つ気分が. t刈l珂の土地柄を

ｲＮＡＺｾ ぜしめ ， 稀ちつきと Ｑ 見しみを ｷ るものにした

いと 工夫しました。

E のクラプは会n制で会u t'.(は 1.∞0 名コ ー

スは 18ホールズ， ζ れに主J してロ γ カーはビジ

タ一川のものを含めて900台収芥 1C しましたが，

将米地" 没の必裂が起ればロァカ 百の一部( 浴

場への通路F付近) の床を抜いて町村立を設ければ，

階 ド1C 3∞ 台のロ γ 力一室ができるようにしま

した 。現世は この部分をキ ャデイ抑宅として使

) l l l .  "j.JIjの人 口をもっております。

ロッカ一室，浴室と並んで食堂と談話室は段

も，n容なと E ろなので充分な広さと ，民絡を持

たせる乙とをとくに心掛けたものです。駐車場

はクラブハウスの丘栂 にあって，プレイ ヤー か

らもクラブ内からも見えない 1立; 自にあります。

ζ の柿の i! rlr l] lc コ JUIを'] lkられて ， コースと佐

行して クラブハウス を他殺しなければならぬ品目

イ"j fC は， コースと ハ ウスの| 瑚 f，fd立i世iζ もよりま

すが . L  .)i )IJ ill l'i¥や，川本 ，ｈ ｩｊ ｊ 司ｾ Ｎ 1;I .u国の、可

初から j ι 分検討してかか らなけ ればならない1::1

J I i j が多いものであります。

地 階 平 面 図

l  キ 奇 デ - f'長引

2 通 路

3  キャデー脱氏当J

4  キ ャデ- { ( i 引

5  キャデー化粧引

6  労 務 uw ・C

7 労 務 u ;ι 洗

8  'j j 務 u 浴 立

9 洗 泌 主

10 1i l: t . 最右

11 Hl 主 [ 可J

12 機 械 五

13 苧匝l 出i 只" "

ノij f諸 行 持 主

枚 方 国 際 ゴ ル フ ク ラ ブ ハ ウ ス 平 面 図

( ，!e i.上川Ti 己)
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民{ 北而)

枚方 ｉｉｾ 際ゴノレフクラブハクス

談 話 室 内 部

食 堂 内 部

附 . i J i 合 外 観

主 要 仕 上

- 外 壁 モルタルリユノン仕上並漆 喰! 畳，一同i

i松板張ステインワックス }f! き，地下コンクリ

ート石 f M上上

.  ft. 型 怯板張ステインワ ック スi砕き ，一 部

モルタルリシン (I :_I-_ ・パルコニーIド クリ

ンカータイルおよび松阪デッキ張 ・用品l

、1ζ 五' . k. 伊良 {ま焼 ・市内J<' 納フローリング

プロック . n，集長、桜悦ステインワ y ク

スl持き fj:J 二 ・ 本内 ｬｾ 漆ｻ喰抗日砂 ｕＺ 上 ・

天井茅ｪＧＡクロス ｉ 砧 ｾｶＮＺｭ 冷紗干 ｩ 也サ テン ｻ 土 ｴ

・i.l!只 l也，ー師寺 鋼税i . l ! J - ¥ オイルペンキ

仕上，二防本別企l l H ステイン( I :J-_

段 備 に つ い て

- 給水 地点を 2' '' 3 H P  j時点ポンプ ICて急速

炉過機を総て Ｑ 召 ｟ｉ Ｍｊ ＯＨ 情ｬｃ ｾｪＧ Ｗ ＯＨ ，動) ) 式 ICて1r

i911ζ 給水。別 IC 消火ポンプ Ｒ Ｇ 、 Ｚ Ｗ ｾ ｈｐ 1  f l  

を，e; . 倒し ，j地水ポンプが紋附の際は切惜 IC て

ill 転する 。

・給 湯 ス トレーヂタンク ( 1∞0中 x 2100)  2  

Ｚ｢ｾｩＺ［ ｴＷｪＨｻ由Ｎｰｩｬポンプ Ｒ ・ ｹ 2  H P， ボイラーは S

- 411 ストーカー 1 'h. 別 IC浴槽l f I 温水ボ イ

ラー 120，0∞K C A Lj H R 1  Ｉ ，ｾ＠

・暖 房 以q 式蒸気1l l i J j } ボ イ ラ - 5 - 411 

ス トー カー佼[)，q' i ' ' l ' . 給水ポンプ500mx l HP

・汚 水 浄 化 情 欧 米 式250人情

.m包(， m光士l を主とする 。外幻 1<: は水銀 tl を

使 用 ， 交 fll 容I. t ω K V A， 別にナイタ ー用

30 0 K V  A  

・換な(， 1J!1J) ，機械京 ，浴"' iL 品:JIj 使閉rlC.:(キ別

系 統 iζ て強制換: ; (

- エ7 ー シュータ一 、Jr 務所を K E Y S T A-

T IO Nとし ，判 デマス ター一一食堂 一 泊

均一ーをi車絡す。

以 上

大 浴 場 内 部

33 



枚 方 カ ン ツ リ ー ク ラ ブ ハ ク ス
設 計 ・施 工
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- -""' :- -_ ｾ＠

ー ' ー

清 水 建 段 株 式 会 社

」 正 面 外 観

ｬ 附 ｉ｜ｾ 事 ＱＱＱ タイル

2 際 情 色 モ ル タ ル

十l ・極 コ ン ク リ ー ト 打 政 し

λ  背 面 外 観

間 廊 r' : V)、別シルパーハンマートーン

スプレー

19i 110 J也 A I'I{ lI 'f 枚 ) j 1[ 1  J手 J(¥

'Jf( Jth TfI i  (<f， ゴ ノ レ 7 uJ :  *.' J  3  2  Jj li' 

ｾヰＡ TfI i  111 1. 2  4  1. 8 ・1" Jj 忙

延Tf I i h'i 1. 9  7  4.  5 、ド }j 米

防 治 則 税 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト J九

j也1: 2 1桝I.I!

竣 J : 11 IIll HI 34  11'. 8  )  1  31  11 



枚 方 カ ンツリ ー ク ラ ブ

ノ、クス

イf 正 面 入 口

2  P，耳慣 1'1 セ メ ン l ス プ レ ー

Ｑ ｉＱＧ ｩｬｾ Ｎ＠ tt :  4'  111 タ イ ル

そ の 他 コ ン ク リ ー ト H l 占し

下 玄関ホ ー ル よハ ロ ッ カ一室をｾむ

中l 但 : 人 法 行 塗 小 1
1
11 き

ll!: 緑用阪貼ステインおよびそルタ

ル下地ゾラコ ー ト塗

照明書} 只 : 1草 地， モ ミ 鎖 貼

35 
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2 階 ラ ウ ン ヂ か ら 食 堂 を 見 る

耳Ｇ ｾ J!1 水 平1 ス テ イ ン

十10 1 ¥ ' ( ゾ ラ コ ー ト i次 付

1ド ウ ッ ド プ ロ ッ ク

枚 方 カ ン ツ リ ー ク ラ ブ ハ ク ス

4・ パ ー よ り 階 段 室 を il む

明 大 JIIl 行 付 ' 1' 桜レ γ ドウ γ ド紘 IVi

スク リ ン 鉄 製 お よ び 籍 別 パ ネ ル



枚 方 カ ン ツ リ ー ク ラ ブ

ハ ク ス

段E十・ 施工 清 水 建 設 株 式 会 社

2 陪 階 段 ホ ー ル よ り食: 会ーを見る

主 階 段 階 ホ
) 1ノ

2  階 ラ ウ ソ ヂ

浴 可f

1 階

1 ポ ー チ

2 玄 関 ホ ー ル

3 、]1 務 不

4  ク ロ ー ク ・J レ ー ム

5  9) 子 ロ ァ カ ・J レーム

6  女 子 ロ ァ カ ー ・J レーム

7  ロ y カ ・キ ー ノ マ -

8 プ ロ 純 明

9 制t !皆 可イ

10 lJ J 子 脱 d王 宝

11 リJ 干 f丹 市

12  f ， ( 了 脱 氏 不

13  f ，( 子 m 本

14 通 路

15 キ ャ デ イ ・マ ス タ ー

ＱＶ 従ＧｉＧｩ只食 Ｇｩ ［ ｾ

17  l1J U ' ( 、f

18  ;'J ，11  

19  :合 w

2 階

1 ラ ウ ン チ '

2 食 ' 早

Ｓ 特 ｽＩｉｊ 食 ｾ［ｴ

4 パ -

5 特 別 宅

6  ソー ダ ー フ ァ ン テ ン

7  Ili Jj} 

8 パ ル コ ニ -

9 隣 同 棋

地 階

1  illi 転 下 路 右

2 険 同 次

3  ;f( I1h  ，，1< 

4 ポ ン プ 本

5  :(r JiIl 

5  

.  

37 



全 長

城 陽 カ ン ト リ ー ク ラ ブ ハ ク ス

rl'  1ff 

38 

段 針 渡 辺 建 築 事 務 所

施 工 清 水 建 設 株 式 会 社

段 計 者 の こ と ば

近頃のゴルファーはクラブライブをうI! し

んでいない 。いかにもせかせかしている。

36H チ 4 ンピオンコースとしての品位と余

械を十，' i たせ たい。 またそのロケーゾヨンを

咋えてあくまで カントリークラブ らし い?J !

物としたい 。

rll 嵯 の あ る 平 市

その一つのねら いとして . '11
1<) ; を中心 IC

? J ! 物を )J ，l J f J させた o ! 1i 曲線は j毛くなるが. 広

|則ホ ルも思い切 って! ムくとり ，抵でも l眺

めてゆ ったりした気分K させて ， コツレファ

ーの心血転換をねらい ，また 36H の場合 の

iJt 雑緩和をはかった 。

と く に 術 生 設 備 一一

- i 干をかい て入浴， シャワ ー， うまくて

衛生 (/'J な食 'J¥o L れ" ! f は特別のi I ' : むと .1!H闘

が必要だ o fl I 情のパネノレヒーティング， 午ノ

ャワープレツユノ4 ー， 厨E号Jを備の: ' : c: 倒 ICは

特 IC 臼: をmいた 。

コースアーキテク トとの協力 一一ー

ゴルフずラプはコ ー スとl . I ! 物が一つにな

って，始めてゴル 7 J品である 。i j ! 物にとっ

てそのロケ ション . Ｉｉｾ 辺とマッチする己

とは大切である 。ハ ウスμl 辺 のテ イグラウ

ンドやグリーン士事， コースアーキテク 卜IC

無理も いい ，理解してもらえたのは幸い で

ある。



リー ク ラ ブ

京 都 府 久 世 ml 城 間 fflT 苛川

本 町{ 1隣 4 7  0  lt 

2 陪 5 0 0 伴

(  3 械) 1  7  0 坪

計 1. 1  4  0  li' 

城 陽 カ ン

. JJ1 J.立 地

. ffl 策百IIM

附. i J l ・f

- 情 .，
J U  

J，¥，礎 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 ( 一 郎コンクリー

トパイル打)

主 体 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト造およひ'鉄 1
i

riri，一

間M、治

・主' 1: ' (1: 1.. 

)，l #[  0'  ｊ 江 ｻ ｾｾ平氏ｊｻ H  

外'¥!: モルタル塗セラスキン '!); {.t {I : 1二およ び

続行ド比例'm

l'i 開f.I:_I:

川、 栖フローリングおよびプナフローリング

プロック貼

ｾ＠ オリエンタ ルクロス両h性ペンキ叩き仕上

総，[ ，石l也その他

天 井 プラスター慢 ilhtl ペンキ II [J き1J : J : . I¥:i

鰍 貼，イI制l ! 恒セラスキン I!);{ 十II :J : . ラワンベ

ニヤj1.(・l出引傾きペンキ掛:J 主仕上その他

内 部江1j'f 1立米怯を主として使用し ，一部ベニ

ヤ111口 材とし ，ステイン塗拭き J[< り仕 上とす

る。

!.l!只 l Poキおよび2隣の一部を鋼製 ffl 只 と し 他

は木製，硝子は大部分 5tes雪硝子を使用する 。

. ¥1 1 気設備照明j は主として信光*1 と L . 一 郎

( ，熱士r，およひ' 水母UI を使月 ｪ する 。 Ｑ 目 ￭ ｛ ￬ｾＱ は Ｔ

Ｉ， ｾ ｊ 量備する 。

・給 水 衛 生 設 備 給 水 は 2 本の深井戸より 問先!

水 槽 IC矧 げ，重プJ 式配管法 ICよりち所 IC供 給

する 。給湯は 2) . ，のタンク ICより 一般浴宅川

と厨J j J JTJ の 2 系統 IC分けて供給している 。

・ ｉ 暖房換気設刷低圧蒸気瓦ｾ Ｚ ｊＢ ｴｬｬＮＨｴ 寄 ｩ 頃開設問

とし 2 ｊＮｾ のボイラーより ， 時 間 別の使用 ｬ ズ分

による系統に分けてれ宅ヒーターに持続し ，

経済的な iill 転ができるようにした 。 ((i 宅 は 温

Ｉｉｾ装 ｦ￬ｩｬ とバネ ｊ レヒーティングを併用してい

る 。 ロッカ一室，シャワー ヨ ｾ Ｎ IJI JjJ および件

使所 ｾｉｃ は険械筏 ＵＨ をしている 。

・そ の 他 厨 房 設 備，気送n設備，位機 .. 立制7 f

[;1: 

城陽ゴルフクラブハウスは京都より奈良 IC担l

るs i ' i 良街泊からl T[IC約 4 粁 . 111の q'lζ 入った日

1也ICffl てられた 。OM睦 されたばかりの狭い急勾

配 の jjj l i ¥を経て，資材の搬入 ICは大分心労した 。

! . l ! 物は I 附および 2 階の一部鉄筋コン f リー

ト]1]. L れ IC鉄 i't トラスを載せ木造野地をして

瓦げをする 。 一部は純木部という] 合 IC. 1 怖

で主体構造が作傾 fCI f . っているため ，短 かい J:

JUJ 内 IC 乙れで干のユ程をいかに織り込み，また 、Ji

を進めるか Ici mを ij( J めたが幸い問 調 IC進 ん で 工

lY通り完成できた 。

ゴルフクラプという特殊な主tt 物であるゆえ ，

市 内一般のiJ' 策と変った点も多く ，また E れを

利mされるプi 々も l恨の向い方が多いので . f.I : 上

の細部にわたり入台、 IC施1 したつもりである 。

能川されたイ1: 上材料としては特殊なものとか

とくに刈級IV1 というようなものはなく ，それ等

の材料の特徴や持ち叫、を生かしてある; !l:. 1 I であ

るか ら，材料の依い方や塗斐仕上 IC はと くにi I

g を ?l' した。

両日かい UUI . 場所の不便さ ，構 造の N雑 ，却I

うるに 2 - 4 )] の天候不!聞が情な 勺て . '1' 町iま

では仁科は遅れぎみで先の不安を，[ t わせ たが，

その後順制 iζ 進行して」二 JUJl c 楽々と完成できた

ζ とは ，施主の己♂協力，設計 τn : 務所の ，i1i切など

111噂 ICよると乙ろ大であり ， また下制1 ' 1 円も ー

救協力して努 ) J してくださった結以であると号

える次第である 。

とて のしと者エ施

Ci N水i. l !，没 i毛抜 Je)

ル

下

明

主

ム

助

主

m

w
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革

路

阿

一

一

而

ふ

小

路

阿
川

川

ル

掘

に

務

ド

山

川
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階
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間

食

絞

サ
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室

l 際 平 而 図

1. ロッカールーム

2. 姉 人 ! I I

ロ γ カ- ) レーム

3.  Vf ホ ー ル

4. 脱

5. rfi 
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外 観 全 保

ポ 令 ー チ

花 屋敷コソレブ クラフ ハクス

段 針 kk 大 阪 建 築 事 務 所

施 工 kk 戸 図 組

位 置 づf 塚 市 切 却l 子 長 JC¥il l l - 16 3

鋭 校 R C  治 2 階i J ! 一部地附 付

主M摂iffifu 1. 0  6  5.  8  4  m"  

延 llfi 積 2. 0  3  3.  5  8  m"  

J: Jgl 111m 133作 6 J] 1011 - 3311' 1011 紅

花屋敷ゴＩｾ 7  'J ラ プ ハ ウ ス に つ い て 西 嶋 徳 太 郎

40 

ゴル 7 というものは ，一番のテイシヨ γ トから始まるものではな

く，ハウス の玄関先 1<: 降立っ たと き，すでにスコア 1<: 表われないメ

ンタルゲームとして ， スタートする特t J ーを持っております 。 それな

らば， クラプハウスとはそんなに神経質な班点で構成されなければ

ならないかというと ， けっしてそうではなく ，機能性と間DJ 性 を 恨

源とした ，健J占的な切るい1 > 図5t の臣室成されたものではなければな

らないと考えられるのです。

ゴルファーがハウス 1<: 対して望むも のは，ハウス 1<: おけるすべて

の行動が， 古1:む ζ となく ，スムーズ I<: . i i l l ばれると同時に ， フェアウ

ェイ IL おける来しさを ，少しもmなわれるととなく ，ハウスに おい

ても完全に持続される 1<: 必要にしてかつ充分な純設と ，スポーティ

な1 >9s 5tの満喫であると思います。

クラプハウスは ，茸5零番ホ ールであるとともに ，また郊191昨ホー

ルでもあります。

: 玄関 ホールから， キイステ ー シヨン ， ロ γ カールームを紅 111 し

て，プロショップにいたる .m零 おホールの' 1 ' で li{ もm"2:.!なロ γ カ -

J レームについて，少々意見を巾 述べます。 ロッカールームは . '1tl C  

真衣するだけの場所や合f i I i 的な役 11だけのものではなく . h付 f の i

と交す挨 ｪ ｧＡやｼ吐 ｕ ｮ ｊ［ｬｩ ｦ｣Ｑｅ の咲く ， どく ＱＰ 民的な ｾｉ 交場であると思い

ます。それゆえに，地下へ治るようなプランであったり ，日空や天 JI

をモルタ J レで塗っただけの設凪 lil なロ γ 力一室であってはなりませ

ん 。 もちろんぜい沢な材料を位ったり ， 不必ｾな 技飾等を施すには

およびませんが，明るく hlj 探で ，夏季は通風がよく ，冬下は快適な

暖房で史文が苫 1<: ならない設備機怖が絶対必要です。

次 lζ 第 1911'，ホ ールとしてのハウスの性絡を検H してみましょう 。

プレーをう匹しんだ後の風呂は ， ゴルファだけ の知っている天国で

す 。 大ｾＱｬ Ｖ 貼の広い大浴場 ｉζ とび乙むと Ｎ - 1 1 の政 れも吹きとん

で，ただ一度のナイスショットの同，[!Iζ ゴルフの問問味を ，満喫さ

せてくれる ζ とでしょう 。 浴ｬｩｉの深古と ， 天 ｊｉＧ ｩＡｉ ￯ の ｾｩ ｬｩ ｎＧｾ の対策 ｉｃ は

1I1 I を悩ましましたが，パーミキュライトのプロックを ，探111 した乙

とは ，完全 1<: 成功したと! とl っております。

ナチュラルトーンでまとめた食ＧｾｾＺは ， 南側の Ｑ よいパルコンの利 ｭ

を号 Ｑ ，｛Ｑして ， その広さを決定しました 。 パルコンは ｴｾ 過の千ト刊を

設けず. 7': 1世とし たのは ，折f ' J の見nNしを ilt じたくなかったのと ，

Ｑ ｅｬｃｪ ｾＱ まれた＼Ａ， ｉｊｦｴＺ＼ｴ を ＱＱ｜ した かったのです 。

It lL l則仰の箱 恨とでもいうべき . 11 ，々を唱み市 1<: 1以下渇かに ，大

阪 ・池川の街々 を唱む眺' 1 ! ，は ， ζ の 1t J . ，{ j j ' ( コりレフクラプのM大の名

物といえるでしょう 。
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No. 9 グ リ ー ン か ら ハ ウ ス を 見 る
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名 古 屋 ゴ ノ レ ブ 倶 楽 部

ク ラ ブ ハ ク ス

設計監理 日 建 設 計 工 務 株 式 会 祉

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

m拒l)L i?l 愛 知 県 愛 知 i耶 点 郷 付 大 宇 和合二子

ドンドロ 35

4世l也Tlii h'l  5  2. 8  5  9.  7  4  2  m"  

止 ｬｬ ｾ 匹ｦＨ ＱＮｗ

m"  W 

j也 附 3  7  1. 3  1  1  1  2.  3  7  

1 防 1 4  3  6. 4  0  4  3  4. 5  0  

2 附 8 4  3.  8  3  2  5  3.  3  0  

'1' 3 慨 1 0  2. 6  0  3  1. 0  0  

計 2 7  5  4.  1  4  8  3  3. 1  7  

構 造 鉄筋コ ンクリート 造地 下1 階地上

2陪一部 '1' 3附

組物の .¥:1 さ i血都市より軒迄 8.  2 5 m 

j 也椛而より pj! 出 1 0.  5 0  m 

段高郡{ 煙突) 2  5. 0  0  m 

外 装 悦 お よ び 来 コ ン ク リ ト打政し

ゾリコン吹付け。方立柱・干I目・手

間子 プレキ 4 ス トコンク リート

シリコン 19; 付け 。壁 大 谷 石 貼 り

および漆喰塗り 。パルコニー床

A、w瓦! 散き ， タリンカータイル貼

りおよひ'防ノドモルタル塗り 。

ユ JUJ hi _r.  ｉ 附 ｲ ｾＱ Ｓ 4 作 3 月 2 口

完 成 H日W34年 9 月 1 日

‘  1 階 玄 関 ホール か ら 管 理 事 務 室 を 見 る

天 ) 1' : I政 苛 テ y ク ス 貼

日空 大谷: ( i  U! j ・プ ラ スタ ー ペ ン キ 塗

w ・7 ロ ー リ ン グ 貼

4・1 階 玄 関 ホ ー ル

ＨｐＮＧ ｩ 段は食 ｾ ［［ ｾ ・ ｊ 主， ｨｾ 五へＩ

ヌ)1 吸i ' }'テ γ クス貼およびほう鋭敏貼クリ

ヤラッカ - {:I: J

慎 太 行 '(i IV; およ びへ Y シャンクロス日I i

JI 、 。さ く ら フ ロ ー リ ン グ ブ ロ ァ ク 貼

ｮ ｣ｾ 草 コンクリート ＱＱ 政 ＱＱＺ 上

限l空 路 桜 了 ピ ト ン

F 附 け や き ク リ ヤ ラ ァ カ - {J 上



名 古 屋 ゴ ノレブ倶楽 部

ク ラ ブ ハ ク ス

段 計 者 の こ と ば

ＡＭｉ Ａｾｩｬｊ 由 Ｑ￮ ｊ ｴｬＺ ，'i の111*打あるクラブである 。

例 11. 以米のハウスは ，スパニァシュ隊式の先

れた木造j J J 築であったが，会nの附加およびj J J

物の老約化 iζ より今阿 ，全 i WI ; IC改築されたも

のである 。

改築にあたり ，J I耐のよりと ζ ろをクラブハ

ウス の持つ機能の本質的なものに求め ，従らに

過去の陣式にとらわれる乙となく ， 川 ｬ 酬のｾし

い療境との訓刊にとく IC樹立し ，そのハーモニ

ーの中IC クラプライフをゆっくり楽しむ ζ との

できる常1::1を品' f ; 告する E とが，11，削のすべてであ

ると巧えた 。

与えられた敷地は既設ハウス IC隣接し ， コー

スのIHlic 挟まれたきわめて限 られた位 也であっ

たため ， ‘ド ｉ 回計耐はハウス内外のす ｲ 励純を艶 Ｑｾｾ

l ，努めてコンパクトに編められた 。

ロッカ一室からコースへの助制， コースから

洗I百1・便所，浴室を経て 2 附の食堂 ・談話室 IC

流れる動線は ，きわめて自然である 。玄 関 ホ -

J レと述なる食堂 ・談話室は一つの空間となって

おり ，使用上の日 111&を持たしている点は ζ の

ハウス の特色といえるかも知れない 。

内外部の仕上は ，すべて材料の持つ京地の美

しさを生かす乙とを地調とし ，内部iζ は， さく

ら，ほう ， しおじ ， くるみ 1!F の木材を始め ，

キ'1'， : t 1 布等の軟いものと ， コンクリー卜とを対

比させ，そ乙にあるリズム感を求めたm坦i休部

分は 内外部とも ， コンクリート生地( J : 上，外壁

は大谷石および漆吹を刈い ，ハウスをとりまく

美しいみとりに調和するぷ朴な Q 庇を求めた 。

(文i'1 . t:ifli 威)

上 : 2 階 食 堂 ・談 話 室 お よ び テラスを見る

701 ほうもｾ鋭貼ク リヤ ラ γ カー 仕上

壁 ラワンＡ笹桜貼ステインラ γ 力一拭 ｊｦｾ

lギ フ ロ ー リ ン グ 貼

テラス，.、 ナラ本レンガ， クリン カ - ! J イル

1，'; 

ロ " 117 一 室

.  

司

・ .

-
階
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l岐 阜 カ ン ツ リ ー ク ラ ブ ハ ク ス

段計 ・監理 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 大 日 本 土 木 嫁 式 会 社

テ ラ ス 附 近

44 

南 函 外 観

l立 山 岐 ｾｉ Ｎ ｉＡ［ｾ 稲柴ｉｮ｜保以前 ｊ 古市場 ＸＲＲ

規 模 ｾ策Ａ制的 1， 0  0  8.  9  m
2  

経 ifii W 2， 4  0  5. 0  m
2  

Wi f{ 地上 3階 地下 l 階

tY}_i (j ・外部 (l:J二

R Cji'; ( 3 1帯 鉄 汁 メ タ ル ラ ス モ ル タ ル )

外 部 2 丁 樹 〔 特 別 焼 〕 タ イ ル 貼

一 部 モ ル タル刷l 毛 引 ， エマルリシン I!); (.t

..L ｊｾｉ＠ 1111 ｔｾｉ＠ 34 fl' 6  }j - 34 年 10 刀

UI [町



l岐 阜 カ ンツ リ ー ク ラ ブ

ハ ク ス

ク ラ ブ ハ ウ ス の 段 針

ゴルフクラブの生命はもちろんコ ースのJ i . ! し也t

l l Cよって決定的に/ . ，: ; ( "; される。その怠味では

クラブハウスは従の立場以上にはでられない。

けれどもそうかといってプレ ーヤ ーたちのため

の巾なる採火所や食択だけの機能だけ満起すれ

ばいいといつわけのものでないむ必をもってい

るものだと弘は感じている。少し大げさにいえ

ば全国 2∞ に近いゴルフクラブがそれぞれに個

性のあるクラブカラーをもち得るためのすべて

ではないにしても . ￭ｦＨｾ な鍵の一つをにきＮって

いるのはハウスの設計だと f. . i ずるのです。

ハウス日立，( 1 の凶舶は1 : 1 : からはじまる。コー

スのレイアウトへのｾｾ解を第ーに Ｎ Ｑ 寝 ｽ 買や胡 ｩ 会

との関係，メンパーのWI' f や特徴 IC対する願llll: 談 話 室

など . ， ｪ ［ｴｾ↑計画 ｩ ｊ＼Ａ ｬ 刊 にしっかりと ， 与 えておかな

ければならぬ IliJ 脳は 住た; 多い。しかもこ れ らの

問 削は 不 特定のメンパーを ｊＮｾ ｉ ｃ . 不特定の理事

者を倒下 IC しての検Hであるだけに ，はっきり

しない 'IU i が統111しがちだ。よほと悦置に ，川

1司)l c. jf，:<¥強 〈検Hをしないと ，とんでもない

比当迎いを起しがちである。クラブハ ウスの設

計というとな ICか宜、しそう IC きE えるけれど

も，11は困熊の主li 統といった }j がよいのではな

いかと思う 。 広い ｾｦ｢［Ｈ でｉｊＡ築制限もない自 ｉｊｉ な

Ｑ 没 ｾｦ ができるという見 ｽｪ はゴルフ ク ラブのクラ

プハウ スIζ ついてはまるっきり当っていない。

( 佐野正一 次 J t'l J ! 築，没計事務所取締役)

浴 当証

. ーー ーー-

i  Jli ニ

，- " _ _ _ A. . ーー』 ーー _ . . _ - - - - - - - - _.. 一一一

地 階

l 特 別 室

2  T l I 宝

3 ・Ii. ;J，f  

4  1とl児ホ ー ル

5  'F 務 室

6 談 。it fj 五

7 食 堂

8 テ ラ ス

9  ))j u} 

10 従 来 u 室

11 . i l l i 転手室

サ ー ビ ス

12 ヤ

13  ｾ Ａ 子
力 一 宅

14  ｾ＠
y カ- 30:

ート 4 デ ィ

15  _  ｾ＠ ;  

ス タ ー

『仁 一

16  ｾ ー
カ ウ ン タ ー

Ｑ Ｗ 色 ｾ所

18 脱 .Ji 宝

19 浴 室

20 キ ャ デ ィ 宝

21  1i'i 位 進

22 .(J />Ii 

23 プ ロ 持 主

24 洗 ilii 'li 

ＲＵ 間ｾ宝

26  {， !l1 J>l l  

階
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桑 名 カ ン ト リ ー 倶 楽 部

段計 ・監理 山下寿郎設計事務所名古屋支社

施 工 鹿島 建位 株式会社名古屋 支庖

所 (E J血 三 重 県 桑 名 Tli ｾｦＱ 例川

制 限 R. C . 一 部 鋭、1;1" ，

地上 2 階 l也下 l lll'i

延lギ而駁 3， 0  6  4.  5  3  m"  

股 計 者 の こ と ば

E の供業部は名古! ol . から約40分，鈴l血辻j 司4を

I r Wc して主主か IC展開した ，11上誠一氏の設} I

になる ，18ホーノレのコースをイj している 。 M も

やがよ うやく nNれるg -j もう 1註初のプ レーヤーを

迎えるが ，ilI l会の的燥を逃れてきた人々にとっ

て， ι の供架部での一口は全くの オワシスであ

るに迎いあるまし 、。 ゴル 7 を楽しむ上でもっと

も使いよい 供南部ハウスにするととはもちろん

であるが ，111凶 (r; な拡Il J i 況を持 った場 ICする た

め，その一つの J Ji l，として ， 11 本の K i U内情成

をとり入れた 。 出i劇の場合がそうであるよう

に ， 1: . 1: . では本地で骨uみ己んだ1 . 1 : 上をセットと

巧えており ，それ IC よ って n'( 般に ，.iJ :1司した I'j

現ii J J県をあげようとしている 。 ラワンヂ，食:中

および1 . : 1見オールがそうであり ，とくに tt;.!?} い

た% 分で一巡の繋がりを持つように与えた 。そ

してプレーヤ の動きに従って名宝 l勾用況の悦

! 点やIljJ るさは次第に移り変り ，なt分(";I C裂しさ

をｾｾしながらコ ースに結 びっくのである 。

11 ざしによって幾色 IC も変る 三州色] もが ，そ

の 1¥¥色に ，1
1

l l，比を加え るE ろになると ，カン ト

リ- s F克明1での休日は終り IC近づく。 人々はラ

ウンヂ ， 食 ｓｾ Ｚｉｃ Ml白り ，刻々と必れゆく臼 然の "!i'

況を惜しみながら ，モ1: . IC日1僚の場を持つので

ある 。

外 1J1

I; J IH 色 ｉｉＢＧｊ￼ｲ Ｍ ｾＱＱ 銅版および鉄似一文 ｩＺｈ

fi，'I'I. コ ン ず リ ー 卜 11 政 し fl : J  

明 モルタ J レヘキ サイト 喰 郎 リγ ンか き

析し

テラ ス ク リ ン カ ー タ イ J レ! V ;



桑 名 カ ソ リー 倶 業 者1:)

ユ;)1 ラワン ，ピ オ ン 了 一 人 オ イ ル ス テ イ ン 塗

月号 ラワン紋ベニヤ竪; 1 ' 11 1.オ イルステイン ，

一 部 烈 冷 紗 ペ ン キ ス チ ァ プ ル11: 1:  

叫、 サクラフローリングワ γ クス ｉｦｾ

ホ J レ

T  ラ ス

2  ラ ウ ン

2 階 平 面 図

l  玄| 期ホー J レ

上 司1

2 ラ ウ ン チ '

3 食 堂

4  述 転 下 食 食

5  )Jj !i i  

6 合 l o I i

7 特 別 前

8  f ! l ! 所

9  lii 11'[ 弔

10 テ ラ ス

11 Y; l  M! 

ヂ

国

47 



外 観

上 正閃ホ ールよりポーチを' l ! む 下 食 Ｎｾ Ｚ｜＠
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下 関 ブ ノ レ ブ ク ラ ブ ハ ヅヌ

段 計 石 川 建 築 事 務 所

施 工 kk 大 林 組

所荘地 ＱＱＱＱＰ 川、 ｾｭｬｮｬｾｾＮｮｬｩｬｬｬｲ 字問 ＩＱ 八ケ ｩ 民

現収 ・坪 数 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト i古 3 隣 組

延 iftih'l 2， 6  4  O. 8  2 5 m
2  

1 附 ]， 4  7  6. 2  5 5 m
2  

2 附 8 0  2. 2  3 0 m
2  

3 階 3 6  2. 3  4 0 m
2  

JYI  1"1 日目白1 3 4  {ド 4  Jl 1  9 日

寸; 1Ir! Tll 3  4  ｾド Ｑ 0  ):1  3  1 臼

段 計 者 の こ と ば

I. l ! 雫のNi 茸1は沢! ! [ あります巾で ， ゴルフクラ

ブという純郊の主n寝は一般の住官や哨務所や附

.1 や 1) .品" ' ! f のようなものとは全く別慌のもの

で，かっそのI . l ! 雫は数から 111 しましてもきわめ

て少数のものでありまして ， 事分一舵ｉＮｬＡ耳ｾｾ反で

ゴル 7 クラブを下がけた人も少いと止1います。

私どもでもゴルフクラブは今1口lが初めてであり

ましたからゴルフ IcMI 通した方の意見をよく聞

き，既設のゴルフクラプも見せていただき長所

短所を見l . 4 < めて i[f- 処設 Jj する E とにいたしまし

た。

さて，木下関コ勺レフクラブのkll 設委n反たる

みが本 1111Cおける 1111指のゴルファーであられる

ので ， その JJ の指示廿られるとおりに スポ ー ツ

(I'J ， Ji 質的，経済的でスァキリしたるものにい

たしたいとのおぶで ，プランについても何くれ

となく桁噂をいただきましたので ，ζ の主旨を

十二分I ζ. 'J . 1:YIC -:j ・りましてでき上りましたの

が ，lJ lJ 閃 お よ び' i in のようなものになりまし

た。大 1，1: において! 日記阿 1fi [1 は満されたように

思います。 ζ れー偏 lζ 委L ! 長の指 J阜のよろしき

己と ，施 Ui である大林組の熱 t、恕切なる施工

によるものとして感謝のむを J<IYJ 致します。

( 行川姐唱。li 務所所I毛 布川 : 江三〕

2 1l i ' i クラブ宝



下 関ゴノレブ ク ラ ブ ハ ヲス

11 ベ ラ ン ダ

12  ( 1 ) ; 抜

lii 泊 宝

( 二 人 室 )

5  洗 I問所 ・使 所

6  ボ ー イ ;th i9i  

7  リ ヰ ン 吉 区

8 廊 下

階 段 主

ホ ー ル

和 室 ( 4 t' i ) 

和宝 (10帖)

ー

ム

q

'
u

q

d

a

u
T

階3  

本州の西宮閃として栄えてきた，JI5f珂ーすなわ

ち 下 関 市 の 中 心 街 か ら 双 方 へ 約 26km。 通 称

「月の絵版」 と呼ばれる訟林を切り桁いて設け

られた海浜ゴル Ｗｾ 品 。 八ヶ ｩ 民ＨやつがはまＩリ

ンクス の - j ' J J C 玄海誕を望んで猶荊なx しい泌

物ができ上りました 。 f I 則コツレ 7 供= 雫部のゴル

フハウスでありま す。.Ir 却 の海阪を前l : l : 1 C緑滴

たる松林のヰ ｉｉｃｾ った鉄筋 コンクリート迂 ｩ Ｎ 3  

ｾ寺￭ＮｉＡ Ｎ 延而杭 ＸＰ Ｐ 舟の淡いクリ ー ム色の主 ｾ 物

は ， 丁度訟 ｊｪ［ ｾ IC舞降りた天女の羽ぷにも似て，

まるでお伽噺の国のi . I ! 物をみる感があり ， コリレ

Ｗ を愉しむに相応わしい ｾ｛ｉ 自主｛をかもしだして

おります。

施工にあたっても ， 乙のムードをー屑磁り上

げる ζ とlζ 苦心しました 。 己のためコ勺レ 7 を i習

いみずからコツレ 7 を体験するとともに他のゴル

ファーのむ¥>l を丘、く聴取し ， またれ所のクラブ

ハウスを 見下 1." そ の 結 県 を で き る 限 り 施 工

而 JC生かすように努力しました。施工に際しと

くに研究し ，首J口、したのはプレヤーの宿泊宝と

ロ ァカールーム についてであります。スパ イク

のままで歩行する乙との多い通路やサ ロン 等の

床 而仕 上 JC ついても苦心しました。

工事) ( f j j J J ; ょについて巾しますと ，施: 1 場所の

|見係 から . ¥li;l J. ¥"L‘話，上水道等いずれも不 便

であ って大変困難しましたが，発注者ならびに

設計百のど理解とど指噂 JC よりまして . 1} なく

完 成，大方のご伎俳をいただき ，感慨無訟であ

ります。 E の機会 IC 心からJ ' l . く御礼巾上 げる次

第であります。

なお ，近々完成を予定されておりますコ ース

の鉱充と相後って，今後は関西布数のゴルフの

楽閣としてますます繁栄せられます ι とを 切に

希望する次第であります。

( 大林組八ケ浜工事々務所主任刊

街 泊 " i {

10 

{ 一入室)

5  

4  

22  

1;[ と』の者工施

20 巡 転 干 州 事

(相 i宅201，'i)

' ' 1 ' ' 低

( J 二市; ' MU)

ベ ラ ン グ

21  

22 

14 パ ー

15  !iI1  fjj 

16 物 人

休 1'd.1 虫

17  
〔羽 Jj，3帖)

18  ｾｩ 段宝

19 ;ru 転 千 食 な

8 化 粧 3I

9  ! 見 衣 3，

10 浴 ・4

11 女 子 洗 而 所

{!l! i9i  

別 子 洗 而 所

12  

色ｾ所

13 ホ - レ

l ホ ー ル

2  '1); 抜

3  Ｑｭ 悲 ・ 将 ｾｊｴ 宝

4 ク ラ プ 主

5 食 立

6  :rt 賓 室

7 女 子

ロ ッ カ 一 室

階2  

。

27 士士 T.  ｾ Ｎ＠ -

28 物 世

29 キ 4 子 ィ 室

( 女子! 1 i )

キ ャ デ ィ 宝

30  
( Jj 子J f J )

31  和 宝 ( 6 似i)

32 プ ロ 室

33 涌 路

五li 転 手

34  
手 洗 便 所
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凶
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l ポ ー チ

2  玄| 瑚ホ ー ル

3 光 町

4  'J' 務 室

5  ボ イ ラ ー 可2

6 官i・t! i . 1'11  

7 階 段 宅

8  ;j_， e ' ( 宝

9 倉 時

10 洗商所 ・使所

階

正治)

I 階 大 浴 室 脱 衣 室



i;l_ 根 アスフアル ト防水府の土砂付 J レーフィングシルパーコー ト'!X付

外 壁 2 丁掛タイ ルl砧，{! o. モル タノレ償訴し ，腰鉄、Hi J 札 ピ ロ テ ィ 創 り

キ1. . 5佐コンクリート 打欽しシ リコ ー ン'!X付

サ ッ シ 銅 製
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福 岡 カ シ ト リ ー ク ラ ブ

和 白 ゴ ノレ ブ 場 ク ラ ブ ハ ク ス

股針 目建飯針工務株式会社九州事務所

( 中村隆俊 ・1m!事大雄)

れ! 当 忍 佐 知 永正雄，石丸久男 ，岩本

JI'.ー，船越成元

構 造 熊 本 民 じ

設備ｾ止茂夫

家只 岡 村 J， 
現場大 ｦｬＡ ｪ 又 Ｙ ｾ

施工 大 成 建 段 株 式 会 社 九 州 支 居

rl1野 定 雄，中村 要一

九 州 i江沢 L ' !i株式会.J

IIR 1"11 鉄 コ 作 式 会 剖

Jr'l，.-l:  I別府 J3311o4  )j 竣工 JIll HJ33"l oll ll

計 画 に つ い て 円 建 設 計 工 務 k k

、ν1 初 E の辿物は R C.oJ .+:jti が混在した< l ! 物であった。 それが火災によって

本治郎分が焼失したので ， 乙の険会 Iζ|口組築を再検討して地改築する E と

にな った。敷地はJ i - 陵地で起伏が多く ，ｾ か ｊＨ 侍多湾を兄降す丘上 ｊｃ ｒｃ

治 Ｒ 防止ｾのＱＱＧｴＱｬ ｊ ， liUi ' I 部がある 。火災前の配凶は ， それと離れて山寄りの

鞍開;1ζ R C治のロ γ カー主 ， 'Ji 務五，キ 4 ディヨf て平があり ， ＺＺＵ ｾＱ Ｚ ｩｴ はおお

むね I 1帯分 l立あり ，その上 IC木造のロピイ ，食堂があり ， これがほとんど

11、日IdJ 山で浴五郎と間廊下で; f 絡しているという配置であった。

己の内丘上の R C 活 2 階<l ! は' 1'1式も祈らしくシッ カ リ生sてられているので

いづれはこれに続いて1 1 ' "1策する状況であった 。

われわれに与えられた仕 引は ， これらの既 M I! 物をできるだけいかして ，

MIT1: の関ili を培え ， カントリークラブとして光分使いよいものにしようと

する ζ とであ った

一 般と拠る特 ｙ￨ な点は ， 既 Ｈｦ の俗可〈は非常 ｊＨ 眺唱がよいので ， またコ ー 可 ￯ ｾ

の Jfti からもこれを生かすとととして ，ロ γ 力一訟を隣り J( ，i!l:け ， 乙れを l

附においてl桝段で辿絡するか ， または 2 附 J( 隣接するかであったが， ロ y

力一本を 2 Jll'i J(" ，tけること J( ついては ， わがl司はもとより外国にもほとん

ど例がないので ，かなり品語版したのであるが，1也} f > からいえば I N，O U T

)1; T E E  G R OUND が JI ，滑りのよの Jj にあるので，一/([ 2階 {ζ 上って

しまえばほとんと hi/ - ドJ/Ji lーで ， 11 米できるので結論 として ζ のようなも

のになった 。 唆 Ｑ ・伎のｾｊＯＱ状態をみるとやはりこれでよかったと 培 えられ

る。 (35，02，05. 加 維 大 雄 Jc)



.  

和 白 ゴ ル フ ハ ウ ス を 施 工 し て

大 IlX ij! .没 除 式 会 社

3 階 平 面 図

l 食 堂

2 厨 房

3 集 会 主

4  集 会 主 ( 向l宝)

5 市 町l 室

6 使 所

7 イ ン テ リ 7

8 パ ル コ ニ ー

2 階 平 面 図

l ロ ビ ー

2  ロ ッ カ - 3K

3 キーステーシ ョン

4 洗 llii 所

5  9J 子 便 所

6  f，r: 子 使 所

7 洗 制 宅

8 乾 燃 宅

9 倉 山

10 従 業 u 宅

11 脱 ぷ 室

12 浴 室

13 パ ー

14 バ ル コ ニ ー

15 ス タ ー タ 一 五

1 階 平 面 図

l ホ ー ル

2 事 務 室

3 予 備 室

4 キ 十 デ 一 室

5 ボ イ ラ 一 室

6  'jt  Ir!i 

7 従 業 u 企 蛍

8 街u ' i 3i 

9 合 w

10 キ 4 デー 浴 室

11 プ ロ 校 賞

12 キ ャ デ ー

7 ス タ 一 室

13 キ 4 デ - ( J I ! 所

14 コ ン コ ー ス

15  *  W 

16 ドラ イ エリ ヤ

当担は ，第一JUIコースのi j ! 設から第一JUI ハウス姥犠J:' I' . また今回の本館WI弔: 1γl' とど下命をいただい てい

るが ， 今 Ｑ ＱＱ Ｑ ｾ ｩｪＡ策の一端を約介する機会を ｬＡｊ た乙とは悩 Ｑ Ｚ 相当背として ＩＱ ＧＱ ｩ￬ な喜びとすると乙ろであります 。

今回の ｗｉ 築工 Ｇ Ｑ Ｑ は 第 一 ｊｕ ｉ 工 τＱＱＨＱＱＱ ハウス、 ｉｬｾ 荷主およびロ γ カー を等Ｉと節 ニ ｊｕ ｉ ｗｉ 築 ｲＮＺ 'II( 浴宅およびロ ビー〉

を結ぶ鉄筋コンク リート 浩 3 隣組で . 1 1格は lJf 務室 ・ホール ・ピロティ ・; 1(/iIl . 2 階 li ロッ カ一定 ・ロビ ー，

Ｓ 階 は食 Ｎｾｴ からなり Ｎ a円相133年 4 J3 l D: ，折制ココレフ界は判的の活況を 2 1... ，旧舶を利) 1 ] して営業を続けなが

らの工 '11で，位伎を分かず鋭怠J : 'll の巡沙 IC努) J しました 。

をの 1111. "'11( 1  Ｈ浴宝 ・ 体 長官Ｉと Ｑ ＱｶＺ Ｎ ＺＧｈｴ 引 ・ ロビーを延々 Ｓ Ｐ 止の ｻ ばＮ［ｾの伐ｾＡ限り路ー ト で努吉 ， ゴル Ｗ ァーに

とっては大変不便であった E とと 1!.t ｾ、ますが ， またー ｊｪ Ｍ Ｉｊ Ａ 日浴びて涼以 ｉｃ 吹かれながら 温 かに博多泌をＧｬＡみ

ながら渡るのは一つの興趣IC ＧｉＧ［ｾ んだものであった ζ ととＮｬｊ， ｴ います。施工 ｉζ 当って Ｎ ＱＱＱ ＱＱ ＱＧ Ｑ との取合い Ｎ 1  wi ピロ

ティ の 川 ｉ ｉｉｈ ζ マ γ チ したよ 朴 さを ｒＮ わす ストリッ プコン クリ ー ト ｾｬｃは鋭 ｑＺ Ｑ ｊ をそそぎまし た 。

C. C. Iζ グリーン の中IC調布lのとれたゴルフ ハウ スの完成を此たととは ，カントリー クラブJff 賢とぷ. ; 1.'ζ 当ら

れた円i j ! . 没. 1 I 関係者のど指噂の賜と深く感謝いたしております。 (11' 野定雄 ・rt
l
村12:ー〉

/ ヴ

i j ! 築山 f"fM

l 隣

2 階

3  間帯

合 J I

529. 641  m"  

895. 280m"  

471. 825 m"  

1. 896.  746 m"  

( 573. 77内' )
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泉 州 銀 行 本 庖

股 計 村 野 ・森 建 築 事 務 所

1ii 工 株 式 会 社 大 林 組

52 

位 置 大 阪 府 iF 官1111 市 宮 本 町 2 5 7

数 地 l ui m 6 1 1. 5 坪

ｾ雫延 ｬ￺ｩｦｬｬ 9  2  O. 3 伴

地 下 1 J也 1: Ｓ 附 ｬｾ 1;1 1.1  

'''J 古 防相Ｑｉｾ能よりパラベ γ ｬ まで 10. 907m 

1Ji 刈 15. 044m

m逃 鉄 筋 コ ン クリー ト一 部 t); 'it 鉄 筋 附E 造

工JUI J1i T. 33年 5 J I  9 日 竣 C 34{1'  6  J J 2611  



2 階 平 面 図

1 会 議 室

2 問 、 務 部

3 帯 Yt 曹1

4 業 務 部

5 人 m 闇1

6 応 援 宝

7 検 託 部

8 管 flR 珂1

9 主 音| 郎

10 総 務 部

11 特 別 家

12 重 役 室

13 頭 取 室

14 会 議 室

o 1
m

!Jl m 

R 三、 一一一一一 ｾ ・ ｾ ｾ ・ ］ 〆〆' 〆

、、、 /' " (¥Ojl'J ーー

官 、、 .  / ノ固

〆 4白内ζ 、

4 / / 3¥ ¥ ー

し乙てこーー一一一一一一一一一一一:ことJ

中2 階 平 面 図

l  営業主上部

Ｒ 食 ｾＱｴ

3 厨 房

4  タイ プヨE

5 女 子

ロ ッ カ -

6 男 子

ロ ッ カ ー

7  Hi 話交換宝

8  組合事務室

9 医 務 室

10 図 官 室

11 l'l JOI1 

12 応 援 笠

13 和 室

14 茶 室

1 階 平 面 図

1 玄 関

2 客 溜 り

3 営 業 主

4 応 接 室

5 部 長 室

6 君 附

7 単 行 口 室

8 宿 直 室

罵苦言

地 階 平 面 図

1 冷 暖 房

骨 量 械 室

2  m 気 宝

3 金 F I i

4 保 護 金F I l

5  1t /i lI  

6  'J j 子

ロ ッ カ ー

7 女 子

ロ γ カ ー

デ ー ゼ J レ

エ ン ヂ ン 室

区l而平j苫

1  4  O. 0  f! 

2  7  9. 5 肝

1  9 3.  7 坪

2  9  1. 7 汗

1  5. 4 坪

9 2  O.  3  1'1' 

本行

階

批

m

臨

m

階

底

地

1

2

3

塔

ま浪1'1'1 

而w

泉
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3  毛; 般 玄 関 住 詳 細
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宝 山 寺 客 殿 ( 獅 子 商 )

Ｍ聞 ￼ｬｩＡ 宙開 ｅ 重訴劃 ￟ｾ 告書 言 ｅ 軍司ｬＵｓ語圏

1. 所 在 奈 良 県 生 駒 郡 生 駒 IIIJ ， ゴ 山 手j 境 内

2. 工 JlJ I  ( 惟定) Ｑ ＸＸＲ ｾ ＸＴ 年頃

Ｈ明治 Ｑ Ｕ 年 ｾＱＷ 年頃 ， tA i 札( むなふだ) 参照〕

4. 工 ft 不 詳

5.  設計 ・施工者( お11札による)

お ｫｾ 吉村松太郎

木挽 玄回庄三良ほか

.-i i工 船 下 利 平 ほ か

6. 構 造 規 模 木 造 2 階 建 桟 瓦 茸 ( 一 部 本 瓦 茸 )

l宝 級 四 住 造 ， 玄 関 付 ， 南 国 一 部 舞 台 造

桁 行 約 35尺 染 間 約 26尺 ( 10. 6x  7.  8 m)  

建呼 約 90 平方米( 玄関約6. 5干プj 米を含む)

外 部 洋 風 ， 内 部 洋 風 お よ び 羽 l 風

5.  仕上概要 内外とも木部素木のまま ，ペジキを一切塗らず

壁は白漆l喰，要所 lζ 木彫の建築彫刻を lJ rI える。

6  設計上の問題 IYJ 治初年の開港場などに多か った邦人によ

る木造洋風RJ ! ; 築で ， (f 来線式を洋風化した苦心が見られ

大胆な椴i告の回り附段や，全体として柱がわりに少ない

点などに大分無理をしたようである 。

7.  施工上の問題 名tI 微な住頭や アーチ下の持jぎりなどに在来

技法の冴えを見せるが，階上和室天井などは入念な仕事

が施され，d.工いが少ない。南面縁上の天井もあまり見な

い芯匠である 。

8  材料上の問題 主笈な j延長出材はほとんど良質の桧を使 って

いる 。 ことに附上和室は天井回りは極上のfs州桧，床住

タガヤナン ，J.ポ位以松で，材料厳選の跡が見える 。 1 階

;窓 ・出入 111乙赤 ・緑 ・黄朱 ・青紫の色Ji ラスを| 絞め，色

彩効果をあげている 。

9  一般社会的事項 乙の建築が生駒山 11.
1
腹の寺院に明治の早

い頃lζ できたと乙ろに大きいな義を認むべきであろう コ

当11寺の住職はおI i 札にある駒岡乗空間であるが，仰は寺で

中興の閉山と 仰いでいる といい ，乙のr : 市と棟梁との具体

的な現われがとの建築となったのであろう 。
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宝 山 寺 rfC J] 投( 獅子閣)

図面が残っているのはきわめて

少なく，ことに平面の ほか立i函

も l 枚保存されているのは珍 し

明治洋風建築の古いもので，

客 殿 l 階 平 面 図 ( 宝 山 寺 蔵 )6  

'''，'' j， ;・ U 1.  
.  ＮＮｾＮ＠ ..。

4  

J

J

比

ド

h

r

ぃド
3

い。ただし ，との立[ 師は iij'i 回予

定図で，尖胞さ れたものは，全

体の比例も細部も変 っており ，

乙の図よりもよく できている。

乙の図のよう K もとは全部本瓦

主主であ ったが，大正初'J il.: 頃にー

ｾ ＧＭ

ー'tIf

li 
々

部をの乙して校瓦主主にされた。
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宝 山 寺 客 殿 ( 獅 子 閣)

近 代 建 築 騎 査 委 員 会 報 告 3  

建 築 概 説 お よ び 棟 梁 に つ い て

乙の建築はポ』ζ 寺 lζ 平岡 ・立福i図が残されてい

るのと. ＯＱＱＭＳ和 Ｓ Ｓ ＢＱｾ 9  Jl 3 日lζ 糠札を発見 したので

害1] 1 乙資料がある ) j で‘ あるが， すでに昭和23i l♂ 4 )J 

27日lζ 重要災術品 lζ 認定されたものである 。現イE

平聞は寺煎図 I(l Iと大材、合致するが，立ffl Iは刷状の

方が図 IIl Iより拡張され，細部も迩 っている 。}'[I( iI ... .-
はおそらく最初]の計画ii 区! と思われ，れ礎はほ総の 8  ｾ手段玄関階上柱頭

礎盤 ， 間はイ Ｗ 砧復をｾｊｬわしているが，実際は礎総

も違い，隅: J iはない。中t 頭やア ーチ下の持活りな

どは菊の袋を彫 っているが，アカンナスがわから

なか ったのであろう 。頭飾りの怖をつけたり. fiit 

NIi の手法は他の多くの木造(ζ 見 るのと同じで . fj:

1i J { から見ると コv ;/ ト系のものらしし〉。下hVI f も

初期邦人作の通千j " J¥- <J である 。

棟梁717・村松太郎は新潟県北部原君11の人で， にr:ill

寺 Ｑζ 重 要 なｾ ｾ 高を Ｓ 練 ｩ 立している 。 すなわちみ［呼

そと ;:' 1いでん

を 祭 る 天 ＧｬｩＮ ｾ と ， その前 ｽｪ の拝殿Ｈ外拝隙〕および

獅子閣で ， 乙の ｬ 似』 ζｾ てたらしい 。 従 っ て獅 ｪ 二ｼ品 ｬ

は明治15:(1 から 1 . 2 ::1日のI 1¥J Iζ 完成したものと忠

われる 。1皮は守 lζ 来てから 20'<1ーほども礼子築工事を

やり ，その議は| 日l じ生駒 nl ] の流寺にあるという 。

( 近 藤 豊 記〕
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坂 静 雄 先 生 の プ ロ フ ィ ル

奥 島 正

板 前' I並先生

約40年の長い年月，京都大学で教 年程であるので，それ以前の先生は

育と研究を続けてとられた坂 l貯雄博 よく存じていないが，教えをうけて

土が去るl昭和34年 11月16日. 63回目 いる 者として感ずる乙との一端を附

の誕生日 を迎えられたのを機会とし 記 しておこうと思う 。先生は名前の

て， 京大教授の峨を退かれた。大学: 示すようにま ったく 物的かな先生で

! c停年制lの規定がある以上やむをえ あって， 私も永い問一度も先生の大

ない乙と であるが，今回現役教授と 声に 接 した乙となくま乙とに iEL厚

しての峨を去られた乙とはわれわれ な方である 。それだけに弟子κ 対 し

建築に関係するものとして併みても ても，それが年をと ってくると手厚

あまりがある 。引続き 京大名誉教授 く巡して下さり，また例え拙い仕事

とな られたので，今後も 大学で研究 をしていても口に出して叱正をいた

をお続けになる模様であるが，一応 だくことは稀である 。 乙の点は私の

わ均二ど退官の乙とを本誌に 記録して 大変閉口 している ζ とである ので，

おきたいとの編輯委員会の依頼で乙 先生にはどうか今後どしどしわれわ

とに拙文を記載するととにな った。 れをn七正して下さり永くど指導下さ

先生は大正10年 3 月東大工学部建 る乙とをお願いしたく思う 。次に先

築学科を卒業 と同 11相乙 大学院K 入 生の現イ「までの ζ 研究は先きに述べ

学，大正11年 4 月に当 11寺創立まもな たように 一貫してコソクリート ! c関

い京大工学部建築学科の助教授とし するものであるが，その研究事項は

て若任された。l昭和 8 年 4 fJ rζ は京 人の後腿を うけた ものでなく常に 5

大教授となられ，それ以後ど退官lζ 歩も 10歩も人に先んじら れて いた。

なるまで建築学第 1 i. iYi 械を相当する 悶必に例えると ，新 しい研究題白の

とともに 京大工学研究所員を兼務 し 有錨な布石をつぎつぎ とれ っておら

て教育と研究1 < : .ど献身下さ ったので れるのであ って， ζ の点については

ある 。一方学外においては日本学術 先生をど手本としなければならぬと

会議会員， 日本建築学会副会長，同 思う 。 もっとも先生だから乙そでき

近紙支部長， 日本建築協会副会長， るのであ って， 私ど ときものには到

建築士会京都府支部長等の要職を経 j底不可能事であるが，日々先生のど

られ現在では P C技術協会の副会長 研究を拝見していると ，そう いうと

として P C構造技術の発展に大きい

貢献をなされている 。先生の研究業

績はど承知] のように多数にのぼり，

いちいちあげる ことは紙数が許さな

いので割愛するが， 論文として 約

250約， 著書として約12ffil あ り -

R してコンクリ ー トに関する 研究と

著述に専念された。

f在者は先生 lζ 教えをうけて 以来25

1 '76 0 呈

とを強く感ずるのである 。とれから

は先生も授業を解放され研究一本 iζ

進まれるのでますます，っき‘ つぎと

新 しいど研究の結果を拝見するとと

ができるものと大いに期待してい

る。

話 しが後にな ったが， 先生が乙れ

からもど研究になると ζ ろとして，

今回京大建築学教室に隣接 して坂記

念館が建設された。ζ れには先生の

居室ならびに構造材料の試験機械が

設備される予定で， 坂先生ど退官記

念、会委員のど尽力と建築各界の ご好

芯によ って 笑現をみるにい たった

ものである 。なお先生 feは現夜 P C

構造の発展 K L ' 尽力にな っている

ので，それを記念して乙の記念館に

は P C 構造が採用された。写真を掲

げてど紹介しておきたい。書 きたい

乙とは多 くあるが紙数が制限されて

いるので乙乙で匁をおかねばなら

ぬ。

先生の末永きどMWをお祈 りし，

今後とも永く建築界をと指導下さる

乙とをお願い市上げて終りの言葉と

する 。 (1959. 12. 17)

〔司王者 : 阪大工学部教授 ・棺築工学教室〉

坂記念、館の P Cのダプルティースラプ上前
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坂 記
今
，.，_、 館

位 計 京 都 大 学 建 築 学 教 室 増田研究室

構 造 坂 研 究 室

施 工 株 式 会 社 大 林 組

防 水 J : '1' 日本 ゴーレックス工業 k k

H. i 気工 '11 <;' 電 気 工 業 k k

衛 生 工 事 k k 大 阪 城 口 研 究 所

サッ ν 工可I 日 本 ス ピ ン ド ル k k

W T ス ラ プ P . S. コ ン ク リ ー トk k
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坂 言己
今
，，，-、 館

所 在 地 京 都 市 左 京 区 吉 岡 本 町 京 郎 大 字 内

規 模 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト( 一郎 P. C. l 造

平家. 一部中二階

主l ! 築面的 234.375 m"  (70. 898坪)

延 面 縦 275. 335m"  (83.288坪)

工 m 34 年 9月 18 日 - 35 年 2 月 19 自

主要仕上

外 部 軸 部 コンクリ ート 打放し仕上ゴー レ

ックス吹付

外 壁 ; 早 水 入 モ ル タ ル ピ シ ャ ン 叩 き

サ Iノ シ ス テ ィ ー ル o. P. 塗 り

屋 根 W. T . スラプ (W ・1. 2∞ [ :

12. 5∞ ) ゴー レ γ クスコ ーキン

グの上ゴー レックス防水仕上げ

内部 軸 部 コ ン タ リ ト 打 放 し

天井 P. C. 梁( 現場打ち 1 W Tス

ラプ( 工場製品) 卦; 地のまま

' . i 1 : リ シ ン 仕 上 げ

床 モ ル タ ル 金 綬 仕 上 げ

階 段 般 絞 . プ レ コ ン 製 手 術 ・米桧

ク リヤ ラッカ 一 手 術 子 ・鋼管

o. P. 塗

ζ の止II 築は. 坂教授の退' j " ，を記念して，主II 設

された栴iiE材料災験室である。 5 t on モノレ

ール，60 t アムスラ ー型試験機が設備される

実験場の一隅lζ 研究室を配し板名誉教授を始

めとして憾造材料の実験研究が続けられる。

P. C. 梁 とW Tスラプは実験喝を one span 

で梨博するために線用されたものである。

実 験 室 よ り 研 究 室 ( l 階， 中 2 階 ) お よ び 階 段 を の ぞ む
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建 築 の 計 画 性

建築で計画というと，普通部屋の配置や芯: 匠の設計を

主にいうらしし〉。言葉から 三与えると ，続造計画 ・施工言 l'

t  

60 

函の他建築管理計画 ・建設業経営計画なども 含 まれるは

ずなのだが。

しばしば計画 与設計計画当デグイ γ となり ，流行lζ 支

配されて， フア ッν ョY 士写計画とは奇異である 。

一方計画というと，経済計間 ・生産性などが 心 lζ 浮

ぶ。オペレーν ョシリサ ーチ (O. R. ) が経済界を風慌し

リニヤープログラミングとか I B Mとかの言葉が「お稲

荷さん」を圧倒しそうな今日この頃である 。

それに較べ建築には未だ総指的な計画が少いような気

がする。業界の株式が公開上場されて近代化へ踏出した

といわれるとき ，経営のみでなく，設計計 画はもとより

建築一般の計画も ，O. R なども依 って近代化し ，弔く小

世から脱け出したいものである 。 ( HK)

天 井 の 美 し さ

当節は左官天共 が少くなり ，ボー ド類などの日占り上げ

の天井が多くな った。ζ の傾向を生んだ原因はいろいろ

あるが，左官天井が剣務やクラ ックを生じやすい施工上

の ｾｷＮＧ 主もその 一 つであろう 。 施工の立場からい っ て ， 頭

の痛い乙とが少くな って街 7i WPととだが，さてノミ井の美

しさからいうとどう だろうか。ボー ド類の天井は峻功 l白ー

後はなかなか変化もあり而 白いが，数年経過してみると

何とな く薄きγ こなくな って感心 しない。 白地だとか孔な

どに汚れがつく ，それ も平均につかないで斑らにつ くか

らなお目立つ。 また竣功当¥1 寺は会¥Kならない程度の目違

いも問の汚れIC. よって，それが強調され甚だ見背しい状

態 となる 。塗装替えがきくのはまだよいがそれがで きな

い材料は始末が怒( ， '0 その点左官天井は古くな って も夫

しさ を失わない し ( もちろんムラもなく ，クラ ックもな

い場合だが) ，古くなればそれなりに拾て列[ し，1沫がでて

くる 。塗装替えすれば全く新しいもののようにもなる 。

いづれ も一長一短で仕上材料決定K 当って悦みはっきな

い。 (YT )

素 人 考 え

ガス風呂 ｲｾｉ ， ｊｾ ， 地 ｲｲ 漏 れによる集問中みとガス ｬζ よる

Ｇ ｉ Ｂｊｾ 事故があとを絶た ｦ よい 。 大阪符 内だけで 年 々 Ｕ Ｐ 人近

くが生命を失 っているという 。こんな危険なものを口' ，i -iV

使 っていたと聞けば後の人はあきれるかも知れない。

減 f5はされても無 tEイヒが当分望めないとするなら ，減

tiAと同¥1寺 K もっとガスの発見を容易にしてもらえないも

のか。中広のほとんどは 早期発見できれば防げていたは

ずである c 臭だけでは不安なことは集団 '1'，与でも明らか

でさらに色をつけたり ，あるいはくし ゃみが出て目が党

めるとかで，われわれのあらゆる感党に訴えて発見でき

るようなことができれば事政は激減するだろう 。とんな

対策は研究 '1" かも知れないが，あまり占かれているのを

見なか ったので素人考えのーっ として参考までに 。

( IK)  

( 己の 1M! 築のl恨」欄IC対するど批評を求めます 一一編 'Il一一 )

停車中は使用しないで下さい

先 口，京阪間 の行線二l行通過駅で普通fG車を待 ってい

た。ふと枕木の上を見ると 71<1ζ ぬれたm使紙と黄色い半

Ｑ ， ｾＱ 形物が点々と子高ちている 。 なるほどとの駅には普通氾

111は作車するが急行屯車や長距離列車は通過す るからと

のプラ ッ トホ ームの前の枕木がよどれているのも無理の

ないこと である 。

私たち建築にたずさわるものは水洗使所のかイヒ柑とか

改良便所とか回虫の卵にさえも災 Ｇｬ ｩｙ の事 Ｑ Ｇ 終を ｾと っ てい

る。

考えてみると口本 全同 κ 網のトＡのよう ｋ 走 っ ている ｉ ｉ ｾ

鉄は日本全国 lζ クγ コをノ4 ラ撒いているということにな

る。鉄道を利用する人を一 世々W! 診断する乙ともできな

い 。 どんな伝染病 ｉｾＺｩ をパ ラ 撒か ん とも削 Ｔ らないと汚える

とゾ ットする 。

米京大阪間に今度新幹線ができて 3 1時間でつ っぱしる

そうだが，ζ のクン コをパラ i散くのだけはなんとか改良

してほし いものだ。 ( Is)



科
尚
子 そと

浦 辺

私 の 動 機

100 建築家は総合の能力に優れている。いつかだれ

かが科学とその対立紙念( 宗教 ・哲学 ・芸術) について

発表するだろうと期待していた。忙しいのかだれもやら

ない。

101 科学についてあるいはその対立概念についての

じてん ちてん

古い型の所論はもうどめんだ。若いl時点と地点lζ 立った

所説がききたいのだ。 1960年一一 日本

102 私は 1959年 lζ 50 日入院した。時間を悠大に楽し

んだ。そ乙で始めてこんなむつかしい問題を考えた。私

の持l時間も先がみえだしたようだから。

103.  日本人の思考方式はいつも死がすけてみえてい

る乙と一一即ち結論がみえているととだといわれる。

結論が思考の先K でてはいけない。( そ乙からは実りの

多いもの( 科学) は生れないから)

104 恩師ゑ悶慶一博士は20余年をかけてポーノレ ・ヴ

ァレリーの「ユーパリノスまたは姥築家」の名沢を完成

され，私版本としてだされた。入院中数回読み返す乙と

によってその構造をなす幾何学的料相11にふれたときの地

びは多大であった。日! 日恩の厚大lζ 感謝しつつ私は 白らの

思考を拡大していった。

• 105.  高等学校の同窓であった時実利彦東大教授( 脳

生理学) が「人間のからくり」というは なはだ悶の乙ら

ない脳生理学随筆をだしたのも入院中であった。とぼけ

たような乙とを書いているが，未開発の分野に切り込ん

だ顕の冴えがときどき見えて私の思考に科学的方法を与

えて くれた。

106 .  科学の対立概念はなんだろうかと問うた私 lζ 対

して鳥田家弘神戸大教授は象徴だよと答えた。私は乙の

二つの言葉について英，米，独，仏の百科辞典の定義を

調査した。

107.  恩考は始まった。しかしなおそれは終らない。

乙の X-diagram は木材の断面ではない。私の一応の結論

の図式イじである。

の 対 立 概

. . d-

沼、

鎮 京 ｾ￟＠

プロトタイプ

鎗何学的精神が科学の原型を造った

200. パスカル ( 1623- ー 1662) は人間精神を幾何学

的紛糾!と繊細の紛糾11 ( 分けている。古ij者は論理的な精神

であって幾何学はその完全な型を示している。

201 ハイデッガー ( 1889一一) も同線に人間の思考

を「計J ; ; l : する思考」と「熟慮する思考J fC分けている。

202.  ｬｉ Ａｪｾ 定時土Ｈ 105参照) は人聞の大脳構造から

「新らしい皮質」と「古い皮質J ，ζ 分けてその機能分化を

説明している。新らしい皮質から生れる作用は論理的合

理的であって具体的な事物から一般的概念を抽 出する。

古い皮質の作用は「素朴の心」を示す。

203.  ｾ互にだれしも気付く乙とは ＲＰＰＮＲＰＱ .202 を通じ

て刻応が存在している乙とであろう。

204.  技術の歴史が石ｾ時代まで遊 ｩ るに反して科学の

歴史は古代ギリゾヤ( あるいは古代エジプト) にまでし

か遊iれないのは何故であろうか ?

X - d i a g r a m 
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205.  古代ギリシヤにおいて人間精神から 初めて理性

的な面が抽出され客観的認識に上 った。幾何学はその完 ，

全な媒休であった。

206. 幾何学的精神はラテン民族的である。それが人

間性から遊離しない と乙ろに独自なものがある。幾何図

形をみて「人間の跡をみつけ たぞ」と 叫んだギリゾヤ析

人の話が B.C. 2 5 発刊のウイトルウイウス 「建築沓」に

ある( 森田博士訳昭和 18年生活社)

207 ユーパリノスは彼の愛 したコリン トの乙女のも

つ数学的比例によって神殿を造 った( 森 田博士訳の同若

104参照)

208 .  r言葉なきと ζ ろ幾何学なし。最小の言葉によ

って起る運動の軌跡を幾何学的とi F f ぶJ ( 104警参照)

209.  古代ギリ シヤ人が幾何学的精神を形象化 しそれ

を後世のヨーロッパ文明に遺産として伝えたと き，それ

は同時に科学のプロトタイプを人類lζ 残した乙ととなる

のである。

科学は蓄積する

300.  科学 というも のを定義する乙とは可能であろう

か一一恐らく不可能である( 大英百科辞典1958版)

301 .  科学史が科学そのものである( オ ーギュ ス卜 ・

コント，彼は社会科学の祖といわれる)

302 .  科学の語野、は 「学問」または「知識」である。

古代ギリ シヤにおいてはそ うであった。その後科学は学

問よりも少し狭義となり また知識の内でも 休系的法則的

なものに限定されてくる。対象と方? とにおいてもそれは

発展する一方で厳しく限定された概念と なった。

303 .  科学はギリシヤよりアレキサンドリヤ lζ 至って

磁H寺を過ぎその残火が ロー 7 文明に引きつがれる。キリ

ス ト教の勝利より J レネ y サンスに至るまでは僧院の瓜児

であった。乙の聞の科学* はサラセン文化l酌 ζ 主流を移

す。サラセン火化圏では幾何学的精神では な くて代数学

的粉村lがはっきりとでるが，それはアノレケミス卜( 錬金

術士〉逮K 引きつがれてノレネッサンスに至る。

304.  ルネッサンス以後の科学の発達史は典型的な弁

証法的発展の軌道にのっ た。科学の対立物はいうまでも

な くキ リスト教であ る ( 19世紀までは)

305 .  科学は蓄積する。科学はメーゾンリーの構造を

もっ。メーゾン リーの原則は1時間を越えて rt ，奥行，高

さにおいて限度な く拡大する乙とである( ことにi認さに

おいて)

306 .  科学は蓄積する。 パベ J レの地，万里の長城のど

とく 。科学の蓄積の中( C. そうで ないもの一一科学以外の

ものーーがあれば蓄積の重圧でその部分は自己崩壊す

る。しかし原理の自己崩壊は起らない( 科学は自託す

る)
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307.  X.di agramの科学の部分で同心円的に示されるも

のが科学の蓄積一ーその地層である。

科学の対立概念は十字型パタ ーンをも っている。

400. 対立概念 とは乙の場合科学lζ 対して

同位的 Coordi nate 

矛盾的 Con tradi ctor y  

である概念 (Concept ) だと規定したい。

401 .  キリスト教は科学と同位的では な くて科学はそ

の下位的 (Sub.ordi nat e) 概念だという説を今日も固持し

ている。科学の歴史的背景からみて同位的 とはとんでも

ない( 社長と新米社口 とが同位的などとはいえま せん)

と主強する。科学はルネッサンス以来なりあがり者かも

しれない。

402 無限から 無限につづ く生命の流れーーそ の流れ

を包流のごとく通じる 正義感。正義感は人聞の生存に深

く根を下して いる。

403 .  科学が盲目 だと いわれるのは科学は乙の正義感

も不正義感ももたないからである。

404.  科学の対立概念の正体がなんであるのか ? 一一

乙乙 K 正義感という強い電流をもった概念が浮 んでく

る。

405. 正義感lζ は時代性も民族性もまた発展性もあ り

得ない。生命を断つ乙とは乙の電流を切る乙とでもっと

も正義感に反する。 それは知 ・不知，善 ・惑一切に無関

係で存在する。

406.  正義! 釦乙 「正義の規準」が伴っ て始めて行動の

原理と なり得 る。 正義感だけで行動しが ちな日 本人が多

いが，彼等は人間を「ー柱J rニ柱」というように柱で

象徴化している。西欧的思考方式では乙の正義感の中1，に

「正義の規準」という腕木をとりつけている。

407 .  正義の規準は i時代性と民族性とをもっている。

それは正義感 と離しては存在しない。キリスト教にお い

ては全知全能の絶対l唯一村I ( 世界神) がそれである 。ノレ

ネ ッサンスはその村1の看板を下して 「人間性J r人間の

尊厳」にかけかえた。それを私共はヒュー 7 ニズムと呼

んでいる。

408. 7 ) レキシズムはさらにそのヒュー 7 ニズムにお

ける 「人間性J =  r人間本位」の看板を下して社会科学

的理論をかかげている。その社会科学的理論としての「

弁絞法的l唯物論」はし、ささか古風ではあるが科学の槻合、

に入るべきものである。しかしながらそれが正義感とい

うれにとりつけら れている 限り科学では な くてその対立

概念としての哲学に服する。

409 正義! 必と正設の規準は愛と謙虚によって一体化

す。すなわち愛とは柱と腕木を結ぶ後着材であり謙虚と

はその按お材が働きやすくなる状fe-- ケレンした状態

.  
， 



であろう。" 7 ) レキシズムでは愛の代りに「似しみ」を減

反の代り I( i たたかし、」をもってするが，そのとき柱と

腕木とはパラパラに なってくるので敵をなぐったり殺し

たするよい武総 lζ なる。

410. 宗教と哲学とが科学の対立概念になるのは乙の

十字型のパターンがあるからである。腕木の公然ない柱

は人間思考の中では存在しないが，その部分のヨワイも

のあるいはよ くないものは存在する( 例えば風速隊)

411 全学述と恩述隊とを区別す るものは柱の部分に

はなくて腕木の部分にある。どちらもその接着は弱い。

412.  i犬は忠実の象徴であ るJ i 天皇は国家の象徴

である J -ーその象徴も科学の対立概念たり得る。科学

では 「犬は動物である J i 天皇は人間である」という。

413.  美の象徴としての芸術はだから科学の対立概念

である。紙I( 塗った墨が，雪舟の破墨山水になるから。

414. 今日「美」という概念よりも 「エネ ルギ- J と

いう概念の方がよりよく音楽や建築を説明する場合があ

る。それは どうい う乙とだろうか ? 美は生命的だ。

415.  ある概念とその対立概念とは補完作用をもって

いる。それならばこれらの総和が恩考の全体性を保存ーす

るだろうか ?

全体性のダイアグラム

500.  私lζ は415の命題の答は Noである。ただそれは

私の直観が一一ー系朴の心が答えているのであって証明は

出来ない。 103 を乙乙で思いだしていただきたい。

501. 東洋，ことに日本の歴史的伝統は索朴の心 ( 20

2  ) との直接交渉で乙とを決める思考方式であろう。西

欧方式は人間精神を二分するがその対立の統一理論とし

てととを処理す る。もっとも 中国 IL は 「悩理兼備」の思

考ーがあるが。

502.  臼本の場合なんでも「かねあし、」だ。アイマイ

モコだ。

503.  Zen はその象徴として円をもっ。それは直観に

よる自証以外K 方法はないけれども円は全体性 ( Tot alit y)

を示している。

504.  Zen の門が全休性をもつもの なれば思考の幾何

学によってその円を証明出来ないか ?

515.  円の中心 ( 0 ) は思考の幾何学では原点といっ

ている。 Zenでは無 ( Nothingness) ，キ リスト教では神ー

そういった方がよりよくダイアクラムを解明する。

516.  i無」という概念は今 口の笑存哲学にもある。

これは科学とその対立概念との共通した原点に な り 得

る。[ " 神」では宗教の原点にはなる が科学の原点にはな

り得ない。生命線の方から攻めて1n¥1 L 無限に近いl時点と

地点に立つのが村I ( あるいは仏) であろう( 402参照)

517 原点 Ｈ Ｐ Ｉ で交叉した座標 ｾｾｨ を引く，一般的に

いっ てそれは X 字裂になる。私は乙乙で大きい仮定をお

かなければな らない。

Ti me  is  space 

518.  Zen 的直観は l時間と空間の間 lζ 大胆なるイコ ー

ル( 即) を引く。科学はエネノレギーという概念で時間と

空間との統一理論を組み立てようとしていま鉄墜にぶつ

かっ ている。科学は数式をもってその統一理論を示さな

い限り乙の欽墜を突破した証拠には ならない( 直観は容

易に鉄墜を破るのだが〉

519. ある仮定( 517，518) に立っ て時間と空間との

座標軌を引けば私の思考の幾何学は成立する。

520.  時間 と空間が X 字型に 0 で交叉するとき科学は

0 の同心円のパターンとして形象化される。その対称域

[ 乙科学の対立概念がある。それは生命の無限の流れとし

て 0 より発する。その生命の流れには人生 という線分が

ある。そして銘々がなにか名札か標識をあげて生命の流

れを守っている ( 406，407 ，408)

521 .  x という小さい部分が全円に拡大する乙とは可

能であろう か ? ( そのとき部分は全体に なり得る)

522 大 きい仮定一一 Time is  spo:::e 一一それが証明さ

れたとき私のダイアグラムは成立する。

( あとがき，この雄大にして悠久のテ ーマは私の人生

半世紀を記念するかもしれないが，多忙の向，あるいは

多忙のときには不向でしょう。暇なとき考うべし。うら

べしづたろう) <Il!者 倉敷レイヨン K K1 d 繕部長)
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対 談
『デザ、イ

浦辺 乙の題名 lζ ありますように，デザインの rlll り角

というのは，大 きな国際的観点にたった問題なんであり

ます。乙れを論ずるにはお二人が一番適格な人じゃない

か，というような観点から非常にお忙しいなかをきてい

ただいたわけであります。

ζ のデザインの AII り角というのは，なんかデザインの

よろめきとかいうような怠味にとられては，花、ははなは

だ心外で，そんなよろめきじゃなくって，もっと深いぷ

味があ る。それをお二人の方lζ 追及していただきたい。

まず吉阪先生にお願い したいんですが。

ヨーロ ッパ的本道 ?

吉阪 危険な曲り角の危険な分子は遠ざけておく方が

よろしい という 乙とで，乙うい う離れ島K . 座らされたの

で( 笑声) なるべくエキセントリック lζ デザインして，

座談会を発展しろという ζ とでどざいます。

私自身がとの座席を去ったときにそんなにエキセント

リッ クじゃ ないはずなんですけれども，乙乙 1(. いる問，

しばらくエキ セントリック [ζ いろいろな ことをお芝居す

る乙とになるでしょう。

本道があるかないかという質問がそもそも悶巡っ てい

ると恩います。われわれは本道を歩んでおるつもりであ

りますから，よそのやつの本道なんてものを問題にする

必要はないと恩う。 と乙ろが大部分の人はちょっと大き

い道が威圧的f L でてきますと，それが本道だと思ってし

まう。ヨ ーロッパが 14，5 世紀辺から椅民地政策に乗り

だしたころから ， ヨーロッパはわが道が本道であるとい

うような乙とを押しつけてきた。それを他の人たちは

「へい，さようでどざいますか，そちらの方へまいりま
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しょう」というよう K しっぽをふっ ていってしまったと

患うんですが，骨のあるやつはそんな乙とはおかまいな

しK わが道をいってたんだと思います。そういう Q 味

で，本道なんてものは自分のと乙ろにしかないと私は考

えております。

浦辺 木道というものは 口木にだけしかないと いう一

つの問題がでたわけであ ります。乙 れに対して足立先生

足立 第二次大戦まで，私たちは機能主義が本道なん

だと考えてきたわけです。ととろが戦後ど存知のように

いろいろ批判がでました。機能主義は間違 っている とい

う考え，乙れはI l ll り道への一つのモ ーメ ントですが，私

自身は合理性を求めて歩んできた点で決して間違いでな

く，本道を歩んでいたのだと思います。

ただ" 7 ンホ ード も述べてるように合理性をせまく 翻

み，適用していたと乙ろに問題がある。歴史の流れから

みれば，現代建築は成長過程にあって，漸 く年頃になり

広い世間，大人の世界をみるように なった。卑俗な言葉

でいえば色気がでてきた。そこに自由があるとともに危

険な It l ! り角を答戒しなければならないという乙とでしょ

。

・
「
ノ

浦辺 色気論，どうですか。

吉阪 口本の乙とで考えてみますと，たしかにいまお

っしゃったように建築家な ら建築家というものが，明治

以来なんとかして自分の世界を造りだそうという戦いの

歴史であったという意味ではいえ ると思うのですけれ ど

も，その戦い方でいつも人の借りものをもっ てきて，そ

いつをふりかざして，そしてその うしろ K 隠れて威圧し

てやっ てきた。木道はそのふりかざした方のものではな

くて，自分の世界を造りたい，そ 乙が本道だったんじゃ
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ないかと思います。それをとかくふりか ざした方が木造

であるかのごとく考えると乙ろに IUI り 道 と い う か ， そ

ういうものの問姐がある。ちょっと 1111がってとられてる

んじゃないか。

浦辺 ヨーロッパ的本道ですね。 ヨーロッパ的な道と

いうのは今世紀に入ってからでは な くて， lII Jからずっと

続いている。そのヨ ーロッパ的な本ili というのはオ正当の

ll ，舗道道路といってもいいんですが， II "f>: fζ あるよう

なIIJ Iりくねったほこりのたつ道じゃ な くて，20位紀の iヨ

動車がスムース K とおるというよう なそ うい ったような

道を本道だと考えております。それについては足立先生

どうですか。 仮にその道を本道だとすればいままで 日本

人は それκ 乗っていたか，乗 っていないか. 脇道をとお

っていたのか，という点はどうでしょう。

足立 荘、の先生がよ くいって られた ことですが，白木

の建築家はロマンチッ クな傾向が強い し， 受 入 れ や す

いoEl; 築は抽象芸術であり ，合理的な ものでなければは

らないという点で古典の精神が本道だと考えますし，西

欧の伝統とでもいうべき合理精神を日本でももっと確立

しなければいけないと考えます。

浦辺 いまの足立説，どうでしょう。

吉阪 あまりにも技術的な小さな分野に閉じ込もった

という感じをうける( 笑声〉。本当はもっと人類はどう

するんだ。あるいは日本人K 生まれたん なら日本人はど

うなるんだ。そ乙をうまく解決するという乙とが大きな

任務じゃ ないかと思う。それを解決するにはそれだけの

カをもたなきゃな らぬので明治以来一生懸命力を獲得す

る乙とをやっ てきた。だんだん少しずつ力を獲得して き

たんで，そろそろその実力を発揮しょうかという段階に

きたんじゃないかと思います。その技術的な問題は，そ

れは具体的にやるときの問題でありまして，そ乙』ζ 沈潜

しておったから ζ そカをうたってしまった。やっぱり全体

をよくする 。企体の社会を秩序だてていくという，そ

乙の問題を取り 上げて，それだけの実力をもっ て解決し

てい くという力を養う乙とが本当じゃないか。

浦辺 そうすると新しいエ ネルギーか な に か 生 ま れ

て，それがいままであったヨーロッパ的な本道といいま

すか，そういうやつにぶつかっていき fごした。そういう

ζ となんですか。

吉阪 それはいろいろ力を獲得す るためにはいろいろ

な手段があったと患います。た とえば武道でいえば相手

のカを利用して相手をまかすというやり方がありますの

で，大いに相手のカを乙ちらの力 lζ 用いるというような

ζ ともあるわけです。したがって西欧的 なものの考え方

とか，や り方 とかというも のを全部キ ャ y チして取り入

れちゃって，それでもって西欧をまかすということもも

ちろんあると思います。そういう意味では向乙うのやり

方を取り 入れ るという乙とは大変結稿だと思うんです

が，それはあ くまでも乙 ちらのためであって，向乙うに

続くというよう な， Ir.] 乙う が先進国で乙っちが追っかけ

てい るというような乙とで取り 入れて るんではないと思

います。

浦辺 窓気大いに盛んなんですがね。大東亜l戦争のと

きはやっぱりそれと同じ気持でぶつかったんですが，ど

うも結果があまりよく なか ったとい う乙とに なると相手

の武探というのも十分しっと かな くちゃ いかん。

そういう; な味でヨーロッバがもっている武総の一番性

能の立派さというか. 恐るべきと乙ろはなんでしょう
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村野勝吾氏の閉会のあいさつ

か。足立先生，向乙うの建築 ICかさらず。

足立 西欧がいろんなもの，例えば革命と か， 資木主

義， " 7 ) レキシズム，あるいは機能主義を生んできたの

は，対立する大きな墜を感じ，合理化しようとす る強い

意志をもっ ていたからです。一見，無縁と恩、われるフロ

イドの研究でも，性を界慈視するキリスト教の道徳とい

う大きな壁があったか ら乙 そ，それえの抵抗から生れた

ともいえる。

ととろが，日本の場合それほどはっきりした対立概念

をもたず， I!t ij まな状態で一応つじつまをあわせてきた嫌

いが多い。 明治や昭和の一大転機もすべて外からの力で

行われている。自らの心の中 IC浅さ上ったもののカによ

ったものでない。一般的K いって芸術の面でも直感なり

実感を重んじて，骨儲からの合理性探究が不充分だった

と思います。

合 理 性 の 対 立 概 念

浦辺 対立概念がはっきりしてなし、。そういう乙とな

んですが，それでは吉阪先生，ヨーロッ パ的な合理です

ね。それに対する対立概念としてどういう現象がありま

すか。国際的にみてですね。対立概念、たりうるもの，

キリスト教なんかは別として。

吉阪 ヨーロッバlζ 対する対立概念というような考え

方をすること自体がヨーロッパlζ 対する負けだと思いま

す。ヨーロッパなんぞくそ くら えでいいんだと思 いま

す。大休あいつ らがいろんな乙とを州しつけてきたから

乙ういう ζ と[ζ なる。それにへい乙ら頭を下げてはいけ

ない。さきほど大東亜戦争が負けたというようなことを

おっしゃいました。私はちっともそう患っ てない。 とい

うのは一応唱えた乙とは実現してるん じゃ ないか。国家

間lの民主主義という乙とは一応その世界で認めぎるを得

なくなった。ヨーロッパが支配して，そして他の国がそ

れlζ したがうというような世界からいま変わりつつあ

る。そういうことをもたらしたということは，やはり大

東軍1戦争の結果ではないか。それで実は東南アジアへい
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きましても，あるいはアフ リカ，南米へいっても ，また

北米あたりでも大休日木にむしろ感謝してるわけです。

そういった怠味で私は大東亜戦争は，日本のためには負

けたような j杉になったけれども，人頬のためには大いに

プラスな結果を生みだしていると思います。そ乙でヨー

ロッパがいままでの方針ではいけなくなった。それで IHI

り角というような乙とをヨーロッパの人たちがいってい

るわけです。それに乙ちらが追随して曲げなきゃいけな

いと思っ て， あわてて曲げようとしたりするのはもっ て

のほかだと思います。

浦辺 rlll り角じゃな くて曲げる角なんですか，乙っち

が曲げとるんですね。

吉阪 ややそういう乙とですな。

浦辺 じゃ，いまの I泊り角というのも見方があるん

で，ヨ ーロツノ f の人からみると rl tJり jlJ になっとるんだろ

うが，われわれ民族からみると真直な道だという乙とで

すか。

吉阪 そうですね。

浦辺 それについて足立先生，同感ですか，反対です

か。

足立 私たちは今まで路地を歩んできていたわけで，

戦後は車のとおる広い道にでた。そこで人間性とか大

衆，民族と か新しいよりどころをよ く口にしました。し

か し落着いて考えてみると，一体具体的にどれだけのも

のを繍み表現したか，も一つ漠然としている。

いろいろ興味深い建築は生れましたが，デコラティー

ブな形へ傾斜する傾向の内 IC，どのような人間性を繍

み，意識して表現したのかを自らに問うてみるのが現在

の私たちの課題だと思うんです。その見方からは日本も

外国も同じです。それを合理的に姻えてゆく乙とは，広

い道を本道』ζ するために必要であり，感覚的なうけとめ

かたをしていると 1111 り道 ICはいり乙む危険があると思い

ム_，_

孟 9 。

人 間 性 の 回 復

浦辺 人間性といった場合1[ ，われわれはすぐ義理人

情とかいうようなものが頭にひらめくんで， ζ れは白木

人の特質だと思うんですが，そういうようなものがヒ ュ

ーマニズム じゃ な くて，なに か迷うよう な気がするんで

すがね。その点はどうなんでしょう。

さっきも村野先生のどあいさつにあったミ ースの言葉

K やっぱり建築は人聞の魂の表現だということは，乙れ

はもう変わらない真理だと思うんですが，そうするとや

はりたしかに人間というものをつかま な くっちゃ建築の

本質にふれないと思います。

吉阪 人間性という大変仙象的な話題をいただいてし

まって難しいんですけれども，それはある程度相対的な



.  .  

、佐

問題だというふうに私は解釈したい。ある時代lζ 生きて

いる人々はその時代の中でど 乙かに非常に大きな重点的

な価値を中心に生きている。その価値の重点の位置によ

ってそれに賛意を表わしている人が大部分である場合に

は人間性は尊重されてる。その価値の位置が，人聞が大

部分の人の希望すると乙ろと巡ったと ζ ろへいってると

きにはこれは人間性が否定 されているというふうに解釈

した方が簡単じゃないか，それで人間性の回復という乙

とはみんなが求めているととろへ価値の中心を引きずっ

て くるという ことじ ゃないか。それでさっきの民族運動

などに強引にあてはめてみる ならば従来その価値の重点

はヨーロッバの人たちに都合のいいようなと乙ろへおい

てあった。ところがヨ ーロッ バ以外の人たちにとっ ては

それは必ずしも みんなの欲していると乙ろでは な かっ

た。それを自分たちのほしい方へ価値の中心を移動させ

ようという乙とがいまの運動となっ てでてきていると思

います。だからその意味でヨーロッパの人たちにとって

は，むかしの位置が動きだして，引っばってL、かれてい

ますから曲がっちゃうという乙とになるわけです。

足立 今の民族迩動もやはり人間性の一つの現われだ

と思います。合理的にみるという乙とは一つのメカニズ

ムとして繍む乙とです。

人聞の場合，時代とともに変わるものと，変ら ないも

の. . i E 般にいうと非常に変わりにくいものとの二重構造

でみて行く乙とが必要です。民族巡i f i I ) もエゴとかプライ

ド，生存慾といいますか，人間性の基本的なものの現わ

れとみるのです。乙の二重構造がそれぞれデザインに関

述してきます。鋼んだ人間性のメカニズムを 11t 界的な，

歴史的な流れの中でみて，浮んできたものをとりあげ表

現する乙とが大切だと思います。

浦辺 吉阪さんの場合は実際の作品をとおして諮られ

ていると恩うんです。作品をとおして諮 られている。最

近は海星学園が先生の設計で建て られたがあの場合には

どういう設計 プロセス， 作家プロセスじゃ なしに どうい

う:む味で人間性にタッチしてい るか，ちょ っと具体的に

お話しくだすった方がいいんじゃないかと思います。

価値体系の移行

吉阪 果してあれが人間性回復の例であるかどうか皆

様のど批判による他ないと思います。海星学園は適例で

はないかもしれないが価値の重点の移動の例として乙ん

な乙 とは拾えそうです。 そして拾い上げてな るほど乙れ

は価値があるわいと認めさせるととができたとすれば一

応成功と認めていただいてよいでしょう。

あの建物の位置は従来はゴミ拾場であったわけです。

なんら役にたたないと乙ろで，そ乙』ζ は家が主kt : こないと

限定 されておった と乙ろを拾いあげて建てた。それがな

るほどいいと乙ろだというふうにとられたならば，その

作品が一応成功したんだろうと思う。やっぱりそうでも

ない，ゴミ捨場ーには逃いないという ζ とであれば，乙れ

は大変Et しわけない乙とで，生徒をみんなゴミ捨場へ追

い込んだととになるので大変申しわけないと思います。

そういった怠味で新しい価値を拾いあげる。拾いあげる

ζ とによっていわば価値体系をとちらの方へ引っばって

くるという乙とが行われるんじゃなし、かと思います。形

の問題というのはできたものがいいか，惑いかというと

とだけじゃなくて，それが人K 訴えるか，訴えないかと

いう乙としかない。訴えなければそれまでの話。非常

lζ 厳しい世界だと思し、ますが，価値の位置を自分のいい

方へもってきたという例としてお話してみました。

浦辺 荘、も，長崎県にあるんで拝見してないんです

が，写n判定で( 笑声) いうのはどうかと思うんですけ

れども一都の複雑さがある。あのなかには。乙れはいま

まで日本の風流とか，俳句とか，それからいろんな弥生

文化的なああいったさっぱりしたものがもってなかった

新しい複雑さをもっている。と乙ろが吉阪さんに聞いて

み ますとあれは ｾｉＧＮ 常に簡単なんだとおっしゃったんです

が，おそ らく 私が思うのにはプリンシプルは簡単だと思

います。プリンゾプルは簡単なんですけれと、も表現とし

てはかなり複雑である。ああいう t反射( さが出だしたのは

やはり乙れは吉阪さんがヨ ーロッパのものをはね飛ばせ

たというようなカを得た。敵の武器をとったんじゃ ない

か，あれを日本人だけの武器じゃ なくて大いに20世紀後

半の段新の武法をとって，それで敵を攻めているんじゃ

なし 、かと思うんですが，乙の点はどうですか。

吉阪 どうも なんかえらいほめられたんでファイトが

くじけたですな。やっぱりやっつけられるとファイ トが

でるもんでしてね。

浦辺 やっつけているつもりなんです( 笑声)

吉阪 コJ レビュジエがあそとまでファイトを燃し続け

たとい うのは年がら年中やっつけ られていたんで，天lζ

つはしてみると 自分の上へつげがお っ乙 ちて くるという

うな 乙とばっかしゃ ってたんでああいう ふ うに最後ま
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でファイトを燃やせた。なまじっかほめるのはよろしく

ない と思います。

浦辺 足立さん，一つ代わってやっつけてください。

足立 私は気が弱いので・・ 。その上，作家ですと客

観的にどうあろうか，と lζ かく1' 1分の好惑をはっきりし

てゆけばよいといった国が強いのですが，教職にある身

としましては( 笑) ，ヤ生K 接触するときf I 分の好惑をそ

う銘 ' rHζ 示してはいけない場合が) 1 " 常 [ζ 多いわけです。

それぞれの何li 他を認め，それぞれの欠点をいわなきゃな

らない。それがf ，l い性になりまして，あまり元気な発言

ができないんですが，本日はかえってそれが対照になっ

てよいのではないかと思います。まあむかしとくらべま

して現在は要するに多次元的価値の1時代だといわれてい

ます。昔の価値体系は崩壊しているのです。 醜 も惑も消

極的な価値と みなされています。ですから 現代の価値は

昔よりずっと拡大されているといってよい。 そ乙で どれ

をとりあげるかが問題になります。私は吉阪 さんの作品

からコ J レビュジエの 1' 1吐lな造型と.ilJ )JIζ 満ちた表現K 似

たものを感じるのですが。古阪むんが多くの価値の l t か

ら特lことりあげ られてい るもの，モの必然性を と説明廠

えますと私た ちのよい参) 5ーに なると 思うのですが。

吉阪 しかしささほど教1般にある身として とおっしゃ

いましたが，花、も教職lζ ある身でど ざいますが同時に作

家というふうに二重人格をもっておる。それをなんとか

してやはり統ー していかない といけない。そうします と

あれもいい，乙れもいいといった不偏妥当とか，客観的

な，第三者的な玉工場でも のを211 ったのでは作者のと きに

困る。

そ乙で乙の矛盾と解決す るブun; としては，問題の分析

ないし解答への総合といった抗 ｬｩ ｾ Ｈ ＱＧ Ｑ な純閣で不適妥当な

乙とを述べ，具体的な作品でその実際の応用を示してみ

せるという乙との他ないようです。分析のときも，総合

のときも具体例になると乙ちらの主体によっ ていろいろ

と分け方も価値評価も変わるわけだからです。

浦辺 教職とはあまり関係がない ようですね( 笑戸)

足立 今，いわれたことが，ある担体現4 の私たちの
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いる立場，状況を説明するんじゃないかと思います。私

が先きにいった乙とは冗談半分IC客観的な立場を述べた

のです。今までの機能主義はいわば乙の客観的な立場を

追求して，その点、でまた反逆されたのです。それは客観

的に欄んだものが狭 く限定されていた乙とと ，作家がそ

の枠の中IC LI らをしばりつけていたためでしょう。そ乙

で戦後は使う人の主観を掴む乙と，作家の主体性をとり

もどす乙とが私たちの総j極になり， いろいろ耐白い建築

が生れ，現lこ生れつつあるわけです。しかしそれを作家

の!日lで感 じとるというだけでな く，合理的に凋える乙と

が必'!f t，ごと思うのです。的熱だけでな く， 理性で骨骨告を

先ず摘もうというわけです。非合理という言葉の内にか

くれている合理性を見出そうとするのです。現代史は外

見バラエティ に宮んでいますが，その底』ζ 流れるものは

合 ｊ Ｇｬｬ 性の ｪ￟ ［ｪえです。ｾ［｛、は主観をも合理的に 掴 もうという

大それた25えをも っている のです。が，合加的』乙掴むと

は拘l切ってゆく ζ とです。事l切れないものが残る乙とは

勿論です。歴史は墜に突当り，突当りしながら変形して

きた合理性のいろんな盗を示しています。乙の過程lζ 新

しい{illi 植が汗ーんで くる のだと考えています。ですから機

能主義の協i也から広い道ICでたけれども，以上の線上に

ある| 岐り，一直線なのであって l幽り道では ない。しかし

情熱だけでは悲怠の危険を感じるのです。在、の関心は一

歩下って ，では設計 lζ 人間性のなにをどう具体化す るか ，

行動する前の具体的な適確な手がかりを求め考える立場

にあるのです。

感 性 対 理 性

浦辺 一般論ですが，作品に対してはたとえば，村野

先立の場合の作品 というのは)I ':i中¥1ζ 感性の Ifli が で てお

る。と乙ろか丹下 さんの切合は非古川ζ 理性的なものがで

ておる。これは全然)J IJ の方向へいってるのか，あるいは

非常 にオーバーラ y プしてるんだけれども端々が巡って

いるのか，その点はどういうご解釈でしょう。

吉阪 班性 とか ! 毒性 とかい う対立よりはもっと現実

社会は弱肉強食の世界 じゃ ないかと 思います。どちらで

もとにかく勝つためにはあるときは理性をふりかざし，

あるときは感性をふりかざして勝つために努力をしてい

るんだと思います。勝たなきゃだめだ。その勝ち方が暴

力でもって勝つならば乙れは原始時代の状態なんです

が，現在でははなはだ複紛な状況で勝たなきゃ な ら な

い。大東i l l _ i . 戦争，ささほど申しまじたように ，勝ったと

いうのは乙ちらのふりかざした乙とが実現しつつあるか

ら勝ったというのであ って，そう いう意味で勝っていか

な くちゃいけ ないわけです。ところで形の問題はいい形

で感銘を与える j移に ならない乙 とに は勝てない。それで

‘・.  
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デザ. インという乙とが非常に大きな問題になるわけです

が，理性とか，感性とかいう対立はなくて適当に その辺

にあるものはなんでも勝つためには利用するのじ ゃな い

かと思いま す。

浦辺 いま吉阪さんの非常に作家的な函がでましたの

で，要するに勝負のt l l : 界だ。勝負も小さい国内戦の勝負

のill 界の時代じゃ な くっ て大いに国際湯哀でのーi訟を交

えよう。乙ういうお気持だろうと思うんで，はなはだ頼

もしい発言だと思います。乙れからど うしてもわれわれ

のデザインと いうものが園内だけの問題でな くって，す

ぐ国際窃 ｾＡ ζ 響 く ， 日 本 として はデ ザイ ンを売 って食う

以外にこれからの国際場哀に生きる道はないんじゃ ない

か，そういう乙とを，司会者があまり窓見をいうのはは

なはだ具合が惑いんですけれども私はそう思ってるんで

すが。その点について足立さんどうでしょう。

グ ッ ド・デザイン一 一 日本 人の主体性

足立 たしかに白木のデザインを世界へ売っ ていくと

l 、うことは非常に大事だと思うんです。ただ現在の 日本

を外閃からみますと，ク ラフト 的なもので認めら れてい

る。必ずしも工業デザインでは認めら れていない。アメ

リカの羽合量産された工業デザインが一般にしみわたっ

ておって，そ乙で反動的1(. クラフ ト的な価値が認めら れ

もてはやされているわけで，日本の現状でクラフ ト，ク

ラフトという乙とはどうかと恩われる。むしろ日本は工

業的な製品をもっと推進さすべきだ。 それでl並界と対決

していくのがこれからの問題ではないか，乙ういうよう

な! ¥&じをもっております。

浜辺 クラフトよりも工業的なもので日本が世界情勢

に乗りだすという足立説なんですが，これに対して吉阪

先生，どうですか，一緒ですか。

吉阪 必ずしも一緒じゃ ない。大量生産されたものを

売りさばくという 資本主義の社会である限りはたしかに

インダス トリアルなもので相手に売りだして，乙ちらの

形を向こうに充りつける。押しつけるというまでしてい

いと思うんです。社会主義社会ではこれはどう なるでし

ょうか。しかしいずれにしても その一番最初の形を生み

たす人，創作するというと乙ろは結局ク ラフトとも 同 じ

ようにやは り創作活動である。クラフトであろうが，イ

ンダストリ アルであろうが同じ乙とじゃ ないか。

ただ現在のクラフトの惑いと乙ろがあるとすれば，そ

れはただ単lζ 労力をかけてるとか，金がかか っ て る と

か，難しいはなれわざをや ってみせたとか，そういう ふ

うなと乙 ろに重点をおき過ぎているという乙とじゃ ない

か。そのようなただ単 lζ 稀少価値というようなもので訴

えるんじゃ な くて他の面で訴える。そしてそれがインダ

スト リア ルな方につながるようなもので訴える。そうい

うと乙ろにもっていかなくちゃいけない。クラフ トとイ

ンダストリアルというものが結びついて，そ して売りさ

ばく方はこれは商人にまかしておいたらいい。いいもの

を作っといてやらなけりゃ商人も売れないんじゃない

か。そういう窓味ではデザインの仕事は大いにあると恩

います。また商人の方と しちゃそういうデザイナ ーを利

用して大いに金儲けをしてもらわにや困る。利用するた

めにはちゃんとペイをして，その人たちの生活が十分な

りたつ，試験も実験も大いにやれる。そういう態勢を墾

えても らわなきゃいけない。

浦辺 世界デザイン会議というものを日本でやろうと

いうので，吉阪さんもいままで準備委員をされて活躍さ

れてい るんですが，日本で世界デザイン会議をやろ うと

いった場合の日本の魅力はなんでしょうか。

吉阪 ζ れは向乙うからくる人間の乙とをそう心配し

な くてもいいと思う。大体われわれの問題なんです。日

本が，日本人が，日本のためにどうすればいいかという

問題を私は最初に考えておるわけです。日本で，そうい

うデザインという問題が十分認識さ れて，それは尊いも

のなんだ。十分に生かさ なけりゃ日 本は生き ていかれな

いという乙とを認識するために乙の国際会議をやっ てお

る。決して外国人のためにやっ てるわけじゃありませ

ん。彼らは適当に観光にくるんでしょうからちょっとお

つきあいしておくだけです。向乙うが日本になにを求め

ているか，芸者であろうが，富士山であろう がそんな乙

と大した問題じゃ なL、。日本人のためのものだ。

浦辺 大分色彩がはっきり しましたので，それについ

て足立先生，いまの 日本人の主体性と いうよ うなことに

ついて。

足立 私たちがものを作るとき ，自分のものを作ろう

と考える乙とは当然です。ただ，はっきり自党していな

かった嫌いはあるかもしれません。自分の心よりも世間

の思惑を考えた。マスコミの進展とともに，その危険性

は減りますまし、。

さきほど，工業デザインを伸ばしてほしいといったの

も日本の立湯でいった乙とです。よいものが安くでき ，

多くの人々の手1(. 渡る乙と が必要なのです。例えば，建

築の場合，部品をもっと検討してグッド ・デザインをこ

しらえてほしい。それで外国と競争するのが現代的だ，

現代の力 lζ なるのではないかと感じるのです。

浦辺 よくグッ ド・デザイシの問題でいわれているの

は日本ではグッド ・デザインがいささか生活から遊離し

ておる。あれは輸出向 きだ というととは Y

吉阪 マツヤ lζ グッ ド・デザイン ・コーナ ーというの

を作り ま して，とにか く日本の日用品で，われわれのふ

ところ具合で買えるようなもので日常の用に供するもの

をな らべております。そして，それを作っている人を励

まし育ててい乙うというととをやりだしたわけです。乙
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れも大分何年かまえになりますか，現在 7 ツヤのなかで

単位面積あたり 売上げの一番いいのがグッド ・デザイン

. コーナーです。

いま日本人がそれを買っているという乙とがおわかり

になるでしょう。決して外国人のためにやってるわけじ

ゃど ざいま せん。まあそのデザイン ・コーナ ーがまだ本

当に完全なものとは申しません。まだ揃わないものが沢

山ある し， もちょっ てみてももうひと息だというような

とζ ろでならべ られないものも大分ある。そういうもの

を育てていかなきゃいけないと思います。そういう芯味

ではまだ完全なものとはいえませんけれども，決してグ

ッド ・デザインは輸出品のため じゃ な くて園内 の消貨の

ためだと思っております。

国際 場 裏ヘ 向 って

浦辺 デザインがいまの生活lζ 定者した，根がはえた

といいますか，そういう現象を認めま すか。日 本でもデ

ザインというものが庶民の日常生活に多少収がはえだし

た，養分を吸収して。

吉阪 地方のものをなんでも売ってる庖があります

ね。そういうととろで同じグッド ・デザインのものを発

見すると非常に驚くんですが，非常1ζ よく拡がっ ていま

す。

浦辺 それは民芸品みたいなんですか。

吉阪 いえ，工業的なものです。さっきの世界デサ. イ

ン会議ですか，乙れIC世界の人々を呼んでいるというの

がおかしいじゃ ないか。国内の問題なら園内だけでゃり

ゃいいじゃ ないかというお説があると思います。ところ

が ζ れはたとえば日本のいろんなテサインといいます

か，建築関係のものでいえば家具類で あるとか， ES気器

具であるとかいろいろのそういうものが，国内消費だけ

を目当てにして作ってる聞はよ くならないという感じが

する。国内で適当 !C甘やか されてものを作っておるので

はよく ならない。これが外国へ輸出しなければならない

という ζ とになれば，外国と対決しな きゃ ならない。そ

乙で勝っていかなきゃなら なし、。そ うするとデザインの

問題がでて くる 。世界デザイン 会議を開いて外国の人々

を招くという乙とは，要するに H 本のために作るんだけ

れども，それをよ くするためには世界へ売りだす乙とも

考えたうえ これを作って ください。そうしないと本肢を

入れてメ ーカーがいいものを作って くださ らない。デザ

インの乙とも考えてくださ らない。そういう怠味で世界

の人 々を呼んでいるわけです。世界デザイン会議という

形に して。荘、はそう考える。

浦辺 荘、も世界デザイン会議の準備会というものに最

近出席しまして， 東京の述中はなかなかうるさ し、。理屈

が多いという乙とを感じたんですけれ ども，大阪はその
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点少しさみしいんじゃ ないかと思うんです。建築家でう

るさいのは非常κ 建築家が勉強してい る。しかもよ く国

際情勢K も通じているし， 自分の力もたのんでおる。そ

ういうと乙ろがつい現われるのであって決して悪い乙と

じゃ ない。ただ大阪の春風騎蕩たるところからいけば，

ちょっとショ y キングだった。

どうも大阪の土性骨だけでは国際場哀では困る。吉阪

説でいけば土性骨プラス理性プラス . いわゆる 総力をあ

げての戦いでなくちゃと ても勝てないというととなんで

ありまして. デザインの問題を論じる場合でもその土性

骨だけで‘ はいかん。乙の点純粋な大阪人としての足立先

生一一乙れは本当の純血統なんです( 笑声) 一一大阪の

土性骨について ……一。

足立 どうもこういう応答ICなれてないというこ とが

大阪の一つの特徴かもしれま せんが，大阪の土性'fl とい

うものがあるのか，ないのか，一時よく人の口 lζ のりま

したが，全部資本主義前期の人間像なんで，現在そ うい

うものがある かと. うか怪 しいんです。

ただ，日 本とい うものが東京一色に なってし ま っ て

は，白木は正しい発展ができ ないだろう 。地方の代表と

してある程度強力な発言のできるのが大阪です。何判こ

よらず，ー偏倒は間違いのもとです。巡った立場を弁JiE

法的に統ーして日本の個性をだすために生活lζ 即した大

阪の役割lは大切だと思います。単なる l時流にi流されず，

冷静 !C 自分の進むべき道をみつめて歩むのが土性'rJ -とい

うんじゃないでしょうか。

浦辺 時聞がきたようでありますが，大阪が東京に向

かつ ての発言というよ うな乙と は非常に大事だし， 11 本

が国際場哀』乙向かつての発言がより以上!ζ 大事だ。乙れ

について最後に吉阪先生l ι n*が世界[ 乙向かつ ての発言

をー…- 。

吉阪 どうも関東対関西という勢力争いみたいな乙と

になったんですが，国内でこう いう関東，関西で争って

おったのでは国際場主ーにおいて負けると思う。今後は団

結してそれぞれのよさをもちよりなが らや ってし 、かなく

ちゃいけなし、。デザイ ナー もみんなが団結してやってい

かなくちゃだめだ。そういうところじゃないかと思うん

ですけれども，如何がでしょう か。

浦辺 おっしゃるとおりです。デザインの仙り角とい

うのはさっきのお話しを総括しますと ，ヨーロッバ的な

一つのペイブさ れた道へわれわれアジア ，アフリカ とい

うような新しいエネルギーがぶつかっ ていっ て，向 乙う

は乙ち らがま っすぐ な道だ， われわれは乙っちがまっす

く な道 ｴ Ｚ ， というよう な激 突 の ｾ ， そういうｾが非常に

現われておるんじゃ ないか，向乙うとしては1111 りf(J でし

ょうけれどもわれわれはまっすぐな道だといった よう な

盗があるんじゃ ないかという乙とだったようです。両先

生ありがとう どざいました。



最近，建築計画原論，建築物の規模算定骨，モジュール

など建築計画に関する諸種の研究が専門分化してきで，

それが実際の設計にどれほど活用されているかが問題に

なってきていると思います。

そこで，研究と実際の設計・施工との聞によこたわる

問題，その聞の結びつきなどについて，先生のお考えを

お聞かせ下さい。できるだけ具体的にお書き下されば幸

いに存じます。

上 記アンケートについて ， 名古屋以西の各大学の主な計画研究者 ＲＰ 名 ｉｾ 依頼

したととろ，下回の 9 名の方が回答をよせられた。

回 答 者 { 順不同，敏称略}

小 島 武 男 ( 名古屋工業大学) 山 崎 勝 弘 ( 奈良女子大学)

前 田 敏 男 ( 京 都 大 学 } 上 回 光 雛 ( 大 阪 市 立 大 学 )

石 原 正 雄 ( 京都工芸繊維大学) 前 川 純 一 ( 神 戸 大 学 )

岡 田 光 正 ( 京都工芸繊維大学) 黒 田 正 巳 ( 熊 本 大 学 )

向 井 正 也 ( 京 都 美 術 大 学 )
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計 算 資 料 と 定 数 資 料

名古屋工業大学建築学科教授

小 島 武 男

銃者は計画原論研究者の一端にあるので，乙の方面か

ら，私見をのべたい。

1. 原論の研究は近来とくに分化してきているが，

とれが，実際の設計 ・施工にどれほど活用されているか

との問題に具体的な数をあげて現状を分析して示す乙と

は不可能であろうが，私はまずイエスと答えたい。その

根拠は 10年前と現在との比較において， /，央然と ζ のよう

に答えたい気持があるが，強いて分析的に考えれば， i任

者の身辺にくる若い設計者たちの話題がしばしば原論の

問題に触れ，その実際的な処理や効果についての論議に

変っていく乙とがあり，乙のようなととは 10年前にはな

かった。また間接的 lζ は戦後，多数の著書が刊行されて

いる。乙れらのうちの良書と考ーえられるものは大抵の事

務所に見られる。また先年，日本建築学会が発刊し，そ

の解説会を各地で行なった計画ノマンフレットも必ずや乙

の方面で寄与しているに相巡ないと考えられる。

2.  以上にのべた乙とはアンケートにたいし，現状

で充分に活用されていると答えるつもりでの乙とではな

い。たしかに考慮はしたものの思いがけぬ点の失感から

失敗したというのではな く最初から，そのような事項を

全々考慮しなかったと考えられるような設計に接する乙

とも，しばしばある。また，普通，民閣の設計では期限

を急がれている ζ とが多く，完備した資料のない郎門に

ついては，理論をたどって検討したり，試験を依頼して

結果を待つ余裕もなく，自分の勘IL頼って殴昧な決定を

行なわさf るを得ないという言葉も聞いている。

当初から考慮しないという態度については問題の余地

がない。とれはむしろ注文者側の態度にかかわる問題で

あり，しだいにその活躍の空間が縮少されていくであろ

う。資料の不足を歎いているものに対しては，研究者側

ジャーナリズム，それから材料製造業者が共同の責任を

もってそれぞれの立場から協力して彼等の活動をたす
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け，それによって建築の質の向上に寄与すべきではなか

ろうか。

3. 原論部門の資料は大別すれば，理論の簡便な援

用に必要な計算資料と，乙の資料を使用するため IC必要

な建築材料に関する理化学的性状をあらわす定数資料と

であろう。乙れらの資料に適切な解説が附けられる乙と

も必ｾであろう。

計算資料は研究者側から提供されるべきものであり，

日本建築学会でも，建築設計資料集成によって古くから

ζ の部門 Iζ 手を染めている。しかし，ポウ大な乙の分野

の資料提供がとれだけで充分とは考えられない。さらに

細分された分野においてさらにいきとどいたものも必E-

と考えるのは，いたずらな望窃の歎とばかりいいきれな

いと怨者は考えている。 ζ の分野では研究者の提供物を

現物化するために出版の協力がな くては，努力の実は結

』まない。

材料lζ 関する資料作成にはもちろん，研究者側の協力

は必須であろうが，そのilrJ に材料製造業者の共同の発f . ¥

が必要であると恩われる。そしてその成果は個々の材料

のカタログとして分散的にだされるのではなく，原論分

野別 lζ 統一され，一つにまとめ られて提供される ζ とが

極めてのぞましい。そしてその資料にかかげられる諸材

料の性状定数は厳密な測定手段をもっているものによっ

て提示されたものである乙と，測定以前の試料の選出が

統一的な，厳密なサンプリングによっている乙と，した

がって上記の性状定数値には必ず測定のバラツキを示す

指数を附記されている乙とが大切である。乙のような乙

とは業者の個別的な営業政策にも関連の深い乙とで，な

かなか実現の困難な乙とであるかもしれない。

しかし，現在，某誌に毎号数奨づっ入っているシート

カタログはまとまれば，上にのべた ｾｾｉＨ やや近いものが Ｎ

できあがるわけであるが，全国の材料業界がその気にな

って，その組織をつくり( 別の意味目的をもった組織は

すでに古くからあるであろう。乙れにその目的部門を迫 b

加して) ，乙とにあたられるならば，本当に完備したも

のができるであろう。材料の製造工法の発達はめざまし

い。新材料も起を接して出現するであろう。それに応じ

て何年かどとに上記のような資料集成が更新されてゆけ

ば，設計者はどれほどか恩恵を乙うむり，その代償は建

築の質の広範囲な上昇となって支払われると信じる。

( 銀魁は編集者が附す)



i 計画研究者へのアンケート川川川 I I ml l l

研 究 と 実 用

京都大学工学部教綬 ・工博

前 田 敏 男

1.  実際と研究との聞の断層

" 乙のように研究が進んでいるのに，それを無視して

欠陥のある建物を造っ ている。設計家は研究K 理解がな

い" という声を聞く。 一方" 建築の学聞が乙のように分

化， 精細化してゆく ζ とは，いったい必要な乙と か，読

んでもわからない，もっと役lζ 立つ乙とを研究じてもら

いたい" という声も耳lζ 入る。

研究結果が実際面に浸透して佼われているかどうかの

判断は，一断面のみみてはわからない。断熱材料や音響

材料などの佼用の増大は，その方面の知識の普及の証拠

とも考えられる。東西商大硝子張りの大病院，採光計画

のなっていない美術館など，死命を l111J する要素について

の ABCをも無視した建物が造られつつある乙とは，計画

の科学κ たいする無智といわれでもしかたない。

研究論文というものは，理論や実験で，人を納得さす

ような論証をしようとするもので，できるだけ簡明にそ

れをやろうとすれば，基礎知識がなければわからないも

のになる。現在では，同じ研究者仲間のものでも，少し

方面の異るものは読んでもわからない乙とが多い。多く

の研究報告は実際家に読んでもらって，すぐ役立しても

らおうというよりも，論証過程を示して，研究者{11' 聞の

承認を求めるという段階にある。そういうわかりにくい

部分を除いて，簡単で便利に使えるように料理するとい

う仕事がさらに必変ーである。

しかし，誰にでも使えるように相j単で便利にする乙と

には問題がある。それには，ほとんど常に大きな誤差を

fドうからである。

一つの研' 先結果は，設計家のための綜合学としての建

築計画学に取り入れるべき商と ，専門技術者の専門知識

として整理すべき面との二つの面がある。設計家は，当

面の問題は il H?: で解決できるということだけ知ってお

り，専門技術者は，そのm;;[ 芳法まで知っているという

のて・よい。専門技術者には ，多少高度の予備知識を要求

しでもかまわないだろう。設計家は，問題の軽重を判断

して，ょIJ 門技術将にそれを処理せ しめるに最も適当な時

期と，巡切な時間を与えるべきであって，乙のような高

い立場からの運営を教えるものが建築計画学であろう。

現在の計画原論は，専門技術者のための知識と計画学

の一部とが雑然と同居している形である。実際家の中 lζ

そのよう な意味の専門化が行なわれていない乙とから ，

やむをえない乙 とだが。

設計事務所などで，そのよう な専門家を要求する気巡

がみえ，すでに実行していると乙ろもあるのは喜ばしい

乙とである。

研究が多岐煩域化するという外観は，実はその研究が

まだ幼稚で，充分』ζ 進んでいない乙とを 示 す 場 合 も 多

い。研究というものは， 一面から見ると，単純化，明確

イbへの努力でもある。計画原論は，まだそんな段階かも

しれない。設計家が伎わない乙とを歎く前K ，自ら反省

すべきかもしれない。研究が進めば使いやすくなる。研

究論文のむずかしさにまどわされないでくださいと，実

際家には申し上げたい。

2， 現場からの強い要求が実用化を進める

1jl; f ( 強い要求があっ て乙そ，それに答える意欲もわ

く。研究者は自分で姶ってきた問題を研究ずるとき ，多

くは原則的な解決で満足して次の問題l乙移りがちなもの

である。多くの研究が骨組ばかりで，使利な形』ζ 肉ずけ

されないでほっておかれるのも，現場からの強い要求が

ないからである。佼われる当てがなければ，図表のま|・釘:

などはなおざりにされやすい。乙れでは，急場の聞には

合わない。

現場』ζ 転っている問題の中には，現在の応識の応用と

して解決するものも多い。しかし，その場合の特別な条

件f L 合うようなJ I算や実験も必要であり. 時間も要る。

そのようなものが蓄積されては じめて，役立つ知識の体

系ができてい く。計画原論の教科書が，原則的な記述が

多 くて，具体的な技術から遠いのも，教科書であるから

という理由の他に，まだそのような蓄電!i が不充分という

乙とにも原因がある。

現場からの要求が少ないという ζ とは，けっして現状

で充分と いう乙とを意味しない。要求すべきものを見つ

けださないという乙とである。計間原論や計画学の目的

としている乙と，保健，快適，能率，経済などを不必要

と考えないかぎり，研究者に研究を要求すべき問題は山

ほどあるはずである。
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設 計 の 組 織 編 成

京都工芸繊維大学建築工芸学科助教授

石 原 正 雄

計画原論，とく換気の問題を研究している筆者のと乙

ろへも，品近l孟工場や体育館などの自然換気苫| 函の相談

を5Z. ける乙とがときどきある。しかしとのような設計者

はまだまれで，施工して後に施主から文句をいわれてそ

の対策を聞きに乙られる方が多い。しかし，乙の場合も

まだ設計者としては誠実な方であるだろう。 }j f 1i 主にたい

してなんとか口先だけでどまかしてしまうか，材料業者

のせいにしてしまうか，あるいは例えば結露の問題など

を自分もわからず雨洩のせいにして，施工業者に責任を

転嫁しているような例も多いらしい。乙のよう な事実は

建築が技術的な製品であるという確かな認識とそれK た

いする設計の方式，性能検査の方式が確立していないた

めだと思われる。{ 9 j Jえばユニットとしての乾燥器を設計

しようとするためには加熱負荷，温度分布，水蒸気排除

なと・物理的な各種の性能について予測を行なうととも

κ ，試作製品について，予期した性能を有するかと‘ うか

を検査することは商品生産の常道であろう。と乙ろが，

いま単に乾燥器の大型としての乾燥室の設3十が. m築家

にまかさ れた場合どのように進め られるであろうか。 化

学工学あるいは機械の技術者が設計するがj述の方式より

もそれが一品生産であり ，試作の段階をへずに予期され

た性能を達成せねばならぬため，一庖むつかしい問題に

なるはずである。と乙ろが建築では人間の生活環境とい

うかなりの融通性( 乙れは本来，技術上，統計的な処理

方法が要求される性質のもので，一定の性能を満fこすこ

とよりむつかしい問題である) のある対象を扱ってきた

ためか，また施主からも厳空白な性能を要求されないため

かさらに主要な乙とは，そのような実用性を超越したと

乙ろに建築設計の特殊性があるという作家的自負が，下

手な設計者lζ まで徹底しているために，技術上の性能lζ

乙たえるという意識は，かなり稀薄になるのであろ う。
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絵のよく見えない美術館を設計して間家から批難を受け

たコ ，ν ビジエ( ; 1 : . やはり建築作家として第一級の人物で

あると州! 必した。品、 11主が技slji の構築物をi1.:.t し司11 [H.  

通風，採光あるいは設備について概念的な餓舌をつくし

た乙とは，単』ζ 彼の造形の詩的な存在理由にすぎなかっ

たようだ。彼lζ は，建築の環境計画にたいする木質的な

認識があったとはいえない。

今後の建築設計は，構造計画，設備，環境計画( それ

らはさらに細分され て冷暖房計画，換気計画，音響計

画，採光照明計画等になる) 計画という仕事は与えられ

た条件における計算ではなしに，経済，施工その他の分

野にたいする広いみとおしの上にたって専門の計廼iをた

てる才能を要求する。そして主任建築家は乙れらの計画

の専門家の統11;IJ をとるという困難な役割lをはたさなけば

なるまい。現状は どうであろうか。 研究者はしだいに専

門分化して，原論につい ていえば，熱，湿気，空気，

音，光等々に分化してきている。綜括的な見方ができな

くなるという悩みもあるが，それ以上，複雑な形態と ，

変動する条件をもっ建築の科学を，基礎から志ｾ重ねられ

た体系にする乙とが，実用化への最短コースである乙と

が分っていても，研究をまとめようとすると常に 0 から

はじまっているという弱点を痛感している段階である。

他方，設計家は構造，設備は専門家にまかすとしても，

計画の基礎となる環境計画や規模算定については自分で

乙れを処理しなければならない。従って乙の分野につい

てはとくに研究者と設計家との聞の構は広い。研究者ーの

なかからこの総の橋渡しをする人々が山てきてもよいが

むしろ; 在日| 者のなかに分化が生 じ，造形作家だけでなし

に，環境計蘭，設備計画を専門とする人々が出てくる乙

とは，乙れからの要求のひとつとなるであろう。すくな

くとも大きな設計事務所においては，設計のすべてにつ

ザいでかならずそれらの専門家のチェックを受ける乙とぐ

らいはしなければなるまい。そうでなければ設計 κ おけ

る進歩というものは，材料の進歩にすぎない乙とになる

だろう。いずれにせよ前述の性能に対する認識がなけれ

ばはじまらない乙とである。

研究が実際に役立つと か役立たぬとかいう問題は，乙

のような設計の組織編成をかえる乙とによって，論理的

な思考の経路を通して具体的な内容をもって出てくるで

あろう 。 ( 銀閣は編集者が附す)
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研 究 の 細 分 化

京都工芸繊維大学建築工芸学科講師

岡 田 光 正

研究はすぐ役に立つ必要はないということ

たとえば，今 ζ ζ l ζ ，何か一つ，計画上未解決の問題

があるとする。そして，その問題の級底には，入閣の心

理や生理に関する問題であるとか，あるいは社会的な問

題があるとかいった，非常1ζ 益水的な問題が横たわって

いて，それをまず明らかにしなければ，計画上の問題も

本当 lζ 解けた乙と K はならないでしょう。乙の場合，乙

の基礎的な問題というのは，簡単lζ 解決はつかないが，

充分な時間をかけて取り組めば，解けるかもしれないと

いうような問題であると仮定する。

ある研究者は，むずかしいととろは，よい加減に片ず

けて，ともかく一通りの結果をまとめようとするであろ

うし，また別のある研究者は，その基礎的な問題に引掛

って，長い時間をかけてそれκ 取り組んでいるために，

なかなか結果が出て乙ないという乙ともあるであろう。

乙の場合，前者の研究は設計にすぐ役立つが，後者は笑

際lζ は役立たない乙とを， 何時までもやっているように

見える。しかし，乙れはどちらの立場が間違っていると

いう乙ともないし，どちらの研究がより多く価値がある

という乙とも，またいえないであろう。それは問題の性

質によって，当然異るはずのものであり，また研究者ーに

よっては，立場上，手っ取り早く結果を出す乙とを求め

られるために， じっくり腰を滋ちつけて仕事をする乙と .

ができないといったような場合もあるであろう。

もっとも ，研究が，工学として，しかも計画技術の学

問として，すぐれた価値を持つためには，最終的には現

場の技術に結びっく乙とを目標としなければならない。

それは当然である。しかしながら，すぐに役立つ乙とば

かりを考えていると，観察や分析がどうしても不充分で

その場限りであり，対象の条件が少し迷えば，また最初

からやらねばならぬという ζ とにもなりかねない。極端

ないい方をすれば，設計lζ 役立つという乙と，学問とし

て成立するという乙とは，別の問題であると考えてよ

い。例を，すでに壮大な体系な誇る機造学の分野 ｬζｬｾ ろ

う。乙の分野では，建築学会だけでも，年間百を超える

発表論文がある。しかし，その全てが，右から左へと役

に立つわけではなし、。もし，そんな乙と lζ でもなれば，

構造屋さんは年がら年中，その勉強lζ 追い回されて，と

ても，構造計算などしてをられないはずである。

乙れまでの考え方の枠を破り，あるいは，基礎的な問

題に目をつけて，より大きな利用価値を狙うものほど，

すぐには役に立たないかも知れないのである。

研究は細分化されねばならぬということ

設計という仕事は，本来，総合的な仕事であるといわ

れる。しかし，そうかといっ て， その研究が全て総合的

である必要はない。むしろ，逆1 ( ，設計という仕事が総

合的であるからとそ，研究は細分化されねばなら ないと

もいえる。というのは，計画学の対象とすると乙ろは，

複雑かつ広汎な，社会的，人間的， 自然的現象であっ

て，ある一つの研究方法が，すべての問題に通用するな

どとは，到底考えられない。対象の性格と，その捉え方

によって，それぞれ，独自の方法論がありうるし，また

なければならない。

乙のような細分化は，しかしながら，対象の拡がりに

従って，横方向 lζ 進行するだけでなく ，細分された個々

の分野の中で，縦方向にも進行する可能性がある。すな

わち，分析が進み，縦の掘り下げが遂行する とともに，

基礎的な研究の成果を，実用的な形Iζ 翻訳するためには

もう一人の中間研究者がいなければならないといった事

態が起るのである。

もともと，基礎的な研究1 ( たずさわる研究者は，その

成泉を，必ず実用的な形で提供しなければならないもの

とは限らない。先へ進むためには，そんな乙とをしてい

られない場合もありうる。問題の性質によっては，理論

の実用化は，実務家の仕事』ζ 宿』する場合すらあるであろ

う。計画学に限らず，建築学そのものが応用科学である

といわれる。そのためか，基り下げた先端は，数学，物

理学，社会学，心理学といった基礎的諸学科の中にはい

り乙んでいることが多い。乙のような場合，翻訳は立派

な研究であり，それを実用化させるため K は，さらにも

う一人の研究者が要る，といった乙とさえ起りうる。

要するに，個人の能力に限度のある限り，細分化はや

むを得ないのではなしむしろ，細分化しなければ，本

当lζ 突込んだ研究はできないと考える方が正しい。細分

化という過程を経て，はじめて総合も可能であり，また

実用も容易になるであろう。 ( 1960. 1. 15. )

( 際凶は編集者が附す)
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求 心 的 と 遠 心 的

京都美術大学助教授

向 井 正 也

ごく一般的にいっても理論と実際との聞にはつねに何

等かのギャップがあるのは当然ですが，建築の場合には

さらに二重のイミで計画研究と設計デザインの聞にはか

なりの断層があり，純工はどちらかというと研究商より

は実際の設計面に従属した形をとるのが現状ではないで

しょうか。乙うした乙とは他の工業部門では見られぬも

ので，いわば建築の宿命ともいえるものだと恩いますが

建築の分野を大きく分けて芸術と技術とする場合，いわ

ゆる建築家lζ 対する技術屋というカタチの対立関係にお

いて相互間には コミュニケ ーションというものがほとん

どなく，お互にコンプレックスを感じているとと，さら

に技術関係の内で細分された各研究分野が，建築 lζ |古l っ

て求心的に組織化綜合化の努力をするよりはむしろ，遠

心的 lζ というか建築をハナして自律的!c ! I i } ] いている乙と

などκ アイロが見出せると思います。

もともと近代建築は，芸術と技術との和解の上iζ 発展

してきたものといわれていますが，事実は乙のようにそ

の内部的矛盾は50年を経た今日においても未だ lζ 解消し

ていないと見られます。いわゆる技術屋さん逮がどちら

かというと超合理主義的立場に立ち，ユメ とか人間性な

どK あまり理解がないのも困りものですが，一方建築家

の方もその芸術家的気どりの故に，合理と非合理のニず

じ道を行きつもどりつするような態度もどうかと思いま

す。かようなわけで両者の和解一綜合一そして大いなる

前進はなお当分の間企〈悲観的に見えます。従って目下

専門分化しつつある計画の科学的諸研究も，乙れを実地

K 役立てるにはかなりの時口の経過を必要とするように

恩われます。以上の例として引きあいに出すのは恐縮な

んですが，昨年峻工したコノレビュジエの西洋美術館を批

判された小木曽先生の激越な語調 lζ は一寸ーおどろかされ

ました。あんなものは美術館の本命としての絵を見せる

機能が落第だから「早く競売に付して児童遊園にでも転

用せよ」というのです( 建築文化， 159) 。だが，乙の

内容をよむほどに，私は重要な事実を発見しました。そ

れは先生が自らを 「技術展」あるいは「設備屋」の側に

おき，乙れと建築家( デザイナ ー〉との閣に明確な一線

を引かれているという対立窓識のあらわれなのです。

他の工業部門に比べて建築は生産の合理化( 近代化)

の上でいちぢるしい立ちおくれを見せている乙とは周知

の事実ですが，現在進行しつつあるオドロクベキ技術革
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新の状況から察する lζ ，オソ かれ早かれ建築も今のまま

ではやっていけぬ時が くるζ とは火を見るよりも明らか

だと思います。ムロン建築生産の全面にわたることでは

ないK しても，建築は技術革新のアフリを JI食って，いち

じるしい工業化の進歩が予測されるわけです。そうした

影響について一寸ひろいあげてみても，①劃期的な性能

をもった新しい建材のホーフな生産，②建築用構造部材

や仕上材，設備，調度類の工場生産の巾の糟大，①設備

技術の急激な向上発展， 0施工技術の量的ならびに質的

発展等，①②は要するに建築のプレフアプリケ ーション

の進展をいみするもので，乙の過程は一般に建築体を構

成するものの「非建築化j ，換言すれば「商品化」を意

味するものであり，その意味で乙れからの建築生産の工

業化は建築の内側からだけはでなしその外側としての

諸々の材料や設備のメーカ ーの仮IJ からセー J レス ・プロモ

ーション という形で刺戟され，促進される傾向がうかが

われます。そ乙で，設計図や現場とは全く無関係に見込

生産される，乙うした材料や設備や建具や家具調度とい

ったタグイのものすべてがうまくおさまるためには，③

②の問題と併せ考えても，乙れらすべてにわたって一貫

した共通な寸法上の標準規格をっくり 上げるというモデ

ュラーコォーデイネーションの必要が痛感されるわけで

す。 ♂ j

と乙ろが，今日モデュ- ) 1 / とモデュロールをすら混合

する建築家が多いなどといわれるように，現在計画の研

究者の側で" 自えている乙うした運動に対して，建築家の

側は一向に無関心の状態にあるようです。乙れは一つκ

はそのモデュール研究に示される一見複雑で難解な数列

K へキエキすると乙ろが多いとも思われますが，一方 ζ

うしたものをもっとわかりやすく解説し，実地の応用に

もって行乙うとする過渡期的な啓蒙活動も不足なのでは

ないでしょうか。建築家の側ばかりでなく，技術畑の方

にも欠陥があるようです。何よりもいけないのはそうし

た設備や計画の研究が，その方法の上でカンジンの人間

のナ 7 の現実のあり方をほとんど反映せず， I時としては

建築そのものをすら向性れて，遠心的κ とでもいいましょ

うか至上主義的な独走をやる傾向がある乙とだと思いま

す。そして，これがまた建築デザイナ -slIJ での反織と な

る乙とは申すまでもありません。

近代建築の本格的な出発は，第 2 の産業革命といわれ

る20年代の産業合理化運動を背景にするものでした。そ

して乙の時から の悲願であった建築の工業化，建築生産

の合理化の問題は， ζ の60年代lζ 入ってようや く急激な

展開が予i J l . IJ ，される。宇宙ロケットや原子力が象徴するい

わゆる 「技術革新」にもとず く第 3 の産業革命において

再燃しようとしています。今やポ代の新しい文明の世紀

を望みうる地点に達し得た今日，われわれに要求される

乙とは，建築の内部的綜合化への方向において，長い自

でものを見てい くという努力ではないでしょうか。

{ 傑閣は編集者附す}
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色 彩 計 画 と 現 場 調 整

奈良女子大学家政学部教授

山 崎 勝 弘

1. ま え が き

戦後流行した色彩調節の理念は各色どとに人間の心理

を左右する魔力があるとし，例えば安全色彩のように火

災，交通，災害等を対象とた叡織の色』ζ 用いである赤と

か黄とか澄色のような原色は少なからずその効能を発如

している。しかしながら，われわれ人間の日常生活には

同じ色に対して種々様々な心理作用の働く場合がある。

例えば神社の緋の鳥居，街頭に立つポスト，消防自動車

朱塗の工事子などはただ瓦赤であるという共通性はあって

も，それぞれから 受ける心理作用は全 く別なものがある。

2.  色彩計画と色彩感覚との関係

ある一つの建造物の色彩計画をするに当って，そのill

造物の用途が明 らかであれば，その用途lζ 対してどの程

度に色彩効果を上げればよいかを検討する必要がある。

色彩を積極的lζ 用いたい場合は色彩個有のl I ! l ] 伎の強さ

( 高彩度) とか，色相対比，明度対比の強さを応用すれば

よく，色彩を消極的ICf f J いたい場合は色彩個有の刺! 伐を

弱めて( 低彩度) 用い，同色系統のグラデーション lζ よ

り，色彩対比をできるだけおかにする ζ とが望ましい。

色彩の刺戟とか対比の強 さの程度は，色の占める大小に

よって調節しなければならない。小面積の色は ζ れを取

囲む大面積の色lζ 支配される。われわれの視線は異った

形や色を追って移動し， しかもそのような行動は無怠識

の中κ 生理現象として行なわれるから，第一の色刺依の

影響が第二の色の感覚を変化させる結果をもたらす。

色)1照応とか補色残像という1 . . 1 ] ・門用語があるが，乙れら

二つは不可分の関係にあって，ある色を見れば必ずそ乙

lζ 色!順応が起り ，次lζ 別な色を見ると前の色に対する l服

応作用が数秒間ではあるが，残っていて色彩感覚に影響

を与える。乙の場合，白か灰色の上に視線を転じると，

最初』ζ 見た色の補色に相当する色がほのかκ 現われ，数

秒間の後にはほとんど消失する。乙の現象を心理学では

色彩残効 とか補色残像といい，客観性が認められてい

る。

;引ζ 色を取扱っている人ならば，色を見た瞬間の第一

印象と数秒後とでは色味が異るという乙とを知っている

だろう。

3.  色彩効果の安定を計る

二つ以上の色が規野lζ 列んだ場合をすべて配色という

言葉で表示する ならば，ある色を認識するためにはその

色を取凶む他の色との関係，つまり配色効果が常に一定

でなければならない。ただし配色効果を安定させるに l

照明条件を一定にする必要がある。乙の23味から考える

と自然光の場合は方角，時刻 ，天候 .季節によって色温度

が巽るから，配色効果を安定させる乙とは困難である。

今後地下工場，地下商庖街，その他自然光がほとんど

入ら ない窃所においては人工照明を用いるので配色効果

を安定させる乙とは容易である。ただし人工照明でも色

温度が異れば配色計画の補正を行なわねばなら ない。た

とえ予備実験の場合でも，実際lζ 使用するのと全く同ー

の照明光の下で行なうべきである。さらに計画通りの結

果を望むならば，現場におい色彩調整を行なわねばなら

ない。それは同じ色で取固まれた室内においては繰返し

反射のために色度が高まる場合，あるいは床面反射のた

めに壁や天井の色が色見本よりも色相がはずれたり，彩

度が上下する乙とがあるからである。とにかく全体を配

色Ａとよって統一し，細部の色彩は同系統の ｩｋｾ 淡の方向を

ねらえばよい。ただし面積が小さくなるほど，彩度を高

めていくようにすると一周結果がよい。ただし派手ない

きかたとしては，全体の色調 IC対して反対色ないし補色

系統の色をアクセントカラ ーに選ぶのが普通であるが，

乙の場合は概念的に浮んだ色よりも彩度を 27ぢ位低 くし

ておく必要がある。なお室内の壁は人間の顔色の背景に

なるので，顔色をよ く見せるよう な色を選ばねばならな

い。日本人の肌色は 7 ンセ' レの YR の範囲であるから，

YR系統な らば同調するので，顔色が慈 く見える心配はな

い。積極的に顔色を美しく見せる必裂があればライトグ

レー ( N7/) ，淡緑 (5G8/ 1. 5) ，淡背緑 (58G8/ 1.5) ，

淡背 ( 5 8 8/ 1. 5) の範闘を用いるのが適当である。乙の

場合は; g 色系統で壁面が支配されるが， 他の部分ICI暖色

を用いる乙と lζ よって緩和することができる。

4. む す び

最近のよう に冷暖房設備が完備している室内では季節

感を超越して，室内の配色計画iζ 統ーを保つ乙とによっ

て快感を与える乙とが望ましい。色彩計画の桜本は，裂

するに配色の統一美を基本とすべき なのである。

( 19ω .正月)
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微 妙 な 調 整

大阪市J l . 大予工学部助教綬

上 田 光 雄

ピア ノ調flt 技師が仕事をしている傍で ζ れを眺めてい

ると，一見簡単なように思える。紫人の見たと ζ ろ で

は，まず基準となる A の一音を振動数 440 の音叉を使って

定め，その後は訓練された耳が最重要な道具となるが，

順次高低音を調整してゆく。私の考えでは 12平均徐の各

苛の振動数が丁度簡単なモジュー J レ関係lζ あっ てはっき

りしているはづだから， しかるべき調律器具があれば素

人でもできる・…・ 固と思った。と ζ ろがそう簡単にゆかぬ

らしい。理論的に正しい( ? ) 振動数に各音を合わせた

のでは，とても演奏できるものにはならないという。 A

音を占E準として，低T f もlFZ音も凡て規定の各71f よりやや

内 ｾｻｉ ｊ へ，五目立モ ｦｬｃ 近ずけるよう，僅かなｾｾ自殺がそれぞれ

のキイについて必ｾだという。

建築計画のモジ _，._ - j レ分野においては，とのような点

はどうであろうか。私はそれを調べているわけではない

ので，あるいは的を外すかもしれないが，整然と組み立

てられたモジュー J レ系列で，実際lζ 用いて非常に都合の

よいものはなかなか得がたいのだという。実際lζ 使用し

やすいものをつくるには，もしピアノ調律時のような微

妙な調整が必要なら確かに困難なととであろう。調律師

は音楽理論家，あるいは物理学者ではないが，立派K 演

奏できるものをつくる。

長さの系列では，もちろん音の場合とは異るであろう

が，研究者によって出されたものを，実用』ζ 際してさら

に微妙な調整をせねば使いκ くいといったJ1があるので

lよなかろうか。 単音演奏でなく ，tii 築の場合でも三次元

の illWである放に。一系列のモジュ - } Vがうまくあては

まっ てさして不便のない用途の建築もある。一方，国立

西洋美術館では ，レ・コルピジエのモジュー J レによる金具

の配列が， i絵の寸法と無関係である故! と，絵をかけた

いところに金具がない。 -… -絵を一枚もかけないで，金

具の配ヂIJ だけ見せたら美しいだろうが，あいにく壁は絵

をかける場所である。 ζ の辺 lζ 建築家の独りよがりがあ

るのだ。 J ( 益田氏. 7 月1 日付朝日) といって攻撃される。

事口氏の再論( 同 8 日付朝日) では乙の点には触れていな

い。コ J レビジエのごとき大家にしてなお. 実用函lζ おけ

るむつかしさに未解決の点があるように思われる。

設計計画における「モジ 品ー ルJi 建築物の規模算定」

等の研究は今日なお生成中のものであり，一つの大き

な活動的傾向ではあるが， 11俳然 と評価の定 まったもので
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はない。それをいかに判断し評価ずけるか，あるいは実

際面i担当者を通じて一般大衆を納得させるかは，研究者

の立務であろう。だとすれば一つにはまず一般必築家lζ

使いやすいものをつくらねば使ってもらえない。 ζ れは

一般商品の場合と向じである。商品ならば先れないもの

をどんどん造っていってもすぐ行き詰る。研究の場合は

とれとやや奥り，一部の人が認めてくれれば，それが世

の中』ζ 直ちに . またどのように役立つかは残念ながらあ

まり問題にされていないようである。本アンケートのテ

- 7  i 実際設計への活用」 という立場から見れば，研究

者側の向戒すべき点であろう。

研究者は叙して，たてた筋道を実際の規伎で行なって

みる資金や涼墳に恵まれていなし、。従って微妙な調整が

もし必要であっても，それに予が回らないかもしれない。

といって，施主綴の11重な資金を用いて，研究者のいう

通りの道筋を辿ってよいものかどうか，実際而を担当す

る建築家がなかなか踏みきってくれないのは当然といえ

よう。もし，所 ｊｾｊ の結果が出なかった場合の，道義的立

任は ともかく，実際上の立任 とあとの ill 話一切が設計家

およひ' 施工者にかかってくるのが実状である放に，慎重

であり，古川百の定まったものしか川いないという乙と κ

対し，異議を となえてみても ，その声は弱し、。

さらに，今一つの原因は，多数のm築家が忙がしすぎ

る乙とである。研究者の省いたものになかなか目を通し

てもらえないのではなかろうか。研究<<{IJ はそれなりに苦

心して書いている。週刊誌のような面白さはなくとも，

現業でお忙しい方今にせめて主題なりとも自にとめて欲

しいと願う。

構造方面では，研究成果が直ちに資用の大小に関係し

たり，危険の度合を左右する場合が相当に多い。乙の点

設計計画では少ないようだ。使うのに具合がよいかどう

かという方であってあまり目立た ない。新しい研究を全

然無視した設計でも左程の不便もなく使えるし，危険が

せまるといったこともまずない。規校算定の中で，法規

の:l i IJl釦ζ|苅述ある郎I"J においてのみ，安全性，危険性が

云々むれる位であろう。従って研究iι 対する一般社会の

敏感さは構造方面におよばないのはやむを得ない。映画

館で火事で人が焼死したり. 天井が務ちて慌我人が出た

りすれば困るが，住宅の流しの高さが適寸ーからかなりず

れていようと， IVJ 線処理が少々まづかろうと，命lζ は別

条がないのは事実であるから，安易に2与えられるのはど

うにもしょうがないと思える。

研究と実際面との関連を深 くするという乙とは，研究

者側にとって，そしておそらくは実際面担当の建築家側

からも望むと乙ろであろうが，両者一の交流がもっと容易

に行なわれる体制となれば5 J IJ だが，現在のままではまず

悲観的だと見る。もちろん，努力はせねばならない。し

かし，その進み方は遅今たるものであろうという月並な

見方となってしまった。 Ｈｴｾ ｬＡ￭ｪは編集者が附すＩ



性能を作り出せるというわけではなし研究はそれを目

標としている，という乙とであり，施主側のいわば社会

的' ! f 舗がそ乙にあると考えねばなら ない。科学の進歩の

中fLm築家のみが取り残されて済むわけはない。冬に暖

く，; U 涼しく，という要求は，建築設備まで含めた建築

の熱的性能，および通風換気性能を正しく実施しなけれ

ば満足さ れない問題であるし，また騒音の防止，室内音

響の調繋という要ー求』ζ 対しては，定量的な計算の上に適

切な処置をせずして実現する乙とは全く不可能といっ て

よい。

ζ のような新しい建築の性能設計を，既成建築デザイ

ナーに要求する乙とは過西告ではなかろうか。あまりにも

仕事が多過ぎるからである。研究と実際の谷間を埋め

ようとする努力は非常に結構ではあるが，現在の状態に

おいては正しい解決にいたらないのではないかと思れざ

るを得ない。例えば，建築学会の設計計画基準委員会か

ら出された一連の設計計画パンフレットは， ζ の努力の

一つの表れといっ てよいであろう。そしてある程度の成

果はあったかもしれない。しかし，その中で上K 述べた

ような性能設計をねらったものは僅かであり，大部分は

デザイナーのための絵本というのが始めからの企画であ

った。乙れでは問題の的を外し，安易K 糊塗する結果と

なり，かえっ て正しい解決と進歩を阻害するのではない

かという恐れも出て くるのである。

それでは正し解決と進歩の道はどうであろうか，すで

』ζ 一部では実現しつつあるということであるが，実務に

たずさわる技術者の組織の中で，設備計画を含めて潔境

計画を専任する職種を篠立する ζ とではなかろうか。乙

れまではデザイナ ーと構造技術者の立場は確立されてい

たが，設備に関してはほとんど設備業者，すなわちその

大部分が機械技術者!C委される形であった。それを改め

て，デザインと構造の他lζ ，環境計画技術者が加わり三

者一体と なって設計，施工を行なう組織ができ 上がる乙

とが，解決へのまず第一歩であると信ずる。今までいわ

ゆる計画原論の研究者が， 研究と実際の橋渡しをしよう

としても，それをまともに受けとめてくれる相手がなか

ったために ，その方法に戸惑っ ていた感がある。環境計

画を専任する技術者がでれきば，明確な目標と手段によ

って研究を実際に結びつけてゆく乙とができるわけであ

るし，適切な成果を生んでゆく乙とになるであろう 。

乙れまでの計画原論は乙れを契機として大きく飛躍さ

せねばならず，技術者養成機関としての大学の教育内容

も基本的な改革を必要とするであろう。計画原論の進む

べき道として乙れは当然の発展であり ，実務企業体の中

からぽつぽつそのような組織が生まれつつある乙とを聞

いて，研究者としても早急に，その要求lζ 応じられる態

勢を整えなければならぬ乙とを痛感するものである。

計画研究者へのアンケート 川川川 11111111川川111111111111 川

アンケートの題意が明E在でないが，それも芯図された

ものの内 lζ あるように恩われるので， i研究の成果が実

際lζ 反映しない面が多い。それを改普ーするためにはどう

すべきかJ という乙とについて，思いつくままに記す乙

とにする。

研究と実際が結ひ' つかない理由は

1)  研究者は新しい研究lζ 追われ，それを実際 fC適用

するまで，やさしく一般技術者に解説を与えているいと

まがなし、。

2)  実際の設計施工にたずさわる技術者は実務K 追わ

れてより以上lζ 忙しく，新しい研究発表に自を通して実

際lζ 適用する余裕はさらにない。

というのが両者のいい分であり，またある程度実情を

表しているであろう。しかし双方とも無責任K 突き離す

乙とは白身の存立を危くする乙とである以上，そういい

ながらもその谷を埋めようとする努力を担否してはいな

い。だが努力しでも問題が解消できそうにない理由とし

て，

3)  研究が専門分化してきて，研究の成果を実務技術

者が何らの予備知識なしK 正し く適用できるような形

( C，資料として整理する乙とが非常κ 困難になってきた

またある程度それができたとしても，実務技術者が過去

の建築家のどとく，一人ですべてを消化吸収し正しく適

用する乙とは，ほとんど不可能といわねばならぬほど，

研究が進んできた。

乙とをあげねばなら なし、

問題を計画原論といわれる環境調整技術の分野に限 っ

て考えてみよう。 〈冬を暖く怒らす方法〉とか， < 瓦を

涼し く過すlζ は〉といったような，新聞の家庭欄程度の

知識ならば，建築家の常識として問題はなかろう。建築

の持つべき機能として追及されてきた乙とであった。し

かし，問題はそ乙で止ってはいない。生活環境の向上

あるいはそれのみならず，生産等のための新しい環境を

作り出さねばならぬ要求に対しては，乙れまで追及され

てきた機能のーそれは主として定性的な一理解だけでは

とうてい処理できるものではなく，建築の性能を作り出

してゆかねばならない。それにはすべての機能を完全に

定量化する乙とf L よっ て性能が生まれると考えてよいの

ではなかろうか。もちろん，現在の研究の段階で完全な

環境計画技術者の職種の確立

神戸大学工学郎助教授

純)11 同IJ
-------

------

---
-，
 

ｾ＠
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i 計画研究者へのアンケート“ 1111111111111川 川 川 川 11111川 111111111

研 究 の 結 論 を 年 報 に

i  熊本大学工学部教授

黒 田 正 巳

材料，構造，施工の部門( 構造部河と呼ぶ) は， 研究

と実際が比較的結びついているのに，計画，歴史. . 怠匠

の部門( 計画部門と呼ぶ) はそう結びついていない。構

造部門は，建築が乙われるかどう か，コストが上るか下

るかと いう，建築の死命を制する基本条件や，安いか高

いかという目前の利害に関する問題であるのに対して，

計画部門は，基本条件の上にさらに加えるべきもの， 従

ってとか く，どうでもいいこと ，ぜいた くなもの とされ

てきた。日本のお くれた建築界は，建築の怠木条件をな

るべ く安 くみたすだけに精一杯であったので，研究も乙

の部門が比絞的早 く関妬され，教えられ，結論は次々に

基準化 され，時々は法lt刻化されて強制された。従って計

画部門のお くれはそういう所に原因があるのであって，

わが建築界の発展K 伴 って， 計画の研究も進み，従って

実際との結びつきも追々強く なってい くであろうが，そ

れをより促進するには，

研究の結論だけを平易に書いたものを年報として出版

すること，も一法であろう 。

現在，研究は大学などの研究機関が出版する研究報告

と，建築学会の論文報告集ICよって公表されているが，

設計者は乙 れらを容易には入手で きない。やっと入手で

きても，乙れらの多くは難解な文章や数式が長々と書い

であるので，設計 者が乙れを読んで理解し，自分の設計

に利用しうる部分を発見するには大変な時間と労力を費

さねばならない。だから，研究の利用できる部分の結論

だけを平易に書いたものを，特定の建築ジャーナリズム

かあるいは建築学会あたりが，年報の形式で安い価格で

出版する方法をとればよいと私は恩う。もちろん研究者

の独善的な結論がのる乙とを防ぐために，その編集は厳

正なものでなければならぬ。乙ういう年報が数年分たま

ると. r建築学会設計計画パンフレ ット 」のよ うな設計

基準が出版され，さらにはその中のいくつかは法制化さ

れるであろう。健康保険制度が国民の幸福を守るために

法{初出される今日， 計画部門の中の建築衛生学的部門だ

けでも法制化を急がねばなるまい。そのためには研究自

体がもっと進む乙とが大切であって，とりわけ，私が行

なっているような研究，すなわち，建築物は乙うみえる

から予め乙う設計しておかなければな らぬ，という設計

基準を作るための研究にも多数の研究者が参加さ れるこ

とが切望さ れる。乙の種の ζ とは，ヴィト J レウ・ュウスの

昔から，実は設計者の目分量』ζ ゆだねられてきたもの

で，一 日も早 く科学的な基準を打立てる必要がある。

( 様聞は編集者が附す)

住宅や家具につく自アりや害虫を退治します、その上「アリノン」は
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くされ・かびにも特効があります 。

呂町リ ｬ こ予リｾｾ
山宗化学株式会社 227fELfEゐ1白う132A場 ピJ Zぷ

、



設計にあたっては ，いろいろの研究分野の成果をとり入れておられること

と存じますが，実際 に設計されている立場からみれば，その計画途上におい

て，障害 となるもの ，困ったことがらにでくあうことが多々あるのではない

かと推察 します。たとえば，計画原論 の適用 ，新材料の採用などについて ，

果してその成果が生かされているのか判然としない場合もありまし ょうし，

法規の点でも随分悩まされることがあろうかと存じます。

下記の分野のどれでも結構ですが，何か ，そういった障害となったもの ，

困ったこと ，あるいは研究に対する注文とい ったもの ，さらに日の目をみな

かった計画などがありましたら ，できるだけ具体的にお知らせ下されば幸い

に存じます。

a  計画原論環境衛生において

b  新材料において

c  構造設計において

d  ガス・ 電気 ・電話などの附帯設備において

e  法規において

I  基本計画に対する施主の受けとり方において

9  日の目をみざる計画について

h  学校教育および研究に対して

その他において

上3! J アノケ ー トについて，約35名の設。，f"ji f 6所，'u' 公Jj' ， ｡ ， ｾ ｦｴ［ 投， ｈＤ の ｭ 斜iの投 Jf "討に依頼したと ζ ろ，下

記の 12名の方が1[11答をよせられた。

回 答 者 ( 順不同敬祢断)

彦 谷 邦 一 ( 彦芥 ill 築設計τJI16所) 香 取 檀 三 ( 県知建築 'JI 16所)

田 村 敏 夫 ( 日本il ' 1 : i 公開大阪支所) 光 安 義 光 (兵五n県住宅源)

佐 野 正 一 ( 安舟 ru筑削門1 ! 高所) 井 上 j見 ( 大阪建築事あ所)

近 藤 正 志 ( 附F ・厳正n築 'tl 務所) 小 林 武 夫 ( K K大林組殺計部)

志保弁正夫 Ｈｒ ｕＡ投 ｊｾｌＡ 話株式会社Ｉ 松 本 彦; 欠 ( 大阪府建築部営繕深)

陶 浪 貞 彦 ( 消水雄投K K大阪支広) 鍛 治 延 男 ( 桂建築設計事16所)
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; 設 計 者 へ の ア ン ケ ー ト

障 害 は 設 計 者 が 作 る

彦谷建築設計Ij'!l'l5ifr

彦 谷 手日

私どもが建築の設計』ζ 当って，もっとも大きな障害は

何だろうか，考えてみれば総てが障害であり，また考え

方によれば総てが設計に対して必要なる障害であって，

むしろそうした障答の上にたっ て乙そ設計という乙とが

あるわけで，いろんな降告とか抵抗乙そ転じて設計への

エネルギーとなるのではないだろうか。例えば平坦な極

めて広い土地に住宅を建てる場合と ，土地は凸凹で陽当

りはあまりよろしくない，しかも狭くて土地の形も面白

くないといった所に住宅を建てる場合は，少なくとも立

地条件においては明らかに後者の方が不利であり，平面

計画上からいってもやりにくいわけである。もちろん，

その他に住い方とか経済の上でもいろいろ条件が重なる

わけで一概にはいえないが，少なくとも土地の上から見

れば，やり lζ くいはずであるが，見方によると乙うした

むつかしい条件のもとに計画を始める方が，むしろ設計

がやりいいという乙ともいえるわけで，さらに住い方に

も経済的にも何の(l i I I 約がないとしたら果して設計- という

乙とが成立するだろうか，かえって非常にやりにくいわ

けである。 幸なにと に，そういう乙とがな くて現実K は

四方八方からいろんな障害K あうものだから設計ができ

るというものではないだろうか。従って設計というもの

は与えられた条件の上に始めて成りたつ乙とは当然であ

るが，さらにすべての障害といえども乙れを忌避する理

由はない。

それでは ，現実の緩めて困難な条件や障害をいかに上

手に取り除くかという所にだけ設計というものがあるか

というと，もちろんそれだけではない。否，むしろ困難

なる条件というものをいかに自らの問題とするかという

と乙ろに設計者の相違がまたはあり方の巡いがあるので

はないだろうか。

条件が単なる障害となるか，またはそれが一つのエ ネ

ルギーに転ずるかというと乙ろに設計者の迩いがあると
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すれば，そう した条件や障害というものも ，乙れは設JI'

者自らが作りだすものであって，立体的な意味において

設計者自身の問題である。従って自らにたのむ何者もな

くして，あなたまかせの考え方で設計をまとめ上げる場

合は，あるいは条件が障害でなくなるかもしれないが，

積極的にかえってそれがエネルギーにならないから，そ

れでは困るわけで，障害をもっと積極的に対立したもの

とする必要ーがあるわけである。

私どもは一つの考え方なり，あり方はもつべきであっ

ても一つの固定観念なり，まして固定した形態はもつべ

きでないと恩う。従って自ら一つの固定した形態なり観

念をもっ場合には，あるいは障害は単なる障筈lζ 終るわ

けで，その障害はけっして発展的な障害にならない。乙

れは建築家として正しい困り方ではない。

む しろ設計者としてい ろんな条件や障害といかに ζ れ

κ 対して抵抗し打ちかっか，というと乙ろにないしはそ

ういう打ちかちブ' ] 1 ( 建築の設計があり，近代建築のうま

れる 11- 1 縁があり，私はただ乙の一点に設計者のなl床があ

るのではないかとさえ思う。いわばそういう無理な注文

や袈求との悪戦苦斗の結果が一つのデザインだといえる

わけである。ただその場合lζ 私どもが一つの固定した観

念なり形態を持たないどとく，クライアントの側におい

ても，それはいえるわけで，お互が近代の複雑な社会に

生きているという厳しい現・丈の上IC立って相斗い相結び

合える共通の場をもっ ζ とではないだろうか。

また，もし設計というものが，単なる自然、的な問題 r

人為的な条件や拘束の械機的な解決のみに終始するなら

ば，そ乙には一個の設計者としての人格を必要としない

わけである。少なくとも今 13 の問題として，組織によっ

て解決され得る分野が広 くなればなるほど， もはや設計

者ーは単なる技術者だけではと1 : . きる坊はないといわなけれ

ばならない。

そういう怠味で，荘、はむしろ日有の設計に当って障害

が大きな障害として感じとる乙との少ないのを恥じる次

第である。私どもは常: r r . いろんな問題とぶつっかりなが

ら，1' nc. もっともいいという解決を得られずーただ乙れ

ではどうしてもいけないということを避ける乙とにせい

一杯であるような気がするのである。

・アンケートに対するお答えとして何か的をはず

れたようで恐縮ですが，乙れで12をふさぎます。



.  • 

#  
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市ill . 露 と ｊ ｾ ｊ＠ グト

11*(10宅公I，ft 大阪支所投.H. 探

田 村 敏 夫

l3U七の鉄筋コンクリートアパートで引ぷしなければな

らぬ問題として，結露と長J芥の処翌II がある。ともすれば

冬になって，かびの生える ( _ l : 屯，相変 らずタストシユ ー

トとゴミ箱焼却炉などのWj IJ な施設にたよっているl ; 1 . ¥{ l

の鉄筋アノマー卜は，およそｊＭｬｉ｛Ｚ｛｜ＨｊＧｾ な文 化作 Ｚ￬ ［ｉ［をいとなむ

には，ほど速いごく幼稚な成長過程にあるといわざるを

えない。鉄筋コンク リー トアパートにおける結泌が甚し

いことは . すで lζ 衆知 lのことであり，そのJ W却としては

換気が少ないことがまず郊ーにあげりれる。

炊、JJ ，風日，暖房と現{Eのようにすべてに ガスが使 J1J

されると CO，C O  2 の中毒を防ぐためにも窓をたびた

び開放することが望ましいが，やはり冬JVJI 暖房熱量の損

失を考えるとなかなかそれも%行されにくし、。当然過飽

和! の氷蒸気は結露する結果となり，そのよう な状態では

かびが生えて衣類や苦節が駄目に なる乙とが多 L、。北 ・

点・凶u ! IJ の5"Ai などに， ヒ ル ｾｩ モ ｪ レタ ｊ レなどを塗ること

によって熱伝導低抗をあげる乙とも Jf えられるが‘ やは

り桜本的[ こは換気の明大を，11る乙とが最もよく ，台所の

::CodJl li やガス l段J Al ζ よ「て発I t:_ する水蒸気をtJl 'i 徐 し 同H寺

lこ惣UA司 C O ｃｏ Ｒ なと、を ｉ ｾ 主 ｌ するために換気ファンを取

りつける乙とにした。現在公卜IUJ . ! 絡型として M t [ : など2

Ｓ 社の製品がある。 ｾｲ￯ ｩｉ ｩ のｉＩ ｛ｊｉ ｉ をできる ｼ 絞り小さくする

ために，羽以の径は 1 5 c ml ( . なっているが，風i立の減少

を制i うためにはモータ ーや羽恨の形状を改良した。 J IS

鋭絡で2; cm，市販品と比較しでも 20cmの侠気扇以上の性

能がある。試作住宅における 1 年近い試周期間をへて，

現化一部の団地には ζ れを取りつけた。将来は会問先IIIζ

取りつけるようにしたいものである。

次lこ厨芥処理であるが. 現在のアパートでは IIJ 態依然

としてダストシユートやゴミ; f riなどの日¥' j 月1な施設による

のみで . 文化止L: i ; ! i とは縁遠い原始的な方法によってい

る。うじ虫の発生，投入の際の央気. とくにWVH己おけ

る央気. ホ y パーの開閉11与における騒音，14升: 後のlli (/j "  

r  1のきたなりしさなど近代化されたアパー トの生活のrlJ

でi誌も不潔なEJr として， クレームが絶えない。陛芥の中

でもクレームの発生源としてとくに問題になるのは厨芥

であって，その集芥が地方公共1:11休や業者ーなどによって

順調に行なわれている 11寺はまだいいとして，ひとたひ戸ィ、

円ii ' l になると，その惨状は自にあまるものがある。収容

作法の極穎を多くすることによって分別必u : ! を代浬的に

行なうよう』こすれば，その内? 6 によっ て回収の経済的効

果をあげ，また終末処理の会主E化も可能となるが. 住宅

団地におい て理想ｾ 通りのゴミ谷然をそれぞれ備えつける

という乙とは なかなかでき ない。 M近厨芥の科学的処} l j !

として，デスポ ーザーを使用して厨芥を粉砕して下水道

に流し乙む処理法がクロ ーズア y プ主れてきた。すでに

数社のメ ーカーに よって生産され，住宅公l司においても

実験的 l乙試作住宅における試用を行な「ているが，まだ

乙れも一般的に使 JrJ するには解決しなければならぬ幾多

の問題がある。

すでに点京総においては，乙れの使用を創出IJ ずる郎条

例の検" すをはじめているようであるが，終末処苅u必をイi

する下水道においても，そのＮｲｾＡＧｾとして ， t.t 澱汚 i! 己E の

明大，蒸発残留物の刑加宅浮遊物質増 IJ 日等が考えられ，

かつて' 屯気釜がめざましい普及をしたために， トランス

の作品 lζ 不足をきたしたごとく ，終未処理坊に支障をき

たすことが考えられ，また一般下水路1(.1.&流すれば腐敗

のおそれがあり，近時工場排水などのために起る汚濁な

どが大 きな問題とな って，下水道法が改正されたことな

と考えると 現在の ままで大量に使用することは困難であ

る。メーカ ー側 としてはデスポーザ ーの改良を心がける

のは当然で，粉砕能) J の向上のために 2 段 式 に す る と

か，総i I l ! J 装置をつけ るとかいろいろと考案さ れてい るよ

うである。しかしながら合流式による下水処理施設をも

っ大災凶住宅団地においては，J j . ¥設d十の規肢をいくらか

町! 大させることによって，処理は支障なく j遂行できる

し，また刻必の市販1凶絡は 1 台 24 ，000 円程度でかなり

高いが，これも大量生I主によってコス トタウ ンできれ

ば，デスポ ーザーの使用は充分な "I 能性を もっ問題とな

って くる。

もともと下水 ・尿尿 ・厨芥の三者は，これを分離せず

に綜合的な処理方法を考えることが最も合理的 ・能率的

ー衛生的であって，それによって乙そ始めて住邸境は改

善され. 生活文化は向上し，美しし、佐J ，清潔な街づくり

の目的を達成することができると，思われる。

換気ファンとデスポ ーザー ，現在の鉄筋コンクリート

アパートが持つ当耐の問題の一端として収り上げてみま

した。
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場合結果がたまたま成功したときは，高i I i者と同級あたら

しい経験 としてプラス f eW重ね られま すが，結果がイ、成

功に終ったときにはもう一度別の試みにとりかからねば

なりません。かくて計画という乙とはトライアル ・アン

ト・エラーの性格をもつものだといえます。しかしなが

らこの経験とは果 して何 ものなのか，また成功， 不成功

というその判定は果して正しい ものかと なる とす乙ぶる

あいまいなことになってしまいます。

それは設，11 省の立場のあいまいさに関係があると思し、

ます。トライアル ・アンド ・エラーの進行はあくまで設

，"iI"-('i' の;没，n技術上の. t E しい方向での革新をめざした上て‘

の経験と，またその上 l乙立つての成否の判断でなければ

なりません。あいまいになる所以は設計者がその判断を

正当になしのないか，または設，ij 上の判断 と す り か え

て， 単 lζ 経済計主;I 上の判断をしたり，あるいは単に施工

上の判断を下してしま った りしてし まうからだと思いま

す。

の あ り 方

宏弁ｅＡ築設 ｊ 十， ｾ ｉｪ奇 ｬ 折

正

-トケ
ンアの

へ

者計設

建 築 計 画

里子佐

-・.  

在、は ζ の文章の前段で結論的 lζ 各極の条件というもの

が大局のujt - つの条件( 目的) の下に対ーしてしま うの

だと時 l しましたが，乙のことを解していただくために

は，あくまでも個々の立場，すなわち. 企画必，経営担

当者，設訂. f - i ' ( デザイン . 構造，設備) ，施工朽のそれ

ぞれの立与j での条件というものが，それぞれに徹底的に

追求されることを前提とし，その上ではじめて必初にし

て最終の条件に適合する Ｉｪ ｾ 誌の樹立できる乙とを明らか

にしておく必要があります。それでなければ，側々の立

坊がそれぞれ別の立場での評価を繰り返すだけであいま

いとトラフソレは避けられない乙とになるでしょう。

それならば最終での解決の方策とはどうして ＱｾＺ られる

か。 ｬｌ 、はトラ イア ｎ ・ アンド ー エラーの計画段階を反ｾｘｬ

して設，n. - ( ' i の立湯でのよL極めを明確にした上で， }jもよす

なわち企画側，施工者。l ! J双方への忍耐深くかっ虫敢な話

会いが行なわれるべきであり ，乙の話合いでの解決の鍵

は設計者が双方の立場を光分に理解している乙とを必須

の資格として，いいかえるならば設計者が解決の鍵をに

ぎっ ていることを充分 lζ 認識し，設;] 1-者だけの立場をは

なれて努ノJ する乙とにあろうと足、います。

アンケートの答になっているかとうかわふりま じん

が，半生1 ] 築，11' 1創のありブJ について与えていることを少

し述べさ せてもらいま す。

設計の新仰さというか，そのJ 十回のもつ非凡さという

ものは，必ずしも計画途上でしゃにむに障害を封| 除する

ことを前提にするものでなくて，私みあげられた長い間

の経験をもとにして，その建築のもつべき機能への正確

な制緩4によって極めて自然に迷成できる場合が多いので

はないかと思うのです。

計画の途上ではいろいろな条件を並立に考えなければ

ならぬことは仰; かに多いのです。それらの条件が常に同

じブIj ll ，j に並んでいるのではなくて，多分 fC反対の条件の

乙とが多い。 従っ て並立して考えるといってみても本 1'.1

能に近いといってよいでしょう。けれ ども それを杭ち に

計画途 上 の防Ｇ占ときめてしまう必ｾはないというのが私

のいいたいところです。なぜなら最も線本の山発点で

は ある目的をもっ建物を企画するという至上の条件が

ただ一つf[，(f するだけで，い;:，， 、ろな条件というものは

そとから 山てきた派生的な条件にすぎなし、。至上の条件

が企画の個々の相当者! こ渡り . さらにデザインの柿11¥，

構造の梢; ¥: 1. ¥，設uili の構想と受渡されている間 lζ ，そのそ

れぞれの分野で1 ' . 張する条件がつけ加え られるのであっ

て‘ その解決のブi 策さえあれば問題はないはづでありま

すし，またその解決の方策は必ずなければならないはづ

だと考えるからです。

ただし，事実上計画の段階では多かれ少なかれある磁

の計画上のあた らしい試みを行なわれな い乙 とはないと

患います。その試みが経験上から成功する見通しのある

場合ム成功の見通しの困難な場合とにわけ で， 後者の
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; 設 計 者 ヘ の ア ン ケ 一 ト "川川川"川川"川川川"川川川"川川川"川"川"“川川‘ "刷' “川a“"川川"川川川. “川川川"川"川' "

ｾ＠ ｴ，辺法ｾ主ｾ本計画に対する施 ｪ主Ｚ ｟ ( 建築家) の

'  受 け と り 方 に お い て

E  村 野 ー森 建 築 'Ui節目rr

E  近 藤 正 志

このアンケ ー トの題名 (ζ 対して「施主」という字の代

りに「建築家J という字を入れ称えた方がJ;fi しやすいよ

うに思います。

乙の二つの文字は常に相対的にあるものと思えます。

そして私の切合は，現実的に施下に直接する立場でなく

て間接的に推察する程度であります。それでありますか

ら， t]、は胞主の態度とか意志を到ゾJ 的にどうあっ てほし

いとかいうのでなくて，私ども建築家が基本 J I"l函lこ対し

てどうあるべきかという乙とについて，技術的に云々す

る乙とでなくて. すべての建築設A に対する建築家のあ

り方について考えたいと思います。つまり私ども建築家

lよ大体においてあらゆる協合に多かれ少なかれ白白な発

111に終始することはあり得ないことと思われます。

多くの議論が起りそうでありますが. わが同の現代建

築は欧米訪問の建築lこ対して少数の例を除いては大体に

おいて高度にあるとはいえないと思います。

わが同の新しい大建築はかなり高いレベルにあると思

えますが，建築のW，棋の大小を問わず，小応需nから 小住

宅にいたる路傍の小建築の一切にわたり彼我を比較して

みますと，わが国の建築がまだまだ欧米の域[ζ 達してい

ないと思わざるを得ません。いろいろの原閃がありまし

ょうが，荘、はそのもっとも大きな原閃の一つは，社会 lこ

対する建築家の地位の問題のように思えます。

ヨーロッノ f とわが国とはその伝統的文化の質の相泌が

あまりに大きすぎる。現代は残念なことにわれわれの伝

統の延長の方向にはなくて，ｾ皮て Ｕ の伝統のブ ｊ 向により多

くあると思われます。乙の乙とは到代建築の質の問題を

かなり大きく左右しています。私どもの同のあらゆる現

代 lこ生きている都市のいかにみにくい乙とか，このこと

はそれをゆJnに立証しています。それですからただ歴史

的なものにたよっている都市はし、まだに美しいと思われ

ます。その質的変化の ＭＺｉＢｖ 悶はわが問の大自 ｾｉ 市をみにくく

しています。それが過渡的なものであり. やがて泌乱は

しずんで行き冷み. ヨーロッパの目I1市のように夫しくな

るかもしれません。

このような出孔を少しでも早くしずめ. その同州を埋

める仕事を私ども建築家は一問先' 人させねばならないと

考えます。文化の生成がただ建築家のみによるものでな

いことはもとよりであり，また建築が建築家の独り相撲

だけのものでないととも向明のことでありますが，建築

家の発想と芯志の強靭な表現がわが国においては少なす

ぎはしないでしょうか。提出された課題を処理するとい

う湯においてはヘグモニイはわれわれの側にあらねばな

らないと思われます。周知の乙とであり何人も呉論のあ

ろうはづのないことが，現実にはその犠相を変えていき

ます。一つには資本主義社会の歪みかもしれませんが，

ただそれだけではなく，その証拠にはヨ ーロッパ諸国の

大多数がわが悶と同じ社会組織であるからであります。

io¥l ll ヨ一円ッバを巡る機会を得ましたが. スエーデン在

住の T という建築家と建築家の地位について話をしまし

たが，すでに幾度も叩いていたことであまり珍らしいこ

とでもありませんでしたが，それにもかかわらずあのよ

うに強調されると今さらのように深くうなずかないでは

いられませんでした。スエ ーデンの建築家がうける社会

的待遇が非常に高度にあるという乙とについて具体的に

詳細には知ることができませんでしたが，それはとうて

いIJ " j ，とは比較することがおかしいくらいであるという

ことでありました。この ζ とはただ北欧諸国だけではな

いようでした。そのような建築家の地位の確立はどのよ

うな原凶と過Fi のものかしりませんが，それだけでもか

なり町内い文化史のー l釘を提供していると思われます。

私の知るかぎりでは，主t 築史はあまりこのことについて

立ち入っていないようです。人間関係の相互R 入が料! 神

史のーっとしての建築史にも導入される必妥がありま

す。けれどもこれについてはあまりに広範な問題であ

り，また社会思想の自らにおける貧困さのためにためら

はざるを得ません。けれども私はスペインのある食笠の

ボーイが. 私どもが建築家であることを知ると美術館の

訴をしたり . プラドの函K ついて1 ' 1慢したりした乙とが

ィ、思議でしかたがないと同時に ，この民衆の心の 中にさ

え入っている「姑築家」というｾ散Ｅを考えないではいら

れませんでした。またイタ リ ヤの街頭 ＰＮＮ＾ 舎 ｊ［ ＱＺ［ や駅の ｾＧ［Ｚｊ 円

にさえ「カサベラ」や「トームス」がおいてあるのはやは

り一つの熊きでありました。私どもの国では週刊雑誌や

大衆維誌が駅頭に氾艦していますが，ついぞ建築の雑誌

など見かける乙とはありません。あまりにも伝統的文化

の質の相巡を見る思いでありました。建築が大衆から強

く興味を持たれていること，大事にされている乙と. そ

してそこから住築家が社会に催遇されているという結冶

がでるように思われるのであります。

i GU 

これまでの火立l立大分百足らずの l必がありそのために

アンケートの t 凶から逸脱してしまいました。
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づの官庁も，いまだに儀式は神式でやっている例が多い

吉日は月の中 5 - 6 回しかないのでよく方々の儀式が重

なる。 i泡主にとっては一生一代の盛儀で社長以下出席と

なれば，設計者も下っ端のみを出すわけにいかず，われ

われの事務所でも吉日 lζ は儀式参列者のやりくりに苦心

する。また吉 Il には上司が全部山払って，決裁がとまり

仕事がマヒしてしまうとい うことも しばしば経験する。

建築家の手 lζ 負 え ない

建築計画上の困難

夫

円O ! 投計工務株式会札

正

2設 計 者 へ の ア ン ケ ー ト

志保井

建物は木来の目的である機能上および構造上のII;IJ 約の

他に防盗上いろいろの制約を受ける。 i構造の方なら建築

基準法に地震，風雪等外力の校、準が示されているので，

( それが最低蕊準であっ ても) その通りの数値を用いさ

えすれば施主は納得する。 irt : ¥棒については乙の基準がな

くて，施主から「 ζ れで大丈夫かけと聞かれても答

えようがないので図る。またたいていの場合，これらは

建物の機能や芯匠効果と相反する場合が多いので悩まさ

れる 。

非常階段を有効につけると，泥棒にとって格好の侵入

路と なる。一見ょうがい堅固な銀行も裏口から ギ ャング

にやられる。裏口のない銀行を作ると今度は銀行員は袋

の鼠で，不損IJの事故の際の避難ができない。住宅も泥様

!1t t真のため寝苦しい互の夜雨戸を閉めきっている。古い

町家の中 2 附等窓r[ 格子があって，安心して開放できる

のもあるが，一方そのため 21桁の商応員の焼死 した悲惨

な新聞記事が跡を断たなし、。郊外の同地に育iJ 庭のあ るテ

レス住宅が並んで見る目も気持がよいと恩っていると，

- J ヨ分認されて個人のものになったらたちまち高い防1 i i : E

Mがつ くられて台なしκ なる。紙障子を守 るべく作られ

た雨戸がガラス障子の代になっても居掘っ ていて，毎日

家庭人の雨戸の開け閉めという馬鹿にならぬ労ノりがくり

返さ れている。またなまじっか雨戸があるので，乙れを

I;Hめないと何となく不聖ti 'l に恩われるのであろうか，l i 1

[ 1  ｲｾｬｬ｛ 雨戸が閃 っ ていてＮ r木 口不在」を公告l ; ' ている

家も見うける。

施主が一旦盗難に会うと厄介で，設計者の務度のよう

にどなり乙んでくる。また泥締ノイローゼになった施:=1:.

![ は，設計者ーのどんな提案でも気がすまない。自分であ

あでもない，乙うでもないと突飛な恩いつきを設計者 lζ

持ち乙んで設計者を悩ますものである。

迷信と j足J俸。どうしたら乙れを解決できるか私にもも

ちろん対策がたたない。今日も出社の途中駅には「正ｽｊＮｾ

方」のポスターがでており，電柱には IJ 玄関りを厳重

に」と書かれている 0 . 1" べての方 向が公平によい方f 1J1ζ

なり， Ｇｅ 村 ｊ ζ 「安 心して お ｴｉｾ かけ下さい。 ＮＺＨ ＢＱ 擦が守って

います| と i生かれる日が来るまで. 所詮建築家の手lこ:D.

えない業( ごう) であるう。もっと大きな社会の問題と

して解決していただきたいと思う。

(f関長をそのまま( [

建物と泥棒について2  

活! 築計阿のj/ilj!i!で打ち当る悶揖tは数えきれないほど沢山あるが， いわ

ゆる技術的あるいは科学的に解決できるものと . 全然他の原因 ｉ ｾ よるも

のとがある。 市i者についてはいろいろ論議もなきれ，学者も取り上け' て

解決への努力が払われているが. 後者については離もが仕方がないとい

うE とで， すっかり 放白 苫れてしまって ，各人個々については解決を明

んでいながらも械につ必がる協力がないために強いお見として取り上げ

られず，閑照不便をくり返している。 今己のアンケートの際会に ， 編集

者 のねらいからは外れるかもしれないが Ｑ ｾＲ の 例につい て 考 えていた

だき，解決への立Iを1J f1< 資iとしていただ主たいと思う。

、
、
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建築につき まとう迷信について

建築にはもーから鬼門その他の迷信が，根強くはびとっ

ている。も ちろん学校教育等では，乙んな迷信は科学的

lζ 何等級拠がなく，科学者はすべからく卒先して乙れを

打破るよう指導している。と ζ ろが一旦ｾ業就職して実

際の ｾｉ 聞に当っ て みると ，学校の迷信打破論などは何の

力lζ もならな b、。現実の問題として，ばかばかしいと思

いながらも，迷信の Jレ- } Vにのった設計をせざるを得な

くなる。設計者も職業である以上，あ まり施主の迷信に

反抗しては仕事を取り逃がす。とくに学校nrl たての下っ

端では. j]在主 [ζ 反抗するだけの相官限も与えら れないので

施主の気のすむままに Zされてしまい，それが度重なるK

つれて常態化してしまって，ある年令になるとど Pせ施

主』ζ i i ' 1 : されるのだから始めから迷信のル - w にのせてス

ケッチしないと労力が損だと考一えるようにさえなってし

まう。

迷信もただ一つだけの法則が定 っている ならまだ楽で

ある。施主 lζ ょうては独特の神秘だか仏核だかがついて

いて，めいめい巡った ζ とを言いだされるので始末が悪

い。紅、もった阪の木町通りで問屋さんを設計した乙とがあ

ったが，本町通りの南向きの商家では，鬼門 lこ玄関を設

けないと財産が逃げると言って，東:11:.の問Jl! c玄関をつけ

直された。乙の時はスケ y チ段|併で前さ れたので設 t汁者

としての被苫は少なくてすんだが，往々にして完全に設

計が完了してから. r神線』ζ みて立ったら，乙うi i l : せと

いわれた J とわって全然ひっくり返される ζ ともあり，

実質的に多大な労力を却する例も多 L、。

ベドい公共的建物については迷信がすたれてきている。

それでも地銀祭，上糠式，唆工式て干の儀式となると ，持

がt¥' rVI Iを選んで三 りんぼ う，イム品展等の III こはけ っして

やらない。また特定の宗教儀式を行な っては ならないは
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l i ' I水i l !被K K大阪支J8llltJ I8lI

道 路 幅 員 と 建 築 物 の 高 さ

陶 j良

基準法第 3 牟努¥58条 H 道路幅員と

建築物の高さとの関係" 一一乙のは;

規に対して物いいをつけたいのであ

るが，結論的にいえば「北側IJ道路の

制限のみに jJ むべきだJ 。

この法士l l . は建物が LI ｾｾをつくるこ

とについて，日照学のブJ から乙 れを

是正するためであったように思う。

とすればとくに南側は日影を昨年とす

のは rl 分の敷地であって，南をセッ

トパックするととの怠味はないはづ

である。また，東および西側にして

も ｾＢＧ［ＺＱ￭Ｇ する ［Ｑ［Ｑ ｝Ｑこは芯味が少ないよう

に思われる。

11 本は同土が狭いのであるから.

而i Wは効果的lζ 使月j すべきであり .

また建築技術の発達は建物を無窓ブJ

式 iζ なす傾向さえあるくらいである

が，乙の法規のために建物は，桃造

的 ｬζ 無理をしてＮ経 ｹｾ の高いｩｊＡ物と

なっている。

外側的に見ても久能山のいちご知i

のような j 巳はあまりよくないと思わ

れる。

l' 

以上の乙とよりこの法規の主「? を

尊重 してあえて残すとすれば， 北Olll

道路よりの制限に止むべきではない

でしょうか。
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K K l I ! 畑l ] 築' ] J fh所

香 取 種 三

いつの間にか紡紡工場の専門尽になってしまった。戦

後すぐのガチャ 7; 時代の後半頃からであるから，もう 10

年余になる。糸や布がそうであったように，建築のカも

乏しい機械で!衣服と唯さえあれば足りたという時代で司

今から考えるとずいぶん幼称で無泡! な乙とをしたものだ

と思うが， ]1 里場中で工期 Iζ 合わせればよかったといっ

た状況だったように思う。

その後幾年かの変遷のうちに，建築の方もずいぶん変

ってきたが. 紡紛工業の方も顕著K 変ってきた。単K 糸

らしい糸，布らしい布であるだけでは完れなく なり ，ど

ちらもより良質のもの，より Fi ne なものが妥求されるよ

うになってきたのである。機構的に fl 動化，高能不化が

要求されてきて 1"1進月歩留まると乙ろをしらぬ発達振り

を示している。" 平し L、乙とを述べるのはず; 時するとして

も，建築と関述の深いものを列挙しても一一綿紡なとは

前紡工程にコーマーの工程が加えられた。和紡ではニュ

ー7 ニーズ装置がかlえられ，糸切れによるロ ーラーの事

故や糸っさが簡単になった。毛紡でも同様な発展が行な

われた。またi高能率を上げるためのスピードアップが行

なわれる一方ラージパッケージ化といって，紡績する経

の太さを太くして，巻き上った経と空の経の交換( 玉

上げという) の作業の回数を少なくする。同様の考え方

でj1jI J紡工程における 中間製品をとり入れて巡搬する作総

の大いさを大きくした，等々の事柄があげられる。それ

につれて建築に要求される諸条件がj敵将うになってきたこ

とはいうまでもない乙とである。また変ってもきてい

る。以前は級社 ｩ 工程では ＸＵ ｾ ＹＰ ＹＶ の高湿度が要求され て

いたが，最近では前紡工程でも湿度が非常K 要求される

ようになってきて，綿紡で
70

96，ス Y 紡では9096という

乙とにもなっている。逆! こ糊材の研究が進んで，級行i工

程で以前ほどＮｴＮ ｾｩ 恩度が要求されなくなったといった而も

ある。それにまた . 乙ういったことも発作している。す

なわち‘ 2 1，ドほと‘ 白ijから探知ーが1111 ばれて語性質解決の*と

して行なわれてきているが，皮肉なことには何訓かの機

械を巡転できないよう H印をしてしまうといった机れが

とられると ， ＹＧ Ｑ った分の機械を改造して ｩｬｬ ｈ ｾ の泌 ｬ 支を Ｑｦｌ

くするように努 ) J して， _，J でもl 1 l をしないように 'f1- ) J

する。そして糸として，あるいはず1I として訂されるかさ

りまで述転. i i l i 皮のスどー ドアップが行なわれて. 遂に昨

今では以前の 5 'J;'Jf留におよぶといった現象が生じ. その

88 

ために駆動応力がJj)j )J f Iして，互の室内組度が 35

0

C を突

破するという勢になり ，今までの冷房設備だけでは聞に

合わず，さらに増強しなければならなくなってくる。ま

た冬になると室内の発熱と給湿が上が ったために，乙れ

まで何ともなかった建築物の屋根下面あるいは天井面

や，外野の内而 lζ 苦しい結露現象が発生する。ことに 2

交代の作業をしていると ζ ろでは，夜 10 . 30 の室内空気

の温湿度が翌朝 5 .30 の始業時までに著しく変化して，

場合によっては作業に支障をきたすようになる。 7甘くか

ら行なわれている 鋸型原根構造で. 天窓保光式のもので

はとくにそれが甚しく ，1m窓式構造のものでもその性能

いかんによって影符なしとはしなし、。とくに故近は作業

の内作が汗しく変ってそのために生ずるいろいろ な袈求

が温湿度調製装汽や姶築lこしわょせされてきた! ぷが深い

のである。

もちろん古くから織布工場や杭毛工場では室内を比較

的多湿に保持したいという要求があり . 省ーは ii なりの断

熱理論なり断熱工法があったのである。

断熱材を合む幾Wiかの尿根構造を作り、その室内 lζ 面

する材料面の温度がその l部分の露点以下K ならぬように

設計するのである。

Q=K ・(l o- t，) ・A ( Kcal/ hr) 

K = 1 18 1一 ( Kc al/ m
2

・hr ・C

O

)

一+ 1: 、十一一
I，.{. l  ，.  Uo  

乙の式は熱が物体を通じて伝導さ れる丑を示す最も主主

/1"1ζ なる公式であって，屋内のiA'<度 tl と屋外の1昆度 t

O

の聞に差があれば，土品は屋内外[ f f i の性状と物体を形成す

る各屈の固有の熱伝現率とその厚さの関数である K K 比

例する歪だけが，A なる面積を通じて移動する乙とを示

している。乙うして失なわれる熱並が計算され，目的と

する尽内市! のjlii¥肢が鍔点以下にならないように断熱材を

用いるのである。断熱材には炭化コルク板とか. テック

スの類がill 則されていた。

最近ではXJi 紛工場はほとんど無窓工場になって司 しか

も前述のような非常にシビヤーな条件に対して各方面で

いろいろと研究され，またいろいろな大規般な試みがった

際K 行なわれてくるようになった。初期の頃は主とする

断熱j白を天;nmi に設けて. 尾根は単に! ミ根の川を果すだ

けとする。一一一詳しく述べる乙とは行略するが， ｗｾｬ 湿度

［Ｐ ＱＮ Ｑ 獲をすべき訟手 ［ｾｩｾ を減らす乙とは断熱の ｽ，Ｇｪ， からいっ て

も ー また詰 ｬｬｴＡ 置度，［ｲ，ｾ整う ｾ￭ ，Ｇｦ，Ｚの￯ｉ￯￭からいっても ［ｊＦ に郎合のよ

い， ｾｾ￮ であって 司 ｊ｛に ＭＮＨＱ -.nどころかといったうまいぷ

で、成程と考えられるのであるが，実際はそうはうまく

いかないのである。ｾｾ - それはこの協01こかさったこと

でないが‘ 天jl ーを椛成する断熱)cti を均一な判j'l のもので

設けるということができないことである。一定の大きさ

の板状のものを佼わねばならないから，必ずその周岡に

は継目があって，その部分から直接熱が移動する。条件

• 



が打 ｩ￭ｪ えばその郎分にコンデンスといったＺＡｽｾ匁を生ずる。

また電気の配ゲf ，理込式の照明器只その他の配nや器具

が断熱屈をR 通して設けられる湯介には，それらの周 IJI1

の隙聞から空気は移動し尿恨哀而にコンデンスをと「じた

り， 包 気の コ ンヂッ ト の 内 部や照 Ａ 日 ｊ Ｖｾ 只の内ｉｔｩ￯にコンデ

ンスを生ずることもあっ て，思わぬ' ) ょ日lcをすることもあ

る。

そこで，尾般市におい て断熱するという方法が最近で

は多く採用されているようである。そ乙でその材料と工

{l 、について問題が二つある。その 1 はj瓜i! U! . 皮の条件が惜

しく なってきたのに対し ，材料および工i1、が F定の効果

を発揮するようにむつかしい厳絡な材料や工法が変求さ

れるにもかかわらず，われわれが現協で jfi 過するのは ，

材料の規絡が和維であり . かつ工人の作業r ! i皮がお粗末

な乙とである。何でもない乙とであるが，例えば板状の

材料ーテックス，木毛セメ ン ト板，ベニ ヤ板等ーを宣伝べ

て貼 る場合などにおいても，材のタテヨコの寸法が一定

でない，カネ ノテすなわち| 羽角が正しく fo:f1J でない。

また厚さが不均一であるといった些細なすI 柄でも乙れを

ー而 lζ 1 I 占り上げる場合. 材と材の間即日のために前に述べ

たような故障が' 1 : . ずる。また而に 1IIIrqを'1・じたりするの

も只合が惑いことを生ずることがある。

その 2 は. 続々とあらわれる新しい断熱材料をどのよ

うに使いこ なすかという乙とである。

左官材料として一一万石( パーミキ ュライト)

ノマーライト

行孔のコンクリ ー トまたはモルヲ ) V

新しL、製造法による繊維板

桜花材を泌じて吹きつけるもの一石綿 . コルク粉

lil' i子一一発泡ガラス . 1消子k，f! :

石 ｴｦｬｾ ，料約一一- 7 トン状のもの. 板状のもの等

ポリスチロー J レ発泡板

特殊Ｉｊ ｾ ｉ Ｍ 仁 した紙やアルミフォイノ ｬ Ｇ を組作せてつく

った積回板で空気回を形成するもの

等々である。こう した新材料が次から次へ数多く 市場

へでてくることはわれわれにとっ て誠に頼もしし、かぎ り

であるが，これらのうちどれをどのように使用し，どの

ような効果が得られるか，設計と施丁.の問題はなかなか

むつかしく，よほどの信頼度がなし、かぎり丑的に多くを

使用するという乙とは勇気を変することである。

宣伝に来られる方々のお; 請を伺ったり，パンフレッ ト

を見せていただくと，なるほどよいことばかりが省いで

ある。 中には際車工法といったものの時間を添えたり .

f?匁lあげている学校の先生方のテストの成紡を添え であ

るのまである。と乙ろが，もちろん全部そうであるとい

うことはけっしてないが司中 にはそんなうまい具合 lζ い

かぬものがある乙とである。実際のｾ物の設計ーにそれら

の材料を Apply しようという時lこ効能性lζ 示されたよ守

にばかりはいかぬと乙ろが数多くでて くる。 L として主

￬ｬ ， についてであるがー一一工 ｹｾ の乙ともまたで裂なことだ

がここでは触れないーーーその工法がまずければ効果の方

も当然期待通りには望めないということである。経イ|的

なデータのないことも新材料にとっては致命的な弱点で

ある。

その外lこ最近とくに注目さ れて きた問題として断熱材

料のiR湿度によってその熱伝導率が変化するという ζ と

である。材料の熱伝噂 ｾｦ はその材料について例 Ｈｔ のもの

であるが，けっして一定のfl古ではなし、。 ihll 度によって若

干変化するし，ことに合水率によっ ておーしく変化するも

のである。乙の ζ とは材の周 1111でコンデンスが発'1 する

場合はことに' l l ' l f で， - 1 1介湿すると急激に伝噂伎が土門

大して加 l. i i l i 度的にコンデンスが発生する場令があって忠

わぬ欠敗をすることがある。そういう所には合淑しない

liir 熱材料を操択しなく てはならない。最近ようやく乙 う

した点の ili ' l f な乙とが認めら れて，いろいろと実験や研

究が進めら れるようになった。

こζ で先に掲げた定常 11与の熱: l ' 1 流の公式を行ってみよ

う。室内にある然視l があって禄度などとは関係なく完全

に気持iで. .Ii1に熱白流だけで熱が移動してゆくような場

合は ，乙の公式が間に合うので，熱の移動の' よ悠を実際

の建物についてかなり 正耐=に知るには

Q= K  f  f  (ん - to) . dA- dt

において，K = const. では具合が惑い乙とは上. i &のとお

りである。従っ て to，んも一定ではない。従って Q も

11寺々刻々変化するのである。

乙と l乙夜 10 ｉ 時 ＳＰ 分の終業時の室内の ｪｩｬｴ 市 Ａ 皮がＺｾＡＮＡ胡

511与30 分の始業|時までにどう変化するかとか， そ の11寺

の Ｑｦｵｬ 限度を操業Ａ日能な状態 ｋ 保つにはどの程度の ＨｾｬￆＡＮ を

必ｾとするかを決定したし、時などこの式の解析が ｾＩｒ さ

れるのである。

数多くの解決すべき問題 lζ 対して筆者の小火がご協ノJ

を何ら れるきっかけとなるならば i}d乙行郷し、乙とである

材料メーカー

一一材料の性能の利解明，生産規格の向上 とその厳

守，いかに使用されるのが正しし、かの FR。

研究者

一一ー( 識に火与しないいブJ で恐縮だが) 4 ! にやりやす

いとか‘ 数学的に解杭できるからとかL、ったも

のだけをJ以り上げずに ， ｴｾ の陥Ｂおに向って淑科

をそそいでいただきたい。理論を{以ZEの条件下

においてのみ空転させずに実際の ｩｴ 物に Ｑ ｊＮＮ ｌｾ 長適

用できるという条件下( こ β いて解明してほしい

設計者

一一ー使用の目的 lこ従って& も適当な材料と工法を研

究する。必ｾにして充分な効果をうるための 最ー

も経済的な工il 、 を 探 究 す る 。 ( 以上)

ｱｾ＠



計画原論の適用について( 音響)

兵[ t ll 県 H，，む恕

設計時 ( C計画原論の適用，換言すればJ，!;' 住性の快適度

をし、かに高めるか，それを怠匠上どのようにうまく空間

IC取扱うかが問題となってくる。

荘、はそれ等原論の l いで昔物学の場合を取り上げてみよ

う主思う。

］ｲ Ｇ ＱＧｾ 中学は数学の Ｐ とか ， 地震 ｉ ｾｦ の解決方法にも似てい

る。 E主将|時闘を考えてやればよいという制的な解決方法

を見つけだされたことが，乙の学問を発展させてきた原

因ではなし、かと思おさらに i以後材料メ ーカーの技術の

進歩とに ＨＧｉｾ い乙の数年間Ｎ素晴らしい発達を遂げている

ととは周知である。私は学者ではなく. 音停学を通して

遮音，吸音をどのように立匠表現すればよし、かと考えて

ｾｑ＠

いる場合，その結果に対するトーンを把J躍する flii 単な方

法はないかと; f f i ' っているわけである。

明限度，吸音力等の関係は数式に示されてもトーンは

解らない。最近のように H ト Fi か超高感度といわ れ 始 め

ると，乙れは機械の分野といって安閑ともできず，全く

お下上げの形である。設計のデータをもとに，一つのフ

オノν ムとか空間! i i ! i <'t iiの表現を試み，さらに音符が音楽と

ならしめる楽器を造るというに等しいとなると ， ζ れは

大変な乙とである。

戦後 NHK スタジオのオーデトリウムのように吸音構

造により，柔軟' l ' 1 材をも って造 ったものは . 録音を: : t . 体

l乙考え られたものであろう。

最近の功: f，なオーデトリウム! こなると，コ ペンハ ーグ

ンリブを利用する乙とは徹底されてきているので当然と

して，磁質. f/j ' ，ノマネ) ¥ノやlf f板張り，モルタル塗り，アスタ

イルn占りの践というように変ってきている乙とである。

その硬質材の哀而処理は多核であるが，結果としては音

のトーンはどをく変ってき ている乙とである。

音響を恐れて，吸音々々と柔軟質材のみを考えている

私の態度と異り，硬質材からくる金属的音色，肉感再生

伝声等の音との取組み方としても興味深くＡｾぜられる。

それにつけてもトーンの判定，反射音の主H t 足のお機がも

っと簡単に操作できて，設iffifjHこのせる乙とができれば

臨 ｾｩ つ で もないことと忠、う。

私の試みた吸lf のスリット，カ ーテンの位悶，保存例

を二三掲げて，乙の項のLI をふさ どうと思う。

fJ lll の説明 ( 左の写真)

男、独身J;t の地下談話室

天; 11ーはモリノイドをスラプ lζ 打込みの上lζ アコステッ

クスn占り，位( ; i : コンクリートとの悶を 1O;1ij( あけて、カル

コン ｈ 占り，カーテ ンの位置は ガラス窓より Ｑ Ｘ｣ ｭ を自 ｉｾ し

て取りつけ 12Sc/ s のもーの| 吸収を計る。

Mの政治板はモリノイドとスリット枠組みを取りつけ

る。

例 2の説明 (下の写真)

県中小企業センターの大講堂の天: 11: ，スリ γ ト。
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j晃上井

雑ー

感じたままお答えします。

具合よくなったこと

〔色彩調整〕 最近の工場その他一部の建物の色彩は大

変に 明快な感立に一変した。乙 れは 昔べて色彩淵整の1よ

則によっているのであって，誰がやっても在来のように

迷うことがなくて相当の効果が得られる。かように簡単

によい効果がfGられることは乙の ζ ろのように設計・に時

閣のない11与には大変たすかる。乙れは色彩上の大いな進

歩という乙とができる。なお欲をいえば他の騒々の建物

lζ も進んで用いたく なるよう な色彩調整のtl UiJ のできる

乙とを望む。

〔豊富な建材〕 建築材料の主主721になったことはま乙と

によろ乙ばしし、。必裂に応じては大ていの材料は狭うと

いっ てよい。金属表 j( liおよび防鈎処理材 ビニー J レ塗料

tt: ;;-(i 材. コーキンク材，断熱材，防露材 l政' 1' f' . f"j 等品腐

も数多くあって司以前には苫心したことも今ではその材

料の性質さえ匁l っていればなんの Jft もなく解決できる。

むしろ ζ の凶では材料名，特質および自ｬｉ ｩ 絡等そｪ， ｾｴ えるの

に苦労する状態である。

困ること

〔設計期間〕 戦後の建築は設備その他が大変位雑化し

ているにかかわらず，設m切聞がluかくなったことは囚

った乙とである。乙れは使交;才iのlrrom解か11!¥1' li を状対lの

ご注文かはしら ないが，われわれ胞工業朽の場介は 同lI {j

lこ見私も要求されるので. その Jl 1 l 問中にはとう てい完全

な設計ができ ない乙とが多L、。その結架設計閃を充分検

討するひまがなくて工事にとりかかるので，工事中にた

びたび設計変吏する乙と lζ もなる。乙れでは施主はもち

ろん，施工手? も設計者も物心岡市の損失である。設計

は「熟IJ J.'( J して工事は「断行」というようにもっ てゆき

たいと思う。

〔法規〕 各府県の朝日郎の条例が奥っているので申話す

る側としては大変に而似! な乙とが多 L、。京阪神のよ うに

接近しているところでは . な るべく穴庁間j でi ! l i 絡をとっ

て同じ条例にしていただけないものだろうか。そうなれ

ば取締られる側としては条例を熟知1できるし，取締る 0111

も楽ではないだろうか。

91 

およそ建物の設計に当っては必ずいろいろの条件に*

縛されるのは当然であります。例えば立地条件， i H見，

工 Ｗｾ 予算，機能，政治的商業的価値等であり，これらを

充分lζ 満足させてかつ， 1'1 己のアイディアをとLかした 明

快な設 ｡ 汁を完成せんと ＧｲｾｾＧ ・に設計者は努力しているので

す。

以前，フランスの行れな彫刻家ブ Jレーテルの訴をきい

たことがあります。 f皮は楽聖ベ ー トヴ ェンの立像を作成

する( c 当って各種のデッサンを数イ・枚画き，詳細にわた

って研究し. 納得して一つの像を完成したとの乙とで

す。

もちろんわれわれに乙のフソレーテ) レと同じようなμ 似

はできないにしても. 同じような努 ) J をする気持は持ち

たいものだと疋H 、ました。

建築の設計についても充分スケ y チのH寺に絞るわけで

すが. 大体の窃合1 ' 1分のものとして案ができますし司そ

れを上司に見て以い， ，: ，t論をしてさらにスケッチを練っ

てゆきます。かくしてできたｾをもって施 ｌ に相談にゆ

く11寺. 全市的! こ信f十l されて設，[ 1 をまかされた場合は . ゾミ

施設庁|・に比較的スムースにお T できるわけですが，そう

でない協合に困る ζ とがあります。例えばごく僅かです

が，強日、胞 i の発育があった j易合に 建物全体の杭: ¥l tが

収不的に変る ζ とが実際問J凶として起ることがしばしば

あります。

すf '.t xt っている建物の Lj: 1で. どれだけのものが設，刊行

のアイディアを完全に表射しているかは疑問です。換言

すればその実施設計までに ｴｾ した幾多のスケッチの中に

よりよいアイディアのものが埋れているのですが，会社

の組織， !i主主の要求，その他の客1i s i ¥的条件に左右され

て，設計者のアイディアが何' ，I;I J も訓引きされて実際に発

表されているのではないて、しょうか ?

つまりわれわれが資本下裁の単位として経済原則lζr r.

って働かねばならないのと，一方では他の芸術家に共通

した ll f i : 我独尊的な気風をもっているために，乙の芥しみ

が'1 れるのではないかと思います。若い新鮮な建築家が

r  1分のアイディアを1 ! ! 1l : l ! に通そうとすれば恐らく筑! 日，で

しょう。しかし，防災なアイディアなり飛腕した到i論に

も一応注目して，延ばせj;). るものは 行由 lζ 延ばせら れる

ような一つの場を提供して1 ' 1 えるなら約四 な思いをせず

に発表できるかもわかりません。

-• 
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プ ラ ス チ ッ ク 系 床 材

大阪府建築部1 ri織諜

松 本 彦 次

床材のなかでも貼床材料，乙とにプラスチ y ク系床材

となると実に穏類が多い。なかにはグパ狗は知っていても

その製品がどんなものであったかちょっと思い浮ばない

ものすらある。さてそれらのうちからどれか一つを選ぶ

となるとちょっと迷わざるを得な L 、。選定がむつかしい

のは l単にその種類が多いためだけではなさそうである。

案外私達 lζ その例々の製品の長所や性能がはっきりの

みとまれていないためではないだろうか。不勉強である

といわれればそれまでであるが，一概にそうともいいき

れない点もある。

それぞれのメ ーカーの力タログには ，いろいろの試験

の結果が示されているが，その試験のブ1m; がぱらぱらで

あって比較のしょうもないのである。例えばカタログか

ら防粍試験の項を拾っ てみても，アクロン式， ドリ一式

ｉｾＧｴ 砂式， ｴｩ 間式，ウィリアム式等二 ｾｴ こ多極多様である

が，相互の関係は匁l るべくもなし、。これでは実際のと乙

ろ，私述』ζ はWt !:i，設なのである。全く 同 じζ とが他の試

験，例えば薬品試験とか，かたさ試験などについてもい

える。

これらの試験方法を統一するとともに，今まであまり

行なわれていない滑りにくさ ，￯ｪｬｾｨ 性などについても適

当な試験方法なとが決められれば，選定する立場からは

非常 lζ 便利であろう。

それぞれの材料にはそれぞれの特徴がなければならな

いし. またJxI( rj その使われる場所にも屯点的に満足され
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なければな らない条件がある。歩行の激しい場所なら .

他の乙とは多少妓約にしてもW: f t に秒、い材料がほしいし

薬品を扱う部屋なら仮に足ざわりが怒くとも化学的に強

い材料が選ばれるだろう。個々の床材の性能さえはっき

りしていれば，私達はそれぞれの長所を生かして適材を

適所に使えるだろうと思う。

次 lζ 規格寸法の問題がある。 ユノート もの など， 幅や長

さlζ 迷いのあるのはまだよいとして も，厚みが メ ー カ -

K よってばらばらであるのはどうか。 2 H: ， 2. 2 粍 2. 5

H: ， 2 .7 *Eなどまちまちでは ，使用する側からいっ て も

不便だし，値段の比較もできない。製品によって一概に

は決められないだろうが，せめて惚準 ｊ ｲ［［ｾは ＲＮＵ H: ぐらい

lζ 一定した方が使利である。それ以外の厚みのものは作

るのは任窓であるが， t?: 準厚のものはどのメ ーカー にも

あるというようにしたい。乙れはまた前に述べた試験方

法の統一とも関連している。

最後に案外おろそかにされているものに接持剤の問題

がある。 j末材は一応それぞれの流儀にしろ試験もされ，

結果も示されているが. 接行剤となるとどのカタログを

見ても特製接抗朔l程度しか警かれていなし、。組成はどん

なものか，どの程度の援活) J があるのか，耐水性はどう

かなどと疑問が多い。 ｾ［ｦ 、速の経験でもある接指列 ｬ で失敗

し，他の接着斉IJ を用いてうまくいった例もある。他の原

因があったのかもしれないが， j妥れ剤あっての! 末材であ

るから，一応私述もその組成や性能を知っておきたいと

居、う。

以上 プラスチック系の床材ばかりを攻ll y . l : したようにな

ったが，イ也の内装材料にも乙れに似た乙とがし、えるかも

しれない。ただ最近プラスチック系床材の競争が激しく

ダンピングするため施工も粗雑になりがちであり，また

価格を下げるためにうす物が横行したりしている。乙れ

では品質の lijJ 上も到底笠めないし ，t!: 外な恋t，iJ1を口う原

因にもなる。プラスチック系j木材は一度そのrn発点 lζ 立

ち返って反行すべき JI与にきたのではないだろうか。
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i 設 計 者 へ の ア ン ケ ー ト

七癖一 一建築 ・建築物 ・建築家

桂 建 築 設 ，Ir '11 務 所

鍛

:.u. 

，ロ 延 男

まだな、にお鉢が回って来る H寺j切ではないと思いながら

いろいろ皮肉った挙句に，無れの建築設計事務所の4重量JJ

をご披露ト1-1し上げるとともにこt 1 ヒ陀を賜わろうと思いま

した。

建築家ということ

設計の第 l 目的は iJ 哀れない」乙とを前提 [ζ 経済効果

を上げる乙とのように思いますが， I時として設計- i ' i の主

観的見地から進めて，あわよくば建築主を建築という芸

術lこ封じ乙めようとする芸術家が，えてして強度あるい

は椛造物である ζ とをないがしろにする風潮がみられる

のは私だけでしょうか。正 ｴｴｾ 己主 ｬζ 説 Ｑｾｽ するによ工ききなｾＦＮＱ ｪﾭ

態度をもってするに，それ以上 lζ 芸術的? 方向への釈明

lこl侍を過す乙との不倒さは， E11終の席の医師! こ併し人間

的稀少価値と訊' したいとともに，医師への立任感に似た

心境を建築主l己主j望できたらありがたいと思いますが，

乙れには私どもの努力と II 信と立任をともないます。し

たがって人間性のある設計と加えて，より建築家のヒュ

ーマニティ への習練と教育とが先決のように忠われてし

かたがありません。

建築という乙と

? 南花品的建築から半永久的建築へと H寺代とともに推移

し，おびただしい建材と，研究の数 lζ 埋れながら建築が

始められている昨今です。建材の名称と性質や用途，価

値等を理解しない芸術家が，好奇心と実験的な使用によ

って失敗 lζ 陥った憐れな建築主は，えてして建築家をジ

キ充

株式会社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町 3 / 11( 井池筋) 旭洋ピル 3 階

電 話 ⑧ 3606 ・ω 89

キJ レ氏lζ ，あるいはノ、イド氏 lζ 見立ててしま います。そ

れにもまして建材の研究と PRの不親切さ ，下完全さ，む

しろ偽善性が数字 lζ 弱い建築家を惑わせる結果にもなる

と思います。もっとも研究心の不足による要系が大部分

ではありますが。かたや数字l乙強い建築家は x x工法と

かx x特詳計算法とかで，あたかも仲間をある同& ，手の場

{ζ 追い乙むごとくで味気なくせしめてしまいます。いず

れにしても主tt 築 rI休に おいて研究者一設計者一施工朽の

チームワークの恋さか，あるいは努)J かの因果関係かは

各人の知るところと思われます。

建築物ということ

乙の| 立界 lζ も庶民的と貨族的とが実存して不甲斐ない

生活名 K 脅威を与えているようです。 なぜに健全な建築

物が庶民のために建てられなし、 かとい う乙との不思議さ

であり，住宅政策とか公共建築とかの国民性の所以等は

一片の私には知る由もありませんが，建築の分野 !ζ も現

実と予知ーの関係の納得できない而等をみても，ま た，壊

れた働く人々の努力が，ある種の商業政策 lζ より惨敗の

悠であることに，建築家が労ノ ｊ を ｹｾ しでも領域外のこと

であるだろうかと考えてみたくなります。

ヰ7窓l己流れる目新しい建物を数えてみても，高級 ? 公

団アパート昨であり，公社社宅であり， I術属病院， I術院

体育館から! 制服旅館，サナトリウム等々が展開されると

何をかいわんやです。しかもその規模と工費と量は，そ

の関係者の人口比を表現しているとひねくりたくなりま

す。けれともこれらの解決への一つの途には建築家の良

識に判断と勇気とが不可欠の要素ではないでしょうか。

君子は近寄らず，虎穴は去り難くで ，弱I{i を顧みず思

いつきを，あるいは訴えるべく ，あるいは自問すべき事

柄をぷしました次第ですが，より多くの純たる建築物を

各{立に見せていただきたくど挨拶! こかえて年頭の LI : !1へ

の諜iMi にしたつもりですが，あるいは惑い癖がでたとお

思いのことでしょう。

一 特 許 防 火 シ ャ ッ タ ー 全 般

( W)  C川市・ ?E23
、 高/ オートマチッ ク

22 小 俣 製 作 所 大 阪 支 庖

( 旧田中 乙ノヤッター)

大 阪 市 北 区 若 松 町 3 0 T  E  L @9 004 ・9016

本 社 及 工 場 ・ 埼 玉 県 与 野 町

東 京 事 務 所 及 工 場 ・ 東 京 都 北 区 図 端 町
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名 古 屋 城 の 再 建 成 っ て

一 主 として 外 観 復 元 と 内 部11上 に つ いて ー

加 藤

離也であった旧名古 ｗＮｾ まが，昭和

5  &r ， 1' ，古屋市に下賜 されて，翌 6

&f . から永年にわたって， 天守，小天

守，御殿，納などの実 iJl.l Jが 続 け ら

れ，結?百な実例H濁が多数保存されて

いるので. 今回の再建工事における

「旧態彼) l ; J の使命も， ICI信をもっ

て果す乙とができたが，術造，材料

の相逃か ら生ずる ，設計胞工上の困

難は，やはり避けがたく，幾多の秘

められた苦労があった。事 ｈ ｊ ・ 工 ｾ ｊ ｈｃ

l到しては，本総 II H和33&'1"- 9 月号に一

部掲載されたので，今回は外観復元

のためのｾー点とともに，内館仕上の

概略を述べる乙とにする。

一一屋根，軒，破風一一

城事 Ｑ ｜ｬｬｾ誌のｾミ命を左 ［ 釘する外観

を，正確に再現するため，前記実測

凶lζ よって，FE綴， 'l fI先 ，j波風など

すべて細部まで現寸凶や型板を作製

し，乙れに基ずいて型枠を乙しら

え，一つどとに地上で仮組みして誤

りなさ乙とを li{ii かめた。屋狼も 1波風

も， J呂ごとに寸法形状を5 ' 4にする の

で，そのための設似し 手数は恕像以

上!C大きいものであった。{ 波風は銅

94 

清

...L. 

J 、

板張仕上げであるか ら，桧材 で 作

り，長大な防腐剤 ｾＢｩｬ ζ Ｍ ｨｽ 夜浸出し

たあと，型枠とともに組立て， コン

クリートを打つ 乙とによって，ボル

トなどで同定した。型枠や l政風の位

置決定も ，瓦訓 りlζ 直接彰符するの

で正{泊;を jPJ した。

使用したコン・グリートは全部レデ

ィーミックス ・コ:，I Jクリー卜である

が， )j J. 恨の勾配部分では，極々検討

の結果，スランプを 9 - 10  c mとす

るのが最適と決め，そのための行迎

をとくに厳IC し，かつ約4m問削I乙取

りつけた反り定規を頼りにしつつ，

左官 l乙木鋭で均 させ，その上l己防水

モルタノレを塗った。初Mは，縄巻き

をした 9 mm $) : ; 俸を 6 0 c m間隔 It. tlIi  

方向にコンクリート iIl J で固定してか

ら木工Lを土f f . き，ニM以上は直径約

16 .5  cm の半円] 診断tiuをもつ， 防府

弗H工法治した桧材をλ コンタ リー釘

でスラブ lι 打ちつけ て 鋼 板 を 張 っ

た。 1政風飾り， ｲｾｪ 草，巴などの鋼板

打;2lUし政政， ｌｉ ｾｊｩ や ￭ｾ｝ 銅鋳物の

鬼l七， Ｎｾ ｾ ｾ会な ども ， ｾ Ｇ ｴ 火を免れた ＱＱ Ｑ

城のものやぇ図面iを参考にした。

粁哀はピッチ約45cmの波型である

が，庇の重量怪減のため， 粉末状パ

ーライト入りの，次頁のほiのよう な

プロックを，アングルおよびボルト

で締めつけ， nJ 桁，腕木などはリプ

ラス下地として，いずれも白色モル

タル塗で型状を作り山した。

一一 窓 一一

抱きの深い窓て- あるから外肢は二

重K し，コ ンク リート 挫の内 sl i]l ζ 高

さ1. 8mまでサーモコン ・ブ ロック

を，要所をボノレトで締めながら脳上

げてテ ラ プープロ ｹ クｬｉ ｾｪ ，それより

天jj までは木造下地にラスボード張

りプラスター{ l 上げで，外壁白色モ

ルタ J レから 内部 テラゾーブ" '1 クtiu

まで約 46 cmの笠l享になった。 IIJ 減

は白笠の片引上r
i
で，窓を開放した

|侍内側IJ の竪絡子が見られたが，今回

は駿格子の内側にガラスの引泌また

は片引戸( 治まりの都合で一部! 氏

ｾＹＺＩのスチー ｊ レサッＺ ノ ュとしたか

ら，外観は常 lζ 土戸を開欲したl時の

状態を示す 乙とになる。ただし 5 ，白

( 展望室) は，多数の観覧者の展望

を使にするために，外壁つきの柱は

内Ol I]l C 逃げ，同| 科だけに Al 主 を 践 し

て，他は全T hi をガラス窓とじた。し

かし乙れでは IU悠再現の主旨に反す

るため， Ｑ ＱＺ Ｑ ｊｽｽｴ［ でｾであった節分は ，

白色ペイント塗の鉄板) iを，京 i自tIJI

は各 6 枚，陶JtUITは各 4 枚，オペレ

ーター操作で必必l乙応じて降せば，

外側は白墜に見えるという方法をと

った。さらに乙の: 容には格子がない

ので，危険防止のぷ味からガラス jゴ

は押し，' l ¥し式とし， ｪ￬￭ｪｊｾ 鉄板 ｊￎ の降

りる部分はほ殺 とした。

なお，最も j潟似l の早い IIll 板の部分

は企部ステンレス剣阪を使用 b た。

: 容の寸法は各'(1場所ごとに相i♀があ

るので建具凶illi も比較的多数作製し

なければならなか った。東 tUtと南tui

の石厄上部には l列り取り窓があり，

旧城では木製鋼仮張でテコ式で上下

に 開閉し たが，今 同は ｉｾ 佑 子とも

一体のスチ -)ν 製そ，オペ lヌークー

操作に変えた。しかし外i 1 tiには同級



に銅板を張ったから外観には変化が

ない。

E  

一一 外 壁 一一

前K もふれた jffi り，外壁と粁哀は

白色モ J レタ J レ仕上げとした。旧城は

もちろん白漆除塗であったが，今回

は種々研究の結果，普通モルタルで

下塗のあと下表の通りの誠合で

外壁白モルタル制合或

t f Tれ11砂白砂:63? とス: ノー

下塗 。1 2  

中塗 1  .2.5 :  ' 0.5 

上塗 1  :1.5 '  0. 5  :水×ム

仕上げ，セメントシーラ - 2 回l次付

で防水処裂をした。I . t 皇室のI注務土は

ii 1裂防止の目的であるが， 上塗では

白色を保つためプラスターを混入し

たのである。糾衷，墜とも銀さばき

に支障はなかった。

ー一 石 垣 一一一

天守跡石垣は昭和30年に文化財保

波法ICよって寂i替修絡がなされた

が，今回ケーソン枕下工事のため天

守の桝型石垣と，小天守石垣内航.IJ 上

部とを. 正確な測日と写只撮影で記

録に留めてか ら- . e _ 除去し，ケ ーソ

ン完了後積戻した。その他の部分に

もケ ーソンによって若干の変形を生

じたが，充分に修復がなされたほか

IU城焼失後 10余年を経てゆるみの出

たと乙ろや，古 くからある北面のふ

くらんだ部分，およそ 100 面坪にわ

たり . グラウティングで補強した。

なお，古図 lζ 見られる小天守凶南隅

の出入口石積が，今回の工事で発見

されたので，自:lli な参考として保存

する乙とにした。

一一 金 銭 一一

金紋も実測図と写真が残されたの

みであるが，古文化財類の修理など

に永年の経験をもっ，大阪の鋳物師

によっ て， 青銅製原型を作製 した。

焼失した金鋭は木製の芯に鉛板を張

ってから，銅板の袈うちをした金板

が取りつけてあ って， 会質は創建当

時から幾度かにわたって低質なもの

にされ，焼失当 H寺は 14金前後になっ

てい七が，今回は金75% ，銀255ちの

杭木

2問手反

金 餓

~

好

一

レ

口

一

引

フ

一

レ

量

一

モ

軽

一

白

コシワリート

鉄 骨

18金を木市で直接購入し. 造幣局で

加工，取りつけをした。今後永年，

酷暑，寒冷 . 風雨lζ さらされるもの

であるから，その点とくに留怠し，

青銅原型ICは漆塗，金板下の鋼板や

取りつけ用鋲l乙は銀メ y キをし，金

板は純金l呼出し処理のあと メラミン

樹脂を塗る など策を施しサこので ，少

なくとも百年の耐久カはあると思わ

れる。

焼失前の金餓IL は金網がかぶせて

あったが，今回は各方面からの要望

が多かった ほか，盗難防止装置も完

備している乙とだから ，思いきっ て

金網は設け ないこととし，新た lζ 長

さ4. 2 m の避雷針 2本を建てた。

一一 地 階 一 ー

天守， 小天守共地階( 石思内にあ

たる部分) は， 旧城では周囲が板張

であったが，今回はホ ール部分のみ

石垣を見せ，天井は 1 J怯床組露出で

あったのを ，コンクリ ート 下地でピ

ッチ約 21 cm の波型プラスターにし

て，乙の波』ζ 合わせた乳自プラスチ

ック カノ《ーをも っ室長光灯の照明を採

用した。天守』ζ は通称 「黄金水」で

知られる井戸があったが， ケーソン

によって井戸底以下まで周囲の石秘

が掘りだされて しまったので， ケー

ソン頂部の 7 ットスラブから地階床

まで約 2 .5 m にのみ石を私み. その

上に井桁を組んで 旧態を{忠ぶよすが

とした。その他， 床 と 壁 は 御 影 石

エレベ ーターホール皇室は大磁石であ

る。

天守では建物中央部lζ 2 述の階段

を設け ，竪格子の各所には，石垣』ζ

刻まれている諸大名の紋所や，唐草
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天守7階( 展望室内部)

天守地階ホール( 石垣，黄金水井戸，階段が見える。柱はケヤキ板強)

瓦の模核か ら ヒントを得，乙れを ｉ ｾ ｉ 旧城は 5 庖 51絡で，天井が極めて

案化して打抜いた京総製ホワイトプ 高かったので，今回は 7 11皆lζ し，窓

口ンズの飾板を取りつけてある。 との関係、で 4 6 1絡は廻廊J彰式lζ し

一一 展望室 一一 て採光，換気 fCそなえた。また展望

構造の相違から，柱の配置，寸法

などは正確に再現でき ないにして も

と乙だけは旧城の! 必党を盛るように

と，天井は格天井に黒漆塗，柱Ｎｾ

長押など全部桧材を使って‘ きず，

よどれの防止のためポリエステノレ塗

料で仕上げた。ただし床は フロ ー リ

ングブロック， 一部現場テラゾーで

ある。

一ーーその他の階 一一
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室 ( 7 階) の上K タンク室を設け

た。 1 ｉｾ きから Ｕ Ｑ 絡までは近代的な展

望室として，外MHe捉われずおl切っ

た考えで設計し，天井は穴あきの化

粧プラスターボード κ 鐙光灯照明，

E主はテ ラゾーブ ロックスま たは プラ

スター，床はフローリングブつック

一部現場テラゾーで， 各|蜘ζ 全ステ

ンレス銅製展示ケー スを設置した 0

6 階は主と してエレベータ一機械室

IL使用. 1波風内部などには合計 8 台

のファンを備えて換気をする。

小天守も. 1臼城では 2 階建であっ

たものを 3 階とし 1 階は展示室そ

の他の目的 fC. 2  3 1経は |日御殿の

襖絵など，重要文化財の収蔵庫にあ

て，炭駿ガス消火や脱湿防火など万

全の設備を施した。

天守 11勝から本丸にi l l 1 じる鉄筋コ

ンクリート造の遊難| 桝段を新設した

乙とは. I復 )[;J (ζ 反するが，これ

は必要欠くべからざるもので，文化

財保護委員会からの要望をまつまで

もなく，極力建物の外観を損ねない

よう，位置とデザイン K 気を配っ た。

天守，小天守のほか，正門( 鉄筋

コン ク リート造) . 叙l幼iil ( 木造) の

再建，休憩、所，便所，切 ｾ［ｊ 売場など

の新築，城内整備，投光塔など. 2  

年 4 ケ片にわたり，総工的約 6 億円

をかけた金工事も終り，昭和34年 10

月 1 日の完成式を目前にして，かの

伊勢湾台風に襲われたのだが，何一

つの損似も受ける ζ となく，日とと

もに人心も落行いて，近頃では休臼

』ζ は万をかぞえる入場者が押しかけ

るように な った ζ とは ， 工 ｾ ｪｊ関係者

として，乙の上 もない忍びである。

cn者は名白屋市強策I n l 技術部営繕諜良・元

名古屋減ru投て!1H! l f J 5所伎術深昆)

天守 3 階. 4 附( 廻J rul 形式) 内部。

斜柱は . ru物のffiI誌を石厨にかけない ため，

主柱よりの外の部分を釣っている。

E  
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伊 勢 湾
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ロ 風 に つ い て

座 談 会 風 鼠

軍

と き 昭 和34年12月 9 日 (水) 午後 2時

ところ ホテルニュー名古屋集会室

出席者 ( JI民不同 ・敬称目的

司 会 横尾 緩貫 (工博 ・京大教筏)

石崎 滋雄 ( 工博 ・京大教授)

佐藤 四郎 ( 佐藤四郎建築事務所)

山根正次郎 ( 口建設計工務KK名古屋事務所)

吉田 憲一 ( 久米建築事務所名古屋事務所)

広瀬 一良 ( 中建築設計事務所)

五十嵐 昇 ( 三共建築設計事務所)

黒川 巴喜 ( 黒川建築事務所)

永田 良夫 f 口本住宅公団名古屋支所計画課長)

塚 本 猛 次 ( 口建設計工務KK)
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m川巴富民 佐藤凶郎氏 畝足必1' 1氏

塚本 伊勢湾台風では大きな被害とともに沢山の問題

があります。横尾，石崎両先生ならびに佐藤さんのご協

力を得てとの座談会をもっ乙とと なり ました。

松尾先生に司会をお願いいたしたく存じます。

出 席 者 の 家 の 被 害 情 況 に つ い て l  

横尾 ( 司会) それではご指名によりまして司会をさ

せていただきます。関西にくると思ってお りました台風

が. 名古屋，しかもそれは未曽有の強力な台風で， しか

も満潮時とかさ なり大へん な災害をおこしました。私ど

も災害には深い関心をもってお りますので，い ろいろ調

べた いのですが， なにしろ広い地岐にわたっ てい ますの

で，調査にはほとんど子がついていない状況です。おた

ずねしたい乙とは多々ありますが，まず，その時は夜分

で皆様 LI宅においでに なっ たと思し、ますので，その折の

なまなましいご体験からお聞かせ願いましょうか。

7i<田 和、の奉職している公団は，鉄筋アパート ばか

り廷でているんですが，LI 宅の方は木造の建売を急いで

買ったよう なわけで，やはり 相当な被害で 木造の弱 さを

感じました。敷地は東と南がちょっと聞けていて，道路

から 3mくらい高いのです。最初風は東あるいは北々東だ

ったのですが，J:' l 壁造 りで，外部は下見等張つ てない部

分があったのですから 8 11与か 9 IK'fg' j には全部抜けまし

て，内出へ壁土が飛散するような有線でした。その点で

は外部下見板か，鉄板かあるいは大壁造りに してモルタ

ル塗りにするというような出置はどうしても必裂です

ね。

わずかに除問ができますと，雨戸や9 ] 具が内部から外へ

ふきださ れてしまう。問な どやる暇がな く，釘を四方k

tr ったが，手IJ き自がありませんでした。屋根は瓦の留付

が十分でな く，漏りは家全体l乙及びました。家族は長靴

をはいてカッ パをかぶり 立を押えてまわるというような

状況でした。荘、は大阪でジ ェーン台風を経験してい るの
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ですが，今度は雨品が大き かったため被害はきっかった

ようです。

司会 大分恐ろしかったですか ?

永田 11時頃ですか，もう 11時間ほど続けば家半分は

飛ぶなと思いました。最後には子供を風呂柿の中 l乙入れ

たりして自分はその上lζ 乗っ ていました( 笑いなが ら)

司会 奥さんは ?

永田 ええ，家内も風日府i の中です( 一同笑う)

司会 佐藤さんのお宅は ?

佐藤 突にさんたんたるもので，永田さんと閉じで

す。雨戸の話ですが，雨戸へ直接風があたると，部屋の

中に押し倒されるようです。乙れを内 fi !l Jから 抑えてい る

と今度は逆に表の方に吹きだされるようになっ て くる。

雨 Ｉｾ Ｎ・の 上 の方が 中 ｬ ζ 入り下 の方が逆 Ｈｃ 外へでてしまう。

板でもうちつけておけばよかったんでしょうが。私の家

は切安の屋線で，南と北似IJ が瓦なので，東南の風では南

側が危いと思っ ていたのに北fillJ の方が先きに漏っ てき た

のです。北側IJの方がマイナスの風圧で浮きあがるのです

ね。翌朝みると事長から 約 1 m ぐらい瓦がずれていたので

すから，もちろんザザ漏りですよ。座敷の中を傘さして

いったりきたりしなくちゃならない( 笑) 。

しっかり金をかけるというと変だけれど，本当にやるべ

き乙とはやっ てある仕事だと ，屋綴，雨戸でも被害は大

した乙とはないのですね。乙の頃では安 く安くで，瓦な

んか釘金物で支えな くなったので， そんなのはみんな飛

んでしまった。

司会 なんで、も安く安くやる乙とは一番恕いんです

ね。雨戸は ，ill- 方のと乙ろははずれなかったと乙がある

んですね。

佐藤 ええ，それは新しいとこは，はずれないんです

ね。古いやつは総がへっているんですね。それから雨戸

もやっぱり ， 安い雨 戸 は ， ｾ枢の見込みが Ｑ 寸 も な いぐ

らいで安くあげるつもりでしょうが 1 寸 じゃ駄目です

ね。 少なくとも 1寸2分ぐらいでないと折れてしまう。

永田 雨戸の最後にある独落しですがね，あれ 1 本が

よくさいておりました。あれのないのは飛んでいますけ

れども ね。

石崎 一枚一枚全部留めであればいいんですがね。

司会 吉田さん如何です。

吉田 私は市営の 4 階建のアパートでm具は木製です

が，被害はほとんどありませんでした。しかしど乙から

という乙となく ;冬廻りから7 ] < . が入ってくる。乙れを布

切れ，シ ーツな どで防いでいましたが，大体内法 5 尺 7

- 8 寸の建具で 5 分ぐらいは反りましたね。

司会 建築家としてどう でしたか。

吉田 そのときちょっと気がついたことでは，台風を

少しみくびっ ていたように みえるんです。バルコニ ーに

でてい る物干用のビニーノレ紐がはずれて飛ぴ，ガラス戸



亀

を11[ 1 きつける。それがー悉乙わか勺すこ。1 ' . Wおでなにも外

の状況がわからないので z それが定期的 lζ カチンカチン

とガラス l乙当るのです。最後には回目の板戸をmて乙ん

で_，，:，_osにし，みんな段てしまったのですが，後できくと

ガラスが定l! 匁もつかないような j J でスッ飛んでいるんで

す。乙などなになってタンスに突きささっているんです

ね。

佐藤 あのガラスのわれているのは，瓦が飛んできて

われたんですね。

吉田 ちゃんと jコ締りがしてあって，その姶只が:Nく

ないかぎり ，そうやたらにカラスはわれるものじゃあな

いんですが，瓦や小石が飛んできてわれているか，戸締

りが不完全で長い!日jガタカタ している聞にわれるのです

ね。

それで「備えあれば認なし」なんですが，ちゃんと締め

ているものはそんなにわれなし、。

雨戸はよ止)1ミほしいものですね。

佐藤 スチールサッシも恐いものはガタガタしていま

すね。

司会 広瀬さん如何ですか。

広瀬 夜、の家は鉄板の屋線ですが，それがきれいに飛

ばされました。 l昭和26年頃の建物で， J i . M再で乙! まぜにし

てありましたが，飛んだのは一瞬でした。ノ引j パリとい

うものすどい音がしました。

上 ｌ 棒は結局主 ｬ がｾ＼ｪ｟かかったんですね。まあ Ｓ 寸 Ｕ 分以下の

釘だと ，あの台風では駄目だと思います。それから，釣

子なしで乙はぜだけでキャッフ。がかぶせであるのも飛ば

されますね。それで釘でしっかりとめるか， (t. J子をいれ

ておくとか，すればいいですね。それから勾配がゆるい

ための吸いあげですね。乙いつは私，基準法にも不満が

あるんですが，非常に簡単に解決してありますからね。

もっと災際K はいろんな| 科とかに変な政いあげだとかが

働くんじゃあないかと思う。さもなき叩あ ，あんなロ2iE

背茶にやられるとと なんかないと思うんです。

司会 飛ぶというのは，穣木からうえが飛んでいるの

ですか ?

広瀬 樫木からうえ全部です。と乙ろが私のと乙ろで

は野地板だけの乙っ ているんです。哀板だけですね。手

をぬいてコパで，すかせて打ってあったもんですから

ね乙はぜがぬけちゃって別 lζ 飛ばなかったですから。と

にかく乙ういう l怪い屋桜で勾配のゆるい E阿の出の深いも

のをやるときにはよほど，桁と経木の結合の仕方』ζ 気を

つける必要がありますね。そうしなければ，極木よりう

え全部もっ ていかれてし まう。

吉田 広瀬さんと ζ の極木と瓦絡はくっついてたの。

広瀬 どうもくっついていたような，いなかったよう

なね。あれはとにかくがさつな姶物だから駄円だったん

ですけどね。そ れ にあの瓦俸の間断が随分広かった。ｾｾ

石崎滋雄氏 永岡良夫氏 吉田ｾＭ氏 広瀬一政氏

板口がロスしてそれでいけなかった。

佐藤 野地板が薄いといかんでしょう。

広瀬 板じゃとても駄目です。 上 と下とそろわなきゃ

絶対駄目です。

黒川 極木と瓦俸とそろわなきゃね。

広瀬 それと最近インシュレーションをはさみますの

でしょう。そうすると釘が入らないんですよ。

あれで大分失敗していると思うんですよ。あのテックス

の粗雑なはさみ方で ，釘が下まで届かなかった。

佐藤 瓦棒のやつが大抵飛んでいて，平のやつが飛lま

ないのが相当ありましたね。

広瀬 そうでもないですよ。瓦絡でね，がっちり仕事

がしであるのは飛びませんでした。瓦は大なり小なり飛

んでいる。家の外 ｅｅ は ｉ ｾ 板でしたが，乙れは全然被害

をうけていません。非常 lζ 惑い竪板ですが。

司会 独兵類は ?

広瀬 ｾ兵は案外 上 が抜けたから ， 似 ｊ かったんじゃあ

ないかな。雨戸はとびませんでした。ただ東側のカ' ラス

が大部われました。やはりあとでみてみると ，さっきお

認があったように ，ものすどいわれ方をしているので

す。制い狛みたいな恰好で，それがピューと飛びまして

ね。一| 出ぐらい飛んで後の惑につきささっているんです

山根 まあ一言でいえば， 木造は駄目ですね。住宅で

も鉄筋コンク リート でないと。瓦棒のインシュレーショ

ンですね。あれはめんどうでも瓦棒の聞に切り乙んでお

かなければいけない。そうしないと駄目ですね。簡単に

さっとやっといて瓦棒をやると釘がとどかない。

五十嵐 私の事務所は ，下前津町ICあるのですが，束

の方は低地で，西の方は高台です。それで 1 階の休が，

低いカの建物の Ｒ Ｑ 渚の屋根と同じ高さですから，約 Ｒ Ｐｾ

30尺追うと思います。そ乙へ吹きつけられたわけです。

事務所の構造は ，木造でやはり瓦株主主きでどざいます。

鉄板は28悉を使いまして，構造はインシュレーションを

べたうちした上に， 28番の瓦絡をやっているわけです。

やりたくてやれなかったのは ，'1守山をもっと深くしたか

った けれども ，道路面に面 しておるものですから， 1 尺
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塚本猛次氏 山根正次郎氏 五十胤昇氏 烈川巴喜氏

5 寸の判出だけです。品隠は 8 分の厚さで， rt 1  K の板

をぐるぐるとまいて，その中へ樋をしまっしであるとい

うととで， } 孟似の被害は皆Mでした。: 容は全面的に木製

の主主只でずっと述紘に入っているわけなんです。学校と

閉じように上の欄閣の高さが 3 尺で，下の窓のガラスが

4 尺で，それでブルーペーンの 3 mmガラスが入ってい

る。しかし戸じゃくりがしてあろうが山返しがしてあろ

うが木製の場合はてんで問題になりません。全部もう績

からと、んどん水が入っ てまいります。布や新聞紙をはさ

んだりしていましたが，とうとう追いつけなくて，もう

そのままにしておいたんです。そのうちκ ですね，一番

風のひどいときに瓦が一枚飛んでまいりました。それで

ガラ スが一枚破損致しました。その l政指の状況は，さき

ほど広瀬さんがいわれたのとほぼ同じでどざいます。非

常に鋭利な刃} 仰となって乙などなに飛i放しました。すぐ

製図板をあてまして，主j を打ったわけなんです。つづい

て，隣りにある木造の住宅は瓦なんかも割合しっかりし

た仕 ・Ji がしてあったわけですが，とめであった銅線その

他が多少j肖っておったという |珂係で，まあ和Rまでは飛ば

されませんでしたが，ずり溶ちて，やはり相当証雨水が

中へ入りました。

司会 黒川さんは ?

黒川 私はただいまど出席の方々の中でも一番被害の

甚大であった場所なんです。蟹江川と本流の日光川の中

聞に位 しまして， しかも国道一号線の下なんです。乙の

日光川から西の方一帯が最近漸く緋水が終りました長期

浸水70口という地域なんです。風』ζ 対して雨戸を押えた

りしている内にまたたく問IU)<. がほ上へ入ってきました

ようなわけで，まったく処置でき なかった状態です。し

かし幸いにも 4 尺位地盤を高くしたと乙ろに 8 f!: 2 1旬と

使所がついた離家がありまして，乙れはいつかの時代に

いわゆる水屋として作られたものと思いますが，そ乙』ζ

移りまして大変助かりました。そしてその水屋の雨戸l乙

問が用意しでありまして，雨戸に対する不安が少なくて

ｾ ｉ ￵Ｇ ＧＺ［ Ｇ｜ ・に ｄＩ ｊ かったですね。 相当の強風 でも ｼ勺があ ったらま

ず絶対大丈夫だというような感じがしたわけなんです。
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被害の状況は古い家なんですから，瓦も相当飛び草葺屋

根もはなはだしい被害をうけました。庭木もほとんど倒

れましてその上塩水κ 浸っていましたので無残なもので

す。飲料水については，7 1 < . J慌に 2 析と風呂桶』ζ 満水しま

したので当座の71<. 1<' : . は困りませんでした。 なにしろ海中

に孤立 したようなもので配給の水もほんのわずかですか

ら，乙の7 1 < . をほんとうに大切に使いましたね。またみな

さん1(，は一寸想像もつきますまいが，あくる口になりま

したら焦が税をなして泳いでいるんですよ。もう一つ珍

らしい乙とは前K 申しました長jt ] I C 浸水していた家は障

子の桟や，柱などの木の部分にー而1 ( . 小さな貝がついて

いるんです。それからもう一つは磁のような話なんです

が，伊勢湾の鐙が障子の綾なと1ζ !i l- っているのでそれを

すくって食料にしたという話ですね。

吉田 近鉄線に乗りまして，途中のf GJ住が，ある程度

の高さまで白く なっているのをチラッとみたが，おそら

くあれも只 じゃあ ないかと思うんですが…… 。

佐藤 やっぱり ，十日と か，二週間とか水につかって

ですか ?

黒川 ーヵ月位海水 lζ 浸っているとそうなるらしいで

すよ。私の家は幸い床上浸水が一週間lで，全部地面があ

らわれるのに 14 日mJ ぐらいで‘ すね。比較的まぐまれてい

たと思っているんですがね。そのrm，舟のとりあいです

よ。 nがIIfl ーの交通機関ですからね。うっかりしている

と，とられるんですよ。

黒川 ええ。 tJ が縁側から家の中まで入ってくる。妙

な訴ですが，糞尿の方ですね。乙れが問題だと思います

ね。ほとんどの人がぶの中へ流しているわけです。荘、の

家はギいノk尼の方』ζ 便所があってその使納が/]<.1(. つかっ

ていま せんのでよかったのですがね。

佐藤 やるととろがないんですか らね。

黒川 紛糾1( 1" 1 1 ( . いやになりますね。どちらを眺めても

四方八方が 1]<. で家が/]<.1ζ 浮いているんですからね。水屋

で一応の生活もでき ，またそちらにあるものは全部助か

りましfこ。

司会 どうも生々しい訴で・ ー( 一同笑う)

佐藤さんなにか。

佐藤 あのときは雨が前日からずっと降りましてね。

26 口の夕方 811寺か 9 1時頃までに 168 mmで，それで風が

でてきた。

雨戸をはず‘ されまいと思っておさえていたんですが，

私どもの雨r' には，無双窓がついているんですがね。風

が少しやんだ時分にどういう様子かみようと息つ てのぞ

いてみたら，自がチカチカするんですよ。姉いんです。

それはどういうわけかというと ，砂ですね。/ ] < . じゃあな

いんですよ。砂を一杯含んでいる雨なんですよ。雨戸が

かわいてからみると，雨戸の上のブJ に砂がー似ついてい

る。となりの Ｒ Ｑ 惜の壁が今 から ＳＰ ｾｆ ぐらい ￯￬￭ ｪ のもので ，



[1'[下型 1 m 以 上 の 流 木 が 高 南 ! と 共 に 荒 れ 狂 っ た あ と

伊 勢 湾 台 風 被 害 写 真 A. 流 木 に よ る 家 屋 の 被 害

臨 港 地 Wi の 流 水 の 山 流 水 の お ど っ た あ と
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伊 勢 湾 台 風 被 害 写 真

B. 高 潮 に よ る 被 害

4 尚南にょう ，なんに ι ' ; ( 立勺た 前!i の: 3

. こなってしまった明二ジ， 2∞ 戸の住宅が也

っていた。ただ地盤のふい部分たけが，乙2

五うに H 礎土台のみか覗勺た

‘ 公: ] 住 』の投1! 。ごー λ J)JJ.!l り' ' ' ' 1' ，土台. ; : )

て:ζ: 、かれてしまった， I日1; の正 riii の京I主主主

くまて宅われて泊ちて，、る

ＮＮ ｾＭｾ瓦とｾＨｾ ; 、により ，かろうじて' ，1 礎を残すこE

4 住吉のあと。



伊 勢 荷 台 風 被 害 写 真

C. 風 に よ る 被 害

壁 ・屋栂・骨組の破損

1 尚 区 下 方 町

干 祐 区 .Ii 明 町

tlI 区池内1 - : 同1
千 通 区 山 間 町
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D . 浸 水 に よ る 被 害
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伊 勢 湾 台 風 被 害 写 真

C. 風 に よ る 被 害

小 ｩ 長組 ・ ，ｾＮ ｪ 組のｻ￙ｾ成

長尺アノレミの (u主主i

長尺アルミ卦か風下で主 ｩｩｩｩ メクられた ｉ［ｾ 校体 ｦｩｊｾＧｲ



， 

杉皮をは ってある。それが30年もたっ ているのだから良

県になっていたのが， サンドプラストをかけたように

実にきれいにみがかれてね。ゃれったっ てあんなにき

れいにゃれない。やっぱり砂だと思いましたね。もう

一つ気がついた乙とは私の事務所ですが， ζ れは木造の

モルタ J レ塗りで 2 階建，飛んでくる瓦で窓ガ ラスが，小

さいが 2 30枚みんな乙われている。乙われたものです

から ，雨と風が鶴屋の中へ入っちゃった。製図室には入

らなかったのですが，机や本箱がおいである部屋へ入 っ

た。本箱の戸へみんな吹きつけちゃった。そ乙へやっぱ

り砂が飛んでくる。それでニス塗りの挺がまっ白! C . 闘い

たように なっている。やっぱりど乙でも雨が砂を含んで

し、る。

司会 他でもそんなよう な感じでしょうか。

五十嵐 私どもの窓も後から掃除してみますと ，まあ

砂が全部つまっ ていますね。水返しのと乙ろ ，それから

戸じ ゃくりの中まで砂が，いまだに欄閣はあまりきれい

に掃除してないものですから，との聞もちょっと開けよ

うと思いましたら ，手! C . くっついてきました。

五十嵐 砂と一緒に なってきますのでね。われわれが

今までに考えていたように ，風だけの問題じゃあないと

いう乙とをつくづく感じましたね。

石崎 近所Iζ 砂があるときでしょうか。

五十嵐 大体そうなんです。私どもの道路は新しくで

きた道路で舗装がしてないわけなんです。したがって

3 7 m全部あいているわけなんです。そういう条件が特! C .

多いんじゃあ ないかと思います。

司会 その砂は乙まかいですか。

五十嵐 非常にこまかいです。乙まかくなってきてい

るわけ なんですね。

司会 砂丘なんかでいう飛砂なんですね。

五十嵐 そんなものでどざいますね。

石崎 新名古屋火力の雄笑の塗料がはがれているんで

す。 その原因が砂じゃあ ないかといっ ているんですね。

よくわから ないですが ・

五十嵐 それからまた，私どものト・ア ーの類で開きの

ドア ーですね。 戸じゃくりのやってあるのは非'':j¥' ，，: 丈夫

ですね。引 き迷い戸は案外はずれたものも沢山あります

が， ドア ーは非常κ 丈夫です。

ガラスがわれない場合はほとんど被害がなかったかと思

います。 ガラスさ えよくて戸じゃくりがやつであれば

いいですね。強度的にはつまり枠と一体に なりますから

それに真中はめ しあわせで二本になりますから ，引迩い

で重なっています。そとがねじ乙み鉱で一緒になってお

りますので，二本一緒に働きます。それでも先程いわれ

たように相当轡曲します。その際 lζ 相当の音をだしま

す。初めてなんですが，それが一本でなくずっとつづい

ているから全部で少しづつ音がするとあんなになるもの

かと思います。

司会 どんな音なんです。ベ コベコというよう な. .. .. ・・

五十嵐 ええ，ビ リピ リというよう な音ですね。ガラ

ス自身が動くよう な乙とはないと思うんです。したがっ

て建具がほんの少しの余裕でー絡になっ て動くんだと思

いますがね。それと ，ガ ラスが匂曲するという乙とはた

しかです。その程度を測定するという ζ とは . できませ

んでしたがね。

木 造 建

司会 どうも貴重など経験のお話をお伺いしましたん

ですが，乙のど経験を生かしてで- すね。主として木造

建築の場合はどうなるかという乙とについて・…・・なにか

吉田 台風K 強いという乙とが，地震，火災κ 強いか

というと概してそうではないのですが，古い本建築の瓦

葺きは相当強かったです。委側 lζ 漆喰が塗ってある場

合，雨が柱，梁廻りより入り泥w . がやられているんです

ね。とけてくる ，それによって漆股が落ちる。そうする

と司もうそ乙からすぐに風が入 るというような乙とで，

やはりそ乙に仮がはってあるとか，あるいはモルタノレ塗

りであるものは，そんなに大きな被害がない。街でみた

のではノマラペットの被害が非常に大きかったようです。

ことに軒先から上にのびていると乙ろの安定方法が非常

に難しいわけで，乙乙は雨仕3 l l f . 1 L いろいろ影響してくる

と乙ろですが，そ乙から全部倒れているというのが多い

ようです。

五十嵐 結論的には外装は大m; 式の方が強いわけです

ｾＧ､ ｯ＠

吉田 それは，はっきりしてますね。

司会 屋根が瓦棒というのはみたと乙ろ，軽快な感じ

のいいものができると思うのですけれど，やはり方法は

あるんでしょうね。

五十嵐 やはり勾配が問題に なるんじゃあ な い で す

か。

広瀬 勾配と仕事ですね。

吉田 割合にゆるい勾配が全部浮き上 りの] 診になって

しまい，極端lζ いうと毘線の母屋から全部飛んでいると

いうのは ，梁とのとりあいのと乙ろが，ある程度かすが

いでとめてあるんですが，そのかすがいではきかないん

ですね。完全に開いてしまっている。やはりボルトじめ

でないと安心できないですね。

五十嵐 やはり瓦棒を扮てきれないんでね。台風以来

は，まあ桁にちょうど樋受金物ぐらいの金物を，桁にあ
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たると乙ろだけねじって司主] 打ちをしているんです。極

木も帯鉄でか乙んでしまいます。

黒川 金額lζ しては大した乙とないんですがね。

五 +嵐 安いものです，一例 |円くらいですかね。

黒川 今度の私の感じでは， 11汀屈の{ 上・J ｾ程度のものが

弱いですね。がっちりした .-Ui' の中程度の泌物で年代を経

たものはむしろ大した乙とはないですね。瓦でもね。建

築学会の ｾｪ 準仕様警にある五枚おきに千 ｘ ，ｾ に緊結すると

かいう程度ではものたりませんね。全部緊結すべきだと

思いますね。

吉田 緊結だけではなく . 完全に土を葺いて， JLが安

喰でペッタリと空間がなくなっているやつは飛んでない

ですね。

五十嵐 ならす程度じゃあなくて，瓦を埋込むように

するわけですが，そうなってきますと重量の問題です

ね。

吉田 J世上するという乙とが，逆l乙， J也jぷの問題にひ

っかかってくると，瓦というものに一つの限界があるの

ではないかと思うので‘ す。

司会 しかし住宅としては，鉄筋やプロックにすれ

ばいいんですけどーある意味では，木造を伶てられない

と思うんですよ。そうした窃合そのようなデテイノレの工

夫も，もう一度新しい建築について，やっておかねばい

けないんですね。瓦奇ーなんかですと，やはり廿の職人が

ずっと考えて，地震には駄目だったでしょうが， J瓜とか

そういうものでは，木造の純凶 ｉｪｾ でのいいブ ｾｉ Ｎｴ というも

のを考えていたんでしょうね。よい{ 上・JI がし、いというよ

うな ζ とは先程瓦棒がインシュレーションの上とか，下

とかおっし? っていましたが，どんな工法がよいとか，

惑いという乙とがあるんですか。

五十嵐 ただ主] のJl ち方なんかで，ややもすると極lζ

完全にさかないというような乙とですね。 111桜さんから

おっし v ったのは，屈と極の1mへインシュレーソョンを

入れるべきだというわけですね。

山根 瓦俸と瓦棒の問へいれる。中1の山が多いと極の

セイ

成を高くしましてね ・・ 。

五十嵐 ああそれから . 1心持て感じたことは，j ; ) の野

地板っていうの! まやはり' a になりますね。 '1¥1同ii のちょう

どそのやE と極の聞と，それから袋のような! ぶじになって

いるのがありますね。したがって，被告をよけいうけや

すくなるのではないか。それから薄いアルミ板 lよ) loK¥κ

ｾｪｾｊ＠ ｾ 、 ですね。

司会 アルミ板はいかんですか。

五十嵐 隠さ 0 . 4 mm 程度のものでは弱いですね。

広瀬 それから面白い乙とで， アルミで思いだした

んですけど ，臼 宅を東 ｾｾｉ アッシュフロ ｹ タをつかったブ

ロック桃造で胞工しましたが， fiH艮をア J レミでJEいであ

るんです。アルミの流れの方向のこはぜのジョイントの
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上下各 1寸ぐらいのところが完全lζ 厨状lζ 腐蝕して，知l

再I t しちゃっているのです。下側が表からみるとなんとも

ないんです。それが今度はその 中 の 三，四枚飛びまし

たのでわかったのです。上からそこをおさえますとプス

ッと穴があいちゃいます。それ以外のと乙ろはピカピカ

で- すがね。とにかく扇状にワ - " / とふくらんで腐ってい

る。

五十嵐 私先程qj しましたアルミが弱いという乙と

は，アルミというものはi ! i I J合高いもんですから，五年いも

のを使うので弱いんです。大体? 古識として 0 . 4 mmから

0 . 6 mm くらいを使っ ている。その程度ではやはり台風

lζ 対して弱いですね。 つまり乙はぜが利かないわけです

ね。だからなんらかのとめる方法を考ーえないとやっぱり

乙わいですね。

広瀬 釘のと乙ろでちぎれてしまっている。

黒川 今度の風の強さはとんでもなく強いですね。神

社あたりの直径 3 尺位の訟の木が全部折れるか倒れる

かしましたね。それから コンクリートの包柱が数本折れ

ていました。それがほとんど同じように地上 5 尺ぐらい

のと乙ろで折れている。

司会 風述はどのくらいでしたか。

黒川 渥美半 ｽｾ￰ の測候所は風速 Ｕ Ｕ m ぐらいになって

いるんです。それとちょっと離れて，伊良湖仰の港湾事

務所がね 7 0 mを心録したと役場から聞いてるんです。

吉田 私のところで調べた千種台のあたりでは，半比j

M: 大 37 m ぐらいですね。瞬間l最大50 mですね。

佐藤 小牧と耐江( 渥美半品) は ) I'.' ':;'¥K強かった。小

牧の風jiliJI は 60 m で乙われているんですよ。

司会 風jili 計というのは瞬間風jili;;1でしょう。乙れは

60 m を乙しますと信用できません。名古屋市内ではI! (l海

の中部屯ノJ でiJll J ったのが 60 mを乙したのはたしかなん

です。しかし 60 何 m だかは，はっきりしない。小牧も

そうですね。室ド台風でも同じことなんです。ソ二日持。! 削指

してしまってわからない。

五十嵐 気象台の発表は，平均j瓜jili 45  mですね。

吉田 新聞にでてたのはそうですね。

五十嵐 後から j也lt の鋭、地ではかったのは 5 8 mでナ。

j也lt のl ドにあるそうです。 11
1 ｾえのは ＶＳ m と11I J きまし

た。そして乙われたそうです。

司会 いずれにしても，相当な台風ですね。

吉田 ちょうどそのときは満i':91l 1与でなかった。それか

ら浦沖91になってきたから . 具合が; 思かったんじゃなし、か

と。

五十嵐 ちょうど入ったのは 21 11寺30 何 分 な ん で す

ｾ ､ｏ＠

黒川 海部世11の南部は，地盤が平均 70 c m { 立沈下して

いるわけです。それで海部郡南部の1毎日. 淀防は数年 IIIj か

ら大改修をしたんです。私の方の蟹江川もコンクリート

、



のパラペットを造って波がえしをつけましたが，その上

を 5 寸- 2 尺オーバーしていたんです。ですから地盤泌

下をしているという実感がほとんどなくってあれだけ高

くなっているから大丈夫だろうと考えて一般に安心して

いたんですね。

司会 主lζ 木造住宅を迎じて，木造のお話をずい分お

伺いしたんですが，木造はとにかく台風構造としては限

度があるわけですね。小学校なんかの被害は相当あった

んでしょうね。

黒川 海部郊では外壁は破損し瓦も天井も飛んで相当

甚大な被害をうけても幅h組が健在ですと，これは大 l政と

か中肢とかであって大出ーとか111訟ということと. i 1t; うので

あって，いわゆる改良復Inの柿助対象にならないんで，

やはり木造として復旧する補助しか民えないんだそうで

す。しかし終戦後の学校の納品[ [ は. がっちりしてきたで

すね。

吉田 学校の被害は非常に少ないですね。やはり前の

経験を生かした学校建築法準が生き ていると思います。

司会 骨組はまあそうすると木造の小i学校程度ではよ

かったという乙と なんですね。

佐藤 僕のと乙ろの前l乙古い師範学校の校舎が残って

い て， 今 市 立工芸学校になっている。 ＳＰ ｾ 作Ｍ以上経た木造

の建物で総 21桁でずっと建っていたのが両はしだけー乙

ま残ってその聞の長い 21.併がスポッと飛んでいる。もと

平家の上に 2 附を建て惜してのせたのだが，それではた

りないというので両はしに更に新しい 2 1秘をつけたんで

すね。それが両はしだけは残ってfl 中だけ飛んだ。

司会 のせたのはいつどろなんですか リ

佐藤 終戦直1変ですね。材料のないときです。とにか

く班周辺りやられてますね。

黒川 木造の小学校の基準は光分でしょうね。

司会 ' r J 組はいいですね。まあ一般構造と 11J
しますか

ビルコンと申しますか，デテイルはまだ行先且とノぜランス

をと ろうとしますと考え なければならぬ点があるわけ な

んですね。

五十嵐 住宅では，今度やられたのは，根本的にやら

れたのではなくて，部分的にやられたのは，やはり水で

波圧というのでしょうか。被の勢いで，例え!i 向水地区

では波の勢いともう一つは流木とでやられてしまった。

乙れらの対策は木造ではでき ないですね。

吉田 流木の問題は，ブロック造りでもだめだと思う

んです。直径 1 mも2 mもあるものがぶつつかっ て きた

らg プロックでも ，コ ンク リート でも危いんではないか

と思います。

司会 鉄筋 コン クリ ートは，たいてい大丈夫ではない

でしょうか。

吉田 どうですかなあ。想像以上の大木ですからね。

五十嵐 地建にまいりまして被圧というものがどうい

う性質のもので，どのくらいの圧力のかかるものかお伺

いいたしましたところ，わからぬということでした。

石崎 今その方の専門の人が放圧 ;;1・を試作しているく

らいですね。その問題はこれからなんですね。

司会 住ちに波圧を考えなくちゃあならないとは大変

なことですね。

永田 流木にやられるとプロック造りでも駄目なよう

ですね。港 lζ 近いある社宅では窓から流木が入 りまして

rt でおどったんですね。ブロック皇室のうち一而はクラッ

クが入ってくずれる寸前でもう一面は完全K プロックが

くずれました。

五十嵐 長さ 30尺，抗径 5 尺もある流木ですからね0

iliJ Jかすだけで大変ですよ。

黒川 流木というものをね. われわれがこ乙で考えて

7J<K 流れて くるものという程度の考えではいけないらし

いですよ。私が聞いた訴から推定しますと，門分の家が

流された。そしてとなりの村のある家に当って，その家

へ飛ぴ乙んでｾＺ Ｚ をあけＮる下伝いをしたそうですからね。

そんな浅い水でー粁の家が流れる乙とはないんです。お

そら く波頭がワアッとおしょせてくる。その先に な って

流れるらしいですね。ですからヒヨロヒヨロと 川を流れ

るような感じでなくて，放の ｊｌｾ と一緒にワッーとおされ

てくるらしいです。

石崎 あの大木が回転しながら流れる乙とがあると聞

いてますけどね。

黒川 とにかく附いからね。なにか; 也大なものがおし

かぶさってくるという! 蕊じらしいですね。

軽 豆Z 構 造

司会 軽品約造の被告はどうでしたか。突き倒された

ような例は Y

佐藤 そういうのはあんまりないと思いますが，軽量

鉄' 丹で C 型というのがありますが，}'i 方 あいている奴

ね。あれを手すりの一番上 lζ 使ったんだが，大失敗，風

が強く吹 t たびに非常lζ I![J るんですね。とても気味が悪

くていられないというんです。

司会 名古屋のテレビ培の下のあたりにいる人はなに

かすどいう なりを聞いたらしいですね。

佐藤 ええ，ああいう台風ゃなんかのときはね，絞ら

れないですよ。

五十嵐 粧品鉄'r1は私. ごつばかり手がけました。調

査してきましたが，一つのブJ は比較的密集地帯なので風

を全面的にうけたとは考えられないので，例 ICならない

と旬、います。葺いてあり上空では 58 m ぐらいの風が吹

いておった乙とはたしかなんですがね。 l 階はピロティ
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と一郎だけコンクリートブロック造りであり上部を住い

としています。入っている人に聞きますと多少動くよう

な感じがしたという乙と，それから木造よりは安心感が

あるという話でした。ただＭｾ風のあたる東側の部屋に

いたのを西側へ移転した程度だそうですが被害は皆無で

した。もう一つの方は非常に風あたりの強い所のある研

究所ですが，乙の場合でも構造的にはなんともありませ

んでした。しかし窓ガラスが非常に大きいので， IJIJ の木

造の家屋が倒域したときの瓦で沢山乙われたんです。中

ケラパ

へ風が入り乙み ，亜鉛鉄板瓦秘主Eきの魁l挺[ 羽のでている

郎分だけが飛びました。それ以外はありませんでした。

工 場 建 築 ・ ビ ル 建 築 の デ テイル

司会 主体構造のお話は乙れくらいにしまして，また

住宅の場合K もお伺いして重複すると恩いますが，工場

建築，あるいはビ J レのデテイルのお訴をお願いします。

工場処築は屋根が金属板かスレートでほとんどlt かれる

と思うんですが， 乙の場合デティノレの工夫なと. なにかお

気づきがございましたら。

佐藤 厚型スレートは見事に飛んでいますね。

山根 あの波型スレートは大波の方が被害が少ないそ

うですね。

佐綴 波型はいいんだけれど，あの厚型で平たいのは

全部飛ばなくても% とか》ぎたいてい棟のととろが駄目で

すね。

五十嵐 やはり鋭、骨造りですと欽母屋にしてフックボ

ルトで締めるという乙とが必要ですね。

司会 フックボルトにしても，木母屋( こ打つあれにし

ても11・通の型ではパンチでと られてしまう。だからもう

少し座を大きくするか，あるいは帯鉄を乙うももにやって

おさえて釘を打つというやり方をしないと乙われるんだ

という乙とをきいていますが。

吉田 全部が全都そういうことではないんですがそう

いう ζ ともありました。パンチでとられたようにフック

ボルトと座金と ， まるくスレートが残っているんです。

ケラ，、g

五十嵐 蛾t ' ，羽なんかですね。

吉田 監なんかでもそうですo ［ＺｬｾＺ ｪｾ でや れ ばやはり強

いんじゃあないかと思います。

五十嵐 スレートがやられているのはむしろ，他のも

のが飛んできてわれたりする被 ［ｉｾＺ の方が大きいですね。

黒 川 それに窓を乙わされて，下からふさ上げられ

る。: 容がやられなければたいして被' 汗がない よ う で

す

五十嵐 大丑的( ( 飛んだということはまずないでしょ

つ。
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広瀬 服足以がひどくやられたのがあります。

五十嵐 コンチニアスとかベンチレ ー ターなどは飛ば

されたのが多いですね。

司会 はずれちゃうんですか。

五十嵐 とりつけが惑いんですね。

石崎 長尺鉄板は，ずい分はがされているようです

ね。

広瀬 はがされないという訴もあるんですね。

司会 まあ短尺だったら一枚ですむところが，ずっと

めくられてしまう乙とがあるかもしれませんね。

五十嵐 めくれかけると早いですね。

黒川 長尺鉄板lι かぎらず，瓦でも厚型スレー トでも

蛾虫古羽と粁先の緊結を充分注恕すればかなり迷うと思い

ますね。

石崎 鶴舞公園の中の毘外の音楽2Eですが，あれは見

事 lζ はがされておりますね。

司会 それは古い建物ですか。

石崎 戦後らしいですよ。

五十嵐 あれは i以後でございます。屋外ステージでし

ょう。あれはずい分はがれていましたね。アルミ板です

か，鉄板ですか。

石崎 アJルルLレ，ミだと

すから。

風 圧 と ガ フ ス

司会 それからいわゆる近代建築の家ですが，地震の

市から非常に批判されているんですが， Jili1.のl百iからはど

うでしょう。ガラス会社では風Jl いくらになるというデ

ーターをだしていますが，実際の風圧というのは，局ml

的 lζ 非常に大きい乙と があるわけですね。大きいガラス

は最大瞬間風速のとき，9 j l 物の入間になっていると乙ろ

の窓などではすどい風圧がかかると思うのです。そうい

う問題もありますし. もう一つはガラス会社で何 m mで

なければならないと思っても実際は金の関係で少し務し

てじまうというような乙ともなきにしもあらずと思うん

ですが，風圧とビ j レのガラス窓についてなにか。

佐藤 港湾組合は焔頭のすぐJ i ij にあるので台風をまと

もにうける。大きい: 容があるがそれは風でわれたんでは

なくて，なにか他の物が飛んできて乙われました。中で

おさえていた人がけがをしたそうです。

司会 ああ，そうですか。ガラスの一番の問題は，メー

カーがだしているガラ スというのは， より大きな風圧に

対して耐えるという ｊｾ で売っているわけです。必大限の

風圧のとき 3 m m厚のガラスの強さは相当大きいんで，

それをそのままあてはめて大丈夫かというと ，大丈夫で



はない。それじゃあもたないわけですね。そ ζ いらが一

番危いと乙ろじゃないかと思うんですが。

佐藤 今の大きな窓はね，ガラス肉体は大丈夫 なんで

すが，サッシが惑いと必ずとわれますね。

山根 : 容ガラス約 180 cm X  180  cmの大きいはめ殺しが

あっ て，その械がもちょっと 巾のせまい上 げ下げ窓です

が，その大きい方がなんともなくて，小さい方の上げ下

げがわれている例があります。結局上げ下げでガタガタ

してたんでしょうが，大きさ以外に取付けとか，形式な

んかで大分違いますね。それから街の大き なピルの窓の

われたのをしらべると，われたガラスは，各階まちまち

で 2 断が一番多かったりしています。乙れは風で乙われ

るのでなくてものが飛んできてわれたのでしょうね。

>i<田 住宅の建具の被害を公団でちょっとしらべまし

たが，風速 45mK 耐え得るという協会， 木製!m具ですと

見込みは，従来の 30 mm， 33 mmでな く，やはり 3 6 mmぐ

らいにして，ガラス厚は3 mmK しないと無 理 じゃあ ない

かと思われます。それから， ガラ ス一枚の大きさは0 .27

m 2 以下がのぞましいので，今後公団ではそういう考え

でやります。

テラスハウスの 21絡に 2 ，3  mmJ立のを使ったのがあり

ますが，まずかったですね。

山根 窓がだんだん大きくなってくる傾向はいろんな

ま型由があるんでしょう が， やはり なにか考えておかない

といけませんね。不安感とかいうのんき な話じゃあ ない

と恩うんです。

司会 前 lζ 神戸で 13号台風のとき，ある建物で聞いた

話ですけど， 入|科のと乙ろの引追いのサッシがスポ ッと

はずれてしまったそうです。

山根 それはスチールサッシですか。

司会 そうです。アンカ ーが惑かったので。デテ イル

はよくわかりませんが。

黒川 今度私もそういう例を聞きました。乙 れはおそ

らくコンク リート の仮枠をおさえすぎてアンカーが充分

コンクリートに定着していなかったんじゃないかと思い

ますね。

石崎 窓枠全体がはずれてい るわけですね。

五十嵐 ビJ レでは，風だけの被害だと何階ぐらいが一

審被害が多いのでしょうか。

山根 それは風だけですか。

五十嵐 風だけで，物が飛んで乙 ない場合です。

永田 あたるのを別にしますとやっぱり上階程多いん

じゃあないですか。

黒川 |笥宮物が前 lζ なし、から ，まともにあたりますし

ね。

吉 田 風だけでわれているのは ，木当に少ないんじゃ

あないですか。物が飛んできたり，戸締りがしにくくゆ

るみやすいためI l . われるんですね。われわれ考えなけれ

ｾ只仲 がはずれ た。 約 ＱＵＰｭ ずれ 込 んで いる 。

プロツヲ逃で 狙Ａ ｊＧｾが 仲と とはずれ たも の

鉄筋 コン9 リート迭でもサッシの取付不備により

窓仲全部飛んでしまった。
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ばいけないんですが，最近のm物は窓が多いですね，操

作が簡単で確実にしまるのがどうしてもほしいわけです

ね。中途半端のパネになってますとガタガタしやすくな

る。! 荻殺しはたしかK 被害が少ないんですが，乙の場合

物が飛んできてわれるわけですね。

山板 やっぱりエアータイ トのしっかりしたものほど

被害が少ないね。

吉田 完全エア ータイトというのは，水も入り乙んで

おりません。その水の問題ではコーキングバテが新しい

ものは相当きいているようですね。それ以外のものは，

m具ーからもるんじゃあなくて， 1m板の下からもってくる

んじゃあないかとjtl います。もう一つは引11縁ですが，火

災に刈しでも当然必2 f ーになるが，バテどぬの押紋よりハ

ーでおさえたもののプJ が，たしかに丈夫だと感じました

ね。

司会 今度の台風は，風も非常に itil か っ た わ け で す

が，要するに高潮により浸水したという乙とが大変なこ

とだったわけです。名古原の南部が広範聞に，また愛知

県の ｚ ， ￯Ｕｒ Ｎ の西の方 ， 更に桑名の方なと・は ， 非常な泣ｾＪ地

です。かといって乙の土地を放棄するわけK も い か な

い。乙れは国家的な計画がなされて，もう大丈夫だとい

うものができるまでは相当の時間のかかる問題じゃあな

いかと思うんです。その間にも私どもは建築をしてゆか

ないといけなL、。というとその低地建築はいかにあるべ

きかという問題になりますが，これにつきなにか感想な

り，ど芯見なりをお聞かせ下さい。住宅の場合，オフィ

スビノレの場合，工場の場合というように別けられると思

うんですけど， !込川さんごぷ見でもございましたらどう

ぞ。

黒川 むろんコンクリート構造にしてピロティ形式に

する。特に42家の場合作業場が必要ですからピロティの

部分を作業場にしてその- ) 511を何単な板間L、程度で仕切

り収納の場にする。

そして府住部分は全部階上としたらどうでしょう。

そ乙で実際には経1' 1 の問題があるわけなんですが，住宅

金融公庫( [ しでも，欽什コンクリ ー トの住宅の融資制当

は極めて少ない ようですね。乙ういった場合，低程i也の

被災地にはコンクリ ート のru築に対する融資を大巾! こWI

すように政治的 lこなんとかしてもらえな t 、かと強く感じ

るわけです。

佐藤 n方の試案があったね。あれは而 ILI い。

黒川 今の住宅の住み方を改善するという乙とが山村

では非常 l己競かしいですからね。ネ1 : 公改汗といいますか
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生活改革: とし、いますかそういう阪本的な問題につながる

んです。 4 r: n を田の字型lζ 造って集会の場になるように

作られているんです。海部1111南部のある部務あたりは，

2 町 3 町作っている訂俗出家が多いんです。また J;!a業の

外に海苔の収入が相当あるんです。ですから乙の団地を

すてて転位するというわけにいかないんで，必ず復旧し

なく てはならなし、。その場合鉄筋コンクリート造りをす

すめてゆくべきじゃあないかと思いますが，むろん高潮

l乙対しては 2 断ぐらいではちょっと不安があるんですが

1句作堤防の近くでなかったらたいてい大丈夫じゃあない

かと思いますね。問題は j :J; mi コンクリートをどうして造

らせるかですね。

司会 合をもっているという将も相当あるわけです

ね。

黒川 あります。 ｾ Ｑ Ｂｩｾ｜Ｑζ 武口の ｺＺ が大きいんです。珍

らしい話なんですが. 被災直後，銀行とか， ifq; 便局は引

11¥が相当多いものとして支払い準j J I / 1 をしたんですが，引

1'1) よりもむしろ預金がふえたそうです。

五十嵐 鍋日] はどうでしたか。

黒川 鍋mも一郊そういうとこがありますが. しか

し・..

司会 鍋田というのは千拓地なんですね。

黒川 いえ干拓は鍋田の一郎なんです。千桁は随分気

の毒な人が多いですからね。大半が死亡し家等全郎副] 診

もないそうです。

佐藤 鉄筋コンクリート案はいいですよ。

黒川 ただね，7 ] < 没してしまって，大I波抗したあの家

へ知らなくちゃならないが. しかし新築しでも来年がま

た危L、からできないという非常な不安と絶望の状態 lζ あ

るときに，そういった案を打，' 1 ' ，してやれば，一つの希型

になってそれを会ーにもってあの民地に帰れるんじゃない

かと足! _ I ，、ましてね。あの試案をだしたんです。

佐萩 . つでも三つでもできるとみながついてくる。

なにもないと乙ろへ「お liij ゃれ」ったってなかなか. " 0  

今黒川さんがいわれたように木造で突に立派な家を建て

ていますね。それが卜引がいくつもあるというような大

きな50珂ι 位な平家です。あれをコンクリートの小さなも

のに変えるとし刊、んです。そこまでゆくにはまだまだ時

間がかかるように思いますね。

黒川 それはね 2 結局住宅の改s: は生活の改汽から下

をつけなくちゃならない。金をかけて座敷を造り集会の

坊に使う， Ｊ［ｪｾは奥の方は住まないんです。そういう不

合裂な乙とを例えば戦災で:?'I，I;}ミの! 烹画整)111ができたよ

うに ζ の際欽筋コンクリート案を打ちだしてね。もう少

し飛躍すれば民業の合理化，協同化までもっていってし

まったらという乙とですが，それをその村の指辺的立場

の人 lζ 話ーしたんです，そうしたらそれはとっても大変で

できないというんです。山道を整理して大きな道路を造



ろうと考一えているんだが，それがせい一杯だというんで

すよ。

司会 しかし金持はどうせ建てるでしょうから，鉄筋

コンクリートで型を示して，生活改普というと乙ろまで

ふんぎる人がでてくると非常にいいんですがね。

黒川 私の試集が中古ｾＩ口木新聞にのって Ｔ 人位相談に

きたんですが。それが極めて小さな避難用のコンクリ ー

ト部屋が作りたいとかね。そんな乙とを相談にくるんで

すよ。あんな田舎へでかけて設2十字f理していたら社会奉

仕以上の問題になるでしょう。ですから規格化して A 案

B 案位としてその規絡にあうものだけは差しあげま しよ

うと。

五十嵐 そういう請がでましたね。乙 の閲 .... 。

黒川 差し上げましょうと思うんです。設計をね。

石崎 鉄筋コンク リー卜 にするという乙とは経済的な

問題ではないんですから ，啓蒙辺事1;をしな くてはいけま

せんね。

黒川 大い ICやらないといけませんね。

石崎 どうやって啓'去していくかという乙とですね。

黒川 ζ の際木当 lζ 融資問題を考えても らはわなくて

はできませんね。

森田 資金面のお話がでましたが，低湿地κmてます

のに ，例えば道部盤高を上げてもらわないと悪排水が処

理できないですね。それと特殊基艇に大き な金がかか り

ますし，かさあげしようとしてもなかなかついて乙 ない

鉄筋でやったら水洗便所にしようじゃあ ないか，そした

らどこまで汚水釧 71<1' 1'をもっていくんか，適当な放流先

がないなどなかなか問題がどざいますね。

五十嵐 私たち侭湿地建築について多少考えた乙とが

あるんですが，吉田さんから一つ。

吉田 その問題よ りも，先程ちょっとでたんですが，

娃築家協会で今度の災害のデータを集めて， 展示したと

いう内界で どざいますね。一般の民家というものが風水

害をどう l 、うふうにして防いで きたかを，紀伊半白の方

の民家とか，乙ちらの輪中とか，7 ] < 屋とかの例をあげて

示し，今度の被害にあった建物，屋根，構造， ｾ主 ， それ

から敷地の選定に対する調査研究を 3 人のグループでや

ったんです。そして結びとして，今後はその低湿地に対

しては乙ういうふうにしたらというような試案を作って

だしたわけ なんです。それから今，五十嵐さんのいわれ

た案なんですが，それでまとまっているかどうかわかり

ませんが，)1順|似瓜を迫つ て屋屋，松とか空暖Eから少しど説砂明j したら

なlに乙か参ヨ考S-Iにζ なるんじや なしい、かと

一つ尽昆; 根からやつて下さい。

広瀬 木造の建物では屋根主主材が瓦と金属板とスレー

トがあ るわけですが，まあ大き くいって瓦は大なり小な

りやられて完全無欠というのは非常に少ない。金属板は

めくられると述鎖的にやられるが，めくられなければ完

風によ る砂i M 飢餓だけのプロツ世塀の倒駿

風によるｾ￭Ａｽ Ｚ 木凶 川 附近 の 配電鉄塔 の 倒ｬＱ ｩ

凪による怯Ｇ［Ａｊ Ｚｔ 宇中の足代 ｪｬｩｩ 仲のｾＺ［ＡＱ
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全なのが半数以上あるわけです。スレートでは大波の方

がデップスが大きいですから，住宅でも大波で葺いたの

は一つも被害をうけていない。工場はもちろん大波でよ

かったんでーすが。それと被害の状態は瓦のけらばです

ね。東側の棟，棟瓦が一番ひどいですね。乙とにがんぶ

りのしっかりしていないのはほとんどや られています。

それから判端もむろんやられていますね。それから風の

反対の方の吸引の平瓦が全部飛ばさ れている。ちょうど

安全なのは風向側の平瓦だけという乙とになりますね。

一応ね。後は土の問題などさきほと‘ いわれたとおりで

す。乙れは被害が少なかった ようです。 30，31番はちょ

っと危いですね。けらばの水切のととろの前込みの施工

の惑いのは大分はがされている ようで したね。

アルミ板もさきほ ど話にでましたが，うすいやつは飛ば

され，紙みたいにくしゃくしゃ K なっています。亜鉛釘

からひきちぎられてね。それから瓦棒は釘が短かくてピ

ッチの粗いのは飛ばされていますね。 l!r干の出が大き く穫

のでているのは具合が惑い。装か ら板が打って あ っ た

り，一枚の板になっているのでやら れたのはほとんどな

い。やはり軒をだすんだったら ，そういうととは必要だ

と思います。それと換気孔のべらぼうに多いのはちょ っ

と危いと思います。それから構造の問題ですけど，桁と

極との結合は，絶対IC しっかりやっておかな くてはいけ

ない。粁をだす以上は。

五十嵐 極のサ イズの問題もあるね。

司会 折れているのもありますか ?

五十嵐 寸五角くらいので，折れたのもありますね。

山根 あれは風圧で折れたというよりはなんか乙う ・・・

広瀬 それとあの般の継ぎ手ね。あれは段IC継がない

で，そいで継いでほしいですね。

司会 いろんな実験はやられてるんですか，そういう

資料を集めておけばいいわけですね。 みなさんの自のと

どきやすいと乙ろへですね。

広瀬 それはお願いしたいと思うんです。葺いてある

屋根については大体以上申し上げたようなもんですが，

。辛口: パヒ挙格式会社
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今度は壁について，五一卜J; i i ¥さんお願いします。

五十嵐 大体今まで申し上げてありますので，結論み

たいなことなんですが，大体土壁のr. . t 墜については台風

の被害よりも水の被害が多かったという乙とで ，J)<.fC.対

する対策の方が考え方としては強かったわけです。大l 1 i

式のものについては，外装が大壁式で，板張りとモノレタ

J レ塗りのものがほとんど被害がないんじゃあないかと思

います。J . ' ] ; l 1 i のものは風と雨だけでも相当50.96以上被害

をうけ ていると思います。委壁なども大墜にすべきだと

思っ て います。それから粁のすぐ下 ｉｃＮｾ よけ庇がありま

して，そ乙 は雨が実際にはかからないので，案外被害が

なかろう かと思っ ていたと乙ろが吹 きだま りの関係で軍事

よけ庇と木j庇の間の小監が相当大きくやられています

ね。それから住宅等の化粧庇は ，縁側その他被害は非常

に多いですね。特lζ ひどいのは二重庇になっていなく

て，簡単に極がけ から 極をおろしたものは相当やられて

いるんじゃないかと思います。 TJ の方法で二重にして天

秤かけ てあるものは割合に強いですね。それから外装で

はめ板が張ってあったんですが完全に飛ばされたのがあ

ります。大体見たと乙ろは間柱間隔が速いんですね。

吉田 結局 4 尺5 寸に一本入れたってことですね。

五十嵐 それと) J 1 f i ! 縁の距離にもよると思います。

広瀬 真監の場合に多いですね。

吉田 ) J 同縁と板というのは完全についているん で す

ね。と ζ ろが! 悶縁をとめる相手の柱の間隔が大きいです

から) J 同縁傍みんなとんでしまっているんですね。しかも

風が吹きつけている方向でとれているのがありました。

結局その竪張が、本来なら合じゃくりとか本ざねになっ

ているものがその中に入った風で外κ 押し H-'I される。 戸

袋のl総聞に風が入ると一間ぐらい外ヘボンと飛んでしま

っている。

司会 戸袋がですか ?

吉田 え h 戸袋が飛んでいるというのは非常ーに多か

ったですね。

黒川 私の聞いたのは ，戸袋がとんでその哀の壁から

真先l乙やられてしまったんですね。 ζ ういうのを随分間

モ ダ ン で す

火; に雰囲気を つ け る

各色透明、 半 透 明 の

フ。ラ ス チ y ク ス の

ナ ミ イ タ

( カ タ ロ グ1m里 )
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吉田 水害が主でしたので，そうかといってそんな低

い所に住宅を建てるなという訳にはいかないんですよ。

今後名古屋の南の方はどんな風に対処して作るべきかと

いうようなことでやったんですがー今の日木の経済状況

からいっても，おそらく 出来る乙とでもないし，結局最

終的に公共建築だけでも避難出来る建物を作ってくれと

いう乙とが一番だと思うんです。あの時に 11:' ，した案とい

いますのは，まず堤防だけは確実なのを して も ら い た

い。少々低くてもですね，乙われないものを作っ てもら

うという前提で，建物はどうしてもピロティ式というの

が考えられるんですね。

それとまあ木造建築というものはやは りあ る程度水が

入るという乙とを覚悟して，低湿地帯 lζ ，普通は公園の

よう な状態にして，もし入 った水はそ乙にたまるという

ように，たまる池を作ろうじゃあなし、かと，堤防の｝ｾＨｃ

一応堤防づたいK 低い公閣を作る。それがまあ一般の地

面より 2 - ' 3 m 低くする。波庄の状態を考慮しまして一

応入った水をそ乙にためようという乙とが第一段階でし

て，つぎに第二段階として住宅団地の中でまた一段と低

い公図を作っ てそれ以上入 った水はそ乙に溜めて，それ

からポンプアップするよう な案を作っ た訳ですね。

五十嵐 建設省へいって話を聞きますとね，絶対作れ

ないそうです。高潮までに対する堤防は ・… ・

黒川 堤防が破壊しなければ，あんなに迄の災害には

ならなかったでしょう。今度の場合津島市まで浸水する

というような乙とは一一ー内陸と海とが一つになった訳で

すね。

五十嵐 湾港施設の問題とか，いろんなものがからん

できてそれで作れないそうですね。

司会 全部上げなきゃならないんですね。いろんな物

を。

五十嵐 そうでございますね。だから堤防だりや って

も何にもならないらしいんですよ。

黒川 13号台風の時にその欠陥がでましてね，オ ーバ

したために哀が潰滅してゆく . それで上面も内而もコン

そんな低地建築の場合… ・… 。司会いているんです。それから小壁ね，小郷主主が十分l i ' なく

柱K 彫込みもしないで適当にやってしまっている。だか

ら乙 h が一番号5いと乙ろなんですね。

五十嵐 特に今囲気がついた乙とは，壁1 ' 1 が最近のち

のは非常 IC速くて，五ッ通り位いれるのが常識というと

乙ろですが，実際をみますと 3 本位しか入っていないと

いう状態ですからね。最近の建物は相当それが影響して

いるんじゃあないかと思いますね。それから ｾＱ ｃ｛ｬ ｦＱ 随し

て，雨戸は一枚一枚のジョイン 卜は印飽じゃくりを必ず

やるとと，それから上桟絡し桟ですが，そういうものを

してあるのははずれてないのが多いですね。それから欄

聞が割合L、かれていたね。

司会 縁側のですか。

五十嵐 そうです。あれは雨戸が入っ ていないでしょ

う。 依込になっ てて それが吹きつけの方向によっ て上

に上げられるという乙とが考えられます。だから，的単

K.i 拡だけで落込みにしないでちょっと留め金具かなんか

を考えなくちゃあならないということを再認識しました

ね。その他で低i也の計画については吉田さんからお訴が

あります。

吉田 敷地の選定などというのは大袈裟なんですが，

普通建物を建てる時，特lζ 高台 K. 建てる場合は吹き 上げ

に対する考慮をしなくてはいけない。

基礎と土台との連結あるいは土台と柱の述結という問

題になるわけです。高台 ｬζｾ てる場合はあまりス Ｗ ート

ばかり考えていられない訳です。それに ，丘と丘の聞に

ある割合に風の当らない家l乙窓外κ 被 害 が あ る の で す

ね。それは瓦棒が葺いてあった家なんですけど，屋根が

全部とられているというのがあるんです。乙れは明らか

に浮き上がりの状態になっているんですね。それともう

一つは雨の問題に影響しているんですが，名古屋の丘陵

地帯は ，tf，!Hζ 粘土混りの砂手IJ というか洗れ易い地質です

ね。そのために基礎が表われて基{ 泌がと、すんとおちてい

るね。そういう場合には基礎の他にもう一つ洗われない

ような防訟をするものを造らなきゃいかんのではない か

と，そんな ζ とです。

建築思待孟手広し-f 〈GDA.L)

山1 . . 1 園田ツク
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クリ ート で包むように出来てい ましたが，それも 出来て

なかった所が多かったんですね。

五十嵐 そうらしいですね。

黒川 私の近くでもそうしたわけでパラペットのきわ

まで土がなくなってしまいまして，もう l 分も すればパ

ラペットが倒域してしまったでしょうね。

塚本 あの低地帯の住宅というのは ，1出家が多いでし

ょう。結局先程もお話』ζ 出たと思うんですがね。道路を

上げ，それに沿ってそう いう宅地を作ってゆくとい うζ

とがまず第ーだと思うんです。今その防波堤の問題もあ

るんですが， おそらく予算が出るだけしか高さは作れな

い訳で すからね ，そうして みる と結局道路を高くして j足

場はそのま〉低くしてゆく方が良いと思うんです。7 l < が

出た時，舟でしか交通しないという乙とは，伊! と いって

も不便ですから。 しかしピロティの家は別の芯味で，つ

まり 一階を作業場とか物置とか集会とかの意味では大変

よい乙とと思います。

黒川 土地を全部高 くするという乙とはと ても 不可能

ですね。しかし都市な どは ，国家または市で資金を，IHし

て地継を高 くするつ もりになって，大きい一区準IJ づつの

上iこ新しいピロッテ式の地微を作っ て提供するという乙

とはどうでしょうね。

吉 田 補助がほしいですね。

司会 台を作ってやる訳ですね。

黒川 下が子供の並立園地であり，自動車置場である

司会 ピロティ IC金融公庫で金を出すという乙とで

すか。

塚本 出しても らえるよう な気がしますね。

吉田 話が変りますが，十J，iILがなか ったら随分被害が

少なかったんじゃ あないでしょう か。

司会 切っちゃったんですか，包源を。

佐藤 あの時，中部電力の配電がね . 台風の一目前の

25日の夕方 174 万 6 ，000 K W  I l . l ているんです。乙れは

もう中部電力で今までの最高の l_l i 力なんです。それが台

風がすんだばっかりの時，すなわち27日の午前 1 時の配

座 談 会 風 景
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電が{韮か 1 万 K WIζ 減ったといいます。実 lζ 珍らしい

乙とだ， ζ れだけでもえらい風であったという乙とが想

像つくだろうと思うんですがね。

司会 関西でも切りましたがね。

佐藤 危くてやれないというんだ。総が皆切れてしま

って。

五十嵐 われわれがい h たいのは，そんな乙とに なる

迄の要する に配線の方法を考える べきだというんです。

例えばポンプ場などは架線に頼 らないケーフソレ配線で- 安

全範囲の方法を考えるべきであるというととなんです

よ。

司会 幹線がいかれてますからね。

五十嵐 それとジェ ネレーターの問題ですね。そうい

ったような ζ ともやはり総合的に考えてもらわねばいけ

ない問題ですね。

塚本 道路だけつけるとか，ケーフツレで送っ てね。 普

通のビノレでも階段室だ・j llj ] るくしようとヂ ーゼJ レを付け

てますが，それと同じに道路だけつける ζ とにしたら非

常lζ 安心すると思うんです。その位の電力だったら保安

電力が送れるような気がしますね。

吉田 汚い話なんですが，ア パートで一番困った乙と

は水がな くなるという乙とも確かなんですが，水洗便所

が使えなくなる乙と ですね。乙れがやっぱり随分影響し

ました。

黒 川 その間どうされました ?

吉田 幸い私のと乙ろはその日風呂があったもので，

その湯を小間使いしたんです。またああなると無線装置

というものが欲しいですね。それと井j が一番切実な欲求

だったと恩うんですがね。

五十嵐 大阪はそういう設備はい〉んだそうですねo

ｦ ｴｊ な どが Ｒ ＰＰ 般 とか ｉｬ ｬｾＧ 時 用意しであるそうですね。

黒 川 荘、の心配しますのは今度はまた皮肉にも地震が

来るん じゃあないかと思うんです。

石崎 それを考えるとやはり鉄筋コンクリートにすべ

きです。

吉 田 工場などの被害はむしろ機械なんかがつかった

座 談 会 風 録



というような被害の方が大きいですね。後はもう乙われ

るような建物が乙われているという乙とですね。やはり

ｾ築家が ｔ がけたのは被害がないのです。一般家屋は下

がけたものが少ないんです。

塚本 公卜)1の被害が一番少ないと 1mいているんですり

ど … … 。

7R回 1111自はガラス程度で主体の方は殆んどありませ

ん。

ム ー ブ メ ン ト を 起 せ

司会 建築家協会で被害の段級を展示されたんです

が，支部展として場合によっては大阪に持ってきていた

ずく乙とも ..…・・ 0 ・どうですか Y

五十嵐 一つわれわれからお願いがあるんです。堤防

も乙 h 何年聞か実際信用にならないと思うんです。予算

か何か聞 くと乙ろ lζ よると要求の始ぐらいなんですね。

そんな乙とでは実際不安だと思うんです。そ乙でそうい

う危険地域は . ある一定の規準を設11ると同l申 ζ それの

資金的哀付けというものを建築協会や学会やすべての団

体で協力的 (cfffi 進すべきですね。乙れがわれわれに諜せ

られた問巡jでなかろうかと思うんです。

司会 巡illJ Jをお乙しますか，まあどれだけ効果がある

か問題でしょうが，そういう乙とはすべきですね。 ムー

ヴメントの 111 : 話役でも処築協会がなさいますか。

五十嵐 ただそういう場合lζ 法規だヴ作っ て制限だり

で資金の衷付けをしない場合が多いんじゃないですか，

今までは，だから特lζ 名古屋市南郎の，災害にやられた

という住宅は一番程度の低いところなんですから，資金

的哀付がない限り実行は全然不可能ですね。

司会 鉄筋にして， ピロテイ』にこ対して企，古似古似飢 ｾｈ ｉ柿 ｬ市日 ｴ邸助 ｈ功 ｪ あるい

は上のブi はf刊j

塚本 j地也悠を旋提- 似供a するという対考5え1方ガJ/0もい〉ですね。

黒川 i j ¥設行から，各地方庁へむけて紅険地域を指定

せよという通知が来ているそうですが，ああいうものを

建 築 材 料 の 選 び 方 使 い 方 の 専 門 誌
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B 5 ￥150〒1
1
<

全国管応で発売

本 社 東 京 剖i文京区小石川町 1- 1 電話⑧Z739

支社大阪市西区西長掲1- 5 四 Y 繍ピル電話@92ω

作られて民家が主1 l 築不可能になってしまうとむしろ大変

な問題になると思うんですよ。乙の地帯はコンクリート

でなければな らないなんていわれたら大変ですね。 公共

建築物に限りとか，それに対しては補助をどうするとが

具体的に住民が実行し得るような対策をやってもらわな

いとね. た V 作れ，乙うi J i l) 限するというのでは大変なと

とだと思うんですよ。

塚本 先のお話によると住宅金融公庫では鉄筋コンク

リートが10件lζ 1件ぐらいの割合になりますが，比率を

かえるだけでもよいんじゃあ ないですか。

石崎 もう少し金融公庫が，アポイントして作ってい

くというよう な乙とは出来ないものですかね。 抽選とか

何とかでなし lζ ね。

吉田 名古屋の場合案外申込が少いんじゃあないです

か。

佐藤 I面倒 くさくて大抵いゃん なってしまう。

示田 災害がもし東京にあったりしたら大変ですね。

都民が黙っていないと思います。

黒川 いずれにしても今度の場合は東京のように政治

の中心地でないから冷たいんじゃあないですかリ m京だ

ったら恐らく住宅公団でも金融公庫でもきっと思い切っ

た融資の増加を政府も考えたんだろうと思われますけれ

ども 一-。

永田 耐火構造で建てるべきでしょうな。耐火処築促

進法を一渉進めて耐火建築法でも広く打ち出すと鉄筋コ

ンクリート造の単価というものはもう少し現在の木造に

近づき， ＱＺｾ休 ＺＱＱ Ｑ Ｉ も追いついて くるだろうと考えられま

すね。

黒川 政府 lζ 頼ってますけどね，災害放助法では一日

50円でした か， 751'J でしたかをくれるだけですからね。

乙ういう不安な状態ではまるで政治が行われていないよ

うですね。

司会 結局政治の問j泊ですね。天災というのは来るの

は来るんですか ら，まあ最後は政治の問j泊という乙とに

なりますか。

塚本 予定の 11与問も まい りました。なお話題はっきぬ

と思いますが，乙の辺で座談会を終ります。どうも有難

うa どざいました。
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|理 事 会 |

12日 1 1時半ー 2 時 於 大阪建設会館

出席者尾崎会長，東畑副会長外 10理事回辺監事

山内兵庫支部長

議 事 ( 1  ) 学会賞候補推関の件

( 2 ) 昭和35年度名簿発行κ 関する件

( 3 ) その他

( イ) i 建築年鑑J (( 会誌よ りの転載承認の件

( ロ) 大阪府より地質調査資料の提供を受ける

件

( ハ) 住宅委員会のテレビ放送に関する件

( 4 ) 入退会者承認の件

( 5 ) 報告事項

| 近 代 建 築 調 査 委 員会 1

21 日 3 時半- 6 時半於会館集会室

出席者滝沢委員長外 12委員

正月号発表の泉布観についてな見を交換し，発表形式

lζ 関して再検討した。なお，引き続き発表予定の建築κ

関して各担当者から説明並lζ 報告があった後，発表形式

や地方のものの調査方法などに関して意見の交換を行な

った。

| 事 業 委 員 会 |

22日 6 11寺一 7 時於長岡天神錦水干

出席者岩崎岡本正副委員長外 8 委員

議 事 ( 1)  2 月の事業企画について

(  1  月 分 )

( 2 )  3 月の事業企画について

( 3 )  4 月の事業企聞について

(  4  ) 報告事項

幹 事 会

23日 1時一 3 1侍 於会館談話室

出 席 者 塚 本委員長外 6 幹事

5 月「建設工事の海外進出特集J 号の企画謀議

委 員 会

23日 3 時- 5 1時於会館会議室

議 事 ( 1)  2 月- 4 月号経過報告

( 2 )  5 月「建設工事の海外進出特集」号企画

( 3 ) 公営住宅の総決算特集号κ ついて

( 4 ) 次期委員長に関する件

| 災 害 委 員 会 |

小委員会 (鉄骨構造計算講習会)

27日 3 1時半- 4 1時 於会館会議室

出席者馬場，椋代，小泉各委員

講習会開催lζ 関する各県建築士会よりの回答を検討し

て、本年度は名古屋及び岡山市の 2 ケ所開催に止め，他

は 4 月以降K 改めて企画を立てる乙とにした。

委 員 会

27日 4 11寺- 6 11寺於会館会議室

出席者越問委員長外 8 委員

宇部スレート工業株式会社

J ぬ 周 米 国 弐

r 輔元み

本 社 ・宇 都 大阪営業所 ・大阪市旭区大宮町一丁目103

ｴｬ ｜ ｾ 所 ・ 名 古屋 ・ 新居 浜 ・ 岡 山・広 島 ・ 下 伝 ・ 小 倉・福岡
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議 事 ( 1  ) 鉄' 白構造計算講習会iζ 関する件

( 2  ) 資料小委員会の資料整備に関する件

| 住 宅 委 員 会 |

28日 3 1時- 5 時 於 会 館 会 議 室

出席者商品委員長外 8 委員

議 事 ( 1  ) スライド「家ができるまでJ K. 関する件

( 2  ) 公営住宅 iζ 関する臨時委員会の委員推煎l乙

関する件

( 3 ) ステンレス製流し台専門委員会に関する報

&.  

口

Ｈ Ｔ Ｉ 国際 住 宅会議の参加方 ｉ Ｎ ｾ 越 ｋ つ いて

( 5 ) テレビ放送企画に関する件

| 教 育 委 員 会 |

小委員会 ( 空調講習会)

11 日 3 時一 4 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 奥島委員長，中原主査

講習会の実施企画について審議

小委員会 ( 図集レイアウト )

21 日 5 時半- 9 時 於 会 館 会 議 室

出席者佐久間， 平尾，山本" 山本各委口

26日 51時半- 9 1時 於 会 館 会 議 室

出席者佐久間，平尾，山本( 純) 各委員

工高生コンクーノレ入選作図集のレイアウ トの実施

空調講習会講師打合会

27日 1 時半- 3 1時 於会館会議室

出 席 者 奥 島 委 員長 中原主査

講 師 前 田 三 村 吉川 田本各氏

小委員会案に基いて実胞につき打合せ

鉄筋コンクリー卜施工指針打合会

28日 3 1時一 51時半 於会館会議室

出 席 者 奥 島 委 員長外 6 氏

改訂版の項目 ，執筆者，工程な どに ついて協議

| 出 版 委 員 会 |

分科会 ( 内壁の仕上)

20臼 5 時一 5 1時 半 於 会 館 会 議 室

各委員分但項目の内で他の委員のものと関連するも の

についてさら κ 調整を行なった。

| 建 材 委 員 会 |

分 科 会

20日 6 1時一 7 時 半 於 会 館 会 議 室

出席者 竹内，北山， 布施各委員

ミラコート ，ダイヤセム . ダイ ヤアJ レテックス，ダイ

ヤローレルについて審査

合同新年交礼会

4日 1 時- 2 1侍 於 大 阪 建 設 会 館

恒例の 6 会共催の合同新年交礼会を大阪建設業協会の

当番でIJIJ 俄. 出席者 280 名

若い会員の集い

11 日 6 時一 81時 於北極星

新;凶作協会員の建築画家小松益菩: 氏を招いて「欧州の

建築と美術」 のお話しを聴き ，新春の懇親会を開催。

出席者40名

新年午餐会

12日 正午ー 1 1時半 於大阪建設会館

恒例により昨秋国家褒主主を受彩された 4 氏を招待して

開催。会食後池田富彦氏より欧州視察の所感を聴く。出

席者50名

。11 111111 111111111 111 11 11111 111111111111 11111111 111 11 11 11111111111 1111 1111 I1111111111 1111111 111111 11 11111111111 11 1

編 集 後 記

今 ＱｾＱ は ， 計画研究者と災際の設計者との締わたしに m点において，

「アンケート」を組んでみた。 建築計画といっても ， それぞれの部門の

原論を専攻している研究者が， それがどのように笑際K 活かされている

のか，また活かきれてい〈のか， を反省してみる乙とも必涙fごし ， JI! 11: 

逆11: ， 館一線で活雌きれている設計者が， いわゆる計画監l輪なり ，研究

者の研究成以をどのように採り入れているか， また ， それらに対してど

のような注文があるのだろうか といった ζ とを ζ の際， 考えてみ

る ｅ とも必裂だという 観 点かｾ ， 名古屋以西の適当なる方 々11: ， rアン

ケート」をお願いしてみたものである。 もちろん， その回答が以上のよ

うな点にどれだけふれられているか， 今回の回答だけでは伺 ともいえな

いが，ひとつの問周提起になれば幸いであ る。

自己の1' 1; 品との結びつきにおい，-r: ， r建築計画」 をどのようにお考え

11 : なられているかを， はじめ，村野藤吾氏， きら 11:谷口吉郎氏11:JL{楠依

頼したがc . れは両方とも実現できなかった。

大阪に総合デザイナー協会がある。 そのi I ! 築部門で主 IIUされた古阪 ・

足立対談「デザイ ンの ｬ 也 り ｦｾｊ をのせた。

伊勢湾台風 11 : ついての座談会は ， 現地K いって闘いたものだが， はじ

ゅ2 月号に掲械の予定がおく れて本号I l : t. よってしまった。 乙ζ から 何 ら

かの教訓lをえる E とができれば宰いに思っている。

作品作風聞にはとく に 「コ，. ，レフヲラブハウスJ の作品を あつめてみ た。

乙れ 色名古屋以西氏限って 代 返 的 と思う色の 10 点ばかりを選定した。

ー以上と1晶1J いた Tごいた Jj 々に厚〈感謝巾しあげます。

1111 1111 1111111111111111111 111 11 11111 1111111 1111111 1111 111111 11111111111 111111 1111 11111 11 1111 11 11111 111 111111111 11 1  
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社団法人 日 本 建 材 協

. b.  

Z コZ 月 会 報

会 合 と 事 業

理事会 8 日 4 - 7時 於i清交社

青木副会長，金光理事長以下 10 名山席。諸報告後，

35年度定時総会開催準備。 10周年記念事業準備。岡山

県並兵庫建築展後援共催。入退会詮衡等協議。

新年会 13 日 Ｔ Ｑ 時 ｾ Ｘ Ｑ 時於米山隊 ｬ

青木副会長以下 120 名出席。甑沢産経，大阪新聞最高

顧問の35年度政治，経済の見通しにつき講演後懇親晩

餐会をなし，池田直彦，若木，高杉諸氏のテープルス

ピーチ並村石間l理事長の手品の余興あり踏会初Hζ 終了

した。

特別委員会 23 U  ＱＱ ＱＱ 寺 ｾＱ Ｒ Ｑ 時於口本建材会館

背木副会長，金光，笠原、正面Ij l ' J l 事長外 3 名/J ' ，J乱 35年

度役員の候補につき協議。

記念事業委員会 23 日 ＱＲ 時 ｾ Ｒ Ｑ 時於日本ｾ材 会館

干!J 木副会長，金光! l . J l 1i長，室谷委凸長外 5 名山民'; ，10 

周年記念事業につき種々協議した。

日 誌

4日 Ｑ 時 ｾ Ｒ Ｑ 時於大阪建設会館在阪建築六協会共

催の新年交礼会開催本会よりも多数山席。

23日 午 後 原 則 的 Lly，t必築士会 副会l正，>>:tl 岡山県A112高

諜指導議査係長来会。天満屋建築後媛と出品lι っき依

1  

頼。

27日 二葉屋主主 ｾｩｬｬ 工業 ｋｋ 社長若林氏渡欧のため ＱＲ 時

30分大阪駅発ハ トlζ て上京，< ¥I l : 光，村石正副理事 長外

見送り。

4

2

 

員 動 勢

ネ 土 屋 新 改 築

河津装飾 K K  ( 社長河1主主: 之助氏北区掌烏上 1)

東洋洋瓦 K K  ( 社長青木友一氏天王寺区大道 3) で

は社屋を改築した。

K  K平用タイル ( 社長平田伊三郎氏 凶 区 阿 波 l酌 IJ

1  ) では第一期工事( 倉庫) 完了。

高分子化学工業 K K  ( 社長奥田半氏北区空心町 1)

では社屋を前記住所に新築' . . ，た。

社 名 変 更

林ベニヤ商会は林ベニヤ産業 K K'乙変更。

電話番号変更

ui ! I E 樹脂工業 K K は@ 43951Jj: f¥: ぷl己変.!:s: o

福岡分室建築資材展示場電話変更

福 岡 ① 1 2  5  9  1Jj: 

1  J-J  27 口より 上記の通り包話番号が変災致しまし

た。首 ＱＱＱ 高合の 上 中 Ｑ ＱＱ 々Ｍｴ ｾＧ￭Ｇ総の ｪ ぷぷ湯として御手 ｉｪ月｝下 さ

いますようお闘い 11. 1 し上げます。

⑨ 

本 部 所 在 大阪市東区北浜 3丁 目 近畿建築会館 電 話@9908

第 1 会 場 向 上 会館 内 電話@7172

日 本 建 材 会 館 大 阪 市 西 区 京 町 橋 電 停 前 電 話13) 5590

第 2 会 場 向 上 会館内 電話⑬5092

福 岡 分 室 博 多 駅 前 通 松 下 ピ ル 横 入 電話①1259
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⑧ 

の 利 点 を 持 つ 竹 製 カ ー テ ン /

カタログ贈呈

稼 式 会 社 ラ イ ト 製 作 所

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 3 T E L  @ 代 1751- 4

東 京 ・横 浜 ・ 和 歌 山 ・ 広 砧

ヌカイライト・ベンチレーター

ヌチー JI，サ・ν シュ・ドアー田中式

スチールシャ・νター・オペレーター

何回中工業株式会世大阪出張所
大 阪 出 張 所 兵 庫 県 尼 崎 市 南 竹 谷 町 2 - 8 9 T E L 大 阪 ( 48) 0545 

Ｓ Ｍ ｾ＠ T E L 川 崎 @ 4540

三 ; t，東 7 - 4 T E L 札 制 ③ 0515

民 崎 代 頭 目1 品 崎 叫 長 崎 市 響 町 11 ・関 西 工 韓 併 i ) T E L 品 崎 ② 6046

臓 試

倉 i l

大阪市北区真砂町 5 番地

商 庖

電話大阪 (34)207- 8・4836- 7



一一特命又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一 一

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業-株 式 会 社

大 阪 支 庖

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

工施計設

大阪市北区堂島船大工町五三番地( 毎日大阪会館内)

i 話 大 阪 @ 局 8 3 5  6  ( 代表)

東京都中央区日本編兜町三丁目 二四番地

東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 番 地

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

社

庖

場

本

支

エ

大阪市北区中ノ島 3 丁目 3 番地( 朝日ピノレ 8 階)

話 大 阪 @ 7 6 4 1 (大 代 )

東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番地
キ土本

A

E

A一
品

株式

会社

設 計 施 工

盟 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

水 ・衛

房 ・換

排

冷

給

暖

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

腐 大阪市西区江戸掘南通一丁目三七番地

電 話 大 阪 @ 代 表 5231 ・8231 1寄

東 京 ・名 古 屋

京都 ・神戸 p 岡山 ・高松 ・広島 ・福岡

熊本 ・札幌 ・仙台 ・新潟 ・金沢 ・福井

本

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪@7575(代表)

京都市東山区大和大路大仏前 ・電話京都⑤4945( 代表)

神戸市生田区下山手通六ノー ・電話神戸④5892

庸口城代表取締役

庖

所

支

出強

履 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

病 院 諸 機 械 ・ 給 排 水 ・ 衛 生

斎 藤 省 三 商 庖

東 京 駅 前 丸 ピ ノレ 6 階 6 7 6 区

電 話 東 京 (201) 3761 ・3762・3763・3764

大阪市西区土佐煽通大同ヒソレ714号

電 話 大 阪 @1 5 6 8 ・1569 ・2594

札 幌 ・北 四 ・西 四 ( 札 幌 駅 前 )

電 話 札 幌 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 ③ 4 6 6 1

名 古 屋 市 中 区 南 大 津 通 一 丁 目 千 代

田ピル522号 沿 話 中 局 @1  7  6 6  

創 業

大正二年

広

株式

会社

東 京

水道 ・衛生 ・暖冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式 J レーフドレイン製造販売

(旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区)1民鹿町通一丁目四四番地

電話大阪⑧代表4496- 8 ・4.993- 4't書

東京都千代田区丸ノ内 2 ノ8 仲 12号館 5 号

電 話( 281) 局 6505- 8番

金沢市高岡町三五電話金沢 ｾ｀Ｒ ＰＷＴ
福井市城之橋下町一O 包 話 福 井 2436

高 松 市 二 番 丁 九 電 話 高 松 ②5195

広

庖

阪

幌

大

キL

庖本

名 古 屋 庖

金沢営業所

福井出張所

高松出張所

暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 設 備

設 計 施 工

暖冷房 ・環波衛生 ・水道 ・電気 ・厨房 ・築炉

銅 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 販 売

賀 工 業 株 式 会

大阪市西区土佐婦通 1 丁目 14番地

m話 @ 代 表 5 1 7 1 番

東京都港区芝田村町 6 丁 目 電 話(431) 代表 7121

名古屋市中区材木町 1 丁目 電話@ 代表 7856

京都市下京区烏丸通松原下ノレ電話⑤ 1989・2255

神戸市生田区北長狭通2丁目電話③代表 5101

福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 @ 代 表 4731

社須

東 京 支 庖

名古屋支庖

京 都 支 庖

神 戸 支 庖

福 岡 支 庖

支 庖

(2951 

大阪市東区高鹿橋三丁番壱番地 ・電話代表26局{

l3076 

本 社 東 京 都 千 代 田 区 有 楽 町 壱 丁 目 十 番 地

支 庖 ・出張 所 名 古 屋 ・福 岡 ・札 幌 ・広 島

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 津 ・六 郷

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

阪業 大工機
一
一

空 気 調 和 装 置 ・ 設 計 施 工
給水 ・排水 ・衛生設備 ・暖房設備i

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装置

社

r.s 大

大 阪 市 北 区中ノ島 二丁目( 新朝日ピル 5 階)

電話大阪@6041 ( 代)

東京都中央区八重洲三丁目七

名古屋市中区西万町二丁目ー

支阪

材建

式

社

株

会

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区中津南通 2 丁目 51 電話大阪@3415

東京事務所 東京都港区西芝浦3のl 電話東京(451) 5281

広島出張所 広 島 市 空 鞘 町 99の1 電話広島③7544

福岡出張所 福岡市下呉服町2の9 電話福岡②5389

祐徳ピノレ

株式

会社

本社及東京支庖

営 業 所

2  
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本 社

出張所

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・衛 生 設 備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大 阪 市 北 区 富 田 町 一 六 @703-1@6793

東京都中央区宝町二 ・六〈村幸ピル2階)(561)5441

名古屋市中区新栄町二丁目ー ③1820 

福 井 市 宝 永 上 町 一 O 五 1596 

松江市東本町四丁目一四九 5098 

広 島 市 紙 屋 町 八 ②1938

福 岡 市 養 巴 町 二 二 ④1158

株式会社

暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

都 市 環 境 衛 生 装 置

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 掘 上 通 1 丁 目 7

電 @ ( 代表) 2 6  1  3 ・( 代表) 9 4 3  1  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 7 丁目 1 の 1

電 ④ 1 7 7 8 ・4 3  8  6  

名古屋市中区梅ケ校町 2 の 3 電 ③ 1 7 6 5

東 京 都 北 区 上 十 条 1 の 10 電 ( 911)お46

広 島 市 白 魚 屋 町 3 1 電 ② 1 3 7 5

営業所

所張

M

M

出

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

朝 日 工 業

大阪市北区中之島 4 - 39 電@6 671- 5

東 京 支 広 東京都港区芝浜松町 2ー 7 ltl ( 430 7  3  4  1  - 5  

北海道出強所 札 幌 市 北 四 条 西 15丁 目 電 ②2203・③，5374.5969

仙 台 出 張 所 仙台市元寺小路( 五城ピル} 電 @8061・③ 9261

名古屋出張所 名古尾市中区東開町 6- 5 電 @1270 ・1484

広 烏 出 張 所 広 応 市 大 手 町 8 - 155 電 ③ 7 9  4  9  

福 岡 出 漉 所 稲 岡 市 薬 師 町 3 電 @0788・⑤ 0296

生

置

暖

社株式会社

A

Q

Z

 

株式会社

広

本

支

神戸出強所

京鶴出彊所

三沢出強所

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 市 川 進 男

京 都市中 京区両替町通リ姉小路上J レ

包 話 @( 代表 )7975 ・( 夜間専用 ) 5532

大阪市北区天満橋筋1-37(天満橋北詰)

電 話 ③ 8 8  2  9  

四日市市浜田西末広町包話7503・3665

津 市 栄 町 2 ー 111 m話 3 6 1 0

⑥ 

社本

大 阪 営 業 所

四日市営業所

津 営 業 所

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 宮 田 町 30 臨 大 阪@jjgE32L。

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 ー 10

話 (281) 2  6  3  1  - 5  

台 市 新 伝 馬 町 6 0  

話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6

電 話 ③ 2 8  9  3  

山

山{

 

仙 台 支 庖

名古屋出張所

社

媛 房 ・ 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

工 業 株 式 会

取締役社長 嘉 縮 政 四 郎

阪 大 阪 市 北 区 万 才 町 四 三 浪 速 ピ ノ レ 六 階

電 話 大 阪 @ 直 通 2 0 8 5 ・5 7 2 5

( 代) 9951- 9 ・ω6 1 - 9

東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 町 一 ノ 八

電 話 東 京 (291) 8  0  0  2  - 3  

愛 媛 県 川 之 江 市 ・ 九 州 福 岡 市

気 ・ 空 気 調 和

生・電 気

簸 工

暖 冷 房 ・ 換

給 排 水 ・ 衛

設 計

大 嘉 熱

大

京• 

本 熱 学 工 業 株 式 会 社

取締役社長 牛 田 正 郎

社 大 阪 市 東 区 唐 物 町 5 丁 目 1 0  

語大阪｀Ｈ代 Ｉ ＵＱＷＱｾＳ ・ ＳＶＴＳ
東 京 都 千 代 田 区 神 田 和 泉 町 l

電 話 東 京 (866) 7683 ・7 7 1 6 ・2 5 9 4

下 関 市 大 和 町 33 大和ピノレ 23号室

話 ② 7 3  0  6  

日

本

東 京 支 后

暖 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 輿 商

取 締 役 社 長 中 山 敏 正

広 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 丁目一審地

電話大阪 ｀ ＳＳＹＱｾＵ 番

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 務 地

立 話 (351) 2  1  7  7  - 8 番

神戸市生田区下山手通八丁 目三三 電話元町@3035番

京 都 市 中 京 区 高 倉 遜 三 条 下 ル 電 話 上③お69番

宵 蘇 瓜 三 沢 市 上 久 保 三 一 沼 稲 大三沢36番

出g;. 野

下関出 ｾｰＧ 野

アーマー コート 西日本代理庖
冷房・暖房・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

近 畿 建 材 工 業 株 式 会 社

防水美装塗料… … アーマーコート

特殊防水パテ… - ・タイガ ー印コーキ シグ ・

ノへイドロ ν ーノレ

床面美装仕上材料・・ ・フアノレベ トシ

美 装 吸 音 材 料… … ラテックス，ボード

本 社 大 阪 市 北 区 茶 庖 町 33 T E L大阪⑮3∞3番

九州出強所 久 留 米 市 原 古 賀 町 北134の1 T E L久留米7飴5番

北陸出強所 石 川 県 松 任 町 字 布 市 町50 T E L 総 任 672番

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 北 通 3 丁目 4 6 番 地

電 話 大 阪 @ ( 代表) 3  8  1  8  

東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 1 7 番 地

電 話 (921) ( 代表) 6  2  9  4  

支庖出強所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広島

社本

3  
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各 種 電 気 工 事 設 計 施 工
電 気 工 事 設 計 施 工

社気

取締役社長 浅 海 正 雄

社 大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 大 阪 @ 5 2 7 3 - 5 ・5 4 5 1 - 2

東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 1

電話 (481) 1316・2536 ・4715 ・3573

名 古 屋 ・札 幌 ・沖 縄 ・福 岡

4 金』

ココE
株 式浅 海 電

本

社

大 阪 市 北 区 野 崎 町 八 O

話 ・大 阪 @2 8 9  1- 5 番

東 京 都 中央 区 西 八 丁 堀 二 丁目十二

篭 話 (551) 8 3  3  0 ・8 3  0  3  

名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山・ 広 島 ・福 岡

. 6.  

' : J X 式株気電藤エ

東京支社

東京営業所

営 業 所所業営

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

社

. 6.  

' : J X 

電 気 工 事 設 計 施 工

式株業エ原栗

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

騰

本 社 大 阪 市北区梅ケ枝町二五番地

m話 大 阪 @8131代表 - 4 @7263  

営 業 所 東 京 ・名古屋 ・新 宮 ・御 坊

村取締役社長

英

大阪市北区永楽町 8 番地( 日 産 生命館)

m 語 大 阪 @ 代 表 1 2 3 4 - 9

支 社 東京都港区芝浜松町(大門ピノレ〉

出強所 名古屋 ・舞 鶴 ・広 島 ・八 幡

福 岡 ・富 山

原栗取締役社長

. 6.  

コヨE

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

商

太

大 阪 市 北 区 西 郷 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 @ 代 3 0  5  6  

東 京 都中央区銀島区東 8 丁目 4 i書地

全国燃料会館607号室電話東京( 541) 7464

北海道 ・名古屋 ・四日市 ・福 山 ・福 岡所張出

電 動 機 自動 操作用 配 電 位 ・分電 盤 ・受電 盤

自勤 途 方 操作 盤 ・電 動 機単逆相 運転防止装 置

温 湿 度 自 動 装 置監視 盤 ・遠 方 監視自 動 装 置

各 種 フロ γ トスイ ッチ ・スペ ース ヒータ ー 及 び

ク 才一タヒ ータ ー・ 其の他特殊電気機態設計製作

森 井 電 業 株 式 会 社

東 京 本 社 東 京 都 港 区 芝 三 回 網 開I 一 番 地

電 話 東 京 (450 9  6  1  1  - 5 番

工 場 違 京 芸 港区rv T15E一日 一 認 番 華

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 常 安 町 十 六 番 地

電 話 大 阪 (44)9516- 8番 夜間専用 (44) 印2番

名古屋出張所 名 古屋 市中村区畏戸井町三丁 目四十一番地

電 話 笹 ぬ (54】6 86 5 ・9 4 9 5 番

福 岡 出 張 所 福 岡 市 東 職 人 町 二 七 番 地

電 話 (4) 7  8  1  3 番 (5) 3  5  1  6 番

. c:  

ヌLト 電マヤ株式会社

龍本山取締役社長

全t

東京営業所

本

. c:  '"崎・ ....p. ..0.悔

:x¥ ゃ" ェ， 言文

山 本 博 三

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 島 三 丁 目 三 朝 日 ピル 7 防

屯 話 大 阪 局 @ 9 5 3 1 (大 代 表}

営難所 大 阪 市 西 区 土 佐 姻 通 リ 四 丁 目 十 一 番 地

包 括 大 阪 局 @ 5  2  0  1 番 ( 代 表 ) - 3  

出強所 京 都 市 中 京 区 壬 生 桧 町 2 0  

包 括 京 都 局 @ 3  4  8  1 番

社

事

エ

エ

施

気

計 ・

電

設

電陽朝

社

取 締 役 社 長

電 気 工 事 段 設 施 工

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

社 大 阪 市 北 区 絹 笠町5 O(堂ピノレ 3 階)

電 話 ⑧ 7 0 7 7 - 9

大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 2 丁 目 51

電 話 @ 5  1  4  8 ・6 6  4  6  

東京 都中 央 区 西 八 丁凋 4 丁 目10番地

f 愛関ピル 3 階) 電話 (551) 5 5 9 0 - 2  

名 古 屋 市 中 林 区 泥 江 町 2 ノ 1

電 話 @ 7  1  4  6  

一ー

一

庫

底

本

倉

支

営業所

電気設備工事・設計・施工電 気 工 事 設 計 施 工

社

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁目一五

電 話 大 阪 @ 5  1  4  3 ・5 3  7  3  

大 阪 市 城 東 区 野江西之町三丁目一一三

電 話 大 阪 @ 2  1  9  3・2 1  3  4  

4 会』

ｾ＠

明

株 式

正本中

気

取締役社長

電中 本

社本

社

..0恥

Z コE

取締役社長 猪 飼 孝 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁目 72

電話大阪 ⑬ 代表 4 0 3 5 ⑬3 5 1 5

東 京 都 新 宿 区 淀 綿 5 3 3

電 話 東 京 (371) 6  2  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

式株

. c:  

ヌL電東

本

j工

織告書工繍

資材倉庫

社

出張所

4  

支



|  鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア l  

大 阪 出 張 所

商 会

会 社

タ

ゆ

れ

ヤ

タ ア 工

鈴 木

ヤν  木鈴

アン株 式 会 社

包 括 @ ∞98 ・5837 ・8729大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33

軽 量 鉄 骨

設 計 ・ 施 工

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 吉 国 債 武

大 阪 市 西 区 新 町 通 2 丁 目 2 5  

電 話 @ i 7 4 1 8 ・6 0 9 ・6 5 7 5  

神 戸 市 東 灘 区 本 圧 町 青 木 古 堂 町 53

電 話 神 戸 ③ 6 1  6  

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3 0 1 0

電 話 尾 道 2 9  6  8  向 島 西 1 9  

CONT RACT OR PAI NTIN G  

社本

庖

負

装

さむ場毛

"円

塗

事工装

林

塗

株式

会社
場エ

ド 床 ・ 床 材 料リグノイ

TEL . 大 阪 @1756- 7 ・東京@) 1335 

製造 ・販売 ・施 工

福 屋 工 業 株 式 会 社

庖 大阪市西区南掘江上通一丁目 三一

電 話 大 阪 @ i 3 4 2 6 - 7

本

婦、 商 月 報 無 料 送 呈

令 井 田 商 事 株 式 会 批

大阪市浪速区西円手町一0 一七暑地湊町駅貨物入警門前

電 話 (53) 4  8  9 0  ( 54)  0 8 0 8 - 9  

標準セメン ト防水材・ 特許ニッポン

特許ニ ッポン防水液 ・急結液一号( 噴水急止)

二号( 湧水防止) ・姉妹品紛末ニ ッポγ

施工指導並ニ責任模範施工

黒 川 化 学 工 業 所

( 国立大阪工業試験所創製) セメシト防水材特許権実

施工場

i大阪営業所) 北区芝田町六八電話大阪@乃

本社. 工渇) 神戸市灘区住吉町反高林1凶87河6.

神戸③2723

販 売 ・工 事 設 計 並 施 工

千 光 瓦

各 種 和 洋 五

各 種 タ イ ノ レ

衛 生 陶 器

各種陶管・大正便所 ..S.P. 石錦パイプ・モルタ

ル製敷プロック・腰鉛ブロック・スペンサー

セメシト煉瓦・流司洗濯槽・塵芥箱 ・空気抜 ・ヒ ューム管

各種セメント製品・コンクリート製品製造・販売

社

..6.. 

':z:s;' 式株業窯上井

営業所

5  

大阪市天王寺区生玉町40 m話天王寺⑫( 代)2825 - 7

( 電話) 住吉 @! 4 1 2 3 ・奈 良 2 5 0 8  

豊 中 3  6  1  4 ・芦 屋 5 9 3 0  

大阪市港区市岡浜通り 2 - 14 電 話 築 港 @ 1 6 7 5庫倉

三 舟 建 紋 命 曾

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 町 三 一 番 地

包 話 @! 2 4 2 0 番

⑨ 
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東京鋼板工業株式会社

ァ
u

p

 

ユ

‘ン
ツ

ム

サ

ス

ゥ

レ

一

千

ン

ル

テ

ア

ス

ス チ ー ル シ ャ ッ タ ー

本社及工場

大 阪 支 庖

名古屋支底

代 理 庖

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0 0 0

電 話 ( 891) 8  1  3  1  - 6  

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 1 8番地( 衆師事ピル 3 階)

電 話 ⑧ 9 1 5 4 - 7

名古屋市中区 大池町 24( 丸善ピル) @3 似8・4593

広 島 ・ 福 ・ 岡 ・ 富 山 ・ 札 幌

工業用及建築用各種石灰製造販売

セ メ ン ト

小野田 レ ミ コ ン 特 約 販 売 底

ブ ロ ッ ク

セ ン ト ラ ノ レ 硝 子 特 約 販 売 庖

樫 野 石 友 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 三 丁 目 十 四 番 地

( 桜橋電停曽根崎新地西入) 電話大阪 ｾ ＱＲＷＴ Ｍ Ｖ

支 后 ? 東 京 ・中1
1

戸 ・姫 路 ・徳 島 ・高 松

碕管・錬五-t ューム苦

べ ｾｦｴＭ＿ ー ＮｶＮ ン京寸し

曾

τ

討

商

叶

仰

い

幸

官

三

畑日

特 許

松 平 式 白 蟻 殺 滅 予 防 所

奈 良 市 南 城 戸 南 方 町 28 電話奈良 4 0 9 8

( 近日移転先)

奈良市登大路二番町 ( 博物館前) 電話 奈良4098

出張所 奈良市春 日町尾団組内 電話6011 ・6012

本 郷 高 知 県 宿 毛 市 宿 毛 町 2 6 3 9  

FUTABAYA DECORATORS， LTD.  

建 築 物 船 舶等造作工事

育安議官守護襲王雲設計施工

@ 一7 年〉

二葉屋装備工業株式会社

取締役社長 若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

( 天六電停西北 2 丁)

電話 ・大阪 @ 3321 - 3 ・3630

6  

電 気 工 事 役 計 施 工

株式会社電工社大阪支庖

大 阪 市 北 区 葉 村 町 41

電 話 @ 6 3 3 5 ( 代表) - 8  

本 社 東 京 都 渋 谷 区 大 和 田 町 25

電 話 (461) 4  2  4  6  - 4  2  4 8  

支 庖 並 名古屋市 ・四日市市・三島市・甲府市

営 業 所 宇都宮市

モデ‘ ルル ーム へどうそ

すでも時代癒堂lこ綬Lょう t 努方町、ます

Z Z琵 踊 閥 抗



耐 酸 ツ ボ 各 種

天窓瓦福林産地直売

若手m : p

3ま rP"/'il'質必

芸者吉田芳雄副高

だ い わ

大 和 洋 瓦

雨風 iζ 強く緩勾配 lζ 最適

超軽量荷重〈坪当37賞)

和型より安い

組 大仏瓦各種和洋瓦

工 事 情 負 一 式

京都市東山区今熊野池悶町九 ⑥ お55

大阪市東区内淡路町一丁目 @  975 

発 売 元

仏

脂新

大

本大

株 式

会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

所

大阪市東区高麗橋二丁目九 野村ピノレ五階

電 話 大 阪 @ 4 2 5 7 - 8 番

止
防

山

崎
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岳
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γ

目七
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ニ

喜

宍

五

衛生陶器

販 売 と 施 工

奉 仕 感 謝 の 1苫

: 愛川 J ｾ掌家業
強出阪大

決然えない建築資桜

師E電車= t

厄蒼ヲヌ策~ド

努イ対一トＭｾ
結対に亀裂を生じない劃期的下塗壁材

凶山ヨ防防湿

キーンヌセメント

各種焼石膏

告野厄膏太阪支庖

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

関西代理屈 株 式 会 社 金 剛 商 会

大阪市西淀川区野里町1231 阪神国道野星電停前

製 造 元 東 京サンヒッ ト 商 会 電 大 阪@0417・4091

Ｍ］主主 ｆ 官 ｾ ｜

…  
国 趨)[!/l)
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Gう

混 合 石膏 プ ラ ス タ ー

純 石 膏 プ ラ ス タ ー

キ ー ン ス セ メ ン ト

吾 種 焼 石 膏

仕 上

;撚

り

λ  

の 早

な

し、

し、

本 社

大 阪 営 業 所

東 京 営 業 所

名 古 屋 営 業 所

福 岡 営 業 所

姫 路 市 神 屋 町 4 - 7 7 T E L 姫 路1220 ・ 134

浪 速 区 北 日 東 町 145 T  E し(63) 3 1  6  1- 2  

新 宿 区 東 大 久 保1- 34 0 T E L  (3  51 )03 96(341)3542 

名 古 屋 市 東 区 駿 河 町 1 ー1' 8 T  E  L (  9 ) 4675 

福 岡 市 下 名 島 町 2 9  T  E  L  (  4  )  8358 

r 姫 路 市 神 屋 町 4 ー 7 7  

1  電 話 姫 路 134 ・1220

1姫 路 市 御 園 野 阿 国 分 寺 4 7 4

工 場 〈

1  電 話御着 3 2 4  

l 姫 路 市 四 郷 町 見 野

、瀬 戸 市 首 場 田T 1  1  3  

，ス手ールザ・νシ可・

・.，... ドp ー 司

，l  シャッタ1: ' "

オ子 ，a ・E 元通

⑧芳-f毛剤田T挙括性内烹全性5

田口圃

固[四国

園田園

目口巴

/( /( /(  

( カ タ ロ グ 過 呈 乞御 一 報 }

8  

ス チ ー ル シ ヤ ッ タ

ラ イ ト シ ヤ ッ タ

軽 便 シ ャ ツ タ

特 殊 機 械 扉

押 上 式

捲 上 式

横 引 式

総 式 会 社 繍 i &機 械 建S九社

営 業 所 大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町二 T 回一 電 話 大 略 慰 雪

第 一 工 場

朝 二 工 場

名 古 座 出 掛 町

広 貼 出 現 間

隔 聞 出 割 問

大 阪 市 東淀 川 区 野 中 北 通ニ 1 目三 五 割 程 園 田沼 野

大 間 市 雄 東 区 野 江 商 之 町二 丁 口ニ 電 話 雄 班 阻1)8263

名 古鹿市 中 区東陥町七丁目 二 電 ￰ｾ 名古風倒畑 ＳＷＲ

広 品 市 小 網 町 三 九 電 結 広 島 問

同 岡 市 上 州 崎 町 二 五 電 館 街 頭 間(3)6326



日本て初めての 年限仕様

(A) M をヲn I ・問水|

- ・ー宅画面圏直面圏一一一ー

=  
J  

ｾ冨言電車璽層重ｾ里里 ｅ 園園恒 国

地区 組 合 員 名 住 所 電 官主

( 抹〕久 保 商 庖 大阪市北区真砂町5 大阪 ｾＰＷＭＸ ・ Ｔ 邸 ＭＷＱ

( 株) 木 下 値 三 商 庖 大阪市西区江戸掘南通5/ 35 大 阪@54ω. 5486

近 〈抹) 明 正 社 大阪市北区樋ノ上町45 大阪Q S 8157- 9

( 綜 ) 井 上 浄 夫 商 庖 大阪市西区江戸姻下通1ノ7 大 阪 @お31- 5

( 株) 大 和 商 会 大阪市南区高津町4容丁73 大 阪@1588' 1905・附7

( 株) 石 田 建 材 庖 大阪市東淀川区元今里北通り 1 / 31 大 阪 @お40・3505

内 外 工 業 株 式 会 社 大阪市阿倍野区旭町1ノ51 大 阪@3434- 6

• 組 化 建 工 業 株 式 会 社 大阪市北区茶屋町38 大 阪 @缶55- 7

順不

日本涯育工 業( 抹) 大阪支庖 大阪市北区富田町40 大 阪@5496- 8

石 井 建 材 有 限 会 社 神戸市兵庫区荒田町1丁目 神 戸 ⑤2140・2697

)  同
( 株) 中 出 商 会 神戸市兵庫区上沢通6/ 9 神 戸 ⑤4630

タ テ パ ャ ν 商 底 京都市下京区四条大宮南入学校前 京 都 @制68

国島応用 化工( 株) 大阪出張所 大阪市西区京町姻上通I ノ14 大 阪@5951(代)

'且

岡 田 建 材 抹 式 会 社 名古屋市西区西菊井田T2ノ12 名古屋@2057・0121

( 株) 名 建 ，荷 会 名古屋市中区宮出町41ノ2 名古屋@1329・2817・2106

冒亀 高 梼 建 材 庖 名古屋市中区材木町l ノ12 名古屋@3295

ｾ ｴ＠ 北 川 工 業 株 式 会 社 金沢市西側町8 金 沢 ②4552- 3

北 川 工 業( 株) 富山営業所 富山市奥田新町28 富 山 ②2218 ③1014

島 エ 務 底 高岡市大坪旭町2丁目32ノ3 高 岡 2463

値
小 島 工 務 庖 富 山 営 業 所 富山市神通町3区1∞3 富 山 8221

中 背 盛 建 材 妹 式 会 社 広島市鉄砲町108 広 島 ②2281- 4

ft 盛 建 材 ( 抹 ) 岡 山 営 業 所 岡山市東岡町3 岡 山 ②7911・8169

国 ( 有) 小 野 甚 商 庖 岡山市内山下30ノ10 岡 山@4272

( 株) 浜 原 型E 商 庖 尾道市若宮町 尾 道 271ω

四 ( 株) 浜 原 担 碕 庖 防府支底 防府市大林寺 防 府 1ω 7

古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社 高絵市宮脇町蜘 高 松 ③日43

田 正 和 商 事 株 式 会 社 M¥山市1番町21 松 山 ②8161- 5

九 1' 1 盛 建 材 ( 株 ) 福 岡 営 業 所 福岡市万行寺前町14 福 岡@1225- 6

脱 建 材 工 業 株 式 会 社 楠岡市灘院町65 稲 岡0 4326

州 高 稲 工 業 株 式 会 社 長崎市大泉町45 長 崎 ②9228

建霞省阪建 22 号認可

出資金 600 万円

亘 西 日 本 ア ス フ- ア ル ト 事 業 協 同 組 合

大 阪 市 西 区 京 町 姻 上 通 ー の 一 四

東 京 連 絡 所 東 京 都 足 立 区 小 台 町六三三 ( 回島応用内)

北 陸 ・東 海 ・近 畿 ・中 国 ・四 国 ・九 州

T E L  @ 代 表 5951

T  E  L( 911) 代表 1181

9  



(  ;カ タ ロ グ 進 呈 )

角 形 鋼 管

「鋼 管 を 素 管 と し た

継 目 無 角 形 鋼 管 」

形鋼を組合わせて 溶後し た角形鋼管 と比べ ると

均質 で、経置 で、経済的 な( 高級) 調書目無角形鋼管

。

住友金属工業株式会社

ヨド 祉 太 匝 t結 束 民 瓦 町 4 丁 目 3 1 電話 {大代表}大 匝 町) 2201

女 性 班点郷 F 代1 H日丸ノ向 E 丁目 8 / 6 (鎖性友ピル) 電話 {大冊実)車京但1)2211

指 定 問 屋

lI . U 商 $ 総 式 会 社 大 匝 ，tdl l i ( j t  以 5 )  11  2  2 ‘ . J .  " 阪 @ 6 7 8 1  

' " ゲタ 圃 智 紙 式 会 社 " 阪 市 西 区 鏑 町 通 1 r U 1  4 轟J 1 ! ・品大臣 @ 6 3 3 1  

山 牛 飼 車 峰 式 会 社 太 匝 市 城 低 安 置 # 111通 1T l l101陸 地 電 話 大願 3 2 8 3 1

合名会社 祷 辿. 吉本 院 副 岡 市 I 両 町 1  Ｖ 喝」禍闘 ｾ 2 2 3 5  

特 徴 透水比 も吸水率も著し〈低〈且均 質優秀な防水モ

ルタルや防水 コンクリー トをつく る為の混入荷j で

あリます.

御一報次第詳細な説明印刷物 を御送り致します。

般酎・施行の御桶駁 ・御t宣伝 も致し ます。

IJ¥野田コ" ロック株式会社

ハ

川

ν

a

v

 

パ

川

い

U

本位 千代田区丸 ノ内1 の 1

包括 (201)  1311 ・1411

内線 3  6  5  - 7  

10  



電 話 ⑮ 6 5 0 1- 2 番

雄

大阪市北区神山町26 ( 富国信用 ピル 2 階)

支 部 長 福 田 好

部支西関
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日
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ア ル ミ サ ッ シ ・ ア ル ミ ド ア ア ル ミ ス パ ン

米 国 フ ェ ン ト ロ ン 社 と 提携 せる優秀品

FR型ALUMI.SASH

dぬ

、，

不ニサッシ工業株式曾社

取 締 役 社 長 佐 野 友 二

本 社 : 川 崎 市 中 丸 子 1 3  5 番 地 電 121 - 4261 (代)

東京 事 務 所 : 東 京 都 中 央 区 銀 座 西 6 - 5 番 地 電 571- 5526 (代)

大 阪 支 底 : 大 阪 市 西淀 川 区 御 幣島 町 中 3 ・4 岳 地 電 47 - 1  4  5  4  

営 叢 所 ; 樋 岡 ・名 古鹿 ・金 沢 ・仙 台 ・札 制 工 場 : 川 崎 ・大 阪

アル ミが 繍 ぴ. い とい

う・It. A  I の薗 化 拘

(/¥ I  ， ｏ ｾ Ｉ＠ IJf アル ミニ

ヲムの値化を防 <- 彼自

をするか らです . ζ の

安定な圃化庄臓をつ 〈

るために . ア ルミニウ

ム は峰初 の l '年位 は 腐

食が進行します が. そ

れ以植は値化度臓に保

E置きれて. 非常 に侵 食

が緩慢に怠 り. 民主手 H

の 使用 に耐える ように

な ります . この陣 化度

臓 を 人工 的に抑えた の

がアルミライ トです .

当社白 制品 はす べてア

ルミライ ト仕 上 で. い

つまでも艶蝿 忽 光耐を

保ちま す .

'  

"  
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豊 国 セ メ ン ト 株 式 会 社

本 社 福 岡 県 苅 国 町

事 務 所 倉 ・ 大 阪 ・ 東 尽

揮 出 製 材

ア ル ミ ニ ウ ム の 押出型材 は悩維 な型状の もの が 容 易 に 作

れ 、 軍当品コストを下げ、: J . l し〈、鈴びず、 合 金 によ っ て

鉄 鋼 に 匹 敵 す る 強 度 を 持 ち ま す 。

ｉ ｉＡｴ 近 は 、住策 、 船舶、航 空 機、 その 他 軽 工 業や事庇 ｾＺ［ 具

符 極 的 て 広 範 聞 に使問されていま す 。

ア ル ミニ ウ ム 工 業に 於て 伝 統 を 拘 る 当社 は 、 級 新式 抑 出

機 により、 干f 、様、 線 、 そ の他 各 績 の 型材 を 生 産 し 、 急

激 に I曽大 し て き た 新 しい稿 'l l ! l . こ応じて い ます 。

昭 和 ア ル ミ ニ ウ ム 株 式 会 社

本 社 堺 市 海 山 町 6 0 ) 2 2 4

電 結 m ( 3 )  1181 (大 代 表) ・大阪 ( 67) 3522(代表}

東 京 営 難 所 東 京 都 中 央 区 日 本 繍 埴 留 町 1 の 1 2  

電 話 (661) 0 087 ・0334 ・07 15・1776・4626 ・766 7

40年の伝統と 経験を誇る

内 外 式

パーチカル( 電動式) ベンチレーター

自然換気 の15倍 ・従来のもの よ り5 割も効 率大

工場 ・発電所 ・病 院・ボイラ 一室 ・倉庫 ・料理屈等

特 lζ 熱及び臭気 の発生す る所 に最適です

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト ・ 波 型 硝 子 完 全 葺

内外式ベンチレーターコンチニアス並ニ筒型

タ ー ピ ヤ 舗 装 工 事 ・ 設 計 施 工

22 内 外 土 木 建 材 社

大阪市西区土佐姻船町23 (大阪商工 ピノレ) T E  L  (44)  3983 ・4396

負

付

請
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〆
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床
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寄
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グ

6 2 2 寄
木 商

営 業 所 大 阪 市 東 区 横 堀 6- 49

電 話 @3  7 3 1 ・3 9  6 0  

工 場 大 阪 市 浪 速 区 勘 助 町 1

14 
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オペレーター

防 吋 lンガー

サッシ ｬＮ 阿・Ｎ抑 ｉｾｉｊ ﾭ

注ｾ 陸主主三加ヨ孟置

伝 統 に

輝 く

本 社 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 町 7 - 6 9

t立 話 大 阪 37- 1 7  5  4  (代 表)

ス チ J レ サ ツ シ ユ

ス チ J レ ン ヤ ツ タ

ス チ J レ ド ア

優 秀 な

製 品

新 規 製 品

完 全 密 閉 片 引 き 窓

気 密 度 極 め て 高 く

開 閉 軽 快 ・ 堅 牢 ・低 価

株 式 会 社
汎 建 製 作 所

大 阪 市 此 花 区 窓 貴 島 北 之 町 1 1  電 話 此 花 ⑬ 290 3 ・4 4  6  1  

ｾ当
綜合建築設計への道

設 計 部 1. 各種鉄骨 ・鉄 筋 コ ンク リート 造建築

の設計監理

2. ダイヤモン ドトラス・ ジグザグ トラ

ス・ 平 行 トラ ス等

各種大張間鉄骨造の設計監理

耐震耐風木材接合金具の製造販売

P A T . Q式 ( 織本式) ヂベル及ク ランプ 《

、、広明心

地 質 部 ポーリ γ グ ・建築物基礎工 v '  V  

事 の為 の土質 調 査

.  .  

株式会社 織 本 建 築 事 務 所 所長 織 本 道 三 郎

( 1日織本建築設計々算事務所 ・織本特殊構造研究所 ・合体)

東京都中央区日本属かきがら町 3 の2 屯話 ( 671) 6443 ・7007 ・7062

.

，

 

-
I

 

l

 

-

-

-

-
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が互の萌証5 社

I I . G. C武

N.  G. イ ン シ ュ ラ イ ト 工 事 責 任 施 工

リ ヤ ン メ ッ シ ュ D . M38 番 責 任 施 工

米 国 パ プ コ . コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 売

内外Z 業株式会耗

脇 山 静 夫

げ

イ

事

…
…
一
位

江

川

事

ー

か

ア

工

側

一

句v

 

ヲ"リデ' ヌトンfi'

: EI W. _' I ヲ ト

最 も 進 ん だ ゴ ム の ク ッ シ ョ ン

T  E  L  (34)  8157 ・8158 ・8159

経 験 と ⑥ 技 術

'r. c. コンべス( リ初イド)

大 阪 ヨ レ ペ ス 建 材 註

近 代 的 お そ う じ 百 貨

信用と品質を誇 る庖

ｏｓａｋａ ミツＮｾ亨 ｋｙｏｔｏ
ユー ピ金属マッ ト・ユーピゴ ムマッ ト

ユ ー ピ 鉄 マ ッ ト・ライ シ ゴムマ ット

カラーライシマァ ト・ ニューラインマ γ ト

近代建築の玄関に美しい ‘ ホ ー ム ・ ソ フ ト ・ モ ッ プ

デザインのマット ダ ス ト パ ッ ク 1 型 2型 発 売 元

G  

R

-

x

 

園

A

A

M

闘

W

，r---...， 

l今

-.  

J I  

株式会社

水 島 商 庖

大 阪 底 大 阪 市 西 区北掘江上通一丁目 ・T E L @l 3514 ・8246

京 都 庖 京 都 市 中 京 区 鮪 薬 師 烏 丸 西 入 ・T E L② 5363. 0214

工作所京都市右京区西院松井町八 ・ ｔｅｌ ｾ ＱＶＹ＿
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E t _霊彊

園

園 圃 一 品 川 の ぴ 郎 、 経 済 的 で あ る

舵燥が早〈、苦情i . 1 J J  1iJE......、
d 五五号〉

凪申4 2事里ZJJ 金
且ーーーー←

大 阪 ガ ス 会 社 指 定

ガス風巴

田 中 風 呂 猿 健 康

大阪市浪速区元町1丁 目742 但 ν 賑 橋 電 停 前 電 話 ⑧5313 ・8128

窓 掛 、 鍛 帳 、 日 除 、 壁 紙 室 内 装 飾 紙 麗 、 舗 床 材 一 般

東洋レーヨンの千イロシ鍛通と繊艶発売元

亀 井 株 式 曾 社

大阪市東区南久宝寺町四丁目( 心斎橋筋)

電 話 大 阪 (25) 1  3  5  3  '" 5番

量ヨヨｾｾ咽正司Ｎ

シヤν9・
工 業 株 式 会 社

大阪工場 大 阪 市 浪 速 区 河 原 町 2 丁 目 電 ( 64) 5750 ・8444

東京工渇 東 京 都 太 田 区 椛 谷 町 4 丁 目 電(741) 0160 ・1733

J l : l : J  
熱 海 莱 の 宮 ホ テ ル 全 室 装 備

大 阪 市 東 区 今 橋 一 ノ ー 0

製 造 元 株式会社 メ ル コ ン ( 朝日生命ピノレ ) T E L 大 阪 @ 5110

17 



.圃.

III 田タイル

岩 元 式

( ス力行イト並野明ベンチレーター|

サ ッ シ ュ 、 ド ア ー 、 シ ャ ッ タ ー

伸縮扉、オペレーター、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

山

引

式

引

い

株

限

引

業

服

@

;

附

話

『

-

大

電

元

日

刊

山
石

党け液製カーラス〔楓

咳詮霊敷島

製造元大日本硝子工業雲霊

ポ Y エステノレ樹脂

硝 子 繊 維 強 化 板

大阪市北区玉江町 2 - 4 ( 三菱倉庫ピノレ) 電話大阪 @3389 ・1389

社 東 京 都 中 央 区 京 橋 3 - 6 電 話 ( 281) 6 9  2  6  ｾ＠ 8  

議 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 ー アスファノレ ト防水工 事 怒

ミ ー ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスフアル トタイ ノレ工事 選

議耐酸モノレタノレ工事 ・ 各 種 床 工 事 選

大 阪 耐 酸 乏 業 PR

大阪市北区浮田町82番地 電話大阪@1333番
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全国線代理屈 l  

q l . 亨 最 高 の 晶
- 新じい建築資材

- E函語E・・霞ヨ・・E畢ヨ・

音 響 材 料

• 

) ¥ードボード

インシ:urション

高 級 合 板

装 飾 板

創 難 明 治 24 年

貿易・木材・建材 ③ 田村画審連材部

アヌマ. q未の索・ジヤバ

ゴールデン- ヤマ八アコヌ

三 ｊ ヰボード・コ 二 ｊｾ デ〉ボード

イワ7ラホモゲン・ャマ八木- f

プー ｊｾｔ ンイ ンシ ュレーションボ Ｍｲ
テ ッ ク ス 各 種

ヤマ八合板・ラン} ' ¥- コ 7

プライロ ン ・コ ヒ ｊｾ デ Ｓ め ｆ ヰヲチ

ヒッターライト・ビニール合板

カラーボード・コルクボード
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古きLL手ミと斬新な技術を2をむ大銀製品

ステンレヌ製品

美 術 金 物

金庫金庫室扉

目営 業 品

スチール??ユ

アルミr - r  

シヤ'!Jター

pJ( 

社曾

大

⑪ 0910 ・0919

電 話 大 阪 @ 1 4 1 8  

電 話 大阪 @ 4 6 0 6  

津 守 工 場 大 阪 市 西 成 区 千 本 通 七 丁 目 二 四 番 地

提 携 会 社・大阪ドア ーエ ンヂン株式会社

.  

保

温

・

断

熱

・

防

音

に

す

ぐ

れ

た

-

イ

ン

シ

ュ

レ

l

シ

ョ

ン

建

物

か

ら

家

具

ま

で

用

途

が

広

い

-ハ

l

ド

ポ

i

ド

木

材

よ

り

も

美

し

い

木

目

を

も

っ

-

プ

リ

ン

ト

ボ

l

ド

(
新

発

売

)

間

仕

切

り

用

に

効

用

大

-

サ

ン

ド

ウ

ィ

ッ

チ

ボ

l

ド

い

つ

も

適

温

し

づ

か

な

住

い

コ
E

四
位

T

t

d

町

E

U

F

天

井

か

ら

床

ま

で

優

れ

た

特

性

と

耐

久

性

の

あ

る

日本J¥- ド米'-f . I . 業様式曹社

名 古 屋 市 港 区 抑 止 町

東 京 出 幅 所 東 京 都 中 央 区 八 重 洲 ‘ 円 5

大阪出張所大 阪市西区南堀江大通ｾ 1 町 19( 三 友 ピル)

⑪ 

四
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快

適
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性
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場
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用

途
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て

い

ま

す

φ λ @⑩ 代

住 三 安 伊 理

友 章E 宅 藤 底

宿 高 重量 豊

事 事 嫌 冨

事t 事量 増車 E  

式 式 式 長

会 会 会 会

社 社 社 社
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取 締 役 社 長 冨 田 豊 松

回目 一 丁 四 四 t 包 括 大阪 @1254 ・4615



肺

• 

- - 黄 綬 褒 . 受 賞

特 許 奥 山 式 熱 工 法 ・ 冷 工 法 綜 合 防 水 層

Ｇ‘ ＮｾｉＧ ミー陪Ｗｉｲ帯
コ ー r ¥ ー タ イ ト

••• ｉ ・ ｾｍ
カ タ ロ グ m・a

| 娘道元| 奥山化工業株式曾粧

東 京 都 中 央 区 銀 座 西8の 3 ・T E L 銀 座 (571) 2 7 0 3 - 4 ・2 3 7 0 ・4 0 6 4 ・0 2 6 4

s ' : ア シ パ ネ 印 ビ ニ テ ツ 実 用 レ ー ル

① 硬 質 ビ ニ ー ル を 完 全 被 覆 し て

あ り ま す か ら 優 美 で あ り 永 久

防錆されて居ります。

② 防 音 に し て 戸 車 は 軽 快 に 回 転

致します。

③価格は実用的低廉であります。

実 用 新 案 NO. 4 9 6 0 9 0

NO. 4 9 8 8 7 7  

意 匠 登 録 7 件

グ レ 一 色 (甲丸レール. 角レール，丸レール)

透 明 金 色 (

パ ー ル 色 (
"  

安 田 レ ー ル 株 式 会 社

大 阪 ⑮ 6 5 7 1 - 4 番

21 



連 築 j宥め拶看守) k  (式

@ ポ ミd ド

木 工 用

テ ッ ク ス 閉

ボ ー ド 用

セ メ ン ト モ ル タ ル

補 強 用

宕ウ有ト用

見 本 カ タ ロ グ 進 呈

ポ ン ド C H 2 ハ ー ド ボ ー ド 用 オミンド CV2000 

場ミンド K イ七 粧 キ反 用 ポ ン ド Gs

ボ ン ド C Z

ピ ニ タ イ ル 用

サ ラ ン

ポ ン ド G100
その千也

埼玉ンド E 木 材 構 造 用 ポ ン ド K R 1 7 0 種

製 造 元 顎 小 西 儀 助 商 庖 ボ ン ド 工 場

営 ! 大 阪 市 東 区 道 修 町 2 丁 目 6 番 地

;1 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 3 丁 目 1 番 地

1 分 室 ・東京都中央区日本橋本町 1 丁目 7 番 地

所 | 名 古 屋 市 西 区 菊 井 通 り 8 丁 目 1 7 番 地

工 場 大 阪 ・ 東 京

電 話 ( 23) 2047.  2057 ( 代表)

電 話 ( 241) 5 5 2 4- 8.. 

電 話 (241) 2191- 4.  2541  

ｾ Ａ＠ ( 55)  0 6 5 8 .  1 0 5 8  

近 代 建 築 に

アルミサッシ・ドア一

二重焼付塗装による完壁の防錆

スチーノレサッ ν

スチーノレドアー

スチーノレ ν ャッター

オ ペ レ ー タ ー

〔方ートメー ν ョン新防錆処理工場完成〕

新 装 な ったアルミ ナ ッν 工 場

22 

r向、
よ - - 曹 勾

、J 大 阪 逮 材 エ 業 株 式 舎 社

営 黛 所

工 事 都

本 社 工 渇

経理部分室

泉 尾 工 場

出 51 所

大 阪 市 南 区 九 郎 右 衛 門 町 二 十 一 番 地

同 所

堺 市 松 屋 一 丁 目 六 番 地

大 阪 市 南 区 久 左 衛 門 町 六 番 地

大阪市大正区泉尾浜通四目丁六十一番地

名 古 屋 ・ 金 沢

75 - 8  3  6  ( 代) - 9  

75 ー 7 1 2 7 ・7 0 4 7

堺2 - 3 3 2 3 ( 代) - 7

75 - 8  3  0  

5 5 - 2  2  3  

ｾ＠

側



4  

.. 

伊東の

タ イ ル I

カタログ送呈

タイ ルマーク

《雲〉

術陶マ ー ク

良 質 と 量 産 を 誇 る

の伊奈の製 品を

i 理哩 E-u 市置. .  自民， 

軍 司E・，圃_.. ｾｾ・ ｅ 圃置園田 直 ｊＮ￲ーＭＭ

設計 ・市営繕深

施工 ・大成建設

納品 ・C C 130 

- 唱畠戸ー -・・・・・・・・・・E ・ -

伊奈製陶械式曾紅

本社及工場 愛 知 県 常 滑 市 扇 面 新 田 電 ( 代) 7 0 0  

東 京 事 務 所 東 京都中央区西八丁堀2- 8 電 (551)5261- 2・5921



錆びない

書館( i )

株 式 書 箱 土
‘圃... 

号 冨

オートメーション lζ 依る

錆 :止 メ 塗 装 は

実 施 致 し ま し て

期 し て い ま す

1a 鍾長 z  

ボ ン デ ラ イ ト を

焼 付 塗 装 を

完 全 防 錆 を

是非御採用の程願上ます

京

大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 東 二 丁 目 三 一 番 地 電話 淀川 I (47) 代表 5123 ・3000

〈E 亘孟函画面〉

創 業 大 正 e 八 年

製

日本 μ 刃 ｟］ｔ 山 ｮ 劉］出量ｾｾ恥・ ｴ
....，"- " T 占' ; j . ，. ，験担怖Z、=帯Z

オ丈 余t I 叫』

加 工 場

東 京 支 A円

相 聞 出 引S lifr 

名 古 Jjl_ 乱.' ，' jJJ J 'Ji

取 締 役 社 長 出 向 井 啓 蔵

吊 j 也 . " 日 大 阪 ( 72) 代 よi 6 6 6 6 - 9

，古 1:11 di 小 l三 1' 1到 J!l f I  r  U  5 揖 地 氾 品 名 古 屋 ( 23)

主

， 



特許 スーパーオリエンタルメタル製

邑 魚 、

固 く 特許 オ リ エ ン タ ル メ タ ル 製

業〉 屋根板 ・谷樋 ・軒樋 ・竪樋 ・呼樋

}  棟包 ・雨押類 ・ダクト並央突類

品 〈 特許 オ リエジタ ノレ スカイライ ト

目〉 特許 特 殊 屋 線 材 「セラクタイ ト」

特許 才 リエジタ ノレ ・アスファノレ トプロック

J 製 設

j 造 計

販 施

売 エ

､ｳ｢･ｳｴｯｾ＠ pro↑e(teD met 叫

耐 酸 ，ifi j " f アノレカリ性被 誼 鋼 板
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E
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目
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圃
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4

a伺
着 色カラー ，不 燃 性，超 耐 酸 被 覆 鋼 鉄 板

ス ー パ ー オ リ エ ン タ ル メ タ ル

オリI ンヲンl f傍l製造株式会副

本 社 及 工 場 尼 崎 市 長 州 字 稲 川 新 聞 44 T E L 大阪 (48) 4947- 9 ・5920

東京支庖及工場 埼玉県桜l I i 壕魁1620 T E  L 舷 (0889) 3252- 4  

九 州 支 庖 及 工 場 福 岡 県八幡市東浜町16の2 T E L 八 幡 (6】 723 ・2512

東北支庖及工場 福島県1 I 日山市外富久山町久保田 1 4 2 T E L (郡山) 267 

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 熱 田 区 三 本 松 町2のお T E L 名古屋【88) 7674 

' 、

@  

あか竺の理ち竺: : :

4  

ｾ＠
日・米・英・独、各国特許

型 状 優 美

. 故 障 絶 無

日 本 霊 異 製 作 所
製造元タマノ《ヲ工業様式雪雄



ヲ11

、

〆キ-

「

ABC 
n  ゆる間 隙 から永久に漏水の心配を根絶する

系く久に気容を保持する

F長イ泊予耐久 1I生のある ゴJ キン欠脅j

( 現場渡)8， 5  0  0 円

4  8 円

3， 0  0  0 円

材料費

1  8 リ ッ タ 一 躍

1  c m x  1  c m x  1  m 

コ ー キ ン グ ガ ン ( 現場渡)

弘二上 美 しく，磨耗せず，滑 は か つ 問 中 床 材

床，廊下，階段，ロビ ー，パノレゴ ニー， ガソ リンスタシド等美しい色彩と耐磨耗性を必要とす

る場所や，防水力があるので戸外にも使用出来る 。

現場渡{ そ努他

クフ力

( 坪当り￥ 1，180)  

(  1/ ￥ 980)  

7，080円

5，880円

42kg袋入 ( 6坪分)格価

之 ふ 息 ふ と 工 場 ， 倉 庫 用 コ ン ク リ ー ト 床 仕 上 材

コンク リー ト床の金属性硬化材で ， ブエロコンの施工によって床は恰も鋼板を張ったような効

果をあげる。

6，200円

5，400円

{ 色 物

現場渡{

i ナチュラル

49kg袋入 ( 7坪分)格価

ル t 二よ 近 代 人 の 部 屋 川 疲 れ を い や し，いらいらを 取 る 壁 材

合成ゴムとゴ ノレクから製造された コノレク ν ートで落着いた上品な感覚で，老化せず水洗出来る

コ

主3尺 x 6尺 x O. 7 mm 寸法2，200円東京渡坪当り格価

F  

ノレイ
点

ノ

E
ν

向

ピ

N

導

イ叩

山

電

タ…

用

ロ ビ ン ス コ ン ダ ク テ ィ ブ

麻 酔 ガ ス の 爆 発 を 防 止 す る 手 術 室

・ 常 に 一 定 の 電 導 性 を 保 証 出 来 る

・ 施 工 翌 日 か ら 使 用 出 来 る ・ 掃 除 、 補 修 が 容 易 で あ る

東 京 都 千 代 田 区 永 田 町 2 - 7 7  

T E L  (581)  1  4  1  1  ( 代表) - 7  

大 阪 出 張 所

大阪市西区京町堀通 1- 18( 日新ピ ノレ〉

T E L  (44)  3  9  1  5 ・0 5 0 0  

K.K. ABC商会
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ムホタ幡八

責 任 ・ 施 工 ・ 請 負

続 油 脂 化 工 社本
社 東京都品川区二葉町 1 - 441  電話東京 (781) 1715言

取締役社長 矢 中 龍 次 郎 大 阪 営業所 大阪市東成区西今里町 2 - 48 電 話 @4765 ・00633

.・・・・・・・・11111111111111111111111111111111111111111111111111111-園 田 園 田 園 田 園 ー ー ー 一 一 一 ←

日本建築協会優戻誼明

ヲ方- f J イ1- 8雪

セ 〆 ン ト 増 強 防 水 剤

ｾｾＮＮＮＮＮＮＮ盤、ｾ齢、

、 機 、

川1m. . ト

株式会社日本セメント防水剤製造所

社 兵 ! 取 県 宝 塚 市 荷 台 上 の 池北 28- 1  'i I. Lll; 宝 塚 (079) 2  1  5  3  

阪 述 絡 所 大 阪 市 東 区 船 館 町 2 - 31  ( 船超 ピ J レ) ，電話⑧ 2626 (直 通 )

張 所 電 話 東 京 ( 431) 0  8  7  4 ・ 名 古 屋 ⑫ 1 3 3 1

ウ オ ー タ イ ト 式 防 ホ 工 事 仙 台 ③ 0 7 2 い 札 制 ⑤ 7 1  7  1  

代 行 杭 屯 品 大 竺 E 業 高松 ② 8 6 9 7 安 藤 工 事 福 岡 ③ 5 7 6 5

笠 71< ｩｬｬ 材広 ｉｾｾ ④ Ｓ 5  6  7  

l

r

L

託膚

p
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酬

即

日

豆

電 動 式 ・ 手 動 式 ・ パ ラ ン ス

代 行 販 売 唐

株式田舎ｾ ｾ＠ ""'" .. .  D  制 佐 官 中 博 光 商 E 札 幌 市 川 副 I r l l 山 間 f ¥ : J l (4)028 1  .. 

奮 祉 国4トンマツアー事選1t PJ r 理 日 間 式 会 社 小 梅 山 内 .15 ，/ .. 5  &J t ! ! … η 脳 7523&

ー・.. -司，.- 、 ，- '"pら，、_1'" 三 協 l ! M 株 式 会 社 東! i f f 3'I'SI込μ 八虚洲3 ノ l (広綱ピル 2 向的電必( Z7) 21oS- 6&"  p  ・ーー ・ .  - - 可.- .司_._ I  

栄 遺 跡 L ，崎 市 ， . 巾 人 同 州 小 林 3・00 ‘ 品 川 市 955 ・

志社工場大阪市東淀川医悶川通 Ｖ 丁目調書地ＱｉｾＨ大阪 ｝ ⑮ ｾＸＵＶＵＭＸ 香 住 野 鋼 材 位 式 会 社 ' " A< 市i "I 民 竹 ト 町 8 電 品 叩 3628. "615・

車 京 工 唱 川 崎 市 軒 丸子J l ( 3 丁目 1 I  59 岳 地 電 話 中 原 両( 倒 1} o325- 1. 石 本 章 圃 株 式 会 社 紙 泊 小 " 町 l i & 町 6 2 4 1 1 !Ai 213181- S.  

福 町 商 西 宮 山 市 舟 偏 花 町 8 ・ j 也電ムI . f t A 85 ・1市外 9

九 州 工 場 樋 悶 市 岨 田 町 1 2  6  8 畠 地 割E 結 ② 4 6 4 7 m. 温 度 由 主 属 工 費 定 枕 式 会 社 広 ‘ 市 嗣 噴 町 2 5 電 話¥4 827 1- ‘ 書

名 古 置 支 唐 名 古 摩 市 中 区 宮 出 町 2 3 &地 酒E 話 中 ② 4 8  1  1  1I降 水 見 主 翼 措 式 会 社 絞 U rh 朝 “ 町 駅 糊 口 通 電 訪 322・5452&

高 睦 . . 健 所 高 松 市 丸ノ 内 10  各地{ 井開ピル肉) ‘ E孟 @ 4 0 0 8 . l f = 家 交 勧 株 式 会 社 樋 閣 .h ト前 U 町 23 吊 地 電 品 13'01“ 2>ω47.

。 小 倉 出 曲 所 小 倉 市 怖 労 町 7 2 .1 I ‘ “ 151 367 3  &. 

岡 山 雀 揖 所 岡 山 市 内 山 ト 3 0 ノ 7 & 地 11 品 @， 7 2 1 9 1， ｾ＠ 晶 崎 出 蝿 pfi . . 崎 山 子 脇 町 1 /  9 慣 訪 121 0890 需

高 知 2陰 線 開 高 知 th 西 紺 崎 町 1 0 品 地 電 話 ② 7 3  4  9 係 人 石 康 l I ! 措 式 会 社 八 繍 巾 泊 町 2 0  T  t I 喝 山 61 1195- 6A

神 戸 退 屈 事 時 間 神 戸 市主 出 区 中 山 手 通 3丁 白 山 岳 地 電 品 @ 2  6  5  0 書 中 村 金 拘 抗 式 会 社 鹿 児 島 山 氏 信r 5  7  0 各地，電話代表 6650- 3 8;

ク 陪 4民 主 仏 鰍 Aド .h 制' t 4 .r 1  ，1 3  0  '11 J .  121 1231 ‘.84嶋

田 中 位 工 抗 式 会 社 .. ' " 巾 峻 内 虜r 1 ・2 ‘ .;.t; 3  2  9  .  1  2  2  1  ｾ馬

( 量 カ $1 ロ グ ・ 資 料 ) 小 111 坦 H  由 r. . 市 。 処 γ" 2・. J. 電 品 21 0897 品

植 木 工 作 所 樋 烏 徹 . . 山 市 北 凹 町 1 . ・. . . . 山 2830&
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朝日石綿工業株式会社手段ち

大阪市北区神山町四六

東京銀座七営業所- 東京核浜. 名古屋岡山九州北海道

電話犬阪⑧怒諸説大阪営業所

社本

山 梨 名 主 屋 大 隊 岡 山 門 司 乞 成東京. 横浜場エ

官

冗

縮

刷

部

金

百

八

十

円

(送

料

共

@  4 4 6 8  

テ パ ヤ シ 商 底

京 都 市 下 京 区 大 宮 通 四 畢 F ル 電 話

回 建 材 株 式 会 社

名 古 摩 市 西 区 西 葡 井 町 2 ノ 1 2 電 E舟@ 0 12 1 ・2 0 5 7

株 式 会 社 名 建 商 会

名 古 摩 市 中 区 宮 出 町 4 Ｑ ノ Ｒ 電椴 ｾ Ｑ ＳＲＹ ・ Ｒ Ｑ 師 ・ ＲＸＱ Ｗ

タ

岡

株式会社 木 下 謹 三 商 庖

大 阪 市 西 区 江 戸 凪 南 通 5 ノ 3 5  

電 話 @  5 . 0 8 ・5 ‘ 8 6

株式 会 社 久 保 商 底

犬 阪 市 北 区 真 砂 町 5

電 話 @ 位 。1 - 8 ・48話 一 7

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 西 区 南 $1 江 上 過 1 ノ 3 5 電 話 @ 6 16 1 - 4  

日 東 物 産 株 式 会 社

本 社 ・名 古 嵐 '1' IJ<: 東 瓦 町 3 9  1 ( ! 陥@ 6 1 7 6 - 9  

匝 阜 出 損 所 ・枯 阜 市 竹 原 関T 2  7 電 日il @2 2 0 1 ・2 3 6 0

合名会社 利 倉 牽 商 庖

大 阪 市 南 I>l: 品願締筋 2 ノ 20 Ｈ ［ｮＮｾ綱電博嗣 Ｉ
電 話 ⑮ 叫71 - 2・伺 71 @  76刷

京 郵 宮 陣 所 京都 市 中京区河版町両川 下ル 電 時 @  3 2 7 7  

青 盛 建 材 株 式 会 社

本 社・ 広 島 市 鉄 砲 町 1 0  8 電 話 ② 2 2 8 1 - 4

岡 山・ 岡 山 市 東 川 町 3 電 ; ; 1@7 9 1 1 ・8 l b 9  

福 岡 . t . ¥¥関 市 万 行 脅 附 町 1 4 電 話 ③ 1 2 2 5 - 6

@  3 2 8 6  

泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 区 日 本 橋 筋 2 ノ 3 6 電 話

辛口

井 建 材 有 限 会 社

神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1

電話 ⑤ 2 6  9  7 ・ 2 1  4  0  

石

関西三星タ イル会員

電 話 北 浜 ⑮ 9648 ・9649 ・9640

振 替 口 座 大 阪 3 9  9 7 5 醤

御 入 会 の 御 申 込 は ー・

「建 築 と社 会」 発 行 所 社 団法 人 日 本 建 築 協 会 大 阪 市東 区 北 浜 3 - 37 


